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百丈塔銘譯注 （西口 芳男）

百
丈
塔
銘
譯
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
口　

芳
男

こ
の
譯
注
は
、
百
丈
塔
銘
を
十
二
段
に
分
け
、
碑
側
の
寺
規
を
附
錄
と
し
て
、
原
文
・
校
記
・
訓
讀
・
日
譯
・
注
釋
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

底
本
は
京
都
大
學
附
属
圖
書
館
谷
村
文
庫
藏
『
勅
修
百
丈
清
規
』
元
刊
本
、
參
照
本
に
は
同
五
山
版
、
校
本
に
は
『
全

唐
文
』
卷
四
四
六
所
收
本
を
用
い
た
。
ま
た
先
行
研
究
に
は
、
宇
井
伯
壽
『
第
二
禪
宗
史
研
究
』「
第
四 

百
丈
懷
海
」（
岩

波
書
店
、
一
九
四
一
年
）、
石
井
修
道
「
百
丈
清
規
の
研
究
―
―
「
禪
門
規
式
」
と
『
百
丈
古
清
規
』
―
―
」（『
駒
澤
大
學
禪
研

究
所
年
報
』
第
六
號
、
一
九
九
五
年
）、
賈
晋
華
著
・
齋
藤
智
寛
監
譯
・
村
田
み
お
譯
『
古
典
禪
研
究
』「
第
八
章 

洪
州
系
の
勃

興
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
原
著
：
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
參
照
し
た
。

　
唐
洪
州
百
丈
山
故
懷
海
禪
師
塔
銘
并
序
（
東
陽
德
煇
重
編
『
敕
修
百
丈
清
規
』
卷
八
・
附
錄
、
至
正
三
年
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

將
仕
郎
守
殿
中
侍
御
史
陳
詡　
　
　
　
　
　

撰　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
信
州
司
戸
參
軍
員
外
置
同
正
員
武
翊
黃　

書　

【
注
釋
】

〇
百
丈
懷
海
禪
師
塔
銘　
『
寶
刻
類
篇
』
卷
五
・
名
臣
十
三
之
五
・
武
翊
黃
条
、「
百
丈
懷
海
禪
師
塔
銘
〈
陳
詡
撰
、
元
和

十
三
年
十
月
十
三
日
立
、
洪
〉」
と
あ
り
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
十
月
十
三
日
に
洪
州
に
建
て
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
塔
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銘
は
「
元
和
十
三
年
十
月
三
日
建
」
で
あ
り
、
十
日
の
ず
れ
が
あ
る
。
東
陽
德
煇
『
敕
修
百
丈
清
規
』
附
錄
に
全
文
が

揭
載
さ
れ
、『
全
唐
文
』
卷
四
四
六
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。
百
丈
塔
銘
の
注
と
し
て
は
、
道
忠
『
敕
修
百
丈
清
規
左さ

觿け
い

』
卷
二
十
（
柳
田
聖
山
主
編
、
禪
學
叢
書
之
八
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
に
所
收
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
ほ
か
、『
百
丈

清
規
抄
』
卷
十
五
附
著
「
百
丈
祖
師
塔
銘
」（
禪
文
化
研
究
所
藏
「
宗
榮
寺
文
庫
」、
禪
文
化
研
究
所
藏
所SEA

RCH

に
畫
像
あ
り
、

『
續
抄
物
資
料
集
成
』
第
八
卷
「
百
丈
清
規
抄
」
六
二
八
頁
以
下
、
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
〇
年
）
が
あ
り
參
照
し
た
。

〇
東
陽
德
煇　

生
卒
年
未
詳
。
法
は
大
慧
宗
杲
―
佛
照
德
光
―
北
礀
居
簡
―
物
初
大
觀
―
晦
機
元
熙
（
一
二
三
八
～

一
三
一
九
）
―
東
陽
德
煇
と
師
承
し
、
嗣
法
者
に
中
巖
圓
月
（
一
三
〇
〇
～
一
三
七
五
）
が
い
る
。
天
曆
元
年
（
一
三
二
八
）

漸
定
的
に
即
位
し
た
文
宗
（
ト
ク
・
テ
ム
ル
）
の
濳
邸
を
捨
し
て
大
龍
翔
集
慶
寺
と
い
う
官
寺
の
巨
大
寺
院
が
建
立
さ
れ

そ
の
開
山
住
持
に
な
っ
た
の
が
德
煇
の
同
門
で
あ
る
笑
隱
大
訢
（
一
二
八
四
～
一
三
四
四
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
大
訢
の

畫
策
で
、
一
三
三
〇
年
、
德
煇
は
百
丈
山
大
智
壽
聖
寺
の
住
持
に
な
る
。
清
規
纂
修
は
初
め
文
宗
が
企
圖
し
、
元
統
三

年
（
一
三
三
五
）
に
順
帝
の
聖
旨
を
得
、
至
元
二
年
（
一
三
三
六
）
に
事
業
に
着
手
し
、
同
四
年
（
一
三
三
八
）
に
編
成
を
み

た
。（
古
松
崇
志
「
附
屬
圖
書
館
谷
村
文
庫
藏
『
勅
修
百
丈
清
規
』
元
刊
本
・
五
山
版
―
元
代
江
南
禪
宗
と
日
元
文
化
交
流
の
歷
史
を
解
明

す
る
重
要
資
料
―
」『
静
脩
』V

ol40N
o3,

長
谷
部
幽
蹊
「
勅
修
百
丈
清
規
の
纂
輯
を
め
ぐ
る
政
治
的
背
景
Ⅰ
」
二
一
九
頁
、『
禪
研
究
所
紀

要
』
第
二
十
九
號
、
二
〇
〇
一
年
）

○
將
仕
郎
守
殿
中
侍
御
史
陳
詡　
「
陳
詡
（
一
に
翊
に
作
る
）、
字
は
載
物
。
閩
縣
の
人
。
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）
及
第
。
三

府
に
交こ

も
ごも

辟め

さ
る
。
文
を
以
て
時
に
名
あ
り
。
官
は
戸
部
員
外
郎
知
制
誥
に
終
る
。
詩
集
十
卷
有
り
」（『
福
建
通
志
』
卷

五
十
一
）。「
將
仕
郎
」
は
、
從
九
品
下
の
最
下
級
の
文
官
。「
殿
中
侍
御
史
」
は
、
殿
庭
に
お
い
て
供
奉
の
儀
を
掌
る
、

從
七
品
下
。「
守
」
は
、
位
階
卑
く
し
て
官
職
高
き
と
き
に
「
守
」
を
冠
す
る
。
位
階
高
く
し
て
官
職
卑
く
き
と
き
は

「
行
」
字
を
冠
す
る
。「
戸
部
員
外
郎
」
は
、
戸
部
は
國
家
財
政
を
掌
り
、
尚
書
・
侍
郎
・
郎
中
・
員
外
郎
・
主
事
。「
知
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制
誥
」
は
、
綸
旨
制
誥
の
起
草
。

〇
守
信
州
司
戸
參
軍
員
外
置
同
正
員
武
翊
黃　

武
翊
黃
は
生
卒
年
未
詳
。
慧
能
の
碑
文
を
磨
却
し
た
と
さ
れ
る
武
平
一

（『
菩
提
達
摩
定
是
非
論
』）
を
曾
祖
父
、
憲
宗
の
と
き
の
宰
相
で
あ
る
武
元
衡
（
七
五
八
～
八
一
五
）
を
父
に
持
ち
、
百

丈
山
第
二
代
法
正
禪
師
の
碑
文
（『
林
間
錄
』
卷
下
）
の
選
者
。「
信
州
」
は
今
の
江
西
省
上
饒
市
。「
司
戸
參
軍
」
は
、
戸

籍
・
田
宅
・
道
路
な
ど
の
事
を
掌
る
。「
員
外
置
同
正
員
」
は
、
正
員
に
準
ず
る
待
遇
を
受
け
る
定
員
外
の
官
。『
通
典
』

卷
十
九
「
職
官
一
」、
員
外
に
關
す
る
原
注
に
「
是
れ
自
り
員
外
官
に
復
た
同
正
員
な
る
者
有
り
。
其
の
同
正
員
を
加
う

る
者
は
、
唯
だ
職
田
を
給
せ
ざ
る
の
み
に
し
て
、
其
の
祿
俸
の
賜
る
は
正
員
と
同
じ
。
單
に
員
外
と
言
う
者
は
、
則
ち

俸
祿
は
正
官
の
半
ば
を
減
ず
。」

〔
一
〕
門
人 

塔
銘
を
求
む

星
躔
斗
次
，
山
形
鷲
立
。
桑
門
上
首
曰
懷
海
禪
師
。
室
於
斯
， 

塔
於
斯
， 

付
大
法
於
斯
。
其
門
弟
子
， 

懼
陵
谷
遷
貿
， 

日

時
失
紀
， 

託
於
儒
者
， 

銘
以
表
之
。

【
訓
讀
】

星
の
躔や

ど
りは

斗
の
次ぶ

ん
や、

山
の
形
は
鷲
の
ご
と
く
立
つ
。
桑
門
の
上
首
を
懷
海
禪
師
と
曰
う
。
斯こ

こ

に
室す

ま
いし

、
斯
に
塔
し
、
大

法
を
斯
に
付
す
。
其
の
門
弟
子
、
陵
谷
遷
貿
し
て
日
時
紀
を
失
う
を
懼
れ
、
儒
者
に
託た

の

み
て
、
銘
し
て
以
て
之
を
表
さ
ん
と

す
。

【
日
譯
】

そ
の
地
の
星
の
宿
る
位
置
は
南
斗
の
分
野
に
當
た
り
、
山
は
鷲
峰
の
よ
う
に
屹
立
し
て
い
る
。
そ
こ
の
沙
門
た
ち
の
指
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導
者
が
懷
海
禪
師
で
あ
る
。
こ
こ
に
住
持
し
、
こ
こ
に
墓
塔
が
あ
り
、
こ
こ
に
大
い
な
る
教
え
を
授
け
ら
れ
た
。
門
下
の
僧

侶
が
た
は
、
久
し
き
後
に
は
山
も
谷
も
移
り
變
わ
り
、
師
が
生
き
ら
れ
た
事
跡
や
そ
の
年
代
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
心
配

し
、
わ
た
し
に
碑
銘
を
作
る
よ
う
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

【
注
釋
】

〇
星
躔
斗
次　

そ
の
地
は
星
の
や
ど
り
で
は
南
斗
の
分
野
に
あ
る
。「
躔て

ん

」
は
場
所
・
位
置
。「
斗
次
」
は
南
斗
の
位
置
に

當
た
る
分
野
の
予
章
（
洪
州
）
を
い
う
。『
漢
書
』
卷
二
十
八
下
・
地
理
志
第
八
下
、「
呉
地
は
斗
の
分ぶ
ん

壄や

な
り
。
今
の
會

稽
・
九
江
・
丹
陽
・
豫
章
・
廬
江
・
江
陵
・
六
安
・
臨
淮
郡
、
盡
く
呉
の
分ぶ

ん
や
な
り
。」
王
勃
「
滕
王
閣
序
」、「
南
昌
故

郡
，
洪
都
新
府
。
星
分
翼
軫
，
地
接
衡
廬
」（
南
昌
の
故
郡
で
あ
り
、
洪
都
と
い
う
新
し
い
名
の
都
市
、
こ
こ
に
滕
王
閣
が
あ
る
。

星
の
や
ど
り
で
は
、
翼
と
軫
と
の
二
つ
の
星
の
あ
る
分
野
に
あ
り
、
地
上
で
は
衡
山
や
廬
山
に
接
し
て
い
る
）。
天
空
を
東
（
蒼
龍
）・
北

（
玄
武
）・
西
（
白
虎
）・
南
（
朱
雀
）
の
四
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
七
つ
の
星
座
（
宿
）
に
分
け
た
も
の
が
二
十
八

宿
、
そ
れ
を
地
上
の
各
地
方
に
配
當
し
た
も
の
を
分
野
と
呼
び
、
そ
の
地
は
星
宿
で
は
斗
（
南
斗
）
の
分
野
に
當
た
る
。

〇
山
形
鷲
立　

百
丈
山
を
釋
尊
説
法
の
法
會
の
あ
っ
た
靈
鷲
山
に
喩
え
る
。

〇
懼
陵
谷
遷
貿　

忠
曰
く
、「
年
代
久
遠
に
し
て
境
地
變
亂
せ
ば
何
人
の
塔
な
る
や
を
知
ら
ざ
る
を
恐
る
」（『
敕
修
百
丈
清
規

左
觿
』
卷
二
十
）。

陵
谷
遷
貿
は
岡
が
谷
と
な
り
、
谷
が
岡
に
な
る
よ
う
に
移
り
變
わ
り
の
甚
だ
し
い
た
と
え
。
任
昉
「
爲
笵
始
興
作
求
立
大

宰
碑
表
（
笵
始
興
の
爲
に
作
り
大
宰
の
碑
を
立
て
ん
こ
と
を
求
む
る
表
）」
に
次
が
あ
る
。

原
夫
存
樹
風
猷
，
沒
著
徽
烈
，
既
絶
故
老
之
口
，
必
資
不
刊
之
書
。
而
藏
諸
名
山
，
則
陵
谷
遷
貿
；
府
之
延
閣
，
則
青
編
落

簡
。
然
則
配
天
之
迹
，
存
乎
泗
水
之
上
；
素
王
之
道
，
紀
於
沂
川
之
側
。
由
是
崇
師
之
義
，
擬
迹
於
西
河
；
尊
主
之
情
，
致

之
於
堯
禹
。
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【
訓
讀
】
夫か

の
存
し
て
風ふ

う

猷ゆ
う

を
樹た

て
、
沒
し
て
徽き

烈れ
つ

を
著
す
を
原た

ず

ぬ
る
に
、
既
に
故
老
の
口
に
絶
ゆ
れ
ば
，
必
ず
不
刊
の
書
に
資よ

る
。

而
れ
ど
も
諸こ

れ

を
名
山
に
藏
す
れ
ば
、
則
ち
陵
谷
遷
貿
し
、
之
を
延
閣
に
府
す
れ
ば
、
則
ち
青
編
簡ふ

だ

を
落
と
す
。
然
ら
ば
則
ち
天
に
配

す
る
の
迹
、
泗
水
の
上

ほ
と
り

に
存
し
、
素
王
の
道
、
沂
川
の
側
に
紀し

る

す
。
是こ

れ

に
由よ

り
て
師
を
崇
ぶ
の
義
、
迹
を
西
河
に
擬
し
、
主
を
尊
ぶ

の
情
、
之
を
堯
禹
に
致
す
。

【
日
譯
】
生
き
て
道
德
教
化
の
道
を
樹
立
し
、
死
し
て
は
勝
れ
た
偉
業
を
世
に
著
す
者
に
つ
い
て
考
え
ま
す
と
、
故
老
の
口
に
よ
っ
て

傳
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
き
っ
と
滅
び
る
こ
と
な
く
傳
わ
る
書
物
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
書
物

を
名
山
に
秘
藏
す
れ
ば
、
山
谷
も
移
り
變
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
朝
廷
の
書
庫
に
收
藏
す
れ
ば
、
書
籍
は
簡
冊
が
抜
け
落
ち
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
天
と
共
に
高
祖
を
祀
っ
た
事
跡
に
つ
い
て
は
、
泗
水
の
ほ
と
り
の
廟
前
に
建
て

ら
れ
た
碑
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
王
者
の
德
を
備
え
た
孔
子
が
歩
ん
で
き
た
道
に
つ
い
て
は
、
沂
川
の
傍
ら
の
舊
廟
に
建
て
ら
れ

て
い
る
碑
に
刻
み
錄
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
門
人
が
師
を
尊
敬
す
る
誠
に
よ
っ
て
、
子
夏
が
西
河
で
孔
子
に
見
間

違
わ
れ
る
ほ
ど
師
の
行
い
を
眞
似
ま
し
た
し
、
家
臣
が
君
主
を
推
尊
す
る
赤
心
か
ら
、
伊
尹
が
自
分
の
君
を
堯
や
禹
の
よ
う
な
名
君

に
近
づ
け
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

（
訓
読

・
日
譯
は
原
田
種
成
『
文
選

（
文
章
篇
）
上
』
三
八
三
頁

・
新
釈
漢
文
大
系
八
二

・
明
治
書
院
に
よ
る
）
。

○
日
時
失
紀　

忠
曰
く
、「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
塔
を
立
つ
る
年
月
日
時
、
後
人
恐
ら
く
は
紀し
る

さ
ず
、
故
に
今
、
我
に
請
う
て

塔
銘
を
作
ら
し
む
」（
同
前
）。
懷
海
禪
師
が
生
き
ら
れ
た
年
代
や
事
績
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
。

〔
二
〕
禪
宗
の
傳
燈

西
方
教
行
于
中
國
， 

以
彼
之
六
度
， 

視
我
之
五
常
。
遏
惡
遷
善
， 
殊
途
同
轍
。
唯
禪
那
一
宗
， 

度
越
生
死
， 

大
智
慧
者
方

得
之
。
自
鷄
足
達
于
曹
溪
， 

紀
牒
詳
矣
。
曹
溪
傳
衡
嶽
觀
音
臺
懷
讓
和
上
， 
觀
音
傳
江
西
道
一
和
上
。
詔
諡
爲
大
寂
禪
師
。
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大
寂
傳
大
師
。
中
土
相
承
，
凡
九
代
矣
。

【
校
記
】

詔
諡
爲
大
寂
禪
師
＝
元
刊
本
、
五
山
版
は
「
詔
」
の
上
、
敬
意
を
表
わ
す
た
め
に
二
字
空
角
。『
全
唐
文
』
は
、「
闕
二

字
」。

【
訓
讀
】

西
方
の
教
え
、
中
國
に
行
わ
る
、
彼
の
六
度
を
以
て
我
が
五
常
に
視な

ぞ
らう
。
惡
を
遏と
ど

め
善
に
遷
る
は
、
途
を
殊
に
す
る
も

轍わ
だ
ちを
同
じ
く
す
。
唯
だ
禪
那
の
一
宗
の
み
生
死
を
度
越
し
、
大
智
慧
の
者
に
し
て
方は
じ
めて
之
を
得
た
り
。
鷄
足
自よ

り
曹
溪
に
達い
た

る
ま
で
、
紀
牒
詳
し
。
曹
溪
は
衡
嶽
觀
音
臺
の
懷
讓
和
上
に
傳
え
、
觀
音
は
江
西
道
一
和
上
に
傳
う
。
詔
み
こ
と
の
りし
諡
し
て
大
寂

禪
師
と
爲
す
。
大
寂
は
大
師
に
傳
う
。
中
土
の
相
承
、
凡
そ
九
代
な
り
。

【
日
譯
】

西
方
の
佛
の
教
え
は
、
中
國
に
廣
ま
り
、
佛
教
の
六
度
（
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禪
定
・
智
慧
）
を
我
が
中
國
の
五
常

（
仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
）
に
當
て
は
め
、
惡
を
押
し
と
ど
め
て
善
に
改
め
る
の
は
、
や
り
方
は
違
っ
て
も
同
じ
行
爲
で
あ
る
。

た
だ
禪
の
一
宗
だ
け
は
生
死
を
越
え
出
て
お
り
、
最
上
の
智
慧
あ
る
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
が
實
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

西
天
第
一
祖
の
摩
訶
迦
葉
よ
り
唐
土
第
六
祖
の
曹
溪
慧
能
に
至
る
ま
で
、
そ
の
傳
記
や
系
譜
は
詳
し
く
書
き
記し

る

さ
れ
て
い

る
。
曹
溪
は
南
嶽
觀
音
臺
の
懷
讓
和
尚
に
傳
え
、
觀
音
は
江
西
の
道
一
和
上
に
傳
え
、
道
一
和
上
は
天
子
よ
り
大
寂
禪
師
の

謚
號
を
賜
り
、
大
寂
は
大
師
に
傳
え
た
。
大
師
ま
で
の
中
國
で
の
傳
法
相
承
は
九
代
で
あ
る
。

【
注
釋
】

〇
以
彼
之
六
度
， 

視
我
之
五
常　

忠
曰
く
、「
實
に
は
五
戒
を
以
て
五
常
に
配
す
。
そ
の
説
は
前
下
一
の
沙
彌
得
度
の
中
の

五
戒
の
相
の
處
に
箋
す
（『
敕
修
百
丈
清
規
左さ

觿け
い

』
卷
十
三
：
そ
こ
で
は
〔
五
戒
配
儒
五
常
〕
の
典
據
と
し
て
『
法
苑
珠
林
』
一
〇
五
、
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『
止
觀
弘
決
』
六
之
二
、『
法
界
次
第
』
上
、『
輔
教
編
』
一
を
擧
げ
る
）。
然
る
に
今
〈
六
度
視
五
常
〉
と
言
う
者
は
儒
家
の
佛
學

に
乏
し
く
し
て
、
徒い

た
ずら
に
剽
聞
し
て
、
此
の
齟
齬
を
致
す
。
強
い
て
會
釋
す
る
を
須も
ち

い
ず
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷

二
十
）。「
五
戒
を
以
て
五
常
に
配
す
」
こ
と
は
北
魏
の
疑
經
で
あ
る
『
提
謂
波
利
經
』
に
見
え
る
（『
塚
本
善
隆
著
作
集 

第

二
卷
』
第
六
「
中
國
の
在
家
佛
教
特
に
庶
民
佛
教
の
一
經
典
―
―
提
謂
波
利
經
の
歷
史
―
―
」）。

〇
遏
惡
遷
善　
『
易
經
』
大
有
、「
象
曰
：
火
在
天
上
， 

大
有
。
君
子
以
遏
惡
揚
善
，
順
天
休
命
。」（
岩
波
文
庫
本
日
訳
：
太
陽

（
離
）
が
天
（
乾
）
の
上
に
在
る
の
が
大
有
で
あ
る
。
君
子
は
こ
の
太
陽
の
明
照
す
る
象
に
の
っ
と
り
、
惡
を
ふ
せ
ぎ
と
め
、
善
を
揚
げ
て

勸
め
て
、
大
い
な
る
天
命
に
隨
順
す
る
こ
と
に
つ
と
め
る
。）

○
殊
途
同
轍　

忠
曰
く
、「
儒
と
佛
は
、
教
え
は
殊こ
と

な
る
と
雖
も
、
然
ど
も
其
れ
人
を
し
て
惡
を
止
め
善
に
向
か
わ
し
む
る

こ
と
は
同
じ
な
れ
ば
、
猶
お
途み

ち路
は
別
な
り
と
雖
も
、
車
の
轍わ
だ
ちは
相
い
同
じ
な
る
が
如
し
」（
同
前
）。
道
忠
は
典
據
と
し

て
『
周
易
』
繫
辭
下
傳
を
引
く
、

易
曰
:
「
憧
憧
往
來
，
朋
從
爾
思
。」
子
曰
‥
「
天
下
何
思
何
慮
？
　
天
下
同
歸
而
殊
途
，
一
致
而
百
慮
，
天
下
何
思
何

慮
？
」（
岩
波
文
庫
本
『
易
經
』
下
、
二
六
一
頁
、
日
譯
も
參
照
し
た
）

易
に
言
う
、
「
絶
え
ず
往
來
し
て
い
れ
ば
、
朋と

も

は
爾

な
ん
じ

の
思
い
に
從
う
」
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
孔
子
は
言
う
、
「
天
下
に
何
の
思
い
慮う

れ

え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？　

天
下
の
物
事
は
歸
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
、
そ
こ
に
行
く
道
筋
が
違
う
だ
け
だ
、
結
果
は
一
致
し
て

い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
思
い
め
ぐ
ら
し
か
た
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
け
な
の
だ
、
天
下
に
何
の
思
い
慮う

れ

え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？
」

〇
自
鷄
足
達
于
曹
溪
， 

紀
牒
詳
矣　

西
天
東
土
の
歷
代
祖
師
の
傳
記
・
系
譜
が
詳
し
い
。
紀
牒
は
傳
記
・
譜
牒
。
當
時
す
で

に
『
寶
林
傳
』（
八
〇
一
年
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
が
成
立
し
て
い
た
。

〇
衡
嶽
觀
音
臺
懷
讓
和
上　

元
和
十
年
（
八
一
五
）
興
善
惟
寛
と
章
敬
懷
暉
の
要
請
に
よ
り
張
正
甫
撰
す
る
『
衡
州
般
若
寺

觀
音
大
師
碑
』（『
唐
文
粹
』
卷
六
十
二
、『
全
唐
文
』
卷
六
一
九
、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
卷
十
六
）
が
あ
る
。
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〇
詔
諡
爲
大
寂
禪
師　
『
祖
堂
集
』
卷
十
四
、『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
の
馬
祖
章
に
「
大
寂
禪
師
」
の

諡
號
を
賜
っ
た
の
は
憲
宗
の
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
と
し
て
い
る
。
賈
晋
華
氏
は
章
敬
懷
暉
の
碑
で
あ
る
權
德
輿

撰
「
唐
故
章
敬
寺
百
巖
大
師
碑
銘
」（『
權
載
之
文
集
』
卷
十
八
）
に
既
に
大
寂
禪
師
の
諡
號
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
章
敬
は

元
和
三
年
（
八
〇
八
）
に
長
安
に
召
さ
れ
た
こ
と
、
碑
の
撰
述
を
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
と
し
、
馬
祖
の
諡
號
は
八
〇
八

年
～
八
一
七
年
だ
と
推
測
し
て
い
る
（
齋
藤
智
寛
監
訳
・
村
田
み
お
訳
『
古
典
禪
研
究
』
五
十
九
頁
）。

〔
三
〕
本
貫
と
生
長
の
靈
異

大
師
太
原
王
氏
， 
福
州
長
樂
縣
人
， 

遠
祖
以
永
嘉
喪
亂
， 

徙
于
閩
隅
；
大
師
以
大
事
因
緣
， 

生
於
像
季
。
託
孕
而
薫
羶
自

去
， 

將
誕
而
神
異
聿
來
， 
成
童
而
靈
聖
表
識
， 

非
夫
宿
植
德
本
， 

曷
以
臻
此
。

【
訓
讀
】

大
師
は
太
原
（
山
西
省
太
原
市
）
の
王
氏
に
し
て
、
福
州
長
樂
縣
の
人
な
り
。
遠
祖
は
永
嘉
の
喪
亂
を
以
て
閩
隅
に
徙う
つ

る
。

大
師
は
大
事
因
緣
を
以
て
像
季
に
生
ま
る
。
託た

く
よ
う孕
し
て
薫
羶
自お
の
ずか
ら
去
り
、
將
に
誕う

ま
れ
ん
と
し
て
神
異
聿こ

れ
來
た
り
、
童

と
成
り
て
靈
聖
表あ

ら
わ識
る
は
、
夫
れ
德
本
を
宿
植
せ
る
も
の
に
非
ず
ん
ば
、
曷い
ず

く
ん
ぞ
以
て
此
に
臻い
た

ら
ん
や
。

【
日
譯
】

大
師
の
本
籍
は
太
原
の
王
氏
で
あ
り
、
福
州
長
樂
縣
の
出
身
で
あ
る
。
遠
い
先
祖
が
永
嘉
の
喪
亂
に
よ
っ
て
邊
境
の
閩

に
移
り
住
ん
だ
。
大
師
は
衆
生
を
救
う
と
い
う
重
大
な
使
命
を
も
っ
て
像
法
の
末
季
に
生
を
受
け
た
。
母
は
託
胎
す
る
と
臭

い
の
き
つ
い
野
菜
や
肉
を
自
然
に
食
べ
な
く
な
っ
た
。
誕
生
す
る
と
き
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
瑞
が
あ
り
、
十
五
歳
に
な
る
と

聖
人
の
風
が
現
れ
た
の
は
、
前
世
に
善
根
を
積
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ろ
う
か
。

【
注
釋
】
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〇
太
原
王
氏　

太
原
（
山
西
省
太
原
市
）
の
王
氏
は
名
門
。
三
國
魏
の
司
空
王お
う

昶ち
ょ
う（

？
～
二
五
九
）
な
ど
を
輩
出
し
た
一
族
。
そ

の
氏
族
の
高
き
を
い
う
。

〇
福
州
長
樂
縣　
『
大
清
一
統
志
』
卷
三
二
五
「
福
州
府
條
」、「
長
樂
縣
は
府
の
東
南
一
百
里
に
在
り
。
…
…
隋
の
閩
縣

の
地
。
唐
武
德
六
年
（
六
二
三
）
分
け
て
新
寧
縣
を
置
く
、
其
の
年
に
改
め
て
長
樂
と
曰
い
、
福
州
に
屬
す
。
元
和
三
年

（
八
〇
八
）
省
き
て
福
唐
に
入
る
も
、
五
年
（
八
一
〇
）
復
し
て
置
く
。」
今
、
福
建
省
福
州
市
長
樂
区
。

〇
永
嘉
喪
亂　

西
晋
の
末
、
永
嘉
年
間
（
三
〇
七
～
三
一
三
）
に
起
こ
っ
た
匈
き
ょ
う

奴ど

に
よ
る
亂
。
後
漢
末
以
來
匈
奴
の
華
北
移
住

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
八
王
の
亂
に
乘
じ
て
三
〇
四
年
劉
淵
が
自
立
し
、
そ
の
子
劉
聡
は
三
一
一
年
に
西
晋
の
都
洛
陽

を
攻
略
、
そ
の
部
下
石
勒
も
河
南
、
山
東
で
晋
軍
を
破
り
、
三
一
六
年
西
晋
の
愍
帝
は
劉
曜
に
降
伏
し
て
西
晋
が
滅
び
、

翌
年
江
南
に
東
晋
が
建
國
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
喪
亂
に
よ
っ
て
閩
（
福
州
）
に
移
住
し
た
。

〇
像
季　

像
法
の
末
季
。
佛
滅
後
の
五
百
年
は
正
法
が
行
わ
れ
、
正
法
後
の
一
千
年
は
正
法
に
似
た
法
が
行
わ
れ
る
像
法
の

時
代
、
そ
の
後
は
末
法
の
時
代
と
さ
れ
る
。

〇
成
童
而
靈
聖
表
識　
「
成
童
」
は
十
五
以
上
（『
禮
記
』
内
則
）。
靈
聖
は
聖
人
、『
大
唐
西
域
記
』
卷
十
二
に
次
が
あ
る
。

夫
印
度
之
爲
國
也
、 

靈
聖
之
所
降
集
、 

賢
懿
之
所
挺
生
。（
大
正
五
十
一
・
九
四
七
上
）　

印
度
の
國
は
聖
人
が
多
く
降
誕
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
賢
者
が
生
育
さ
れ
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

「
靈
聖
表
識
」
は
「
靈
聖
の
性
、
外
に
表あ

ら
わ識

る
な
り
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
宿
植
德
本　

宿
世
に
善
根
を
積
む
。『
方
廣
大
莊
嚴
經
』
卷
十
一
、「
無
量
拘
胝
の
諸
菩
薩
衆
の
德
本
を
宿
植
せ
し
も
の
、

佛
所
に
來
至
し
、
佛
足
を
頂
禮
し
、
右
繞
三
匝
す
」（
大
正
三
・
六
〇
七
上
）。
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〔
四
〕
進
具
後
の
反
省
と
大
藏
經
を
讀
む

落
髮
於
西
山
慧
照
和
尚
， 

進
具
於
衡
山
法
朝
律
師
。
既
而
歎
曰
：
「
將
滌
妄
源
， 

必
遊
法
海
， 

豈
惟
心
證
，
亦
假
言
詮
。」

遂
詣
廬
江
， 

閲
浮
槎
經
藏
， 

不
窺
庭
宇
者
積
年
。

〔
校
記
〕
豈
惟
心
證
＝
底
本
は
「
心
」
を
「
必
」
に
誤
ま
る
。
五
山
版
、『
全
唐
文
』
に
よ
り
改
め
た
。

【
訓
讀
】

西
山
の
慧
照
和
尚
に
落
髮
し
、
衡
山
の
法
朝
律
師
に
進
具
す
。
既
に
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
將
に
妄
源
を
滌す

す

が
ん
と
せ

ば
、
必
ず
法
海
に
遊
び
、
豈
に
惟
だ
心
に
證
す
の
み
な
ら
ん
や
、
亦
た
言
詮
を
假
ら
ん
」
と
。
遂
に
廬
江
に
詣い

た

り
て
浮ふ

さ槎
の

經
藏
を
閲け

み

し
、
庭
宇
を
窺
わ
ざ
る
こ
と
積
年
な
り
。

【
日
譯
】

潮
州
西
山
の
慧
照
禪
師
の
も
と
で
出
家
し
、
衡
山
の
法
朝
律
師
に
つ
い
て
具
足
戒
を
受
け
た
。
し
ば
ら
く
し
て
た
め
息

を
つ
い
て
言
っ
た
、「
迷
妄
の
起
こ
る
源
を
洗
い
清
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
必
ず
佛
法
の
大
海
で
あ
る
大
藏
經
を
味
讀
し
、

し
か
も
た
だ
心
に
悟
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
言
葉
が
必
要
な
の
だ
」
と
。
そ
し
て
廬
江
に
行
き
、
浮
槎
寺
の
經
藏
に
こ

も
っ
た
ま
ま
大
藏
經
を
何
年
も
讀
み
ふ
け
っ
た
。

【
注
釋
】

〇
西
山
慧
照
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。
唐
伸
撰
『
澧
州
藥
山
故
惟
儼
禪
師
碑
銘
并
序
』
に
「
年
十
七
、
即
ち
南
の
か
た
大
庾
を

渡こ

え
、
潮
の
西
山
に
抵い

た

り
、
惠
照
禪
師
を
得
て
、
乃
ち
落
髮
、
緇そ

う
えを

服き

て
、
執ら

い
は
い禮

し
以
て
事つ

か

う
」（『
唐
文
粹
』
卷
六
十
二
、

『
全
唐
文
』
卷
五
三
六
）
と
あ
る
潮
州
西
山
の
惠
照
禪
師
。
慧
照
和
尚
に
つ
い
て
は
、『（
順
治
）
潮
州
府
志
』
卷
十
「
仙
釋
」

に
「
僧
惠
照
は
潮
陽
縣
の
人
。
唐
の
大
曆
初
（
七
六
六
）
曹
溪
自よ

り
歸
り
、
深
く
南
宗
の
旨む
ね

に
契
え
り
。
邑
の
西
巖
に
居

し
、
戒
律
を
精
持
す
。
大
顚
・
惟
儼
、
皆
な
之
に
師
事
す
」（『
稀
見
中
國
地
方
志
彙
刊
』
四
十
四
）。
西
山
に
つ
い
て
は
同
卷
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八
「
山
川
部
」
の
「
西
山
小
記
」
に
言
う
、「（
潮
陽
）
縣
の
西
十
里
を
西
山
と
曰
う
。
上
に
磚
塔
有
り
、
故
に
又
た
塔
山

と
名
づ
く
。
形
勢
は
嶻さ

つ
が
つ嶭

（
高
峻
の
さ
ま
）
た
り
。
下
に
石
室
有
り
、
海
潮
岩
と
名
づ
く
。
三
面
の
石
壁
は
深
廣
な
る
こ

と
一
丈
餘
な
り
。
…
…
唐
僧
慧
照
は
曹
溪
の
派
な
り
、
西
山
中
に
栖
處
す
」（
同
前
）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
標
目
に
南

嶽
懷
讓
禪
師
法
嗣
の
一
人
と
し
て
「
潮
州
神
照
禪
師
」
と
見
え
る
の
に
批
定
で
き
よ
う
。

〇
衡
山
法
朝
律
師　

生
卒
年
、
傳
記
未
詳
。

〇
將
滌
妄
源
， 
必
遊
法
海　

忠
曰
く
、「
妄
心
所
起
の
根
源
を
洗
滌
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
必か
な
ら須
ず
佛
法
の
大
海
に
遊
ぶ
べ
し
。

今
、
法
海
と
云
う
者
の
意
は
大
藏
經
を
指
す
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
佛
經
を
披
味
せ
ず
ん
ば
微
細
の
根
本
無
明
を
辨
別
し

難
し
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
豈
惟
心
證
， 

亦
假
言
詮　

心
に
悟
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
さ
ら
に
經
典
の
言
葉
も
必
要
な
の
だ
。
忠
曰
く
、「
心

に
證さ

と
るを
要か
な
めと
爲
す
と
雖
も
、
亦
た
須
ら
く
教
乘
の
言
句
を
假
り
て
方は
じ

め
て
差
別
の
法
門
を
知
る
べ
し
」（
同
前
）。『
勅
修

百
丈
清
規
抄
』
卷
十
五
「
塔
銘
」
で
は
「
自
證
ノ
處
ハ
大
悟
カ
簡
要
ナ
レ
ト
モ
、
上
求
菩
提
下
化
衆
生
ト
ハ
、
鳥
ノ
兩

翼
・
車
ノ
兩
輪
ノ
如
ソ
、
大
乘
菩
薩
ハ
下
化
衆
生
ノ
方
カ
猶
本
チ
ヤ
ソ
、
下
化
衆
生
ニ
ハ
言
詮
テ
ナ
ウ
テ
ハ
不
叶
ソ
、

サ
ル
ホ
ト
ニ
下
ニ
經
藏
ヲ
を
閲
ト
云
ソ
」（
禪
文
化
研
究
所
藏　

宗
榮
寺
文
庫
）。

〇
廬
江　
『
𦾔
唐
書
』
卷
四
十
「
地
理
」
淮
南
道
、「
廬
州
上
、
隋
の
廬
江
郡
、
武
德
三
年
（
六
二
〇
）
改
め
て
廬
州
と
爲
す
、

合
肥
・
廬
江
・
慎
の
三
縣
を
領
す
。」
今
安
徽
省
廬
江
縣
。

〇
浮
槎
經
藏　

 

『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
「
唐
揚
州
華
林
寺
靈
坦
傳
（
七
〇
九
～
八
一
六
）」
に
「
向
廬
州
浮
槎
寺
覽
大
藏
經
」
と

有
り
、
廬
州
（
安
徽
省
合
肥
市
）
愼
縣
（
安
徽
省
肥
東
縣
東
北
梁
園
鎮
）
の
浮
槎
寺
に
大
藏
經
が
あ
っ
た
。

歐
陽
脩
「
浮
槎
寺
八
紀
詩
」
に
言
う
、「
右
の
浮
槎
寺
八
紀
詩
な
る
者
は
自
ら
〈
雁
門
釋
僧
皎
字
廣
明
作
〉
と
云
う
。
詩

は
工た

く
み
に
非
ざ
る
と
雖
も
、
載
す
る
所
の
事
迹
は
皆
《
圖
經
（
地
理
志
）》
に
無
き
所
に
し
て
、
以
て
博
覽
に
資
す
可
し
。
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浮
槎
山
は
今
廬
州
の
愼
縣
に
在
り
、
其
の
上
に
泉
有
り
、
そ
の
味
は
無
錫
の
惠
山
の
水
と
相
い
上
下
す
。
而し
か

れ
ど
も
鴻

漸
（
陸
羽
）
の
《
茶
經
》、
張
又
新
等
の
《
水
記
》
に
皆
載
せ
ず
」（
李
逸
安
點
校
『
歐
陽
脩
全
集
』
卷
一
四
三
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
一
年
）。
ま
た
同
「
浮
槎
山
水
記
」
に
は
「
浮
槎
山
は
慎
縣
の
南
三
十
五
里
に
在
り
、
或ま

た
浮
闍
山
と
曰
い
、
或ま

た

浮
巢
山
と
曰
う
。
其
の
事
は
浮
圖
老
子
（
佛
教
）
の
徒
よ
り
出
で
、
荒こ
う
と
う怪
誕む

幻け
い

の
説
な
り
。
そ
の
上
に
泉
有
り
、
前
世
自よ

り
水
を
論
ず
る
者
皆
道い

う
弗な

し
」（
同
卷
四
十
）。

浮
槎
寺
は
『
江
南
通
志
』
卷
四
十
八
「
寺
觀
」
廬
州
に
「
浮
槎
寺
は
府
の
東
の
浮
［
槎
］
山
上
に
在
り
、
梁
に
立
つ
。
初

め
道
林
と
名
づ
け
、
又
た
福
嚴
と
曰
う
」。
道
忠
曰
く
、「
南
京
名
勝
志
十
三 

廬
州
府
合
肥
縣
に
曰
く
、
浮
槎
山
に
福
嚴

寺
有
り
、
碑
略
に
云
う
、
梁
武
帝
の
第
五
女
、
夜
夢
に
一
山
に
入
り
尼
と
爲
る
、
詰
朝
に
帝
に
奏
し
、
乃
ち
名
山
圖
を

取も
と

め
、
展
じ
て
此
の
山
を
得
て
、
恍あ
た
かも
夢
境
の
如
し
、
天
監
三
年
（
五
〇
四
）
を
以
て
、
本
山
に
敕
し
て
道
林
寺
を
剏は
じ

め
、

成
り
て
遂
に
山
に
入
り
、
祝
髮
し
て
總
持
大
師
と
號
す
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
閲
浮
槎
經
藏
， 

不
窺
庭
宇
者
積
年　
『
塔
銘
』
よ
り
、
懷
海
は
元
和
九
年
正
月
十
七
日
の
示
寂
で
、
そ
の
と
き
報
齡

六
十
六
、
僧
臘
四
十
七
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
寶
八
載
（
七
四
九
）
に
生
ま
れ
、
大
曆
二
年
（
七
六
七
）
に
具
足
戒
を

う
け
、
そ
う
し
て
浮
槎
寺
の
經
藏
で
大
藏
經
を
讀
み
ふ
け
っ
た
。
大
寂
馬
祖
に
參
ず
る
の
は
『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
「
百

丈
山
懷
海
傳
」
に
よ
れ
ば
「
聞
大
寂
始
化
南
康
、 
操
心
依
附
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
南
康
（
今
江
西
省
贛か

ん

州し
ゅ
う

市
南
康
區
）

で
參
じ
た
。
馬
祖
は
天
寶
元
年
（
七
四
二
）、
建
陽
佛
跡
巖
（
福
建
省
建
陽
）
で
教
化
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
天
寶
二

年
（
七
四
三
）
に
は
撫ぶ

州し
ゅ
う

西
裏
山
（
江
西
省
臨
川
市
）
に
移
り
、
至
德
二
年
（
七
五
七
）
に
は
南
康
（
虔け

ん

州し
ゅ
う）
龔

き
ょ
う

公こ
う
ざ
ん山

（
江

西
省
贛
州
市
）
に
教
化
の
場
を
移
し
た
。
大
曆
七
年
（
七
七
二
）
に
洪
州
刺
史
・
觀
察
使
と
な
っ
た
路
嗣
恭
（
七
一
〇
？
～

七
八
〇
？
）
の
請
い
に
よ
っ
て
洪
州
開
元
寺
（
江
西
省
南
昌
市
）
に
入
り
、
修
行
者
が
雲
集
す
る
（
馬
祖
の
教
化
の
場
の
變
遷

は
、
西
口
「
馬
祖
の
傳
記
」『
禪
學
研
究
』
六
十
三
）。
百
丈
は
大
曆
二
年
（
七
六
七
）
か
ら
大
藏
經
を
讀
ふ
け
る
こ
と
積
年
に
し
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て
馬
祖
に
參
ず
る
の
だ
が
、
馬
祖
は
大
曆
七
年
に
は
洪
州
開
元
寺
に
移
る
か
ら
、
積
年
と
い
う
オ
ー
バ
ー
な
表
現
を
し

て
い
る
が
閲
し
た
期
間
は
三
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
三
人
の
百
丈
の
同
異
】

懷
海
は
行
脚
の
と
き
、
經
藏
の
あ
る
寺
で
看
經
し
て
い
た
こ
と
が
、『
祖
堂
集
』
卷
十
四
「
百
丈
和
尚
章
」
第
十
三
則
に

次
の
よ
う
に
見
え
る
。

師
行
脚
時
到
善
勸
寺
，
欲
得
看
經
。
寺
主
不
許
云
:
「
禪
僧
衣
服
不
得
淨
潔
，
恐
怕
汚
却
經
典
。
」
師
求
看
經
志
切
，
寺
主
便
許
。

師
看
經
了
，
便
去
大
雄
山
出
世
。
出
世
後
，
供
養
主
僧
到
善
勸
寺
，
相
看
寺
主
。
寺
主
問
:
「
離
什
摩
處
？
」
對
曰
:
「
離
大

雄
山
。
」
寺
主
問
:
「
什
摩
人
住
？
」
對
曰
:
「
恰
似
和
尚
行
脚
時
在
當
寺
看
經
。
」
寺
主
曰
:
「
莫
是
海
上
座
摩
？
」
對
曰
:

「
是
也
。
」
寺
主
便
合
掌
:
「
某
甲
實
是
凡
夫
，
當
時
不
識
他
人
天
善
知
識
。
」
又
問
:
「
來
這
裏
爲
箇
什
摩
事
？
」
對
曰
:
「
著

疏
。
」
寺
主
自
行
疏
，
教
化
一
切
了
，
供
養
主
相
共
上
百
丈
。
師
委
得
這
箇
消
息
，
便
下
山
來
，
迎
接
歸
山
。
一
切
了
後
，
請
寺

主
上
禪
牀
:
「
某
甲
有
一
段
事
，
要
問
寺
主
。
」
寺
主
推
不
得
，
便
昇
座
。
師
問
寺
主
:
「
正
講
時
作
摩
生
？
」
主
云
:
「
如
金

盤
上
弄
珠
。
」
師
云
:
「
拈
却
金
盤
時
，
珠
在
什
摩
處
？
」
寺
主
無
對
。
又
問
:
「
教
中
道
:
了
了
見
佛
性
，
猶
如
文
殊
等
。
既

是
了
了
見
佛
性
，
合
等
於
佛
，
爲
什
摩
却
等
文
殊
？
」
又
無
對
。
因
此
便
被
納
學
禪
，
號
爲
涅
槃
和
尚
。
便
是
第
二
百
丈
也
。

師
（
懷
海
）
は
行
脚
し
て
い
た
と
き
、
善
勸
寺
に
行
き
看
經
し
よ
う
と
し
た
。
寺
主
は
許
さ
ず
に
言
っ
た
、
「
禪
僧
の
僧
衣
は
不
潔
で
汚

れ
て
い
る
、
經
典
を
よ
ご
す
恐
れ
が
あ
る
。
」
看
經
し
た
い
と
い
う
師
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
、
寺
主
は
許
し
た
。
師
は
看
經
し
終
わ
る

や
、
大
雄
山
に
行
き
出
世
し
た
。
出
世
の
後
、
大
雄
山
の
供
養
主
の
僧
が
善
勸
寺
に
行
き
、
寺
主
に
お
目
通
り
し
た
。
寺
主
、
「
ど
こ
か

ら
こ
ら
れ
た
。
」
供
養
主
、
「
大
雄
山
か
ら
で
す
。
」
寺
主
、
「
ど
な
た
が
ご
住
職
か
な
。
」
供
養
主
、
「
行
脚
の
と
き
に
こ
こ
で
經
典
を
讀

ん
で
い
た
あ
の
和
尚
で
す
。
」
寺
主
、
「
そ
れ
な
ら
海
上
座
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
」
供
養
主
、
「
そ
う
で
す
。
」
寺
主
は
「
わ
し
は
ま
こ

と
に
凡
人
だ
、
あ
の
と
き
人
天
の
善
知
識
だ
と
氣
づ
か
な
ん
だ
と
は
！
」
と
合
掌
し
、
ま
た
問
う
た
、
「
こ
こ
に
何
し
に
き
た
の
だ
。
」
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供
養
主
、
「
寄
進
を
願
う
趣
意
書
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。
」
寺
主
は
自
ら
趣
意
書
を
も
っ
て
寄
進
に
ま
わ
り
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
供

養
主
と
一
緒
に
百
丈
に
參
上
し
た
。
師
（
懷
海
）
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
す
ぐ
に
山
を
下
り
、
出
迎
え
て
歸
山
し
た
。
一
通
り
挨
拶

が
終
わ
る
と
、
師
は
「
ひ
と
つ
尋
ね
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
」
と
寺
主
に
禪
牀
に
昇
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
寺
主
は
斷
わ
れ
ず
に
座
に

昇
っ
た
。
師
は
寺
主
に
問
う
た
、
「
經
典
を
講
じ
ら
れ
る
と
き
は
ど
ん
な
ふ
う
で
す
か
。
」
寺
主
、
「
眞
珠
が
金
盤
を
轉
が
る
よ
う
に
よ
ど

み
な
く
自
在
で
す
。
」
師
、
「
金
盤
が
取
り
去
ら
れ
た
ら
、
眞
珠
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。
」
寺
主
は
答
え
ら
れ
な
い
。
師
は
ま
た
問
う
た
、

「
南
本
涅
槃
經
卷
十
八
の
偈
に
〈
は
っ
き
り
と
佛
性
を
見
る
こ
と
、
文
殊
菩
薩
ら
の
よ
う
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り

と
佛
性
を
見
た
な
ら
佛
に
等
し
い
は
ず
で
す
、
ど
う
し
て
ま
た
文
殊
に
等
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
寺
主
は
や
は
り
答
え
ら
れ
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
寺
主
は
衲
衣
を
著
て
修
行
僧
と
な
り
、
涅
槃
和
尚
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。
こ
れ
が
第
二
代
の
百
丈
で
あ
る
。

當
時
、
百
丈
山
に
は
懷
海
と
同
時
に
、
馬
祖
に
嗣
い
だ
百
丈
惟
政
（『
祖
堂
集
』
卷
十
四
「
百
丈
政
和
尚
」、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

六
「
百
丈
惟
政
禪
師
」）、
百
丈
懷
海
に
嗣
い
だ
百
丈
涅
槃
和
尚
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
九
目
錄
）、
百
丈
法
正
（
百
丈
塔
銘
、
法
正
禪
師

碑
）
の
名
が
見
え
、
そ
の
同
異
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

覺
範
慧
洪
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
八
）
の
『
林
間
錄
』
卷
下
に
次
が
あ
る
。

百
丈
山
第
二
代
法
正
禪
師
は
大
智
の
高
弟
な
り
。
其
れ
先

い
ぜ
ん

に
嘗
て
涅
槃
經
を
誦
し
、
姓
名
を
言
わ
ず
、
時
に
呼よ

び
て
涅
槃
和

尚
と
爲
す
。
住
し
て
法
席
と
成
る
は
、
師
の

功
こ
う
せ
き

最
も
多
し
。
衆
を
し
て
田
を
開
か
し
め
て
方は

じ

め
て
大
義
を
説
く
者
は
乃
ち

師
な
り
。
黃
檗
・
古
靈
の
諸
大
士
は
皆
な
之
を
推た

っ

と尊
ぶ
。
唐
の
文
人
武
翊
黃
撰
す
る
其
の
碑
に
甚
だ
詳

つ
ま
び

ら
か
に
し
て
、
柳
公

權
の
書
は
古
今
に
妙
絶
た
り
。

と
あ
り
、
百
丈
山
第
二
代
法
正
禪
師
と
百
丈
涅
槃
和
尚
を
同
一
人
と
し
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
法
正
禪
師
に
つ
い
て
は
「
唐
洪
州
百
丈
山
故
懷
海
禪
師
塔
銘
」（
八
一
八
年
建
）
に
、

門
人
の
法
正
等
は
甞
て
稟う

く
る
所
を
奉
じ
、
皆
な
調

ほ
ど
よ
く
し
た
が

柔
う
。
遞た

が

い相
に
發
揮
し
て
付
囑
を
墜
と
さ
ず
、
他
年
紹う

け

つ續
い
で
自

お
の
ず
から
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當
に
流
布
す
べ
し
。

と
あ
り
、
懷
海
の
法
嗣
な
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。「
法
正
禪
師
碑
」
に
つ
い
て
は
、『
輿
地
紀
勝
』（
寶
慶
三
年
・
一
二
二
七
）

卷
二
十
六
「
隆
興
府
」
碑
記
條
に
、

法
正
禪
師
碑
は
奉
新
の
大
智
院
に
在
り
。
元
和
十
四
年
歸
寂
。
柳
公
權
之こ

れ

が
碑
を
爲つ

く

る
。
歳
久
し
く
し
て
多
く
殘
欠
す
る
も
、

今
猶
お
存
し
、
二
三
百
字
有
り
て
讀
む
可
し
。

と
あ
り
、
法
正
禪
師
は
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
の
示
寂
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
『
全
唐
文
』
卷
七
一
三
に
柳

公
權
（
七
七
八
～
八
六
五
）
撰
「
百
丈
山
法
正
禪
師
碑
銘
」
に
次
の
四
十
七
字
が
錄
さ
れ
て
い
る
。　
　

敷
演
毘
尼
，
洪
嚴
戒
範
。
覃
思
探
賾
，
會
理
研
幽
。
振
發
長
途
，
擺
捐
素
習
。
入
百
丈
深
山
，
與
衆
悦
隨
谿
谷
，
脱
遺
身
世
。

年
光
六
易
，
度
衆
千
餘
。

毘
尼
を
敷
演
し
、
洪お

お

い
に
戒
範
を
嚴
に
す
。
覃ふ

か

く
思
い

賾
お
く
ぶ
か
きを

探
り
、
理
を
會さ

と

り
幽
を
研き

わ

む
。
長
途
に
振
る
い
發た

ち
、
素
習
を
擺

す

捐

つ
。
百
丈
の
深
山
に
入
り
、
衆
と
與と

も

に
悦
び
て
谿
谷
に
隨
い
、

身

こ
れ
ま
で
の
き
ょ
う
ぐ
う

世

を
脱

す

遺
つ
。
年
光
六
た
び
易か

わ

り
、
衆
千
餘
を
度
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
正
は
戒
を
究
め
た
人
で
も
あ
っ
た
。「
年
光
六
易
」
は
鈴
木
哲
雄
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
懷
海
寂

後
の
六
年
」（『
唐
五
代
の
禪
宗
―
江
西
湖
南
篇
―
』
一
四
四
頁
、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
）
で
あ
ろ
う
。
懷
海
は
「
元
和
九
年
正
月

十
七
日
」（
百
丈
塔
銘
）
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
元
和
十
四
年
ま
で
足
か
け
六
年
で
あ
る
。

涅
槃
和
尚
に
つ
い
て
は
、
趙
明
誠
（
一
〇
八
一
～
一
一
二
九
）
撰
『
金
石
錄
』
卷
九
に
「
唐
涅
槃
和
尚
碑 

武
翊
黃
撰 

柳
公

權
正
書 

大
和
二
年
七
月
」
と
あ
り
、
大
和
二
年
（
八
二
八
）
に
建
て
ら
れ
た
武
翊
黃
撰
す
る
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑
に
つ
い
て

は
、
元
延
祐
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
九
の
百
丈
惟
政
章
の
割
注
に
次
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
。

按
ず
る
に
唐
の
柳
公
權
が
書
き
、
武
翊
黃
が
撰
す
る
所
の
涅
槃
和
尚
碑
に
云
う
、
「
師
の
諱
は
法
政
、
其
れ
涅
槃
經
を
善
く

解
す
る
を
以
て
、
故
に
涅
槃
を
以
て
稱
と
爲
す
」
と
。
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『
輿
地
紀
勝
』
や
『
全
唐
文
』
が
「
法
正
禪
師
碑
」
を
柳
公
權
撰
と
す
る
の
は
、
鈴
木
哲
雄
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
書

家
と
し
て
有
名
な
柳
公
權
の
名
が
強
く
意
識
さ
れ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
武
翊
黃
の
名
が
脱
漏
し
た
か
ら
」（
前
掲
書
）
で
あ

り
、『
林
間
錄
』
に
言
う
よ
う
に
「
法
正
禪
師
碑
」
も
武
翊
黃
撰
、
柳
公
權
書
で
あ
り
、「
涅
槃
和
尚
碑
」
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
じ
碑
で
あ
り
、
法
正
（
政
）
禪
師
と
涅
槃
和
尚
は
同
じ
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
百
丈
山
第
二

代
法
正
禪
師
（
涅
槃
和
尚
）
は
懷
海
示
寂
後
、
足
か
け
六
年
後
の
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
に
遷
化
し
、
大
和
二
年
（
八
二
八
）

七
月
に
塔
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
馬
祖
に
嗣
い
だ
と
さ
れ
る
百
丈
惟
政
は
ど
う
か
。『
林
間
錄
』
は
續
け
て
言
う
、

而
る
に
傳
燈
に
載
す
る
所
の
百
丈
惟
政
禪
師
、
又
た
馬
祖
の
法
嗣
の
列
に
係か

け
る
は
誤
ま
れ
り
。
『
（
傳
法
）
正
宗
記
』
を

觀
る
に
及
ん
で
は
、
則
ち
惟
政
・
法
正
有
り
。
然
れ
ど
も
百
丈
の
第
代
に
數
う
可
し
。
明
教
（
佛
日
契か

い
す
う嵩

、
一
〇
〇
七
～

一
〇
七
二
）
は
但
だ
皆
な
其
の
名
を
見
て
、
辨
ず
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
倶
に
存
す
る
の
み
。
今
當
に
柳
碑
を
以
て
正
と
爲
す

べ
し
。

つ
ま
り
覺
範
慧
洪
は
、
惟
政
・
法
正
（
法
政
・
涅
槃
和
尚
）
は
同
一
人
物
で
あ
り
懷
海
の
法
嗣
と
す
る
の
が
正
し
い
と
し
、

元
延
祐
本
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
惟
政
と
法
正
（
法
政
・
涅
槃
和
尚
）
の
同
異
に
つ
い
て
は
も
っ
と
考
證
が
必
要
だ
ろ

う
。『

祖
堂
集
』
卷
十
五
「
五ご

洩せ
つ

和
尚
章
」
に
馬
大
師
と
政
上
座
の
次
の
話
頭
が
あ
る
。

有
一
日
，
大
師
領
大
衆
，
出
西
墻
下
，
遊
行
次
，
忽
然
野
鴨
子
飛
過
去
。
大
師
問
:
「
身
邊
什
摩
物
？
」
政
上
座
云
:
「
野

鴨
子
。
」
大
師
云
:
「
什
摩
處
去
？
」
對
云
:
「
飛
過
去
。
」
大
師
把
政
上
座
耳
拽
，
上
座
作
忍
痛
聲
。
大
師
云
:
「
猶
在
這

裏
，
何
曾
飛
過
！
」
政
上
座
豁
然
大
悟
。

あ
る
日
、
馬
大
師
は
大
衆
を
引
き
連
れ
、
西
の
垣
根
の
あ
た
り
を
出
て
、
ぶ
ら
つ
い
て
い
た
と
き
、
ふ
い
に
野の

が

も

鴨
子
が
飛
び
立
っ
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た
。
大
師
、「
今
そ
ば
に
い
る
の
は
何
だ
。」
政
上
座
、「
野の

が

も

鴨
子
で
す
。」
大
師
、
「
ど
こ
へ
行
っ
た
。」
「
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。」

大
師
が
政
上
座
の
耳
を
引
っ
張
る
と
、
政
上
座
は
「
痛い

た

た
！
」
と
叫さ

け

ん
だ
。
大
師
、「
ま
だ
こ
こ
に
お
る
、
飛
ん
で
行
っ
て
な
ど
お

ら
ぬ
ぞ
。」
政
上
座
は
カ
ラ
リ
と
大
悟
し
た
。

こ
の
政
上
座
を
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
錄
』（
禪
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
年
）
一
六
一
頁
で
は
『
祖
堂
集
』
卷
十
四
及
び

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
に
章
が
立
て
ら
れ
て
い
る
百
丈
惟
政
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、「
政
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
短
絡

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
政
上
座
が
百
丈
惟
政
で
は
な
い
論
據
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

も
し
政
上
座
が
百
丈
惟
政
な
ら
、「
野
鴨
子
飛
過
去
」
の
話
頭
は
政
上
座
の
開
悟
の
因
緣
と
し
て
最
も
大
事
な
話
頭
で
あ

る
の
に
ど
う
し
て
百
丈
惟
政
章
に
採
ら
れ
な
い
の
か
？

馬
祖
と
政
上
座
の
「
野
鴨
子
飛
過
去
」
の
話
頭
は
、
五
洩
和
尚
が
馬
祖
の
指
示
で
石
頭
に
參
じ
て
開
悟
に
到
る
契
機
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
五
洩
和
尚
の
開
悟
の
因
緣
と
し
て
傳
承
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
五
洩
和
尚
章
に
收
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。「
鴨
子
飛
過
去
」
の
話
頭
は
こ
れ
だ
け
で
獨
立
し
た
話
頭
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
五
洩
和
尚
の
開
悟
の
因
緣
と
切
り
離

し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
。
そ
れ
が
な
ぜ
百
丈
惟
政
章
に
採
ら
れ
な
い
の
か
？
そ
れ
は
『
祖
堂
集
』
の
増
補
者
は
政
上
座
と

百
丈
政
を
同
一
人
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
祖
堂
集
』
編
纂
の
時
代
、
百
丈
法
正
は
懷
海
を
嗣
ぐ
第
二
代

の
百
丈
で
あ
っ
た
こ
と
が
忘
却
さ
れ
、
ま
た
懷
海
と
法
正
の
示
寂
が
わ
ず
か
六
年
し
か
隔
た
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
馬
祖
下

に
同
時
に
二
人
の
百
丈
が
い
た
と
し
、
百
丈
法
正
（
政
）
を
馬
祖
下
の
百
丈
政
和
尚
と
し
て
章
を
立
て
た
。『
祖
堂
集
』
よ
り

お
よ
そ
五
十
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
も
そ
う
し
た
傳
承
を
受
け
た
の
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
に
五

洩
山
靈
默
の
章
が
立
て
ら
れ
て
、
石
頭
で
の
開
悟
の
因
緣
を
錄
す
が
、
開
悟
に
到
る
契
機
と
な
っ
た
馬
祖
と
政
上
座
の
「
野

鴨
子
飛
過
去
」
の
話
頭
は
除
か
れ
て
お
り
、
卷
六
の
百
丈
惟
政
章
に
も
採
ら
れ
な
い
。
か
え
っ
て
『
景
德
傳
燈
錄
』
と
同
時

代
の
汾
陽
善
昭
（
九
四
七
～
一
〇
二
四
）
の
「
頌
古
百
則
」
第
二
十
七
則
（『
汾
陽
語
錄
』
卷
中
、
大
正
五
十
一
・
六
〇
九
上
）
に
馬
祖
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と
百
丈
懷
海
の
話
頭
と
さ
れ
て
「
野
鴨
子
飛
過
去
」
が
採
ら
れ
る
。
そ
れ
は
『
祖
堂
集
』
以
後
に
政
上
座
と
百
丈
惟
政
を
同

一
人
と
す
る
見
方
が
生
じ
、
政
上
座
→
百
丈
（
惟
）
政
→
百
丈
→
百
丈
懷
海
と
い
う
連
想
の
變
遷
を
經
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
百
丈
惟
政
の
話
頭
は
百
丈
法
正
の
話
頭
と
見
て
よ
く
、
慧
洪
『
林
間
錄
』
の
説
は
正
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

涅
槃
和
尚
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
道
吾
圓
智
（
七
六
九
～
八
三
五
）
が
總そ
う
か
ん丱
の
年
（
十
歳
前
後
、
す
な
わ
ち
七
七
九
年
前
後
の
こ
ろ
）
の
出
家
の
師
で
あ
る
こ

と
。
圓
智
の
出
身
の
地
は
豫
章
海
昏
（
今
の
江
西
省
永
修
縣
、
唐
の
洪
州
建
昌
）
で
あ
り
、
そ
こ
は
馬
祖
の
墓
塔
が
立
っ
た
石
門

泐
潭
の
地
で
あ
る
。
子
供
が
出
家
す
る
と
き
、
そ
の
出
家
の
師
は
同
じ
地
域
に
住
む
僧
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、

涅
槃
和
尚
は
豫
章
海
昏
を
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
一
「
唐
潭
州
道
吾
山
圓
智
傳
」、「
釋
圓
智
、
俗
姓
は
張
、
豫
章
海
昏
の
人
な
り
。
總
丱
の
年
、
頓

に
出
離
を
求
め
、
涅
槃
和
尚
を
禮
し
、
躬み

ず
から
缾へ
い

屨り

を
執
る
。
爰は
じ
めて
戒
地
に
登
る
や
、
禪
門
を
叩
か
ん
こ
と
を
誓け
つ
いし
藥
山
に

見ま
み

え
、
示
さ
る
る
や
其
の
心
に
決
す
。
後
に
長
沙
の
道
吾
山
に
居
す
。」

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
四
「
潭
州
道
吾
山
圓
智
章
」、「
潭
州
道
吾
山
圓
智
禪
師
は
、
豫
章
の
海
昏
の
人
な
り
、
姓
は
張

氏
。
幼
く
し
て
［
涅
］
槃
和
尚
に
依
り
て
、
教
え
を
受
け
て
戒
に
登
り
、
藥
山
の
法
會
に
預
か
り
、
密

め
ん
み
つに
心さ
と
り印
に
契
う
。」

（
２
）
南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
と
の
次
の
問
答
が
あ
る
。

　

師
問
南
泉
曰
:
「
諸
方
善
知
識
，
還
有
不
説
似
人
底
法
也
無
？
」
南
泉
曰
:
「
有
。
」
師
曰
:
「
作
麼
生
？
」
泉
云
:
「
不
是

心
，
不
是
佛
。」
師
曰
:
「
恁
麼
即
説
似
人
了
也
。」

①

曰
:
「
某
甲
即
恁
麼
，
師
伯
作
麼
生
？
」
曰
:
「
我
又
不
是
善
知
識
，
爭

知
有
説
不
説
底
法
。」

②

泉
曰
:
「
某
甲
不
會
，
請
師
伯
説
。
」
曰
:
「
我
太
殺
爲
汝
説
了
也
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
百
丈
山
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惟
政
章
」
）

〔
校
記
〕
①
曰
：
「
某
甲
即
恁
麼
，
師
伯
作
麼
生
？
」
＝
原
文
は
「
曰
：
某
甲
即
恁
麼
。
師
曰
：
師
伯
作
麼
生
。」
に
作
る
も
、

『
雪
竇
頌
古
』
第
二
十
九
則
な
ど
に
よ
り
、「
師
曰
」
の
二
字
は
衍
字
。

 
②
泉
曰
：
「
某
甲
不
會
、
請
師
伯
説
。」
＝
「
泉
」、
原
文
は
「
師
」
で
あ
る
が
、『
雪
竇
頌
古
』
第
二
十
九
則
な
ど

に
よ
り
訂
正
し
た
。

師
（
百
丈
惟
政
、
即
ち
涅
槃
和
尚
）
が
南
泉
に
問
う
た
、「
諸
方
の
善
知
識
に
人
が
説
い
た
こ
と
の
な
い
教
え
が
あ
る
か
。」
南
泉
、

「
あ
り
ま
す
。」
師
、「
ど
う
い
う
教
え
か
。」
南
泉
、「
心
で
も
な
い
、
佛
で
も
な
い
。」
師
、
「
そ
れ
な
ら
、
人
に
説
い
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
ぞ
。」
南
泉
、「
わ
た
し
は
こ
う
で
す
が
、
師
伯
（
先
輩
）
は
ど
う
か
。」
師
、「
わ
し
は
善
知
識
で
は
な
い
か
ら
、
説

く
の
説
か
ぬ
と
い
う
教
え
の
こ
と
な
ど
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。」
南
泉
、「
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
ぬ
、
師
伯
（
先
輩
）
ど
う
か

言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
師
、「
わ
し
は
君
の
誘
導
に
の
せ
ら
れ
て
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

（
３
）
道
吾
圓
智
は
涅
槃
和
尚
に
依
り
て
出
家
（『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
一
・
道
吾
山
圓
智
傳
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
四
・
道
吾
章
）
し

て
お
り
、『
祖
堂
集
』
卷
四
「
藥
山
和
尚
章
」
で
も
道
吾
の
出
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

百
丈
の
侍
者
と
な
っ
て
い
た
雲
巖
は
、
四
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
兄
の
道
吾
と
再
会
し
、
百
丈
に
上
っ
て
兄
の

出
家
を
求
め
る
。「
侍
者
（
雲
巖
）
は
兄
を
領ひ

き

い
て
和
尚
に
參
じ
、
一
切
の
後
、
侍
者
便
ち
和
尚
に
諮は

か

り
て
白も

う

す
、

〈
這こ

れ箇
は
是
れ
某
甲
の
兄
な
り
、
師
に
投
じ
て
出
家
せ
ん
と
欲
す
、
還は

た
得よ

き
也や無
？
〉
百
丈
曰
く
、〈
某
そ
れ
が
しに
投
じ

て
出
家
す
る
は
則
ち
得
ず
。〉
侍
者
曰
く
、〈
作い

か

ん
摩
生
せ
ば
即
ち
是よ

き
や
。〉
百
丈
曰
く
、〈
師
伯
の
處
に
投
じ
て
出

家
せ
よ
。〉
侍
者
は
領ひ

き

い
て
師
伯
の
處
に
去ゆ

き
、
具つ
ぶ

さ
に
前
事
を
陳の

ぶ
。
師
伯
は
便
ち
許
し
、
兄
は
便
ち
投
じ
て
出

家
す
。」
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こ
こ
で
百
丈
が
「
師
伯
の
處
に
投
じ
て
出
家
せ
よ
」
と
言
っ
た
「
師
伯
」
と
は
、
涅
槃
和
尚
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
２
）
で
も
南
泉
は
涅
槃
和
尚
（
百
丈
惟
政
）
を
「
師
伯
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
師
伯
」
は
、
こ
こ
で
は
「
我
が
師
の
兄
弟
弟

子
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
年
長
者
に
対
し
て
尊
崇
の
意
を
込
め
て
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
涅
槃
和
尚
は
百
丈
や
南
泉

の
先
輩
だ
っ
た
。
も
と
よ
り
道
吾
が
四
十
六
歳
の
年
に
は
、
百
丈
は
す
で
に
示
寂
し
て
お
り
、『
祖
堂
集
』
卷
四
「
藥
山

和
尚
」
章
は
年
代
の
設
定
に
無
理
が
あ
り
、
信
を
置
き
が
た
い
。
お
そ
ら
く
は
、
馬
祖
・
百
丈
よ
り
も
石
頭
・
藥
山
の
禪

を
高
く
評
價
す
る
た
め
に
、
石
頭
─
藥
山
系
の
法
門
が
形
成
さ
れ
て
く
る
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
百

丈
が
「
師
伯
の
處
に
投
じ
て
出
家
せ
よ
」
と
言
う
の
は
、
道
吾
が
實
際
に
涅
槃
和
尚
の
出
家
の
師
で
あ
る
こ
と
が
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
鑑
み
た
と
き
、
涅
槃
和
尚
（
百
丈
法
正
［
惟
政
］）
は
、
馬
祖
下
の
禪
師
で
あ
っ
て
、
懷
海
や
普
願

よ
り
年
長
の
兄
弟
子
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
涅
槃
和
尚
が
、
い
つ
か
ら
懷
海
の
教
化
を
助
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？ 

涅

槃
和
尚
は
懷
海
よ
り
も
年
上
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
百
丈
山
に
移
る
と
き
、
乃
ち
元
和
三
年
（
八
〇
八
、
懷
海
六
十
歳
、

〔
八
〕
の
注
を
見
よ
）、
還
曆
を
か
な
り
過
ぎ
た
こ
ろ
と
見
る
よ
り
も
、
泐
潭
時
代
の
あ
る
時
期
の
こ
ろ
と
見
る
の
が
妥
當
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
百
丈
山
へ
共
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

善
勸
寺
の
寺
主
と
の
話
頭
は
、
懷
海
と
と
も
に
百
丈
山
に
入
っ
て
そ
の
開
創
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
因
緣
が
忘
却

さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
、
涅
槃
和
尚
は
「
敷
演
毘
尼
（
戒
律
を
説
く
講
僧
）」（『
全
唐
文
』
卷
七
一
三
）
で
あ
り
、
涅
槃
經
を
よ
く

し
た
僧
（
元
延
祐
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
九
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
百
丈
が
經
藏
を
閲
し
た
こ
と
（
百
丈
塔
銘
）
と
を
結
び
つ
け

て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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〔
五
〕
得
道
と
德
行

既
師
大
寂
， 

盡
得
心
印
。
言
簡
理
精
， 

貌
和
神
峻
， 

睹
即
生
敬
。
居
常
自
卑
， 

善
不
近
名
， 

故
先
師
碑
文
，
獨
晦
其
稱
號
。

行
同
於
衆
， 

故
門
人
力
役
， 

必
等
其
艱
勞
。
怨
親
兩
忘
， 

故
棄
遺
舊
里
；
賢
愚
一
貫
， 

故
普
授
來
學
。
常
以
三
身
無
住
，
萬

行
皆
空
， 
邪
正
竝
捐
， 

源
流
齊
泯
。
用
此
教
旨
， 

作
人
表
式
。
前
佛
所
説
， 

斯
爲
頓
門
。

【
訓
讀
】

既
に
大
寂
を
師
と
し
て
、
盡
く
心
印
を
得
た
り
。
言
は
簡

か
ん
け
つに
し
て
理
は
精
せ
い
み
つ、
貌す
が
たは
和
に
し
て
神
せ
い
し
んは
峻き
び
しく
、
睹
る
も
の
即

ち
敬
を
生
ず
。
居へ

い
ぜ
い常
自
ら
を
卑ひ
く

く
し
、
善
を
な
し
て
名
に
近
づ
か
ず
、
故
に
先
師
の
碑
文
に
獨
り
其
の
稱
號
を
晦
ま
す
。
行

じ
て
衆
に
同
ず
、
故
に
門
人
の
力
役
に
も
、
必
ず
其
の
艱
勞
を
等
し
く
す
。
怨
親
兩
つ
な
が
ら
忘
ず
、
故
に
舊
里
を
棄
遺

す
。
賢
愚
一
貫
、
故
に
普
ね
く
來
學
に
授
く
。
常
に
三
身
無
住
、
萬
行
皆
空
な
る
を
以
て
、
邪
正
竝
び
捐
て
、
源
流
齊
し
く

泯ほ
ろ

ぼ
す
。
此
の
教
旨
を
用も
っ

て
人
の
表て
ほ
ん式
と
作
す
。
前
佛
の
説
く
所
は
、
斯す
な
わち
頓
門
爲な

り
。

【
日
譯
】

大
寂
を
師
と
し
た
こ
と
か
ら
、
悟
り
を
全
う
さ
れ
た
。
言
葉
は
簡
潔
だ
が
道
理
は
精
妙
、
面
持
ち
は
な
ご
や
か
だ
が
精

神
は
峻
嚴
、
師
を
見
た
者
は
尊
敬
の
氣
持
ち
を
持
っ
た
。
つ
ね
ひ
ご
ろ
自
ら
を
低
く
し
、
善
い
行
い
を
し
て
も
名
譽
を
求
め

な
い
、
そ
れ
ゆ
え
先
師
の
碑
文
に
名
を
載
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
衆
と
同
じ
に
修
行
す
る
の
で
、
門
人
た
ち
の
勞
働
に

も
、
必
ず
そ
の
苦
勞
を
分
か
ち
あ
っ
た
。
怨
憎
と
親
愛
の
相
反
す
る
二
つ
の
心
情
を
忘
れ
去
っ
て
い
る
の
で
故
郷
に
も
執
著

せ
ず
、
賢
者
も
愚
者
も
佛
性
を
具
有
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
來
參
し
た
修
行
者
に
は
平
等
に
教
授
し

た
。
法
身
報
身
化
身
の
三
身
は
永
遠
不
滅
の
實
體
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
修
行
も
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

邪
道
も
正
道
も
な
く
な
り
、
本
源
な
る
一
心
も
支
流
で
あ
る
萬
法
も
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
教
え
を
修
行
者
に
模
範
と
し
て

示
し
た
。
釋
迦
牟
尼
佛
が
説
か
れ
た
の
は
頓
門
の
南
宗
の
禪
で
あ
っ
た
。
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【
注
釋
】

〇
大
寂　

馬
祖
道
一
の
諡
號
、
元
和
中
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
憲
宗
よ
り
賜
っ
た
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
「
唐
洪
州
開
元
寺
道

一
傳
」、「
憲
宗
追
諡
曰
大
寂
禪
師
」。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
江
西
道
一
禪
師
章
」、「
元
和
中
追
諡
大
寂
禪
師
， 

塔
曰
大

莊
嚴
。
今
海
昏
縣
影
堂
存
焉
。」『
釋
氏
稽
古
略
』
卷
三
は
「
憲
宗
元
和
八
年
（
八
一
三
）
賜
諡
大
寂
禪
師
， 

塔
曰
大
莊
嚴

之
塔
」
と
し
て
い
る
。　
　
　
　

〇
善
不
近
名　
『
莊
子
』
養
生
主
篇
、「
爲
善
無
近
名
、 

爲
悪
無
近
刑
（
善
い
こ
と
を
し
て
も
名
譽
を
求
め
ず
、
惡
い
こ
と
を
し
て
も

刑
罰
に
觸
れ
て
は
な
ら
な
い
）」
を
踏
ま
え
よ
う
。
忠
曰
く
、「
善
を
作
す
を
好
む
と
雖
も
、
亦
た
名
聞
を
求
め
ず
、
故
に
名

を
求
む
る
に
近
き
の
善
は
、
之こ

れ

を
爲
さ
ず
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
故
先
師
碑
文
， 

獨
晦
其
稱
號　

權
德
輿
撰
に
な
る
先
師
（
馬
祖
）
の
碑
文
（
洪
州
開
元
寺
石
門
道
一
禪
師
塔
碑
銘
并
序
）
に
十
一

名
の
弟
子
の
名
、
即
ち
「
沙
門
惠
海
・
智
藏
、
鎬
英
・
志
賢
、
智
通
・
道
悟
、
懷
暉
・
惟
寛
・
智
廣
・
崇
泰
・
惠
雲
」

を
載
せ
る
が
、
懷
海
の
名
が
な
い
こ
と
を
指
す
。
惠
海
は
大
珠
惠
海
（
祖
堂
集
・
傳
燈
錄
）、
智
藏
は
西
堂
智
藏
（
祖
堂
集
・

傳
燈
錄
・
宋
高
僧
傳
・
碑
銘
）、
鎬
英
は
未
詳
（
傳
燈
錄
卷
六
標
目
）、
志
賢
は
太
原
志
賢
（
宋
高
僧
傳
、
傳
燈
錄
卷
六
標
目
は
甘
泉

志
賢
）、
智
通
は
揚
州
棲
靈
寺
智
通
（
傳
燈
錄
卷
六
標
目
）、
道
悟
は
天
皇
道
悟
（
祖
堂
集
・
傳
燈
錄
・
宋
高
僧
傳
・
碑
銘
）、
懷
暉

は
京
兆
章
敬
寺
懷
暉
（
祖
堂
集
・
傳
燈
錄
・
宋
高
僧
傳
・
碑
銘
）、
惟
寛
は
京
兆
興
善
寺
惟
寛
（
祖
堂
集
・
傳
燈
錄
・
宋
高
僧
傳
・

碑
銘
）、
智
廣
は
未
詳
、
崇
泰
は
未
詳
（
傳
燈
錄
卷
六
標
目
）、
惠
雲
は
未
詳
。　

〇
行
同
於
衆
， 

故
門
人
力
役
， 

必
等
其
艱
勞　
『
祖
堂
集
』
卷
十
四
「
百
丈
和
尚
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
平
生
苦
節
高
行
，
難
以
喩
言
。
日
給
執
勞
，
必
先
於
衆
。
主
事
不
忍
，
密
收
作
具
而
請
息
焉
。
師
云
:
「
吾
無
德
，
爭
合

勞
於
人
。
」
師
遍
求
作
具
，
既
不
獲
，
而
亦
忘
喰
。
故
有
「
一
日
不
作
，
一
日
不
食
」
之
言
，
流
播
寰
宇
矣
。

百
丈
が
平
生
よ
り
苦
勞
し
な
が
ら
も
信
念
を
か
え
る
こ
と
な
く
高
邁
な
生
き
方
を
さ
れ
た
さ
ま
は
、
言
葉
に
し
て
言
い
難
い
も
の
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で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
毎
日
の
食
事
を
得
る
た
め
の
勞
働
に
は
、
か
な
ら
ず
大
衆
の
先
頭
に
た
た
れ
た
。
寺
院
運
營
の
責
任
者
の
主

事
が
そ
れ
を
見
か
ね
て
、
ひ
そ
か
に
農
具
を
し
ま
っ
て
お
い
て
休
息
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
「
わ
し
に
は
德
が
な
い
、
ど
う
し

て
人
に
だ
け
勞
働
さ
せ
て
よ
い
も
の
か
」。
百
丈
は
農
具
を
探
し
ま
わ
っ
た
が
、
見
つ
か
ら
な
く
て
食
べ
る
こ
と
さ
え
も
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
で
「
一
日
、
勞
働
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
は
食
事
を
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
廣
く
世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

ま
た
『
禪
門
規
式
』
に
「
行
普
請
法
、
上
下
均
力
也
」
と
あ
り
、『
禪
門
規
式
』
が
百
丈
山
で
行
わ
れ
て
い
た
清
規
で

あ
っ
た
こ
と
の
根
據
と
さ
れ
る
句
で
あ
る
。

〇
怨
親
兩
忘
， 

故
棄
遺
舊
里　

我
を
害
す
る
者
に
も
我
を
愛
す
る
も
の
に
も
執
著
し
な
い
、
故
に
郷
里
に
も
愛
著
し
な
い
。

忠
曰
く
、「
怨
親
平
等
觀
也
。
今
能よ

く
親
族
に
著
せ
ず
、
故
に
亦
た
能
く
怨
讐
を
思
う
こ
と
無
し
」（
同
上
）。
ま
た
道
忠

は
「
怨
親
平
等
」
の
語
が
菩
提
流
支
譯
で
は
な
い
三
十
卷
本
『
佛
説
佛
名
經
』
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
煩
惱
障
（
貪
瞋
癡
）・
業
障
（
五
逆
十
惡
等
）・
果
報
障
（
苦
の
報
い
）
の
三
障
は
聖
道
を
障
げ
る
、
こ
の
三
障
の
罪
を

滅
す
た
め
に
七
種
の
心
を
起
し
て
罪
を
滅
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
五
に
「
怨
親
平
等
」
を
あ
げ
る
。

第
五
怨
親
平
等
者
，
於
一
切
衆
生
起
慈
悲
心
，
無
彼
我
想
。
何
以
故
爾
？　

若
見
怨
異
親
則
是
分
別
，
以
分
別
故
起
諸
想
著
，

想
著
因
緣
，
生
諸
煩
惱
，
煩
惱
因
緣
，
造
諸
惡
業
，
惡
業
因
緣
，
故
得
苦
果
。
（
『
佛
説
佛
名
經
』
卷
十
六
、
大
正
十
四
・
一
八
八

下
）第

五
に
怨
親
平
等
と
は
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
に
も
慈
悲
の
心
を
起
こ
し
、
彼
我
の
分
別
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て

か
？
怨
と
親
は
異
な
る
と
み
る
の
は
分
別
で
あ
り
、
分
別
が
起
こ
る
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
想
念
が
起
こ
っ
て
執
著
し
、
そ
の
因
緣
で

諸
煩
惱
が
生
じ
、
諸
惡
業
を
造
り
、
そ
の
惡
業
の
因
縁
で
苦
果
を
被
る
か
ら
で
あ
る
。

〇
賢
愚
一
貫
，
故
普
授
來
學　

賢
者
も
愚
者
も
（
佛
性
を
具
有
し
て
お
り
）
同
じ
、
だ
か
ら
來
學
の
者
に
分
け
隔
て
な
く
教
授
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す
る
。「
一
貫
」
は
同
じ
の
意
。『
百
丈
清
規
抄
』
第
四
册
、「
賢
ト
モ
愚
ト
モ
、
不
分
ホ
ト
ニ
、
學
者
ヲ
ハ
、
マ
ツ
同
ヤ

ウ
ニ
、
接
ス
ル
ソ
」（『
續
抄
物
資
料
集
成
』
第
八
卷
、
六
二
三
頁
）。

〇
三
身
無
住　

三
身
佛
（
法
身
・
報
身
・
化
身
）
は
永
遠
不
滅
の
實
體
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
意
。「
無
住
」
は
、
も
と
づ

く
も
の
の
な
い
こ
と
。

〇
萬
行
皆
空　

李
華
撰
「
故
左
溪
大
師
碑
」（『
全
唐
文
』
卷
三
二
〇
）
に
次
が
あ
る
。

或
問
曰
:
「
萬
行
皆
空
，
云
何
苦
行
？
」
対
曰
:
「
本
無
苦
樂
， 

妄
習
爲
因
， 

衆
生
妄
除
， 

我
苦
隨
盡
。
」

あ
る
人
が
問
う
、「
萬
行
が
空
な
ら
、
苦
行
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。」
答
う
、
「
も
と
も
と
苦
樂
は
な
い
、
妄
念
の
習
慣
を
因
と
し

て
生
じ
た
の
で
あ
り
、
衆
生
の
妄
念
が
除
か
れ
れ
ば
、
我
執
も
苦
も
た
だ
ち
に
な
く
な
る
。」

〇
源
流
齊
泯　

源
流
は
本
源
と
支
流
。
忠
曰
く
、「
源
と
は
一
性
な
り
、
流
と
は
萬
法
な
り
。
齊
泯
と
は
所
謂
〈
萬
法
は
一

に
歸
す
、
一
も
亦
た
守
ら
ず
〉
な
り
」（
同
前
）。

〇
前
佛
所
説
， 

斯
爲
頓
門　

釋
迦
牟
尼
佛
が
説
か
れ
た
最
終
最
高
の
教
え
は
禪
宗
の
頓
門
で
あ
る
。「
前
佛
」
は
後
佛
に
対

し
て
言
わ
れ
る
。
以
前
の
佛
と
は
釋
迦
牟
尼
佛
、
こ
れ
か
ら
出
世
す
る
以
後
の
佛
と
は
彌
勒
佛
。『
血
脈
論
』
に
「
前
佛

後
佛
、
以
心
傳
心
、
不
立
文
字
」（
大
正
四
十
八
・
三
七
三
中
）
と
あ
る
。

「
頓
門
」
は
禪
宗
の
六
祖
慧
能
の
南
宗
の
こ
と
、「
漸
門
」
は
北
宗
。
宗
密
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』、「
佛
は
頓
教
漸
教
を
説

き
、
禪
は
頓
門
漸
門
を
開
く
」（
鎌
田
茂
雄
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』〔
四
五
〕
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
）。

〔
六
〕
隱
德

大
寂
之
徒
， 

多
諸
龍
象
。
或
名
聞
萬
乘
， 

入
依
京
輦
；
或
化
洽
一
方
， 
各
安
郡
國
。
唯
大
師
好
尚
幽
隱
， 

棲
止
雲
松
。
遺

名
而
德
稱
益
高
， 

獨
往
而
學
徒
彌
盛
。
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【
校
記
】

好
尚
幽
隱
＝
『
全
唐
文
』
は
「
好
耽
幽
隱
」。

【
訓
讀
】

大
寂
の
徒
は
諸
の
龍
象
多
し
。
或
い
は
名
は
萬て

ん
し乘
に
聞
こ
え
、
入
り
て
京け
い
れ
ん輦
に
依
る
。
或
い
は
化
は
一
方
を
洽う
る
おし
、
各

の
郡
國
を
安
ん
ず
。
唯
だ
大
師
の
み
は
幽
隱
を
好こ

の尚
み
、
雲
松
に
棲
止
す
。
名
を
遺す
て

れ
ど
も
德
の
稱ほ
ま
れは
益ま
す
ます
高
く
、
獨
り
往

け
ど
も
學
徒
彌い

よ
いよ
盛
ん
な
り
。

【
日
譯
】

大
寂
の
弟
子
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
禪
僧
が
お
ら
れ
る
。
あ
る
者
は
そ
の
名
が
天
子
に
ま
で
聞
こ
え
、
召
さ
れ
て
帝
都

の
寺
院
に
住
し
、
あ
る
者
は
一
地
方
に
教
化
を
廣
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
安
定
し
た
。
た
だ
大
師
だ
け
は
俗
世
を
避
け
て

隱
れ
住
む
の
を
好
み
、
白
雲
や
松
の
あ
る
高
い
山
に
住
ま
わ
れ
た
。
名
聲
が
擧
が
ら
ぬ
よ
う
に
さ
れ
た
が
そ
の
高
德
は
ま
す

ま
す
尊
ば
れ
、
自
由
に
獨
り
往
け
ど
も
修
行
者
が
ま
す
ま
す
集
ま
っ
て
き
た
。

【
注
釋
】

〇
大
寂
之
徒
， 

多
諸
龍
象　
『
祖
堂
集
』
卷
十
四
「
江
西
馬
祖
章
」
第
一
九
則
に
「
大
師
下
親
承
弟
子
惣
八
十
八
人
出
現
于

世
。
及
隱
遁
者
莫
知
其
數
。（
大
師
に
お
目
に
か
か
っ
て
教
え
を
承
け
た
弟
子
は
八
十
八
人
、
み
な
世
に
知
ら
れ
た
禪
師
で
あ
る
。
世

に
隱
れ
た
者
は
數
え
き
れ
な
い
）」。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
江
西
道
一
禪
師
章
」
に
は
「
師
入
室
弟
子
一
百
三
十
九
人
、
各

爲
一
方
宗
主
、
轉
化
無
窮
。（
師
の
居
室
に
入
っ
て
親
し
く
教
え
を
受
け
た
弟
子
は
一
百
三
十
九
人
、
み
な
一
地
方
の
佛
法
の
指
導
者

と
な
り
、
教
え
を
限
り
な
く
ひ
ろ
め
た
）」。

〇
或
名
聞
萬
乘
， 

入
依
京
輦　

帝
都
に
馬
祖
の
禪
を
宣
揚
し
た
禪
者
に
は
、
信
州
（
江
西
省
）
鵝が

こ湖
山ざ
ん

大だ
い

義ぎ

（
七
四
六
～

八
一
八
）・
京け
い

兆ち
ょ
う

章し
ょ
う

敬け
い

寺じ

懷え

き暉
（
七
五
六
～
八
一
五
）・
京
兆
興こ
う
ぜ
ん善
寺じ

惟い

寛か
ん

（
七
五
五
～
八
一
七
）
が
有
名
で
あ
る
。
興
善
惟
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寛
と
章
敬
懷
暉
の
要
請
に
よ
り
、
張
正
甫
（
七
五
二
～
八
三
四
）
は
南
嶽
懷
讓
の
碑
で
あ
る
『
衡
州
般
若
寺
觀
音
大
師
碑
』

（『
唐
文
粹
』
卷
六
十
二
、『
全
唐
文
』
卷
六
一
九
）
を
撰
し
た
。

〇
棲
止
雲
松　

白
雲
や
松
の
あ
る
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
。「
雲
松
」
は
隱
棲
す
る
も
の
の
伴
侶
と
な
る
も
の
。
李
華
「
故

左
溪
大
師
碑
」、「
石
泉
可
以
洗
昏
蒙
，
雲
松
可
以
遺
身
世
。（
石
の
上
を
流
れ
る
泉
は
愚
か
さ
を
洗
っ
て
く
れ
、
雲
や
松
は
我
が

身
の
境
遇
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
）」。

〇
遺
名　

名
聲
や
地
位
を
捨
て
て
顧
み
な
い
こ
と
。
盧
肇
「
宣
州
新
興
寺
碑
銘
」、「
但
學
者
不
能
窒
慾
壞
貪
， 

遺
名
去
利
， 

弗
捨
有
漏
而
思
住
無
爲
耳
（
た
だ
修
行
者
は
貪
欲
を
塞
ぎ
破
る
こ
と
も
、
名
利
を
捨
て
去
る
こ
と
も
で
き
ず
、
煩
惱
を
棄
て
て
涅
槃
に

住
し
よ
う
と
思
う
こ
と
も
な
い
）」（『
唐
文
粋
』
六
十
五
、『
全
唐
文
』
七
六
八
、
柳
田
聖
山
『
禪
文
獻
の
研
究
上 

柳
田
聖
山
集
第
二
卷
』

六
四
〇
頁
）。

〇
獨
往
而
學
徒
彌
盛　

獨
往
は
何
物
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
往
く
。『
莊
子
』
在
宥
篇
、「
出
入
六
合
，
遊
乎

九
州
，
獨
往
獨
來
，
是
謂
獨
有
，
獨
有
之
人
，
是
謂
至
貴
。（
天
地
四
方
の
六
合
に
出
入
し
、
地
上
の
世
界
を
遊
び
ま
わ
り
、

何
者
に
も
依
存
し
な
い
主
體
性
を
も
っ
て
自
由
自
在
に
往
來
す
る
、
こ
れ
を
〈
獨
有
〉
と
言
い
、〈
獨
有
の
人
〉
を
最
も
尊
貴
な

存
在
と
い
う
）」。

〔
七
〕
學
徒
は
利
益
を
受
け
慕
向
す

其
有
徧
探
講
肆
，
歷
抵
禪
關
，
滯
著
未
祛
，
空
有
猶
閡
，
靡
不
緘
藏
萬
里
， 

取
決
一
言
， 

疑
網
雲
張
， 

智
筑
氷
斷
。
由
是

齊
魯
燕
代
荊
呉
閩
蜀
， 

望
影
星
奔
， 

聆
聲
飈
至
。
當
其
饑
渴
， 
快
得
安
隱
， 

超
然
懸
解
， 

時
有
其
人
。

【
訓
讀
】

其
れ
徧あ

ま
ねく
講こ
う

肆し

を
探
り
、
歷あ
ま
ねく
禪
關
に
抵い
た

り
、
滯
著
未
だ
祛は
ら

わ
ず
、
空
有
に
猶
お
閡さ
ま
たげ
ら
る
も
の
有
っ
て
、
萬
里
に
緘
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藏
す
る
も
、
決
を
一
言
に
取
ら
ば
、
疑
網
雲
の
ご
と
く
張
れ
ど
も
、
智
刃
の
氷
斷
せ
ざ
る
は
靡な

し
。
是こ
れ

に
由よ

り
齊
・
魯
・

燕
・
代
・
荊
・
呉
・
閩
・
蜀
、
影
を
望
み
て
星
の
ご
と
く
奔は

し

り
、
聲
を
聆き

き
て
飇
つ
む
じ
か
ぜの
ご
と
く
至
る
。
其
の
饑
渴
に
當
た
っ

て
、
快す

み
やか
に
安
隱
を
得
て
、
超
然
と
し
て
懸さ

と解
る
こ
と
、
時
に
其
の
人
有
り
。

【
日
譯
】

經
論
の
公
開
の
講
義
を
聞
い
て
ま
わ
っ
て
行
き
詰
ま
っ
た
者
や
禪
席
に
あ
ま
ね
く
參
じ
て
空
有
の
二
見
に
礙さ

ま
たげ
ら
れ
て

い
る
者
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
も
内
に
し
ま
い
込
ん
で
參
問
に
く
れ
ば
、
大
師
の
一
言
の
も
と
に
決
擇
し
、
暗
雲
に
覆
わ
れ

た
疑
網
も
大
師
の
智
慧
の
筑

や
い
ばで
氷
解
し
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
天
下
の
い
た
る
と
こ
ろ
よ
り
、
大
師
を
慕
い
、
教

え
を
聞
こ
う
と
大
勢
の
修
行
僧
が
た
ち
ま
ち
に
走
り
集
ま
っ
て
き
た
。
餓
え
渴
い
た
者
が
食
と
水
を
與
え
ら
れ
た
よ
う
に
、

す
ぐ
に
安
ら
か
に
な
り
、
悟
り
へ
と
超
出
し
た
、
そ
の
よ
う
な
人
が
い
た
の
で
あ
る
。

【
注
釋
】

〇
其
有
徧
探
講
肆
， 

歷
抵
禪
關
， 

滯
著
未
祛
， 

空
有
猶
閡　

忠
曰
く
、「
…
…
〈
其
有
徧
探
〉
等
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
、
或

い
は
學
徒
有
り
、
久
し
く
教
家
の
講
席
に
歷
探
す
れ
ど
も
、
而し

か

れ
ど
も
疑
滯
未
だ
除
か
ず
。
或
い
は
學
徒
有
り
、
久
し

く
禪
室
に
歷
參
し
、
玄
理
を
修
學
す
れ
ど
も
、
而し

か

れ
ど
も
空
有
の
二
見
猶
お
罣
礙
を
爲
す
な
り
。
乃
ち
滯
著
は
講
肆
に

係
り
、
空
有
は
禪
關
に
係
る
、
相
い
交
え
て
語
を
造
る
。
又
た
上
（〔
四
〕）
の
〈
豈
唯
心
證
、
亦
假
言
詮
〉
の
語
に
應
じ

て
、
師
が
禪
と
教
に
該

こ
と
ご
とく

練
じ
ゅ
く
ちす

る
を
敍
す
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

　

講
肆
は
「
市
中
の
諸
處
に
設
け
ら
れ
た
佛
典
講
釋
と
談
義
説
法
の
た
め
の
公
開
教
室
」（
入
矢
義
高
『
龐
居
士
語
錄
』
一
八
三

頁
）。

〇
靡
不
緘
藏
萬
里
， 

取
決
一
言　

忠
曰
く
、「
參
禪
し
て
空
有
が
礙さ
ま
たげ
と
爲
る
者
、
心
に
疑
惑
を
抱
き
、
緘
默
隱
藏
し
、
口

敢
え
て
發
せ
ず
、
萬
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
來き

た

り
て
、
師
に
參
じ
、
師
の
一
言
下
に
於
い
て
決
擇
を
取
る
」（
同
上
）。
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〇
疑
網
雲
張
， 

智
刄
氷
斷　

忠
曰
く
、「
講
肆
に
遊
び
て
疑
有
る
者
、
そ
の
疑
端
繁
多
に
し
て
、
網
目
の
如
し
。
然し
か

る
に
師

は
之こ

れ

が
爲
に
智
刄
を
揮
い
、
疑
網
を
裂さ

く
こ
と
氷
の
碎
斷
す
る
が
如
し
」（
同
上
）。

〇
齊
魯
燕
代
荊
呉
閩
蜀　

道
忠
曰
く
、「
古
解
に
曰
く
、〈
齊
魯
は
東
に
在
り
、
燕
代
は
北
に
在
り
、
荊
呉
は
是
れ
南
、
閩
も

亦
た
東
南
、
蜀
は
是
れ
西
、
乃
ち
天
下
の
東
西
南
北
の
人
、
師
に
歸
向
す
る
を
謂
う
〉」（
同
上
）。

〇
望
影
星
奔
走
， 

聆
聲
飈
至　

忠
曰
く
、「
影
と
聲
は
師
に
屬
し
、
奔
と
至
は
來
學
に
係
る
。
星
は
多
を
謂
う
、
飈ひ
ょ
うは
疾は
や
いを

謂
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
學
徒
が
師
の
影
迹
を
望
み
、
師
の
聲
名
を
聞
き
、
多
く
奔
り
來
り
、
疾は

や

く
赴
き
就
く
な
り
」

（
同
上
）。

〇
當
其
饑
渇
， 

快
得
安
隱　

忠
曰
く
、「
來
學
の
法
味
に
沾う
る
おう
こ
と
、
饑
渇
の
者
の
食
を
得
て
安
穩
な
る
が
如
し
」（
同
上
）。

〇
超
然
懸
解　
「
超
然
」
は
抜
き
ん
出
る
さ
ま
、
超
出
す
る
さ
ま
。「
懸
解
」
は
束
縛
を
解
除
す
る
の
が
原
意
で
、
そ
こ
か
ら

了
悟
・
悟
る
の
意
が
派
生
す
る
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
八
「
唐
荊
州
當
陽
山
度
門
寺
神
秀
禪
師
傳
」
に
次
が
あ
る
。

秀
既
事
忍
，
忍
默
識
之
， 

深
加
器
重
， 

謂
之
曰
:
「
吾
度
人
多
矣
， 

至
於
懸
解
圓
照
， 

無
先
汝
者
。
」

神
秀
が
弘
忍
に
師
事
す
る
や
、
弘
忍
は
暗
默
の
う
ち
に
認
め
、
そ
の
才
能
を
重
ん
じ
て
、
神
秀
に
言
っ
た
、「
私
は
多
く
の
人
を
度

脱
し
た
が
、
圓
満
に
輝
く
悟
り
に
達
し
た
の
は
、
お
前
よ
り
前
に
は
お
ら
な
か
っ
た
。
」

〔
八
〕
石
門
よ
り
百
丈
山
へ

大
師
初
居
石
門
，
依
大
寂
之
塔
，
次
補
師
位
，
重
宣
上
法
。
後
以
衆
所
歸
集
，
意
在
遐
深
。
百
丈
山
碣
立
一
隅
，
人
煙

四
絶
。
將
欲
卜
築
，
必
俟
檀
那
，
伊
蒱
塞
游
暢
甘
貞
，
請
施
家
山
，
願
爲
郷
導
。
庵
廬
環
遶
，
供
施
芿
積
，
衆
又
踰
於
石

門
。

【
校
記
】
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伊い

ぶ蒱
塞そ
く

＝
『
全
唐
文
』
は
「
伊
補
塞
」
に
作
る
。
正
し
く
は
「
伊
蒲
塞
」。
優
婆
塞
に
同
じ
。

【
訓
讀
】

大
師
は
初
め
石
門
に
居
し
、
大
寂
の
塔
に
依
り
、
師
位
を
次
補
し
、
重
ね
て
上
法
を
宣
ぶ
。
後
、
衆
の
歸
集
す
る
所
を

以
て
、
意
は
遐
深
に
在
り
。
百
丈
山
は
一
隅
に
碣そ

び

え
立
ち
、
人
煙
四よ
も

に
絶
す
。
將
に
卜
築
せ
ん
と
欲
し
て
、
必は
た

し
て
檀
那
を

俟ま

つ
に
、
伊
蒱
塞
の
游
暢
甘
貞
は
請
じ
て
家
山
を
施
し
、
郷
導
と
爲
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
庵
廬
環
遶
し
、
供
施
芿じ
ょ
う

積せ
き

し
、

衆
も
又
た
石
門
を
踰こ

ゆ
。

【
日
譯
】

百
丈
大
師
は
初
め
石
門
山
に
居
住
し
て
、
大
寂
禪
師
馬
祖
の
墓
塔
に
身
を
寄
せ
、
泐
潭
の
馬
祖
の
法
席
を
繼
ぎ
、
再
び

上
乘
の
教
え
を
宣
説
し
た
。
そ
の
後
、
修
行
僧
た
ち
が
ど
っ
と
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
ひ
な
び
た
遠
方
の
僻
地
に
隱
れ
た
い

と
思
っ
た
。
人
里
を
遠
く
離
れ
た
邊
境
の
地
に
百
丈
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
院
を
立
て
よ
う
と
し
て
、
檀
越
の

援
助
を
待
っ
て
い
る
と
、
は
た
し
て
在
家
信
者
の
游
暢
甘
貞
が
、
招
い
て
家
山
を
施
し
、
郷
里
の
導
師
に
な
る
よ
う
お
願
い

し
た
。
百
丈
の
居
所
を
草
舍
が
と
り
ま
き
、
供
養
や
布
施
が
新
し
く
草
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
増
え
て
い
き
、
修
行
僧
も
ま

た
石
門
山
を
上
回
っ
た
。

【
注
釋
】

〇
大
師
初
居
石
門
，
依
大
寂
之
塔
，
次
補
師
位
，
重
宣
上
法　

石
門
山
は
馬
祖
の
墓
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
江

西
省
靖
安
縣
北
四
十
里
に
あ
る
。『
明
一
統
志
』
卷
四
十
九
「
南
昌
府
」、「
石
門
山
は
靖
安
縣
の
西
北
四
十
里
に
在
り
。

山
に
寶
峰
院
有
り
。
院
に
唐
の
權
德
輿
の
碑
有
り
。」
ま
た
『
大
清
一
統
志
』
二
三
八
「
南
昌
府
」、「
石
門
山
は
靖
安
縣

の
北
四
十
里
、
勒マ

マ

潭
の
右
に
在
り
。『
縣
志
』
に
〈
上
に
寶
蓮
峰
有
り
、
即
ち
馬
祖
道
一
が
卓
錫
の
地
な
り
、
峰
の
側
に

宴
坐
巖
有
り
。〉」
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馬
祖
は
貞
元
四
年
（
七
八
八
）
二
月
一
日
に
示
寂
し
、
石
門
で
荼
毘
さ
れ
、
墓
塔
の
建
設
が
始
ま
り
、
貞
元
七
年

（
七
九
一
）
に
完
成
し
た
。

賈
晋
華
氏
は
「
馬
祖
の
門
人
は
塔
の
側
に
さ
ら
に
泐
潭
寺
を
建
立
」
し
た
（
日
本
語
版
『
古
典
禪
研
究
』
五
十
八
頁
）
と
い
う

が
、
馬
祖
は
晩
年
既
に
こ
こ
に
住
し
て
い
た
。
こ
こ
に
馬
祖
が
住
持
し
た
泐
潭
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
宋
高
僧
傳
』
卷

十
「
唐
唐
州
紫
玉
山
道
通
傳
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。

經
を
誦
し
て
合
格
し
、
勅
も
て
之
を
度
す
は
、
天
寶
の
初
載
（
七
四
二
）
に
當
る
。
時
に
道
一
禪
師
は
化

き
ょ
う
けを

建
陽
の
佛
跡
巖

に
肇は

じ

め
て
徒で

し

を
聚
む
る
に
、
通
は
焉こ

こ

に
往
く
。
一
師
が
臨
川
、
南
康
の
龔
き
ょ
う

公こ
う

山ざ
ん

に
於お

い
て
す
る
に
、
亦
た
影
の
ご
と
く
に
隨

い
て
去ゆ

く
。
然
れ
ど
も
呉
越
の
間
に
遊
方
せ
ん
こ
と
を
誓
い
、
台
・
明
の
山
谷
は
登の

ぼ陟
ら
ざ
る
は
靡な

し
。
錫
を
江
西
泐
潭
の

山
門
に
迴め

ぐ

ら
す
に
迨お
よ

ん
で
、
心
を
僧
務
に
勵は

げ

ま
し
、
勤
苦
す
る
を
憚い

と

わ
ず
。
貞
元
二
年
南
嶽
に
往
き
て
石
頭
禪
師
に
見ま

み

ゆ
。

貞
元
二
年
（
七
八
六
）
以
前
は
馬
祖
が
示
寂
す
る
前
で
あ
る
か
ら
、
道
通
禪
師
が
錫
を
廻
ら
し
た
江
西
泐
潭
の
山
門
に
は

馬
祖
が
住
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
睦
州
道
蹤
（
陳
尊
宿
、
嗣
臨
濟
）
が
馬
祖
を
泐
潭
和
尚
と
呼
ん
だ
例
が
あ
り
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

新
到
僧
參
。
師
:
「
汝
是
新
到
否
？
」
云
:
「
是
。
」
師
云
:
「
且
放
下
葛
藤
，
會
麼
？
」
云
:
「
不
會
。
」
師
云
:
「
擔
枷

陳
狀
， 

自
領
出
去
！
」
僧
便
出
， 

師
云
:
「
來
來
， 

我
實
問
汝
， 

什
麼
處
來
？
」
云
:
「
江
西
。
」
師
云
:
「
泐
潭
和
尚
在
你

背
後
， 

怕
你
亂
道
， 

見
麼
？
」
僧
無
對
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
二
「
陳
尊
宿
章
」
）

新
到
の
僧
が
參
問
に
來
た
。
師
、「
君
は
こ
こ
へ
は
初
め
て
の
參
問
か
？
」
僧
、「
そ
う
で
す
。
」
師
、「
な
ら
言
っ
て
お
こ
う
、
と

り
あ
え
ず
言
葉
を
も
て
あ
そ
ぶ
の
を
止
め
よ
、
わ
か
る
か
？
」
僧
、「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
君
は
首
枷
を
は
め
て
罪
狀
を
差

し
出
し
て
い
る
ぞ
、
自
分
で
し
ょ
っ
引
い
て
出
て
行
け
！
」
僧
が
出
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
師
、「
さ
あ
さ
あ
、
ち
ゃ
ん
と
問
お
う
、

ど
こ
か
ら
來
た
の
だ
。」
僧
、「
江
西
で
す
。」
師
、「
泐
潭
和
尚
が
君
の
背
後
で
、
い
い
加
減
な
こ
と
を
言
う
の
を
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
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い
る
ぞ
、
見
え
る
か
？
」
僧
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
擔
枷
陳
狀
， 

自
領
出
去
！
」
と
は
、
葛
藤
を
放
下
せ
よ
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
即
ち

新
到
僧
は
こ
れ
ま
で
言
葉
を
た
の
み
と
し
て
修
行
し
て
い
た
こ
と
を
自
白
し
た
も
同
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
江

西
は
馬
祖
が
「
性
在
作
用
」
を
説
い
た
禪
の
本
場
で
あ
り
、「
江
西
か
ら
來
た
と
言
え
る
の
は
本
當
の
實
力
者
だ
け
」（
入

矢
義
高
監
修
・
景
德
傳
燈
錄
研
究
會
編
『
景
德
傳
燈
錄 

四
』
四
〇
一
頁
、
禪
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）。
泐
潭
和
尚
と
は
馬
祖
が

晩
年
そ
こ
に
住
し
、
墓
塔
が
あ
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
抄
錄
』（
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
）
や
道
忠

『
五
家
正
宗
贊
助
桀
』（
禪
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
）
卷
四
「
睦
州
陳
尊
宿
章
」
に
も
馬
祖
の
こ
と
と
注
し
て
い
る
。

『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
「
道
一
傳
」
に
よ
れ
ば
、
馬
祖
は
大
曆
年
間
（
他
の
諸
資
料
よ
り
七
年
＝
七
七
二
）
に
洪
州
開
元
寺
に
配

屬
さ
れ
、
わ
ず
か
十
年
ほ
ど
で
大
い
に
教
化
を
施
し
た
が
、
建
中
中
（
七
八
〇
～
七
八
三
）、
僧
に
本
來
の
所
屬
先
で
あ
る

寺
院
に
歸
れ
と
い
う
詔
が
出
て
、
歸
ろ
う
と
し
た
が
、
時
の
洪
州
刺
史
・
江
西
觀
察
師
の
鮑
防
（
郁
賢
晧
『
唐
刺
史
考
全
編

4
』
に
よ
れ
ば
建
中
元
年
～
三
年
）
が
ひ
そ
か
に
引
き
留
め
て
歸
ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う
（
大
曆
中
聖
恩
溥あ

ま
ねく
洽ゆ

き
わた
り
、
名
は
開
元

精
舍
に
隸
し
ょ
ぞ
くす

。
其
の
時
、
連れ

ん
す
い率

の
路
公
、
風
を
耹き

き
て
景
慕
す
。…
…
居
る
こ
と
僅
か
に
十
祀
、
日
が
扶
桑
に
臨
め
ば
、
高
山
先
に
照
ら
し
、

雲
起
こ
る
こ
と
膚
寸
に
し
て
、
大
雨
均
し
く
霑う
る
おう

。
建
中
中
、
詔
有
り
て
僧
は
隸

し
ょ
ぞ
くす

る
所
の
如
く
、
將
に
舊
壤
に
歸
ら
ん
と
す
。
元
戎
の
鮑

公
は
、
密
か
に
留
め
て
遣や

ら
ず
）。
馬
祖
は
官
寺
で
あ
る
洪
州
開
元
寺
に
入
る
前
は
片
田
舍
の
山
麓
に
居
住
し
て
修
行
道
場
を

開
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
し
や
す
い
こ
と
を
第
一
に
し
て
道
場
運
營
を
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
律
師
が

住
す
る
開
元
寺
に
入
っ
て
修
行
に
窮
屈
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
開
元
寺
に
席
を
置
き
な
が
ら
、
洪
州

の
街
か
ら
遠
く
な
い
泐
潭
に
修
行
の
場
の
叢
林
を
作
る
の
は
、
詔
が
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
馬
祖
禪
師
舍
利
石
函
題
記
」
に
「
維
唐
貞
元
七
年
歳
次
辛
未
七
月
庚
申
朔
十
七
日
景
子
、
故
大
師
道
一
和
上
黃
金

舍
利
建
塔
于
此
地
。
大
師
貞
元
四
年
二
月
一
日
入
滅
。
時
洪
州
刺
史
李
兼
、
建
昌
縣
令
李
啓
、
石
門
法
林
寺
門
人
等
記
」
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（
陳
柏
泉
「
馬
祖
禪
師
石
函
題
記
與
張
宗
演
天
師
壙
記
」、『
文
史
』
第
十
四
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
石
門
法

林
寺
が
あ
っ
た
。
泐
潭
と
法
林
寺
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
泐
潭
は
山
號
で
石
門
泐
潭
山
法
林
寺
が
正
式
な
寺
名

か
。『
祖
堂
集
』
卷
十
四
「
江
西
馬
祖
章
」
の
末
尾
に
は
「
塔
は
泐
潭
寶
峯
山
に
在
り
。
敕
し
て
大
寂
禪
師
と
諡
し
、
大

莊
嚴
之
塔
と
（
號
）
す
。
裴
相
が
額
を
書
き
、
左
丞
相
權
德
輿
が
碑
文
を
撰
す
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
時
系
列
を
無

視
し
た
表
記
で
あ
る
。
ま
ず
「
權
德
輿
が
碑
文
を
撰
」
し
た
の
は
貞
元
七
年
（
七
九
一
）
で
あ
り
、「
左
丞
相
」
は
死
後
に

贈
ら
れ
た
「
左
僕
射
」
に
よ
る
。「
大
寂
禪
師
大
莊
嚴
之
塔
」
の
諡
號
は
、
元
和
年
間
の
こ
と
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
）
で

あ
り
、『
釋
氏
稽
古
略
』
卷
三
は
「
憲
宗
元
和
八
年
（
八
一
三
）」
と
す
る
。
元
延
祐
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
馬
祖
章
」

の
割
注
に
「
按
ず
る
に
權
德
輿
、
塔
銘
を
作
り
て
言
う
、〈
馬
祖
は
開
元
寺
に
終
わ
り
、
石
門
に
荼
毘
し
て
塔
を
建
つ
〉

と
。
會
昌
の
沙
汰
の
後
、
大
中
四
年
七
月
、
宣
宗
は
江
西
觀
察
使
裴
休
に
勅
し
て
、
塔
竝
び
に
寺
を
重
建
せ
し
め
、
額
を

寶
峰
と
賜
る
」（
賈
晋
華
氏
は
宣
宗
の
大
中
三
年
か
ら
四
年
に
江
西
觀
察
使
で
あ
っ
た
の
は
裴
湊
で
あ
る
か
ら
「
裴
湊
が
塔
を
建
立
し
額

を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
」
と
す
る
が
、『
祖
堂
集
』
が
す
で
に
「
裴
相
が
額
を
書
く
」
と
あ
り
、
裴
休
は
宣
宗
朝
に
宰
相
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
裴
休
で
あ
っ
て
よ
く
、
裴
湊
と
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
）
と
あ
る
こ
と
よ
り
、「
塔
は
泐
潭
寶
峯
山
に
在
り
」
と

は
、
大
中
四
年
に
重
建
さ
れ
た
寺
名
か
山
號
を
承
け
て
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
寶
峯
寺
或
い
は
寶
峯
院
は
重
建
さ
れ
て

以
後
の
寺
名
で
あ
る
。

泐
潭
に
は
百
丈
の
他
に
馬
祖
の
弟
子
で
あ
る
常
興
禪
師
、
法
會
禪
師
、
惟
建
禪
師
が
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
石
門

法
林
寺
（
泐
潭
）
は
會
昌
の
沙
汰
の
と
き
に
破
壞
さ
れ
、
そ
の
跡
に
泐
潭
寶
峯
寺
が
重
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
重
建
さ
れ

た
泐
潭
寶
峯
寺
に
は
龍
潭
崇
信
に
嗣
ぎ
、
德
山
宣
鑑
と
同
門
の
洪
州
泐
潭
寶
峰
和
尚
が
住
持
し
た
。
そ
の
後
、
泐
潭
の
法

席
は
寂
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
五
代
の
初
め
頃
、
石
霜
慶
諸
に
嗣
い
だ
道ど

う
け
ん虔
禪
師
（
八
六
〇
？
～
九
二
一
）
が
江
西
高
安
縣

の
九
峰
よ
り
泐
潭
に
入
り
復
興
し
た
こ
ろ
の
こ
と
を
『
禪
林
僧
寶
傳
』
卷
五
「
九
峰
虔
禪
師
傳
」
の
末
に
撰
者
の
覺
範
慧
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洪
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

先
是
， 

馬
大
師
歿
於
豫
章
開
元
寺
。
門
弟
子
懷
海
，
智
藏
輩
， 

塟
舍
利
於
海
昏
石
門
。
海
亦
廬
塔
十
餘
年
， 

乃
沿
馮
川
，
上

車
輪
峯
，
逢
司
馬
頭
陀
，
勸
海
留
止
， 

因
不
復
還
石
門
。
虔
自
九
峯
往
游
焉
， 

遂
成
法
席
， 

爲
泐
潭
第
一
世
， 

繼
海
遺
蹤
也
。

こ
れ
よ
り
以
前
の
こ
と
、
馬
大
師
は
豫
章
の
開
元
寺
で
示
寂
さ
れ
た
。
門
下
の
弟
子
で
あ
る
懷
海
や
智
藏
ら
は
、
舍
利
を
海
昏
縣

の
石
門
山
に
埋
葬
し
た
。
懷
海
は
墓
塔
の
墓
守
の
小
屋
に
住
す
る
こ
と
十
餘
年
、
は
じ
め
て
馮

ひ
ょ
う

水す
い

（
百
丈
山
に
源
を
發
す
る
川
）

を
溯
り
、
車
輪
峯
（
百
丈
山
の
一
峰
）
に
登
っ
た
と
き
、
司
馬
頭
陀
（
風
水
師
）
に
出
遭
い
、
こ
こ
に
留
ま
る
よ
う
勸
め
ら
れ
、

そ
れ
で
石
門
に
は
二
度
と
は
歸
ら
な
か
っ
た
。
道
虔
は
九
峯
よ
り
石
門
に
遊
び
、
そ
の
ま
ま
道
場
と
な
り
、
泐
潭
の
復
興
第
一
世

と
な
り
、
懷
海
の
法
席
の
跡
を
繼
い
だ
。

そ
の
後
、
道
虔
門
下
の
禪
者
が
何
人
も
泐
潭
に
住
し
、
宋
代
に
も
多
く
の
禪
者
が
こ
こ
に
住
し
て
馬
祖
・
百
丈
の
道
場
を

受
け
繼
い
だ
。
惠
洪
『
林
間
錄
』
卷
上
は
、
黃
檗
希
運
が
馬
祖
の
墓
塔
の
傍
に
庵
室
を
構
え
て
い
た
懷
海
に
參
じ
た
こ
と

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

斷
際
禪
師
は
初
め
乞

こ
つ
じ
きを
雒
京
に
行
じ
、
添
鉢
の
聲
を
吟
ず
る
に
、
一
嫗
が
棘
扉
の
間
に
出
て
曰
く
、
「
太

は
な
は

だ
無
厭
足
生
（
飽

く
を
知
ら
ぬ
人
だ
）
！
」
斷
際
曰
く
、
「
汝
猶
お
未
だ
施
さ
ざ
る
に
、
反

か
え
っ

て

厭

ま
ん
ぞ
く
す
る

無
し
と
責
む
る
は
何
ぞ
や
？
」
嫗
は
笑
っ

て
扉
を
掩と

ざ
す
に
、
斷
際
は
之
を
異
と
し
、
與と

も

に
語
る
に
藥た

め

に
な
る
こ
と
を
發い

う
所
多
し
。
辭
し
去
ら
ん
と
し
て
、
嫗
曰
く
、

「
南
昌
に
往
き
馬
大
師
に
見ま

み

ゆ
可べ

し
。
」
斷
際
は
江
西
に
至
る
に
、
而し

か

れ
ど
も
大
師
は
已
に
化
し
去
り
、
塔
は
石
門
に
在
り
と

聞
き
、
遂
に
往
き
て
塔
を
禮
す
。
時
に
大
智
禪
師
は
方ま

さ

に
廬
を
塔
の
傍
に
結
ぶ
。
因
り
て
其
の
遠
來
の
意
を
敍
べ
、
平い

ぜ

ん昔
に

力お
ん
け
いを

得
た
言
句
を
聞
か
ん
こ
と
を
願
う
に
、
大
智
は
一
喝
三
日
耳
聾
の
語
を
擧

と
り
あ
げて

之
を
示
す
。
斷
際
は
舌
を
吐ま

い

て
大
い
に

驚
き
、
相
い
從
う
こ
と
甚
だ
久
し
。
暮ば

ん
ね
ん年

始
め
て
新
呉
の
百
丈
山
に
移
り
居す

む
。
其
の
時
を
考
ず
る
に
嫗
は
死
し
て
久
し
。

而し
か

る
に
大
宋
高
僧
傳
（
卷
二
十
黃
檗
希
運
傳
）
は
、
「
嫗
は
斷
際
に
祝

い
い
つ
けて

百
丈
に
見
え
し
む
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
十
六
及
び
『
景
德



38

禅文化研究所紀要 第38号（令和7年4月）

傳
燈
錄
』
卷
九
の
黃
檗
和
尚
章
も
同
じ
）
と
曰い

う
は
、
非
な
り
。

因
み
に
『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
一
「
潙
山
靈
祐
傳
」
も
「
遂
に
泐
潭
に
詣い
た

り
、
大
智
師
に
謁
し
、
頓
に
祖
意
を
了さ
と

る
」
と
あ

り
、
泐
潭
で
懷
海
に
參
じ
て
い
る
。
ま
た
白
居
易
「
西
京
興
善
寺
傳
法
堂
碑
并
序
」（『
白
居
易
集
』
卷
四
十
一
、『
文
苑
英
華
』

卷
八
六
六
、『
全
唐
文
』
卷
六
七
八
）
に
は
、
興
善
惟
寛
（
七
五
五
～
八
一
七
）
と
同
門
の
一
人
と
し
て
勒マ
マ

潭
海
の
名
を
擧
げ
て

お
り
、
こ
の
と
き
懷
海
は
泐
潭
に
住
し
た
禪
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、『
裴
休
拾
遺
問
』
の
師
資
承
襲
圖
で
は
既
に

「
百
丈
海
」
と
記
さ
れ
、
咸
通
七
年
（
八
六
六
）
に
成
っ
た
鄭
愚
撰
「
潭
州
大
潙
山
同
慶
寺
大
圓
禪
師
碑
銘
并
序
」
も
「
師

始
聞
法
於
江
西
百
丈
懷
海
禪
師
、 

謚
曰
大
智
」
と
記
し
て
お
り
、
泐
潭
で
の
接
化
は
忘
却
さ
れ
、
百
丈
山
の
懷
海
と
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

〇
意
在
遐
深　
「
遐
深
」
は
荒
遠
幽
僻
の
地
。
ひ
な
び
た
遠
方
の
僻
地
に
移
り
住
む
気
持
ち
を
も
っ
た
。

〇
次
補
師
位　

馬
祖
の
法
席
を
受
け
繼
ぐ
こ
と
。『
付
法
藏
因
緣
傳
』
卷
二
、「
摩
訶
迦
葉
に
大
名
稱
有
り
て
、
如
來
を
次

補
し
、
演
法
教
化
す
。」
忠
曰
く
、「
次
補
と
は
馬
祖
に
次
い
で
石
門
の
席
を
補
す
。
…
…
又
た
上
の
〈
居
石
門
〉
は
即

ち
是
れ
〈
次
補
師
位
〉
な
り
。
石
門
に
居
し
了
っ
て
別
に
師
位
を
次
補
す
る
を
謂
う
に
非
ず
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷

二
十
）。

〇
百
丈
山　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
百
丈
懷
海
章
」
に
言
う
、「
自
此
雷
音
將
震
、
檀
信
請
於
洪
州
新
呉
界
、
住
大
雄
山
。

以
居
處
巖
巒
峻
極
故
、
號
之
百
丈
。」「
洪
州
新
呉
」
は
今
の
江
西
省
奉
進
縣
西
北
三
十
里
の
故
縣
（『
中
国
歷
史
地
名
大
辭

典
』
二
七
三
一
頁
）。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
十
八
「
江
南
道
四
」
洪
州
・
新
吳
縣
條
、「
後
漢
靈
帝
の
中
平
中
（
一
八
四
～

一
八
九
）
海
昏
縣
を
分
か
ち
て
置
く
。
隋
の
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
省
き
て
建
昌
に
入
る
。
武
德
五
年
（
六
二
二
）
又
た
置

く
、
𦾔
に
は
楚
に
隸
し
、
今
新
た
に
呉
に
屬
せ
ば
、
故
に
新
呉
と
曰
う
」（
中
華
書
局
本
六
七
〇
頁
）。

『
大
明
一
統
志
』
卷
四
十
九
「
南
昌
府
」、「
百
丈
山
は
奉
新
縣
西
一
百
四
十
里
に
在
り
。
呉
源
水
（『（
同
治
）
奉
新
縣
志
』
は
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馮
水
と
し
、
こ
の
方
が
正
し
い
）
倒か
た
むき
出
て
、
飛
下
千
尺
、
故
に
百
丈
と
號
す
。
其
の
勢
い
は
群
山
を
出
ず
、
又
た
大
雄
山

と
名
づ
く
。
下
に
大
智
院
有
り
。」
ま
た
『（
同
治
）
奉
新
縣
志
』
卷
一
、「
百
丈
山
は
縣
治
の
西
一
百
二
十
里
に
在
り
、
高

さ
百
丈
、
周
迴
は
四
十
里
。
馮
水
、
倒か

た
むき
出
て
、
飛
下
千
尺
。
其
の
西
北
の
勢
い
は
群
山
を
出
ず
、
又
た
大
雄
山
と
名
づ

く
。
山
の
南
は
平
原
夷た

い
ら坦
、
四
山
が
環と
り
ま
く拱
。
唐
の
大
智
禪
師
、
山
を
開
き
寺
を
創
る
。」

〇
伊
蒱
塞
游
暢
甘
貞
，
請
施
家
，
願
爲
郷
導　
『（
同
治
）
奉
新
縣
志
』
卷
四
「
寺
觀
」、「
勅
建
の
百
丈
寺
は
縣
の
西

一
百
三
十
里
に
在
り
。
唐
の
大
曆
（
七
六
六
～
七
七
九
）
の
間
、
邑
人
の
甘
貞
は
山
を
施
し
て
庵
を
建
て
、
郷
導
庵
と
名

づ
く
。
後
に
貞
は
懷
海
禪
師
を
住
持
に
延ま

ね請
く
。
唐
の
宣
宗
、
光
王
爲た

り
し
時
、
武
宗
の
忌
む
所
多
く
し
て
、
迹
を
晦

ま
す
し
て
方

ぞ
く
せ
け
んの
外
の
遊
び
を
爲
し
て
曾
て
至
る
。
此
の
後
、
帝
（
宣
宗
）
は
即
位
し
、
勅
し
て
大
智
禪
寺
の
額
を
賜
う
。

南
唐
の
時
、
寺
を
西
北
に
徙う

つ

す
。
廢
す
る
に
隨
い
、
宋
の
元
豐
中
（
一
〇
七
八
～
一
〇
八
五
）
復
た
建
ち
、
張
無
盡
は
之
が

爲
に
記
す
。
洪
武
中
（
一
三
六
八
～
一
三
九
八
）
禪
寺
の
叢
林
と
爲
す
。
云
々
。」

游
暢
甘
貞　
『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
七
、「
古
解
に
曰
く
、〈
一
人
の
名
な
り
。〉
忠
曰
く
、〈
蓋
し
甘
氏
、
貞
は
名
、

游
暢
は
字
な
り
。〉」（
柳
田
聖
山
主
編
『
禪
學
叢
書
之
八
』
三
三
九
頁
下
）。

願
爲
郷
導　

忠
曰
く
、「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
甘
貞
は
師
が
彼
の
山
に
住
し
て
、
吾
が
郷
の
導
師
と
爲
り
て
、
四
衆
を
化
せ

ん
こ
と
を
願
う
な
り
」（『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

な
お
懷
海
が
百
丈
山
を
開
い
た
と
き
を
『（
同
治
）
奉
新
縣
志
』
卷
十
六
「
方
外
」
に
「
元
和
三
年
（
八
〇
八
）」
と
し
て
言

う
、「
懷
海
…
…
元
和
九
年
示
寂
、
大
智
禪
師
と
諡
し
、
唐
を
大
寶
勝
輪
と
曰い

う
。
𦾔
志
を
ば
按し
ら

べ
る
に
、
懷
海
は
山
を

元
和
三
年
に
開
き
、
元
和
九
年
に
示
寂
す
。
云
々
。」

惠
洪
『
林
間
錄
』
卷
上
は
「
暮ば

ん
ね
ん年
始
め
て
新
呉
の
百
丈
山
に
移
り
居す

む
」
と
言
っ
て
お
り
、
民
間
の
傳
承
と
一
致
し
て
い

る
。
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〇
芿
積　

新
し
い
草
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
増
え
て
い
く
。「
積
」
は
累
積
。

〔
九
〕
入
滅
の
遺
德

然
以
地
靈
境
遠
，
頗
有
終
焉
之
志
。
元
和
九
年
正
月
十
七
日
， 

證
滅
於
禪
床
。
報
齡
六
十
六
， 

僧
臘
四
十
七
。
以
其
年
四

月
廿
二
日
， 
奉
全
身
窆
于
西
峯
。
據
婆
沙
論
文
， 

用
淨
行
婆
羅
門
葬
法
，
遵
遺
旨
也
。
先
時
白
光
去
室
， 

金
錫
鳴
空
。
靈
溪

方
春
而
涸
流
， 
杉
燎
竟
夕
以
通
照
。
妙
德
潛
感
， 

于
何
不
有
。

【
訓
讀
】

然
る
に
地
は
靈
に
し
て
境
は
遠
き
を
以
て
頗
る
終
焉
の
志
有
り
。
元
和
九
年
正
月
十
七
日
、
滅
を
禪
床
に
證あ

か

す
。
報
齡

六
十
六
、
僧
臘
四
十
七
な
り
。
其
の
年
の
四
月
廿
二
日
を
以
て
、
全
身
を
奉
じ
て
西
峯
に
窆ほ

う
むる
。
婆
沙
論
の
文
に
據
り
て
、

淨
行
婆
羅
門
の
葬
法
を
用
ゆ
る
は
、
遺
旨
に
遵
う
な
り
。
時
に
先
ん
じ
て
白
光
室
よ
り
去
り
、
金
錫
空
に
鳴
る
。
靈
溪
春
に

方あ
た

り
て
流
れ
を
涸か

ら
し
、
杉
燎か
が
り
びと
な
り
て
竟
よ
も
す
が
ら夕
以
て
通
照
す
。
妙
德
に
潛
か
に
感
ず
る
こ
と
は
、
何
に
于お
い

て
か
有
ら
ざ
ら

ん
。

【
日
譯
】

し
か
る
に
土
地
は
美
し
く
、
都
會
を
遠
く
離
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
生
涯
を
終
え
よ
う
と
思
わ
れ
た
。

元
和
九
年
（
八
一
四
）
正
月
十
七
日
、
禪
牀
に
坐
し
て
涅
槃
さ
れ
た
。
世
壽
は
六
十
六
、
僧
臘
は
四
十
七
で
あ
っ
た
。
そ
の

年
の
四
月
二
十
二
日
に
遺
體
を
さ
さ
げ
持
っ
て
西
峯
に
埋
葬
し
た
。
毘
婆
沙
論
の
文
に
則
っ
て
西
域
の
修
行
僧
を
ほ
う
む
る

方
法
を
用
い
た
の
は
、
大
師
の
遺
言
に
從
っ
た
の
で
あ
る
。
大
師
が
遷
化
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
、
一
條
の
白
い
光
が
居
室
よ

り
走
り
出
、
錫
杖
を
突
く
音
が
虚
空
に
響
き
わ
た
っ
た
。
春
な
の
に
谷
川
の
水
が
涸
渇
し
、
杉
の
木
が
松
明
に
な
っ
て
夜
通

し
あ
た
り
を
照
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
に
無
情
物
が
大
師
の
す
ぐ
れ
た
德
に
ひ
そ
か
に
感
應
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
あ
る
こ
と



41

百丈塔銘譯注 （西口 芳男）

な
の
だ
。

【
注
釋
】

〇
地
靈
境
遠　

都
會
を
遠
く
離
れ
た
風
光
明
媚
な
土
地
。

〇
終
焉
之
志　

一
生
の
最
後
を
迎
え
る
氣
持
ち
。

〇
證
滅
於
禪
床　

禪
床
に
坐
し
て
入
滅
さ
れ
た
。「
證
滅
」
は
、
涅
槃
を
悟
る
（
涅
槃
に
入
る
）
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

示
寂
の
意
。

〇
報
齡
六
十
六　

忠
曰
く
、「
此
の
一
報
身
の
壽
齢
な
り
。
此
の
一
報
身
と
は
、
今
此
の
受
く
る
所
の
形
骸
は
皆
な
是
れ
過

去
の
業
因
に
報
い
、
而し

こ
うし
て
好
醜
短
長
、
之
に
由
ら
ざ
る
は
無
し
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
奉
全
身
窆
于
西
峯　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
懷
海
は
土
葬
さ
れ
た
。

〇
據
婆
沙
論
文
， 

用
淨
行
婆
羅
門
葬
法　

未
詳
。
忠
曰
く
、「
忠わ
た
し
は
曽
て
大
毘
婆
沙
論
二
百
卷
・
阿
毗
曇
毗
婆
沙
論
八
十

卷
・
十
住
毗
婆
沙
論
十
五
卷
を
撿
す
る
に
、
竝み

な
婆
羅
門
葬
法
の
事
を
見
ず
。
更
に
撿
せ
よ
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷

二
十
）

淨
行
婆
羅
門
は
菩
提
達
磨
を
「
壁
觀
婆
羅
門
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
「
第
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
章
」）
と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
こ

こ
で
は
西
域
の
修
行
僧
の
こ
と
。

天
竺
の
葬
法
に
つ
い
て
、『
釋
氏
要
覽
』
卷
下
に
い
う
、「
天
竺
に
四
有
り
。
一
に
水
葬
、
之
を
江
河
に
投
じ
、
以
て
魚
鼈

に
飼く

ら
わ
す
を
謂
う
。
二
に
火
葬
、
薪
を
積
み
て
之
を
焚や

く
を
謂
う
。
三
に
土
葬
、
岸
傍
に
埋
め
、
速
か
に
朽
ち
る
を
取も
と

む
を
謂
う
。
四
に
林
葬
、
寒
林
に
露
置
し
、
諸
の
禽
獸
に
飼く

ら
わ
す
を
謂
う
」（
大
正
五
四
・
三
〇
八
下
）。

〇
先
時
白
光
去
室
， 

金
錫
鳴
空　

懷
海
が
娑
婆
世
界
を
去
っ
て
い
く
さ
ま
を
超
常
現
象
を
も
っ
て
記
述
す
る
こ
と
で
、
懷
海

が
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
の
證
左
と
す
る
。
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〇
靈
溪
方
春
而
涸
流
， 

杉
燎
竟
夕
以
通
照　

懷
海
の
妙
德
に
無
情
物
が
感
應
し
た
さ
ま
。「
靈
溪
」
は
谷
川
の
美
稱
。
道
忠

曰
く
、「
靈
溪
は
蓋
し
溪
の
名
に
非
ず
。
但
だ
師
の
滅
に
臨
ん
で
枯
涸
す
、
此
れ
靈
有
る
の
溪
な
り
。
春
に
方あ

た
ると
は
異
を

記
す
な
り
。
秋
は
猶
お
枯
る
可
し
、
春
の
水
溢あ

ふ

る
る
時
に
當
た
っ
て
、
却
っ
て
涸か

る
、
益ま
す
ます
異
と
爲
す
可
し
。」「
杉
木
、

火
を
出
だ
し
て
終
夜
に
自
ら
焚
く
な
り
。
通
照
と
は
、
火
光
徹
す
る
な
り
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
妙
德
潛
感
， 

于
何
不
有　

妙
德
に
無
情
物
が
感
應
す
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
無
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
有
る
の
だ
）。『
文

選
』
卷
二
「
西
京
賦
」、「
林
麓
之
饒
、
于
何
不
有
。（
豊
か
な
山
林
に
は
、
な
ん
で
も
有
る
の
だ
）」。『
弘
明
集
』
卷
十
三
・
王

該
『
日
燭
』、「
川
德
之
厚
、
于
何
不
有
。（
川
の
豊
か
な
德

は
た
ら
きは
、
ど
う
し
て
無
く
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
）」（
大
正
五
十
二
・
九
十
一

上
）。

〔
一
〇
〕
法
正
等
、
法
を
奉
じ
て
建
塔
す

門
人
法
正
等
， 

嘗
所
稟
奉
， 
皆
得
調
柔
。
遞
相
發
揮
， 

不
墜
付
囑
。
他
年
紹
續
， 

自
當
流
布
。
門
人
談
敘
，
永
懷
師
恩
，

光
崇
塔
宇
。
封
土
累
石
，
力
竭
心
瘁
。
門
人
神
行
梵
雲
， 

結
集
微
言
， 

纂
成
語
本
。
凡
今
學
者
， 

不
踐
門
閾
， 

奉
以
爲
師
法

焉
。

【
校
記
】

付
囑
＝
付
屬
（『
全
唐
文
』）。

【
訓
讀
】

門
人
の
法
正
等
は
嘗
て
稟う

く
る
所
を
奉
じ
、
皆
な
調
じ
ょ
う
に
ゅ
う
柔
を
得
た
り
。
遞た
が
い相
に
發
揮
し
て
、
付
囑
を
墜
と
さ
ず
。
他
年

紹う
け
つ續
が
れ
、
自
お
の
ず
から
當
に
流
布
す
べ
し
。
門
人
は
談
敘
し
、
師
の
恩
を
永
く
懷お
も

い
、
塔
宇
を
光
崇
す
。
土
を
封も

り
石
を
累つ

み
、

力
竭つ

く

し
心
瘁か
な
しむ
。
門
人
の
神
行
・
梵
雲
は
微
言
を
結
集
し
、
纂
へ
ん
し
ゅ
うし
て
語
本
を
成
ず
。
凡
そ
今
の
學
者
、
門
閾
を
踐
ま
ざ
れ
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ど
も
、
奉
じ
て
以
て
師
法
と
爲
す
な
り
。

【
日
譯
】

門
人
の
法
正
ら
は
こ
れ
ま
で
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
守
り
、
習
熟
し
て
柔
軟
な
心
に
な
り
、
た
が
い
に
大
師
の
教
え
を

擧
揚
し
、
託
さ
れ
た
教
え
を
失
墜
し
な
か
っ
た
。
將
來
に
教
え
は
受
け
繼
が
れ
、
自
然
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
門
人

ら
は
師
の
恩
を
永
く
忘
れ
ぬ
よ
う
、
立
派
な
墓
塔
を
建
て
よ
う
と
相
談
し
た
。
力
を
出
し
合
っ
て
土
を
盛
り
石
を
積
み
な
が

ら
悲
し
ん
だ
。
門
人
の
神
行
と
梵
雲
は
、
奧
深
い
言
葉
を
集
め
て
編
集
し
、
語
錄
を
作
っ
た
。
今
の
修
行
者
は
大
師
に
教
え

を
受
け
な
く
て
も
、
重
ん
じ
て
學
ぶ
べ
き
手
本
と
し
た
。

【
注
釋
】

〇
門
人
法
正　

涅
槃
和
尚
と
あ
だ
名
さ
れ
た
百
丈
法
正
禪
師
（
？
～
八
一
九
）。
詳
し
く
は
〔
四
〕
の
注
を
見
よ
。

〇
調
柔　

柔
軟
で
適
應
能
力
の
あ
る
こ
と
（
中
村
『
佛
教
語
大
辭
典
』）。『
法
華
經
』
受
記
品
、「
諸
菩
薩
衆
、
不
可
稱
計
、 

其

心
調
柔
、
逮
大
神
通
、
奉
持
諸
佛
、
大
乘
經
典
。（
諸
菩
薩
衆
は
、
稱あ

げ
て
計か
ぞ

う
可
か
ら
ず
、
其
の
心
は
調
柔
た
り
て
、
大

神
通
に
逮お

よ

び
、
諸
佛
の
大
乘
經
典
を
奉
持
す
）」（
大
正
九
・
二
〇
下
）。

道
忠
『
敕
修
百
丈
清
規
左さ

觿け
い

』
卷
二
十
、「
忠
曰
く
、『
調
柔
は
鍊
熟
な
り
。』
華
嚴
疏
（
澄
觀
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』）
卷

三
十
四
、
調
柔
果
を
釋
し
て
曰
く
、『
調
柔
と
言
う
者
は
、
調
鍊
柔
熟
を
謂
う
。
…
…
意
に
隨
っ
て
用
う
る
に
堪
え
た
り
、

故
に
調
柔
と
名
づ
く
。』」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
教
え
を
よ
く
習
熟
し
て
意
の
ま
ま
に
使
い
こ
な
す
こ
と
。

〇
他
年
紹
續
， 

自
當
流
布　
「
他
年
」
は
、
今
年
以
外
は
過
去
未
來
に
か
か
わ
ら
ず
他
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
將
來
。「
自
當

～
」
は
、
お
の
ず
と
～
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
高こ

う
せ
き適

（
七
〇
七
？
～
七
六
五
）《
鄭
侍
御
の
閩
中
に
謫
せ
ら
る
る
を
送
る
》

詩
「
自
當
逢
雨
露
、 

行
矣
愼
風
波
（
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
間
に
は
、
自
然
、
雨
露
の
め
ぐ
み
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
に
ち
が
い
な

い
さ
。
で
は
、
お
大
事
に
。
途
中
の
風
波
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
氣
を
つ
け
た
ま
え
よ
）」（
岩
波
文
庫
『
唐
詩
選
（
中
）』
九
九
頁
）。
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〇
光
崇
塔
宇　

墓
塔
を
高
く
莊
嚴
に
し
た
。
忠
曰
く
、「
光
と
は
莊
嚴
な
り
。
崇
と
は
高
大
な
り
」（
同
上
）。

〇
門
人
神
行
梵
雲
， 

結
集
微
言
， 

纂
成
語
本　

懷
海
の
門
人
で
あ
る
神
行
と
梵
雲
が
大
師
の
奧
深
い
言
葉
を
集
め
て
、
語
錄

を
編
纂
し
た
。
圓
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
の
『
福
州
温
州
台
州
求
得
經
律
論
疏
記
外
書
等
目
錄
』
に
「
百
丈
山
和
尚
要
決

一
卷
神
海
集
」（
大
正
五
十
五
・
一
〇
九
五
上
）
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
編
集
者
が
神
海
と
な
っ
て
お
り
、
神
行
と

は
一
字
異
な
っ
て
い
る
が
、
碑
銘
を
正
と
す
べ
き
で
あ
る
。
神
行
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
梵
雲
に
つ
い
て
は
『
景
德

傳
燈
錄
』
卷
九
標
目
及
び
『
傳
法
正
宗
記
』
卷
七
に
懷
海
禪
師
の
法
嗣
三
十
人
の
う
ち
に
「
洪
州
九
仙
山
梵
雲
」
と
見

え
る
。『
大
清
一
統
志
』
卷
二
三
八
「
南
昌
府
」
に
よ
れ
ば
、
九
仙
山
は
「
奉
新
縣
西
一
百
里
に
在
り
」
と
あ
り
、
奉
新

縣
西
二
百
十
里
に
在
る
百
丈
山
の
近
く
で
あ
る
。

現
存
す
る
『
百
丈
廣
錄
』
は
法
眼
文
益
（
八
八
五
～
九
五
八
）
に
嗣
い
だ
百
丈
道
恒
（
？
～
九
九
一
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
十
五

が
百
丈
道
常▼

に
作
る
の
は
、
宋
の
眞
宗
皇
帝
〔
在
位
九
九
七
～
一
〇
二
二
〕
趙
恒
の
諱
を
避
け
、
恒
を
改
め
て
常
と
し
た
）
が
重
編
し
た

も
の
で
あ
り
、『
宋
史
』
卷
二
〇
五
・
藝
文
四
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
『
百
丈
廣
語
』
が
そ
れ
に
當
た
ろ
う
。『
石
門
文
字

禪
』
卷
二
十
五
「
題
百
丈
常
禪
師
所
編
大
智
廣
錄
」
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

余
常
識
老
僧
子
瓊
於
司
命
山
下
。
瓊
， 
湓
城
人
， 

黃
龍
無
恙
時
客
也
。
爲
余
言
黃
龍
住
山
作
止
甚
詳
。
「
嘗
手
校
此
錄
於
積

翠
， 

謂
門
弟
子
曰
:
『
佛
語
心
宗
，
法
門
旨
趣
，
至
江
西
爲
大
備
。
大
智
精
妙
穎
悟
之
力
，
能
到
其
所
安
。
此
中
雖
無
地

可
以
棲
言
語
， 

然
要
不
可
以
終
去
語
言
也
。
』
故
其
廣
演
之
語
， 

大
剔
禪
者
法
執
。
而
今
之
五
家
宗
趣
， 

皆
此
錄
森
列
， 

如
井

之
在
海
。
其
清
涼
甘
滑
，
泄
苦
濁
毒
所
不
同
， 

而
本
則
無
異
質
也
。
」
予
誌
其
言
。
久
之
， 

偶
見
洞
山
藏
角
破
函
中
多
故
經
，

往
掀
攪
之
，
乃
獲
見
常
禪
師
居
百
丈
日
重
編
者
。
熟
讀
，
驗
瓊
之
言
， 

信
然
，
校
世
所
傳
多
訛
略
。
因
藏
之
， 

以
正
諸
傳
之

失
，
又
誌
瓊
之
首
告
也
。
（
周
裕
鍇
校
注
『
石
門
文
字
禪
校
注
』
三
八
二
五
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）

【
訓
讀
】
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余わ
れ

、
常か

つ

て
老
僧
子し

瓊け
い

を
司
命
山
下
に
識
る
。
瓊
は
湓ほ

ん

城
の
人
な
り
。
黃お

う

龍り
ょ
う、

恙
無
き
時
の
客
な
り
。
余
が
爲た

め

に
黃
龍
住
山
の
作あ

り
さ
ま止

を

言か
た

り
て
甚
だ
詳
な
り
。
「
嘗か

つ

て
手
ず
か
ら
此
の
錄
を
積せ

き
す
い翠

に
校
じ
、
門
弟
子
に
謂
い
て
曰
く
、
『
佛
語
の
心
宗
・
法
門
の
旨
趣
は
江
西

に
至
っ
て
大
い
に
備
わ
れ
り
と
爲
す
。
大
智
の
精
妙
穎
悟
の
力
、
能
く
其
の
安
ん
ず
る
所
に
到
る
。
此こ

こ中
に
は
地
と
し
て
以
て
言
語

を
棲と

ど

む
可
き
無
き
と
雖
も
、
然し

か

れ
ど
も
要

か
な
ら

ず
以
て
終
に
語
言
を
去
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
故
に
其
の
廣
演
の
語
は
、
大
い
に
禪

者
の
法
執
を
剔の

ぞ

く
。
而い

ま今
の
五
家
の
宗
趣
は
、
皆
な
此
の
錄
に
森
列
す
る
こ
と
、
井
の
海
に
在
る
が
如
し
。
其
の
清

し
ょ
う
り
ょ
う涼

甘か
ん
か
つ滑

・
泄せ

つ

苦く

濁だ
く
ど
く毒

は
同
じ
か
ら
ざ
る
所も

の

な
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
本
は
則
ち
異
質
無
き
な
り
」
と
。
予わ

れ

、
其
の
言
を
誌
す
。
之
を
久
し
く
し
、
偶

た
ま
た

ま
洞
山
の
藏
の
角す

み

の
破
函
中
に
故
經
多
き
を
見き

き
、
往
き
て
之
を
掀き

ん
か
く攪

し
、
乃
ち
常
禪
師
が
百
丈
に
居
り
し
日
に
重
編
せ
し
者
を
見

る
を
獲え

た
り
。
熟

つ
ら
つ

ら
讀
み
、
瓊
の
言
を
驗
す
る
に
信
然
た
り
、
世
に
傳
わ
る
所も

の

を
校
ず
る
に
訛
略
多
し
。
因
り
て
之
を
藏
し
、
以
て

諸
傳
の
失
を
正
し
、
又
た
瓊
が
首

は
じ
め

に
告つ

げ

し
を
誌
す
な
り
。

【
日
譯
】

私
は
昔
（
元
符
二
年
〈
一
〇
九
九
年
〉、
二
十
九
歳
）
司
命
山
（
舒
州
懷
寧
縣
北
：
安
徽
省
）
で
老
僧
の
子
瓊け

い

と
知
り
合
い
に
な
っ

た
。
子
瓊
は
湓ほ

ん

城
（
江
州
：
江
西
省
九
江
市
）
の
出
身
で
、
黃
龍
慧
南
禪
師
（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
九
）
が
ご
健
在
だ
っ
た
と
き
の

雲
水
で
あ
る
。
私
に
慧
南
禪
師
の
住
山
の
あ
り
さ
ま
を
詳
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。
「
慧
南
禪
師
は
か
つ
て
こ
の
廣
錄
を
黃
檗
積
翠
庵

で
自
ら
の
手
で
校
訂
し
、
門
下
僧
に
言
わ
れ
た
、
『
佛
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
心
の
宗
旨
で
あ
る
禪
門
の
根
本
義
は
、
江
西
道
一
禪
師

の
と
き
に
完
備
し
、
懷
海
禪
師
の
精
妙
な
る
智
慧
の
力
が
江
西
の
法
門
を
定
著
さ
せ
た
の
だ
。
そ
こ
は
言
葉
が
通
じ
な
い
領
域
で
は

あ
る
が
、
決
し
て
言
葉
を
除
い
て
は
な
ら
な
い
』
と
。
だ
か
ら
、
そ
の
行
き
届
い
た
言
教
は
禪
者
の
法
へ
の
執
ら
わ
れ
を
除
い
た
。

現
今
の
五
家
の
宗
旨
は
、
す
べ
て
こ
の
廣
錄
に
ぎ
っ
し
り
と
な
ら
び
、
五
家
の
井
水
が
大
海
に
流
れ
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

甘
く
滑
ら
か
で
さ
わ
や
か
な
水
と
苦
い
毒
の
混
じ
っ
た
水
は
同
じ
で
な
い
が
、
海
に
流
れ
込
め
ば
同
質
に
な
る
よ
う
に
、
も
と
も
と

異
質
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
」
と
。
私
は
そ
の
言
葉
を
書
き
し
る
し
て
お
い
た
。
そ
れ
か
ら
長
い
年
月
が
た
ち
、
た
ま
た
ま
洞
山
の
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經
藏
の
す
み
の
壞
れ
た
箱
に
古
い
經
典
が
多
く
殘
っ
て
い
る
と
聞
き
、
行
っ
て
取
り
出
し
て
調
べ
て
い
る
と
、
常
禪
師
が
百
丈
に
住

し
て
い
た
と
き
に
重
編
し
た
も
の
を
見
つ
け
出
し
た
。
じ
っ
く
り
と
讀
み
、
子
瓊
が
言
っ
た
こ
と
を
調
べ
て
み
る
と
、
本
當
だ
っ
た
。

世
に
廣
ま
っ
て
い
る
も
の
を
校
正
す
る
と
誤
り
や
遺
漏
が
多
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
收
藏
し
、
多
く
の
傳
錄
の
誤
り
を
正
し
、
子
瓊
が

最
初
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
。

『
百
丈
廣
錄
』
は
馬
祖･

百
丈
・
黃
檗
・
臨
濟
の
語
を
收
め
る
『
四
家
錄
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
四
家
錄
』
は

元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
に
楊
傑
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
の
が
確
認
で
き
る
最
初
で
あ
る
。
そ
の
楊
傑
撰
「
四
家
錄
序
」（
南

京
圖
書
館
藏
『（
元
版
）
四
家
錄
』、『
禪
學
典
籍
叢
刊
』
別
卷
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
に
、

積
翠
老
南
は
、
頭

は
じ
め

従よ

り
點
檢
し
、
字
を
ば
審た

し

か的
に
し
、
句
を
ば
差

あ
や
ま
りな

く
す
。
諸
方
の
叢
林
、
傳
え
て
宗
要
と
爲
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、『
四
家
錄
』
は
黃
龍
慧
南
の
と
き
、
既
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
現
存
し
な
い
が
、

そ
の
原
形
に
近
い
も
の
が
、
天
聖
七
年
（
一
〇
二
九
）
に
成
り
、
景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
に
入
藏
を
許
さ
れ
た
『
天
聖
廣

燈
錄
』
卷
八
～
卷
十
一
に
見
え
て
い
る
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
以
前
、
既
に
『
四
家
錄
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
の
か
、『
天
聖

廣
燈
錄
』
を
踏
ま
え
て
、
黃
龍
慧
南
の
點
檢
（
校
訂
）
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
柳
田
聖
山
氏
は

後
者
だ
と
見
て
お
ら
れ
る
（「
語
錄
の
歷
史
」
38
四
家
錄
の
成
立
、
柳
田
聖
山
集
第
二
卷
、
二
八
一
頁
）。
衣
川
賢
次
氏
は
黃
龍
慧

南
が
校
訂
し
た
『
四
家
錄
』
が
、
紹

し
ょ
う

興こ
う

戊ぼ

辰し
ん

（
一
一
四
八
）
に
刊
刻
さ
れ
た
福
州
開
元
寺
版
『
天
聖
廣
燈
錄
』
に
反
映
さ

て
い
る
と
推
定
し
た
（「
臨
濟
錄
テ
ク
ス
ト
の
系
譜
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
二
號
、
二
〇
一
二
年
）。
し
か
し
、
福
州
東

禪
寺
版
大
藏
經
中
に
大
觀
三
年
（
一
一
〇
九
）
の
刊
行
で
あ
る
『
天
聖
廣
燈
錄
』
が
存
在
す
る
。
東
禪
寺
版
は
實
字
函
に

「
筠
州
黃
檗
山
斷
際
禪
師
傳
心
法
要
」「
黃
檗
山
斷
際
禪
師
宛
陵
錄
」「
天
聖
廣
燈
錄
都
帙
目
録
」「
天
聖
廣
燈
錄
自
卷
一
至

卷
第
十
」
が
一
帙
に
收
め
ら
れ
、
次
の
勒
字
函
に
「
天
聖
廣
燈
錄
自
卷
十
一
至
卷
第
二
十
」、
碑
字
函
に
「
天
聖
廣
燈
錄

自
卷
二
十
一
至
卷
第
三
十
」
が
收
め
ら
れ
て
お
り
（
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禪
籍
の
研
究
』
二
二
〇
～
二
二
一
・
二
三
九
～
二
四
〇
頁
、



47

百丈塔銘譯注 （西口 芳男）

大
東
出
版
社
）、
開
元
寺
版
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
元
寺
版
『
傳
心
法
要
』『
宛
陵
錄
』『
天
聖
廣
燈
錄
』
は
東
禪
寺

版
を
踏
襲
す
る
も
の
と
推
定
で
き
る
（
東
禪
寺
版
の
實
字
・
勒
字
・
碑
字
函
を
實
見
す
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
）。
な

ら
ば
、
黃
龍
慧
南
が
校
訂
し
た
『
四
家
錄
』
は
東
禪
寺
版
に
既
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
刻
大
藏
經
は
、
開
寶
藏
（
北
宋
勅
版
大
藏
經
）
と
外
装
・
版
式
や
組
織
な
ど
の
内
容
が
一
致
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
忠
實
に
承
け
た
經
藏
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
開
版
は
天て

ん
け
ん眷
二
年
（
一
一
三
九
）
～
大
定
十
三
年

（
一
一
七
三
）
ご
ろ
に
私
家
版
と
し
て
雕
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
李
際
寧
「《
金
藏
》
新
資
料
考
」『
藏
外
佛
教
文
獻
』
第
三
輯

四
五
九
頁
、
一
九
九
七
年
）。
開
版
の
場
所
は
山
西
南
部
の
解
州
天
寧
寺
で
あ
り
、
經
版
は
大
定
二
十
一
年
（
一
一
八
一
）
に

都
（
燕
京
）
の
弘
法
寺
に
移
さ
れ
て
印
刷
が
續
け
ら
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
の
版
圖
に
入
っ
て
、
オ
ゴ
デ
イ
（
在
位
：

一
二
二
九
～
一
二
四
一
）
の
と
き
に
補
修
さ
れ
た
。
一
九
三
四
年
、
山
西
省
趙
城
縣
廣
勝
寺
よ
り
發
見
さ
れ
た
金
國
開
雕
の

大
藏
經
は
補
修
を
經
た
版
木
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
竺
沙
雅
章
『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』
第
二
部
「
宋
元
版
大
藏
經
の

系
譜
」、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）。
一
九
九
四
年
五
月
に
北
京
中
華
書
局
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
中
華
大
藏
經
』（
漢
文
部
分
）

第
七
十
三
册
に
『
天
聖
廣
燈
錄
』
が
影
印
さ
れ
て
お
り
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
金
藏
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』
は
、
景

祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
に
開
寶
藏
に
入
藏
を
許
さ
れ
た
『
天
聖
廣
燈
錄
』
に
ほ
ぼ
近
い
も
の
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
金
藏
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』
の
『
四
家
錄
』
相
當
部
分
で
あ
る
卷
八
～
卷
十
一
（
但
し
卷
九
の
五
～
七
丁
、
卷
十
一
は
金
藏

で
は
欠
に
な
っ
て
お
り
比
較
が
で
き
な
い
）
と
福
州
開
元
寺
版
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
～
卷
十
一
の
『
四
家
錄
』
相
當
部
を
比

較
す
る
と
、
卷
八
が
最
も
異
同
が
大
き
く
、
次
に
臨
濟
の
示
衆
以
外
の
語
を
集
め
た
卷
十
に
も
多
く
の
異
同
が
見
え
、
卷

九
（
五
丁
～
七
丁
は
欠
）
の
百
丈
廣
錄
に
當
た
る
箇
所
に
も
少
な
か
ら
ぬ
文
字
の
異
同
が
あ
り
、
黃
龍
慧
南
が
ど
の
よ
う
に

『
四
家
錄
』
を
校
訂
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
凡
今
學
者
， 

不
踐
門
閾
， 

奉
以
爲
師
法
焉　
「
學
者
」
は
修
行
者
、「
不
踐
門
閾
」（
敷
居
を
踏
ま
ず
）
と
は
、
參
じ
て
教
え
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を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。「
師
法
」
と
は
、
教
え
の
要か
な
めと
す
る
こ
と
。
忠
曰
く
、「
凡
今
と
は
、
師
の
滅
後
、
陳
詡

が
時
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
外
に
出
て
諸
法
の
門
戸
を
踐
み
越
え
て
巡
問
す
る
を
勞
せ
ず
、
但
だ
師
の
語
を
尊
奉
し
、

以
て
法
則
を
取
る
な
り
」（
同
上
）。

〔
一
一
〕
靈
藹
に
答
え
る
書
と
語
錄
の
流
行

初
閩
越
靈
藹
律
師
， 

一
川
教
宗
， 

三
學
歸
仰
。
嘗
以
佛
性
有
無
， 

嚮
風
發
問
， 

大
師
寓
書
， 

以
釋
之
。
今
與
語
本
竝
流
于

後
學
。

【
訓
讀
】

初
め
閩
越
の
靈
藹
律
師
は
、
一
川
の
教
宗
に
し
て
三
學
歸
仰
す
。
嘗
て
佛
性
の
有
無
を
以
て
風
を
嚮し

た

い
て
發
問
し
、
大

師
は
書
を
寓よ

せ
て
以
て
之
を
釋
す
。
今
、
語
本
と
竝
び
て
後
學
に
流つ
た
わる
。

【
日
譯
】

大
師
が
出
世
さ
れ
た
當
初
、
福
建
の
靈
藹
律
師
は
閩
越
の
教
家
の
宗
匠
で
あ
り
、
戒
定
慧
を
修
學
す
る
僧
た
ち
が
敬
仰

し
て
い
た
。
以
前
、
大
師
の
令
名
を
慕
っ
て
、
佛
性
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
の
で
、
大
師
は
手
紙
に
し
た
た
め
て

説
き
明
か
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
そ
れ
は
語
錄
と
と
も
に
後
進
の
修
行
者
ら
に
流
布
し
て
い
る
。

【
注
釋
】

〇
初
閩
越
靈
藹
律
師
， 

一
川
教
宗
， 

三
學
歸
仰　
「
閩
越
」
は
今
の
福
建
北
部
、
浙
江
南
部
の
地
、
秦
の
閩
中
郡
の
地
。
今

は
福
建
の
地
を
指
し
て
言
う
。「
靈
藹
律
師
」
は
、
參
學
比
丘
允
明
撰
「
唐
福
州
延
壽
禪
院
故
延
聖
大
師
塔
内
眞
身
記
」

（
石
井
修
道
「
潙
山
教
團
の
動
向
に
つ
い
て
―
福
州
大
安
の
〈
眞
身
記
〉
の
紹
介
に
因
ん
で
―
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
四
十
卷
一
號
）

に
よ
れ
ば
、
西
院
大
安
（
七
九
三
～
八
八
三
）
は
福
州
福
唐
縣
（
福
建
省
福
清
市
）
の
陳
氏
の
儒
學
の
家
に
生
ま
れ
、
少
く
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し
て
黃
檗
山
智
積
禪
師
に
受
業
し
、
元
和
丁
酉
（
八
一
七
）、
浦
城
縣
（
福
建
省
浦
城
縣
）
に
戒
壇
が
で
き
（『
宋
高
僧
傳
』
卷

十
二
「
大
安
傳
」
で
は
、
建
州
浦
城
縣
乾
元
寺
）、
靈
藹
大
德
に
よ
っ
て
戒
を
具
し
た
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
靈
藹
律
師

は
、
西
院
大
安
が
戒
を
受
け
た
建
州
浦
城
縣
乾
元
寺
の
靈
藹
大
德
の
こ
と
で
あ
る
。

「
一
川
教
宗
、 

三
學
歸
仰
」
に
つ
い
て
、
忠
曰
く
、「
一
川
三
學
の
二
句
は
、
靈
藹
の
德
を
歎た
た

う
。
閩
越
教
家
の
宗
匠
に
し

て
、
三
學
を
修
す
る
者
に
歸
崇
な
る
を
謂
う
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）
と
あ
る
が
、「
一
川
」
が
閩
越
を
指
す
こ

と
に
つ
い
て
は
未
詳
。
福
州
を
三
山
（
閩
山
・
九
仙
山
・
越
王
山
）
と
い
う
よ
う
に
、
閩
江
を
一
川
と
呼
ん
だ
も
の
か
。

〇
嘗
以
佛
性
有
無
， 
嚮
風
發
問
， 

大
師
寓
書
， 

以
釋
之
。
今
與
語
本
竝
流
于
後
學　

靈
藹
律
師
が
懷
海
に
「
佛
性
有
無
」
に

つ
い
て
問
う
た
の
で
、
懷
海
は
手
紙
に
し
た
た
め
て
答
え
て
や
り
、
そ
れ
が
「
語
本
」
と
と
も
に
「
流
布
」
し
て
い
る

と
い
う
が
、
こ
の
問
答
の
書
は
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
柳
田
聖
山
『
語
錄
の
歷
史
』
は
、

『
百
丈
廣
語
』
の
う
ち
、
佛
性
の
有
無
に
關
す
る
發
言
は
、
靈
藹
と
の
手
紙
に
よ
る
問
答
を
含
む
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
廣
語
は
狹
義
の
語
本
の
ほ
か
に
、
す
で
に
何
ら
か
の
著
作
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
判
る
。

（『
東
方
學
報 

京
都 

第
五
十
七
册
』
五
四
六
頁
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
紀
要
第
九
十
八
册
、
一
九
八
三
年
、 

後
に
『
禪
文
獻
の
研

究 

上
』
三
六
二
頁
、
柳
田
聖
山
集
第
二
卷
、
二
〇
〇
一
年
）

と
論
ず
る
が
、
そ
の
箇
所
を
具
體
的
に
指
摘
し
な
い
。

こ
れ
に
對
し
て
道
忠
は
、「
廣
錄
は
設
問
す
る
人
の
名
を
出
さ
ぬ
が
、
佛
性
の
有
無
を
以
て
發
問
す
る
、
恐
ら
く
は
是
れ

此
の
問
答
か
？
」（
同
前
）
と
し
て
、『
百
丈
廣
錄
』
中
の
以
下
の
問
答
を
擧
げ
て
い
る
。

問
:
「
如
何
是
有
情
無
佛
性
， 

無
情
有
佛
性
？
」

師
云
:
「
從
人
至
佛
， 

是
聖
情
執
， 

從
人
至
地
獄
， 

是
凡
情
執
。
秖
如
今
但
於
凡
聖
二
境
有
染
愛
心
， 

是
名
有
情
無
佛
性
。

秖
如
今
但
於
凡
聖
二
境
及
一
切
有
無
諸
法
都
無
取
捨
心
， 

亦
無
無
取
捨
知
解
， 

是
名
無
情
有
佛
性
。
秖
是
無
其
情
繋
， 

故
名
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無
情
， 

不
同
木
石
太
虚
，
黃
花
翠
竹
之
無
情
， 

將
爲
有
佛
性
。
若
言
有
者
， 

何
故
經
中
不
見
受
記
而
得
成
佛
者
？　

秖
如
今

鑑
覺
，
但
不
被
有
情
改
變
， 

喩
如
翠
竹
， 

無
不
應
機
， 

無
不
知
時
， 

喩
如
黃
花
。
」
又
云
:
「
若
踏
佛
階
梯
， 

無
情
有
佛
性
；

若
未
踏
佛
階
梯
，
有
情
無
佛
性
。
」

【
訓
讀
】

問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
〈
有
情
に
佛
性
無
く
、
無
情
に
佛
性
有
り
〉
？
」

師
云
く
、
「
人
よ
り
佛
に
至
る
は
、
是
れ
聖
情
執
、
人
よ
り
地
獄
に
至
る
は
、
是
れ
凡
情
執
。
秖ま

さ

に
如
今
但
だ
凡
聖
の
二
境
に
於
い

て
染
愛
心
有
り
、
是
れ
を
有
情
無
佛
性
と
名
づ
く
。
秖
に
如
今
但
だ
凡
聖
の
二
境
、
及
び
一
切
有
無
の
諸
法
に
於
い
て
都
て
取
捨
の

心
無
く
、
亦
た
無
取
捨
の
知
解
無
し
、
是
れ
を
無
情
有
佛
性
と
名
づ
く
。
秖た

だ
是
れ
其
の
情
繋
無
け
れ
ば
、
故
に
無
情
と
名
づ
く
の

み
に
し
て
、
木
石
太
虚
、
黃
花
翠
竹
の
無
情
に
し
て
、
將
に
有
佛
性
と
爲
す
に
同
じ
か
ら
ず
。
若
し
有
り
と
言
わ
ば
、
何
が
故
に
經

中
に
は
受
記
し
て
成
佛
を
得
た
る
者
を
見
ざ
る
。
秖
だ
如
今
の
鑑
覺
、
但
だ
情
の
改
變
有
る
を
被
ら
ざ
る
こ
と
、
喩
え
ば
翠
竹
の
如

く
、
機
に
應
ぜ
ざ
る
無
く
、
時
を
知
ら
ざ
る
無
き
こ
と
、
喩
え
ば
黃
花
の
如
し
」
。
又
た
云
く
、
「
若
し
佛
の
階
梯
を
踏
め
ば
、
無
情

に
も
佛
性
有
り
、
若
し
未
だ
佛
の
階
梯
を
踏
ま
ず
ん
ば
、
有
情
に
も
佛
性
無
し
」
。

【
日
譯
】

質
問
、
「
〈
有
情
に
佛
性
が
無
く
、
無
情
に
佛
性
が
有
る
〉
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」
。

師
、
「
人
間
よ
り
佛
ま
で
は
聖
に
固
執
し
た
あ
り
方
で
あ
り
、
人
間
か
ら
地
獄
ま
で
は
凡
に
固
執
し
た
あ
り
方
で
あ
る
。
ま
さ
に
今
、

こ
れ
ら
の
あ
り
方
に
は
凡
聖
と
い
う
相
い
對
立
す
る
あ
り
方
に
愛
著
す
る
心
が
あ
る
、
こ
の
こ
と
を
〈
有
情
に
は
佛
性
が
無
い
〉
と

呼
ぶ
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
今
、
凡
聖
と
い
う
相
い
對
立
す
る
あ
り
方
や
、
一
切
の
相
對
的
な
あ
り
方
に
對
し
て
ま
っ
た
く
取え

り

ご

の

み

捨
選
擇

の
心
が
無
く
な
り
、
さ
ら
に
取え

り

ご

の

み

捨
選
擇
の
心
が
無
く
な
れ
ば
よ
い
の
だ
と
い
う
考
え
も
起
こ
ら
な
い
な
ら
、
こ
れ
を
〈
無
情
に
佛
性

が
有
る
〉
と
呼
ぶ
の
だ
。
た
だ
感
情
的
な
迷
い
に
よ
る
繋と

ら
わ
れ縛

が
な
い
か
ら
、
無
情
と
い
う
ま
で
で
あ
り
、
木
石
や
虚
空
、
黃
花
や
翠
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竹
の
よ
う
な
無
情
物
に
佛
性
が
有
る
と
言
う
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
無
情
物
に
佛
性
が
有
る
と
主
張
す
る
な
ら
、

ど
う
し
て
無
情
物
が
受
記
さ
れ
て
成
佛
し
た
と
い
う
話
し
を
經
典
の
な
か
に
見
い
だ
せ
な
い
の
か
。
ま
さ
に
今
働
い
て
い
る
見
聞
覺

知
が
、
感
情
的
な
迷
い
に
よ
っ
て
變
質
し
な
い
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
翠
竹
の
よ
う
で
あ
り
、
時
機
に
ぴ
た
り
と
應
じ
、
時
節
因
緣
を

知
る
こ
と
は
、
黃
花
の
よ
う
で
あ
る
」
。
ま
た
言
わ
れ
た
、
「
佛
の
境
位
に
登
る
階
段
を
踏
む
な
ら
、
無
情
に
も
佛
性
が
有
り
、
踏
む

こ
と
が
な
い
な
ら
、
有
情
で
あ
っ
て
も
佛
性
は
な
い
」
。

〔
一
二
〕
塔
銘
と
作
り
し
事
情

詡
從
事
于
江
西
府
，
備
嘗
大
師
之
法
味
，
故
不
讓
衆
多
之
託
。
其
文
曰
： 

　
「
梵
雄
設
教
， 

有
權
有
實
。
未
得
頓
門
， 

皆
爲
暗
室
。
祖
師
戻
止
，
方
傳
祕
密
。
如
彼
重
昏
，
忽
懸
白
日
。」（
其
一
）

　
「
唯
此
大
士
， 

弘
紹
正
宗
。
雖
修
妙
行
， 

不
住
眞
空
。
無
假
方
便
，
豈
俟
磨
礱
。
恬
然
返
本
，
萬
境
圓
通
。」（
其
二
）

　
「
百
千
人
衆
， 

盡
祛
病
熱
。
彼
皆
有
得
， 

我
實
無
説
。
心
本
不
生
，
形
同
示
滅
。
此
土
灰
燼
，
他
方
水
月
。」（
其
三
）

　
「
法
傳
人
代
， 

塔
閉
山
原
。
杉
松
日
暗
， 
□
□
□
存
。
藹
藹
學
徒
，
無
非
及
門
。
唯
能
覺
照
，
是
報
師
恩
。」（
其
四
）

元
和
十
三
年
十
月
三
日
建　

【
校
記
】

詡
＝
翊
（『
全
唐
文
』）。

弘
紹
正
宗
＝
宏
紹
正
宗
（『
全
唐
文
』）。

□
□
□
存
＝
大
正
藏
『
百
丈
清
規
』
本
、『
全
唐
文
』
本
は
共
に
「
寺
塔
猶
存
」
に
作
る
。『
百
丈
清
規
抄
』
卷
十
五
・

塔
銘
の
抄
、「
杉
松
─
―
、
木
モ
日
々
ニ
シ
ケ
ル
ソ
、
此
テ
三
字
落
タ
リ
」（『
續
抄
物
資
料
集
成
』
第
八
卷 

「
百

丈
清
規
抄
」
六
二
八
頁
）。
道
忠
『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
の
懷
海
禪
師
塔
銘
「
杉
松
日
暗
、
寺
塔
猶
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存
」
の
注
に
よ
れ
ば
「
古
解
曰
、
存
上
三
字
脱
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
杉
松
日
暗
、
□
□
□
存
」
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
道
忠
は
「
文
苑
英
華
に
此
の
銘
を
載
せ
ず
、
別
に
攷こ

う

ず
可
き
も
の
無
し
。
近
ご
ろ
唐
本
の
此

の
規
（
百
丈
清
規
）
を
檢
す
る
に
〈
寺
塔
猶
存
〉
に
作
る
。
余わ
れ

謂お
も

え
ら
く
、
上
に
〈
塔
閉
ず
〉
と
言
う
、
又
た

陳
詡
が
時
に
初
め
建
て
ば
、〈
猶
お
存
す
〉
と
言
う
可
か
ら
ず
。
是
れ
後
人
が
妄
り
に
補
い
て
巧
み
な
ら
ざ

る
の
み
。
余わ

れ

、
叨み
だ
りに
塡
あ
て
は
めて
云
う
、〈
靈
標
長
存
〉
と
。
尚
お
〈
寺
塔
猶
〉
に
勝ま
さ

ら
ん
か
。
然
れ
ど
も
但
だ
闕

空
し
て
可
な
る
の
み
」
と
言
う
。「
靈
標
」
は
こ
こ
で
は
「
墓
塔
」
を
指
し
て
い
う
の
だ
ろ
う
。

京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
谷
村
文
庫
藏
『
勅
修
百
丈
清
規
』
元
刊
本
は
三
字
を
黒
塗
り
に
し
て
お
り
、
同
五

山
版
は
三
字
を
白
抜
き
に
し
て
い
る
。

【
訓
讀
】

詡
は
事
に
江
西
府
に
從
い
、
備
さ
に
大
師
の
法
味
を
嘗な

む
。
故
に
衆
多
の
託た
の
みを
讓こ
ば

ま
ず
。
其
の
文
に
曰
く
、

「
梵
雄
は
教
を
設
け
、
權
有
り
實
有
り
。
未
だ
頓
門
を
得
ず
、
皆
な
暗
室
と
爲
る
。
祖
師
戻い

た止
り
て
、
方は
じ

め
て
祕
密
を

傳
う
。
彼
の
重
昏
に
忽
ち
白
日
懸か

か

る
が
如
し
。」（
其
一
）

「
唯
だ
此
の
大
士
の
み
、
正
宗
を
弘ひ
ろ

め
紹つ

ぐ
。
妙
行
を
修
す
と
雖
も
、
眞
空
に
住と
ど

ま
ら
ず
。
方
便
を
假
る
無
し
、
豈
に

磨ま

礱ろ
う

を
俟ま

た
ん
や
。
恬
然
と
し
て
本
に
返
り
、
萬
境
圓ま
ど
かに
通
ず
。」（
其
二
）

「
百
千
人
衆
、
盡
く
病
熱
を
祛は
ら

う
。
彼
は
皆
な
得
る
有
る
も
、
我
れ
實
に
説
く
無
し
。
心
は
本
よ
り
不
生
な
る
も
、
形

は
滅
を
示
す
に
同
じ
く
す
。
此
土
に
灰
燼
す
、
他
方
の
水
月
。」（
其
三
） 

「
法
は
人
代
に
傳
え
、
塔
は
山
原
に
閉
ず
。
杉
松
日
に
暗
く
、
□
□
□
存
す
。
藹
藹
と
し
て
學
徒
、
門
に
及
ぶ
に
非
ざ

る
無
し
。
唯
だ
能
く
覺
照
せ
ば
、
是
れ
師
の
恩
に
報む

く

ゆ
。」（
其
四
）

元
和
十
三
年
十
月
三
日
建
つ　
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【
日
譯
】

詡わ
た
しは
江
西
府
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、
大
師
の
教
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
で
多
く
の
方
々
の
頼
み
を
引
き
受

け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
銘
文
に
言
う
、

「
世
尊
が
開
い
た
佛
教
に
は
、
權
教
と
實
教
が
あ
る
。
ま
だ
頓
門
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
き
、
世
は
暗
室
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
達
磨
祖
師
が
西
來
し
て
、
初
め
て
祕
密
の
心
印
を
傳
え
た
。
眞
っ
暗
闇
の
空
に
太
陽
が
昇
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。」（
其
の
一
）

「
た
だ
こ
の
百
丈
大
師
だ
け
が
、
達
磨
の
正
宗
を
大
寂
よ
り
受
け
繼
い
で
流
布
さ
れ
た
。
空
三
昧
を
修お
さ

め
る
が
、
そ
の
眞

空
の
境
地
に
安
住
し
な
い
。
方
便
に
よ
る
導
き
な
ど
必
要
と
せ
ず
に
頓
悟
す
る
の
だ
か
ら
、
修
行
し
鍊
磨
す
る
こ
と
な

ど
い
ら
ぬ
こ
と
だ
。
心
は
本
來
の
あ
り
方
に
復
歸
し
て
靜
か
に
安
ら
ぎ
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
自
在
に
隨
順
し
て

は
た
ら
く
。」（
其
の
二
）

「
あ
ま
た
の
人
々
は
、
佛
に
執
著
す
る
心
の
熱
病
を
こ
と
ご
と
く
除
き
去
っ
た
。
彼
ら
は
得
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
大
師

は
何
も
説
か
な
か
っ
た
。
心
は
も
と
も
と
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
肉
身
は
衆
生
の
生
死
に
同
じ
く
さ
れ
た
。

娑
婆
世
間
で
は
灰
に
な
っ
て
も
、
他
方
の
佛
國
土
で
水
に
映
る
月
の
よ
う
に
身
を
現
さ
れ
る
の
だ
。」（
其
の
三
）

「
大
師
の
教
え
は
人
の
世
に
流
布
し
、
墓
塔
は
山
中
に
閉
ざ
さ
れ
る
。
墓
塔
の
杉
や
松
は
日
々
に
生
い
茂
り
晝
も
暗
く
、

□
□
□
存
す
。
多
く
の
修
行
者
が
大
師
の
門
に
參
じ
た
が
、
自
ら
を
顧
み
て
自
己
の
佛
性
を
悟
る
こ
と
が
、
大
師
の
法

恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
。」（
其
の
四
）

元
和
十
三
年
十
月
三
日 

建
立
す　

【
注
釋
】

〇
梵
雄
設
教
， 

有
權
有
實　

佛
は
權
教
と
實
教
を
説
き
、
佛
教
を
開
い
た
。
權
教
は
仮
に
設
け
た
方
便
の
教
え
、
實
教
は
眞
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實
の
教
え
。『
大
般
涅
槃
經
集
解
』
卷
六
十
四
、「
僧
亮
曰
：
佛
所
説
義
， 

有
權
有
實
。」「
梵
雄
」
は
、
僧
中
の
傑
出
し
た

も
の
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
釋
尊
の
こ
と
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
四
「
曇
一
傳
」、「
安
國
寺
の
印
度
沙
門
（
善
無
畏
三
藏
）

に
菩
薩
戒
を
受
け
、
是
に
於
い
て
蓮
華
不
染
の
義
、
甘
露
甚
深
の
旨
、
一
た
び
慧
ち
え
の

炬た
い
ま
つを
傳
え
、
了つ
い

に
梵
雄
と
作
り
、
遠

近
瞻
仰
す
る
こ
と
、
宗
師
の
如
し
。」
忠
曰
く
、「
梵
雄
は
佛
を
稱
す
。
梵
は
淨
な
り
。
佛
を
眞
梵
王
と
稱
し
、
世
雄
と

稱
す
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

〇
未
得
頓
門
， 
皆
爲
暗
室　

ま
だ
禪
宗
が
中
國
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
と
き
、
釋
尊
の
一
代
時
教
の
旨
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず

暗
室
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
忠
曰
く
、「
陳
詡
は
先
に
禪
宗
を
目な

づ
け
て
頓
門
と
爲
す
、
故
に
今
の
頓
門
の
言
は
須
ら
く

禪
宗
と
作な

し
て
看
る
べ
し
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
如
來
の
權
實
の
教
え
は
竝み

な
是
れ
言
説
、
若
し
禪
宗
の
證
悟
を
以
て
せ

ざ
れ
ば
、
則
ち
一
代
の
教
え
は
但
だ
暗
室
の
辨
ず
る
所
無
き
が
如
し
、
須
ら
く
證
悟
の
日
月
を
得
て
之
を
照
ら
し
、
方は

じ

め
て
世
尊
出
世
の
大
旨
を
知
る
べ
し
。
達
磨
西
來
以
前
を
暗
室
に
比な
ぞ
らう
」（
同
上
）。

〇
祖
師
戻
止
， 

方
傳
祕
密　
「
祖
師
」
は
達
磨
、「
戻
止
」
は
至
る
。「
祕
密
」
は
達
磨
が
傳
え
た
佛
の
祕
密
の
心
印
、
即
ち

禅
宗
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
「
菩
提
達
磨
章
」、「
吾
れ
佛
の
祕
密
を
以
て
迷
徒
を
利
益
す
。」
ま
た
同
卷
八
「
汾
州
無

業
章
」
に
「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
來
密
傳
の
心
印
」
と
あ
る
。
忠
曰
く
、「
祖
師
は
達
摩
な
り
。
祕
密
は
即
ち
見
性

成
佛
の
法
な
り
。
但
だ
我
に
祕
密
無
し
、
入
り
得
ざ
る
者
自
ら
密
と
爲
す
の
み
」（
同
上
）。

〇
如
彼
重
昏
， 

忽
懸
白
日　

佛
の
教
え
が
分
か
ら
な
く
て
暗
闇
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
達
磨
が
禪
宗
を
傳
え
て
大
空
に
太

陽
が
出
た
よ
う
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
に
成
っ
た
劉
禹
錫
（
七
七
二
～
八
四
二
）
撰
「
大
唐
曹
谿

第
六
祖
大
鑒
禪
師
第
二
碑
并
序
」、「
維こ

れ
如
來
滅
し
て
後
、
五
百
歳
に
中あ
た

り
、
摩
騰
・
竺
法
蘭
は
經
を
以
て
華
ち
ゅ
う
ご
くに
來

り
、
人
始
め
て
其
の
言お

し
えを
聞
く
も
、
猶
お
夫
れ
重
ま
っ
く
ら
や
み
昏
に
昒よ
あ
け爽
を
見
る
が
ご
と
し
。
後
の
五
百
歳
に
し
て
、
達
摩
は
法
を

以
て
華

ち
ゅ
う
ご
くに
來
り
、
人
始
め
て
其
の
心
を
傳
え
ら
れ
、
猶
お
夫
れ
昧み
め
い旦
に
白
日
を
覩
る
が
ご
と
し
。
達
摩
自よ

り
六
傳
し
て
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大ろ
く
そ鑒
に
至
り
、
意
に
ょ
い

珠し
ゅ

を
貫
く
が
如
く
に
先
後
有
れ
ど
も
同
異
無
し
。
世
に
眞
宗
と
言
う
は
、
所い
わ
ゆ謂
る
頓
門
な
り
」（『
唐
文

粋
』
卷
六
十
三
、『
唐
代
釋
教
文
選
譯
注
』
一
八
六
頁
、
朋
友
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

忠
曰
く
、「
重
は
上
聲
に
は
、
厚
な
り
、
太は

な
はだ
暗
き
を
重
昏
と
言
う
。
又
た
平
聲
に
は
、
複
な
り
、
多
年
暗
昏
の
部
屋
、

故
に
重
昏
と
言
う
」（
同
上
）。

〇
（
其
一
）　

碑
銘
の
「
其
一
」
は
、
達
磨
が
禪
宗
の
頓
門
を
傳
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。
押
韻
（
廣
韻
）
は
實
室
密
日
（
入
聲

質
韻
）。

〇
唯
此
大
士
， 

弘
紹
正
宗　
「
大
士
」
は
マ
ハ
ー
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
（
摩
訶
薩
埵
）
の
漢
譯
だ
が
、
こ
こ
で
は
百
丈
懷
海
を
指
し
て

い
う
。「
正
宗
」
は
西
天
二
十
八
祖
よ
り
東
土
六
祖
に
代
々
に
傳
わ
る
釋
尊
正
傳
の
佛
法
、
頓
門
を
い
う
。
佛
日
契
嵩

（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
著
『
傳
法
正
宗
記
』
卷
上
・
第
二
篇
、「
若
し
夫
れ
禪
經
稱た
た
える
所
の
尊
者
大
迦
葉
な
る
者
は
、
此

れ
吾
が
正
宗
の
第
一
祖
な
る
者
な
り
」（
大
正
五
十
一
・
七
七
六
上
）。

〇
雖
修
妙
行
， 

不
住
眞
空　

こ
の
二
句
に
於
い
て
「
妙
行
」
と
「
眞
空
」
は
對
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
妙
行
」
と
は

即
ち
空
三
昧
（
空
解
脱
門
）
の
こ
と
。『
小
品
般
若
經
』
卷
七
「
恒
伽
提
婆
品
」、「
須
菩
提
！　

爾
時
菩
薩
行
空
解
脱
門
，

而
不
證
無
相
，
亦
不
墮
有
相
。
譬
如
鳥
飛
虛
空
，
而
不
墮
落
；
行
於
虛
空
，
而
不
住
空
。（
須
菩
提
、
そ
の
時
、
菩
薩
は
空
解

脱
門
を
行
じ
て
、
し
か
も
無
相
そ
の
も
の
に
も
な
ら
ず
、
ま
た
有
相
に
も
執
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
鳥
が
空
を
飛
ん
で
、
し
か
も
空
よ
り
落

ち
な
い
の
と
同
じ
で
、
虚
空
の
あ
り
方
を
實
踐
し
な
が
ら
、
し
か
も
虚
空
の
あ
り
方
に
執
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
）」（
大
正
八
・
五
六
九
上
）。

忠
曰
く
、「
行
じ
て
行
じ
た
迹あ

と

無
き
、
是
を
妙
行
と
名
づ
け
る
。
行
の
空
妙
な
り
と
雖
も
、
眞
空
に
滯
ら
ず
」（
同
上
）。

〇
無
假
方
便
， 

豈
俟
磨
礱　

佛
性
を
頓
悟
し
、
方
便
な
ど
必
要
と
し
な
い
、
ど
う
し
て
修
行
の
成
果
を
期
待
し
た
り
な
ど

し
よ
う
。
忠
曰
く
、「
師
は
本
體
如
然
の
性
を
頓
悟
す
、
故
に
入さ

と
る
た
め做の
方
便
を
假
ら
ず
、
磨
鍊
琢
礱
の
修
行
を
待
つ
に
非

ず
」（
同
上
）。
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〇
恬
然
返
本
， 

萬
境
圓
通　

心
は
本
來
の
あ
り
方
に
復
歸
し
て
靜
か
に
安
ら
ぎ
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
自
在
に
随
順
し

て
は
た
ら
く
。「
恬
然
返
本
」
は
永
明
延
壽
（
九
〇
四
～
九
七
六
）
著
『
萬
善
同
歸
集
』
卷
中
（
第
五
十
六
）
に
『
淨
度
三
昧

經
』
を
引
い
て
い
う
、

淨
度
三
昧
經
云
:
「
一
念
受
一
身
，
善
念
生
天
上
人
中
身
， 

惡
念
受
三
惡
道
身
， 

百
念
受
百
身
， 

千
念
受
千
身
， 

一
日
一
夜

種
生
死
根
， 

後
當
受
八
億
五
千
萬
雜
類
之
身
，
至
百
年
之
中
， 

種
後
世
身
體
骨
皮
毛
， 

遍
大
千
刹
土
， 

地
間
無
空
處
。
若
一

念
不
生
， 
恬
然
反
本
。
」
（
大
正
四
十
八
・
九
七
七
中
）

一
念
に
一
身
を
受
け
、
善
念
す
れ
ば
天
上
人
中
の
身
に
生
ま
れ
、
惡
念
す
れ
ば
三
惡
道
の
身
を
受
け
、
百
念
す
れ
ば
百
身
を
受

け
、
千
念
す
れ
ば
千
身
を
受
く
れ
ば
、
一
日
一
夜
に
生
死
の
根
を
種う

え
れ
ば
、
後
に
當
に
八
億
五
千
萬
の
雜
類
の
身
を
受
く
べ
く
、

乃か
く
し
て至

百
年
の
中
に
後
世
の
身
體
骨
皮
毛
を
種
え
、
大
千
刹
土
に
遍
く
、
地
間
に
空
處
無
し
。
若
し
一
念
不
生
な
れ
ば
、
恬
然
と
し

て
本
に
反か

え

る
。

な
お
『
淨
度
三
昧
經
』
は
、
北
魏
の
曇
曜
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
中
國
撰
述
經
典
（
牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典

編
集
『
七
寺
古
逸
經
典
研
究
叢
書
第
二
卷
、
中
国
撰
述
經
典 

其
之
二
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
が
、「
若
一
念
不
生
，

恬
然
反
本
」
は
『
淨
度
三
昧
經
』
本
文
に
無
く
、
永
明
延
壽
が
付
け
加
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
忠
曰
く
、「
性
を
悟
り
本
に

返
る
に
、
造
作
を
勞
せ
ず
、
故
に
恬
然
と
曰
う
」（
同
上
）。

「
萬
境
圓
通
」
は
、
第
二
十
二
祖
摩
拏
羅
尊
者
の
傳
法
偈
、「
心
逐
萬
境
轉
， 

轉
處
實
能
幽
（
心
は
外
境
に
し
た
が
っ
て
變
化
し

な
が
ら
も
、
そ
の
變
化
の
し
か
た
は
實
に
深
遠
で
あ
る
）」（『
寶
林
伝
』
卷
五
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
忠
曰
く
、「
處
處
圓
通
自
在

（
い
た
る
と
こ
ろ
圓ま

ど
かに

通
達
し
て
自
在
）
な
り
、
悟
後
の
活
計
を
謂
う
な
り
」（
同
上
）。

〇
（
其
二
）　

碑
銘
の
「
其
二
」
は
、
懷
海
が
頓
門
を
受
け
繼
い
だ
こ
と
を
述
べ
る
。
押
韻
（
廣
韻
）
は
宗
（
上
平
聲
冬
韻
）
空

礱
通
（
上
平
聲
東
韻
）。
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〇
百
千
人
衆
， 

盡
祛
病
熱　

懷
海
の
教
え
を
受
け
た
多
く
の
修
行
者
が
佛
病
を
取
り
除
い
た
。
修
行
者
が
最
も
治
し
が
た
い

病
熱
と
は
佛
病
の
こ
と
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
九
に
收
め
ら
れ
て
い
る
『
百
丈
廣
錄
』、「
心
若
不
亂
，
不
用
求
佛
求
菩
提

涅
槃
。
若
著
佛
求
屬
貪
，
貪
變
成
病
。
故
云
佛
病
最
難
治
。（
心
が
何
に
對
し
て
も
亂
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
佛
や
菩
提
・
涅

槃
な
ど
を
探
し
求
め
る
必
要
な
ど
な
い
の
だ
。
も
し
聖
な
る
佛
の
觀
念
に
執
わ
れ
て
外
に
探
し
求
め
る
な
ら
、
そ
の
あ
り
方
は
貪
欲
と
な

り
、
貪
欲
は
變
化
し
て
病
氣
と
な
る
。
だ
か
ら
〈
佛
を
探
し
求
め
る
病
は
最
も
治
療
し
が
た
い
〉
と
云
う
の
だ
。）」

〇
彼
皆
有
得
， 
我
實
無
説　

忠
曰
く
、「
彼
と
は
學
徒
、
我
と
は
師
家
な
り
。
學
徒
は
師
の
方
便
開
示
に
依
り
て
皆
な
所
得

利
益
有
り
、
然
れ
ど
も
百
丈
は
實ま

こ
とに
實
法
と
し
て
人
に
説
示
す
る
も
の
無
し
。『
維
摩
經
』
に
〈
夫
れ
法
を
説
く
と
は
説

く
無
く
示
す
無
し
〉
と
曰い

う
者
な
り
」（
同
上
）。

〇
心
本
不
生
，
形
同
示
滅　

心
は
本
來
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、
大
師
は
假か

り

に
し
ば
ら
く
肉
體
の
死
を
示
さ
れ
た
。
忠
曰
く
、

「
句
を
成
ぜ
ん
が
爲
に
單
に
〈
不
生
〉
と
言
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
此
の
心
は
本
來
不
生
不
滅
、
且し

ば
らく
形
の
滅
を
示
し

て
、
衆
生
の
生
死
に
同
じ
く
す
」（
同
上
）。

〇
此
土
灰
燼
， 

他
方
水
月　

こ
の
娑
婆
世
界
で
は
死
し
て
灰
に
な
ら
れ
て
も
、
そ
の
法
身
は
水
中
に
映
る
月
の
よ
う
に
物

に
應
じ
て
他
の
佛
國
土
に
そ
の
身
を
現
さ
れ
る
の
だ
。
忠
曰
く
、「
此
の
土
は
娑
婆
世
界
、
灰
燼
は
荼
毘
な
り
。
蓋
し
師

は
全
身
入
塔
し
、
本
と
荼
毘
に
非
ず
。
今
此
の
二
句
は
釋
尊
の
事
に
比な

ぞ
らえ
て
不
生
不
滅
の
義
を
成
す
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、

世
尊
は
此
の
土
に
入
滅
し
て
荼
毘
に
就
く
こ
と
、
但お

よ是
そ
凡
に
同
じ
く
す
る
も
、
其
の
實
は
復
た
他
方
に
物
に
應
じ
て

水
月
の
身
を
現
す
。
今
百
丈
和
尚
も
亦
た
爾し

か

り
、
實
は
滅
せ
ず
。
南
本
『
涅
槃
經
』
五
に
曰
く
、〈
善
男
子
よ
、
如
來
も

亦
た
爾し

か

り
。
等
正
覺
を
成
じ
て
大
醫
王
と
爲
り
、
閻
浮
提
の
苦
惱
す
る
衆
生
の
無
量
劫
中
に
淫
怒
癡
の
煩
惱
の
毒
箭
を

被こ
う
むり
大
苦
を
受
く
る
こ
と
切
な
る
を
見
る
。
是か
く

の
如
き
等ら

の
爲
に
大
乘
經
の
甘
露
の
法
藥
を
説
く
。
此
を
療
治
し
已お
わ

り

て
、
復
た
他
方
の
諸
の
煩
惱
の
毒
箭
有
る
處
に
至
り
、
示
現
し
て
佛
と
作
り
、
其
れ
が
爲
に
療
治
す
。
是
の
故
に
名
づ
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け
て
大
般
涅
槃
と
曰い

う
。〉 

水
月
は
四
卷
『
金
光
明
經
』
二
・
四
天
王
品
に
曰
く
、〈
佛
の
眞
法
身
は
、
猶
お
虚
空
の
若
し
、

物
に
應
じ
て
形
を
現
す
こ
と
は
、
水
中
の
月
の
如
し
。〉」（
同
上
）。

〇
（
其
三
）　

碑
銘
の
「
其
三
」
は
、
説
く
無
く
示
す
こ
と
の
な
い
説
法
を
し
て
修
行
者
の
禪
病
を
癒
し
て
遷
化
（
教
化
の
場

を
娑
婆
世
界
よ
り
他
方
に
遷
）
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
押
韻
（
廣
韻
）
は
熱
説
滅
（
入
聲
薛
韻
）
月
（
入
聲
月
韻
）。

〇
法
傳
人
代
， 

塔
閉
山
原　

師
の
教
え
は
人
の
世
に
傳
わ
り
、
師
の
墓
塔
は
山
麓
に
鎖と

ざ
さ
れ
た
。
忠
曰
く
、「
師
の
法
は

人
の
代
々
に
傳
え
て
絶
え
ず
、
師
の
塔
は
山
丘
に
鎖と

ざ
し
て
永
く
堅
く
す
。
皆
な
祝
語
（
祈
り
の
語
）
な
り
」（
同
上
）。

〇
杉
松
日
暗
， 
□
□
□
存　

樹
木
が
日
々
に
鬱
蒼
と
生
い
茂
っ
て
晝
も
薄
暗
い
山
中
、
こ
こ
に
□
□
□
存
す
。「
靈
標
長
存
」

な
ら
、
こ
こ
に
師
の
墓
塔
は
長と

わ

に
あ
り
つ
づ
け
よ
う
。

〇
藹
藹
學
徒
， 

無
非
及
門　

多
士
濟
々
の
學
徒
が
大
勢
、
百
丈
山
に
參
學
に
や
っ
て
き
た
。「
藹
藹
」
は
盛
ん
に
多
い
さ
ま
。

『
詩
經
』
大
雅
・
卷
阿
、「
藹
藹
と
し
て
王
に
吉
士
多
し
（
藹
藹
王
多
吉
士
）」。『
毛
傳
』 

に
云
う
、「
藹
藹
猶
濟
濟
也
」。
忠

曰
く
、「
今
言
う
こ
こ
ろ
は
、
天
下
の
學
者
、
師
の
門
下
に
到
り
及
び
て
參
禪
せ
ざ
る
は
無
き
な
り
。
次
の
二
句
の
爲

に
、
先ま

ず
此
の
語
を
發
す
」（
同
上
）。

〇
唯
能
覺
照
， 

是
報
師
恩　

忠
曰
く
、「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
學
徒
の
曾
て
師
に
參
ぜ
し
者
、
但
だ
能
く
返
照
し
て
自
己
を
覺

了
せ
ば
、
則
ち
報
恩
の
分
有
る
可
し
」（
同
上
）。

〇
（
其
四
）　

碑
銘
の
「
其
四
」
は
、
建
塔
と
師
の
教
え
を
受
け
た
學
人
へ
の
い
ま
し
め
を
述
べ
る
。
押
韻
（
廣
韻
）
は
原

（
上
平
聲
元
韻
）
存
門
（
上
平
聲
魂
韻
）
恩
（
上
平
聲
痕
韻
）。

〔
附
錄
〕
碑
側
の
五
事

碑
側
大
衆
同
記
五
事
。
至
今
猶
存
。
可
爲
鑑
戒
。
并
錄
于
左
。　
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大
師
遷
化
後
， 

未
請
院
主
日
， 

衆
議
釐
革
山
門
久
遠
事
宜
， 

都
五
件
。

一
塔
院
常
請
一
大
僧
， 

及
令
一
沙
彌
洒
掃
。　

一
地
界
内
不
得
置
尼
臺
尼
墳
塔
， 

及
容
俗
人
家
居
止
。　

一
應
有
依
止
及
童
行
出
家
， 

悉
令
依
院
主
一
人
。
僧
衆
竝
不
得
各
受
。　

一
臺
外
及
諸
處
， 

不
得
置
莊
園
田
地
。　

一
住
山
徒
衆
， 

不
得
内
外
私
置
錢
穀
。

欲
清
其
流
， 

在
澄
其
本
。
後
來
紹
續
， 

永
願
遵
崇
。
立
碑
日
， 

大
衆
同
記
。

【
校
記
】

碑
側
の
記
事
、『
全
唐
文
』
は
採
ら
ず
。

【
訓
讀
】

碑
側
に
大
衆
同
じ
く
五
事
を
記
す
。
今
に
至
る
ま
で
猶
お
存
す
。
鑑
戒
と
爲
す
可
し
。
并
び
に
左
に
錄
す
。

大
師
遷
化
の
後
、
未
だ
院
主
を
請
じ
ざ
る
日
、
衆
議
し
て
山
門
の
久
遠
の
事
宜
を
釐り

革か
く

す
、
都
て
五
件
な
り
。

一
、
塔
院
に
は
常
に
一
大
僧
を
請
じ
、
及
び
一
沙
彌
を
し
て
洒さ

い
そ
う掃
せ
し
む
。

一
、
地
界
内
に
は
尼
臺
・
尼
墳
塔
を
置
き
、
及
び
俗
人
家
の
居
止
を
容ゆ

る

す
を
得
ず
。　

一
、
應
に
依
止
及
び
童
行
の
出
家
す
る
有
ら
ば
、
悉
く
院
主
一
人
に
依
ら
し
む
べ
し
。
僧
衆
は
竝
び
に
各お

の
おの

受
く
る

を
得
ず
。 

一
、
臺
外
及
び
諸
處
に
莊
園
田
地
を
置
く
を
得
ず
。　

一
、
住
山
の
徒
衆
は
内
外
に
私
に
錢
穀
を
置
く
を
得
ず
。

其
の
流
を
清
め
ん
と
欲
せ
ば
、
其
の
本
を
澄
ま
す
に
在
り
。
後
來
に
紹
續
し
、
永
く
遵
崇
せ
ん
こ
と
を
願
う
。
碑
を
立
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つ
る
日
、
大
衆
同
じ
く
記
す
。

【
日
譯
】

碑
の
側
面
に
大
衆
は
共
同
し
て
五
件
の
事
柄
を
記
し
、
今
も
殘
っ
て
い
る
。
戒
め
た
り
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
わ

せ
て
左
に
錄
す
。

大
師
が
遷
化
さ
れ
て
後
、
未
だ
院
主
を
招
か
ぬ
日
、
大
衆
は
協
議
し
て
山
門
が
末
永
く
存
續
す
る
よ
う
に
と
改
革
し
た

事
柄
は
、
次
の
五
件
で
あ
る
。

一
、
墓
塔
を
守
る
塔
院
に
は
常
に
一
人
の
大
僧
を
招
き
、
一
人
の
沙
彌
に
墓
塔
を
掃
除
さ
せ
よ
。

一
、 

百
丈
山
の
境
内
に
は
比
丘
尼
の
住
居
や
墓
塔
を
造
り
、
ま
た
俗
人
が
住
ま
う
の
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
山
門
に
身
を
寄
せ
て
く
る
僧
、
ま
た
童
行
が
出
家
す
れ
ば
、
す
べ
て
院
主
一
人
に
だ
け
從
わ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
他
の
僧
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
寺
の
外
や
他
所
に
莊
園
田
地
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
山
内
に
住
す
る
門
下
の
衆
僧
は
、
山
内
に
も
山
外
に
も
金
錢
や
食
物
を
私
有
し
て
は
な
ら
な
い
。

山
門
の
流
れ
を
清
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
源
を
清
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
ち
の
ち
に
ま
で
山

門
に
受
け
繼
ぎ
、
大
事
に
守
る
よ
う
願
う
。
碑
を
建
立
し
た
日
、
大
衆
は
共
に
記
す
。

【
注
釋
】

〇
碑
側
大
衆
同
記
五
事
。
至
今
猶
存
。
可
爲
鑑
戒
。
并
錄
于
左　

こ
の
二
十
字
は
『
百
丈
碑
銘
』
の
石
の
側
面
に
記
さ
れ
て

い
た
寺
規
を
『
碑
銘
』
に
つ
づ
い
て
書
き
留
め
た
こ
と
を
東
陽
德
煇
が
書
き
記
し
た
も
の
。

以
下
の
五
件
は
禪
門
で
現
存
す
る
成
文
化
さ
れ
た
寺
規
と
し
て
最
も
早
い
も
の
。

「
碑
側
」
は
「
碑
陰
」
が
碑
の
裏
面
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
碑
の
側
面
の
こ
と
。
忠
曰
く
、「
碑
側
自よ

り
左
に
至
る
ま
で
、
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東
陽
之こ
れ

を
錄
す
詞
な
り
。
即
ち
是
れ
往む
か
し昔
百
丈
山
の
大
衆
、
五
章
の
法
約
、
之
を
碑
側
に
記
す
。〈
碑
〉
と
は
即
ち
上
の

塔
銘
、
碑
石
に
鐫ほ

る
な
り
。〈
同
〉
と
は
衆
一
同
に
議
定
し
て
記
す
な
り
」（『
敕
修
百
丈
清
規
左
觿
』
卷
二
十
）。

至
今
猶
存　

忠
曰
く
、「
東
陽
、
百
丈
山
に
住
す
る
時
に
至
っ
て
、
猶
お
現
存
す
」（
同
上
）。

〇
大
師
遷
化
後
， 

未
請
院
主
日
， 

衆
議
釐
革
山
門
久
遠
事
宜
， 

都
五
件　

懷
海
禪
師
が
遷
化
し
、
ま
だ
後
住
の
院
主
が
決

ま
っ
て
い
な
い
日
、
百
丈
山
の
大
衆
が
み
な
で
協
議
し
、
山
門
が
末
代
に
ま
で
存
續
す
る
よ
う
、
五
件
の
事
柄
に
つ
い

て
改
め
た
。

院
主
は
、
五
件
の
第
三
に
も
出
る
。『
祖
堂
集
』『
景
德
傳
燈
錄
』
に
見
え
る
「
院
主
」
は
住
持
の
下
に
あ
っ
て
寺
院
の
諸

事
を
取
り
仕
切
る
役
職
で
あ
り
、
宋
代
に
は
監
院
と
呼
ば
れ
る
。『
禪
林
象
器
箋
』
第
七
類
・
職
位
門
の
「
院
主
」
項
、

「
監
寺
は
、
古
に
院
主
と
稱
す
。
後
に
住
持
を
尊
ぶ
が
爲
に
、
改
め
て
監
寺
と
稱
し
、
又
た
寺
主
と
名
づ
く
」
と
あ
り
、

院
主
イ
コ
ー
ル
住
持
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
大
師
遷
化
後
，
未
請
院
主
日
」
は
、「
懷
海
が
遷
化
し
て
、
院
主
の
役
職
が

空
位
に
な
り
、
ま
だ
次
の
院
主
を
請
じ
な
い
日
」
と
の
意
に
解
せ
る
か
ら
、
懷
海
は
院
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
懷
海

は
住
持
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
言
う
院
主
は
住
持
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
五
件
の
第
三
に
見
え
る
院
主
は
住
持
に
匹
敵
す

る
重
要
な
役
目
を
擔
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
碑
側
の
院
主
は
住
持
の
こ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
院
主

イ
コ
ー
ル
住
持
と
す
る
も
の
が
他
に
見
え
な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
問
題
は
殘
る
。
と
こ
ろ
で
『
勅
修
百
丈
清
規
抄
』

卷
十
五
・
塔
銘
は
「
塔
主
の
事
で
あ
る
べ
き
ぞ
」
と
い
い
、
道
忠
も
「
今
此
の
院
主
は
、
但
だ
是
れ
百
丈
塔
院
の
主
な

り
、
乃
ち
塔
主
な
り
」（
同
上
）
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
、「
大
師
が
遷
化
し
て
後
、
塔
院
の
院
主
（
塔
主
）
が
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
日
」
の
意
と
な
り
、
意
は
通
ず
る
。
し
か
し
院
主
が
塔
主
な
ら
、
五
件
の
第
三
に
見
え
る
院
主
も
塔

主
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
塔
主
が
そ
の
よ
う
な
重
要
な
役
目
を
持
つ
こ
と
は
他
に
見
え
な
い
し
、『
禪
門
規
式
』
に
も
何

ら
言
及
は
な
く
、
塔
主
と
す
る
説
は
肯う

べ
なえ
な
い
。
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釐
革
は
、
改
め
る
、
改
革
す
る
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
十
二
末
の
「
論
」
に
い
う
、「
昔
、
梁
の
慧
皎
は
傳
を
爲つ
く

り
、
神
異

の
一
科
を
創
立
す
。
…
…
宣
師
に
及
び
て
、
相
い
沿う

け
つ襲
が
ず
、
乃
ち
釐
革
し
て
感
通
と
爲な

す
」（
大
正
五
十
・
八
五
四
中
）。

〇
一
塔
院
常
請
一
大
僧
， 

及
令
一
沙
彌
洒
掃　

一
人
の
具
戒
し
た
僧
を
任
命
し
て
塔
院
を
管
理
さ
せ
、
一
人
の
沙
彌
に
清
掃

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。「
塔
院
」
は
墓
塔
を
守
る
院
。「
大
僧
」
は
具
足
戒
を
受
け
た
僧
。
こ
の
第
一
の
件
は
釐
革
し
た

の
で
は
な
く
、
懷
海
が
示
寂
し
て
墓
塔
が
造
ら
れ
、
そ
れ
を
管
理
す
る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
寺
規
。

〇
一
地
界
内
不
得
置
尼
臺
尼
墳
塔
， 

及
容
俗
人
家
居
止　

道
忠
曰
く
、「
古
解
に
曰
く
、『
尼
臺
は
比
丘
尼
の
菴
居
な
り
。
尼

墳
塔
と
は
比
丘
尼
の
墳
墓
な
り
』」（
同
上
）。
賈
晋
華
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

佛
教
の
戒
律
は
男
女
間
の
如
何
な
る
繋
が
り
を
も
嚴
し
く
制
限
し
、
僧
侶
と
僧
尼
、
あ
る
い
は
俗
人
の
女
性
が
共
に

行
動
し
た
り
そ
の
接
觸
を
す
る
の
を
許
さ
な
い
の
で
、
こ
の
寺
規
は
恐
ら
く
こ
の
種
の
戒
律
を
予
防
的
に
強
化
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
（
齋
藤
智
寛
監
訳
・
村
田
み
お
訳
、
三
三
八
頁
、
汲
古
書
院
）。

〇
一
應
有
依
止
及
童
行
出
家
， 
悉
令
依
院
主
一
人
。
僧
衆
竝
不
得
各
受　
『
勅
修
百
丈
清
規
抄
』
卷
十
五
・
塔
銘
は
「
依
止

シ
テ
居
タ
者
テ
マ
リ
、
童
行
テ
マ
リ
、
出
家
セ
ハ
カ
マ
イ
テ
別
人
ノ
弟
子
ニ
ハ
シ
成
ナ
ソ
、
院
主
ノ
弟
子
ニ
成
レ
ソ
、

僧
衆
私
ニ
弟
子
ト
ル
ナ
ソ
」（
禪
文
化
研
究
所　

宗
榮
寺
文
庫
）
と
注
し
て
い
る
。
依
止
は
、
人
或
い
は
場
所
に
依
存
し
て
と

ど
ま
る
こ
と
。
忠
曰
く
、「
今
、
依
止
と
言
う
は
、
已
に
外
に
在
り
て
出
家
し
來
た
り
て
院
主
に
依
止
す
る
な
り
」（
同

上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
他
の
寺
院
で
大
僧
と
な
っ
た
も
の
が
百
丈
山
に
依
止
す
る
と
き
院
主
の
監
督
管
理
下
に
置
き
、
他

の
僧
が
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
意
に
と
る
。
童
行
は
忠
曰
く
、「
童
行
は
佛
寺
に
投
じ
て
僧
を
求ね

が

い
、
未
だ
得
度
せ
ざ

る
者
、
即
ち
少
年
の
行
者
な
り
」（『
禪
林
象
器
箋
』
第
七
類
・
職
位
門
の
「
童
行
」
項
）。

山
門
に
僧
を
受
け
入
れ
る
と
き
、
院
主
だ
け
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
院
主
は
住
持
に

匹
敵
す
る
重
要
な
役
目
を
擔
っ
て
い
る
。
賈
晋
華
氏
は
住
持
だ
と
し
て
い
る
（
齋
藤
智
寛
監
訳
・
村
田
み
お
訳
『
古
典
禪
研
究
』
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三
三
七
頁
）。

〇
一
臺
外
及
諸
處
， 

不
得
置
莊
園
田
地　
「
臺
外
及
諸
處
」
即
ち
寺
院
の
外
の
ど
こ
で
あ
っ
て
も
莊
園
や
田
地
を
所
有
し
て

は
な
ら
な
い
。

〇
一
住
山
徒
衆
， 

不
得
内
外
私
置
錢
穀　

山
内
に
居
住
す
る
門
徒
は
、
山
内
に
も
山
外
に
も
金
錢
や
穀
物
を
個
人
的
に
蓄
え

て
は
な
ら
な
い
。
賈
晋
華
氏
は
「
最
後
の
寺
規
二
條
は
詳
し
く
分
析
す
る
に
値
す
る
」（
三
三
八
頁
）
と
し
て
、
五
頁
に
わ

た
っ
て
論
じ
て
い
る
が
、
今
そ
の
一
部
を
引
い
て
お
く
。

こ
の
規
則
は
初
期
佛
教
が
僧
侶
に
よ
る
金
錢
の
貯
蓄
と
運
用
を
禁
止
し
た
と
い
う
戒
律
に
一
致
し
て
い
る
が
、
理
論

上
の
僧
伽
の
規
則
に
お
い
て
も
、
實
踐
の
上
で
の
經
濟
的
圖
式
に
お
い
て
も
、
唐
代
佛
教
と
異
な
っ
て
い
る
。
理
論

に
お
い
て
は
、
唐
代
初
期
の
道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
が
『
量
處
輕
重
儀
』
等
を
定
め
、
僧
侶
は
個
人
的
金
錢
を
持
っ

て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
一
方
で
、
寺
院
は
各
種
の
財
産
を
無
制
限
に
蓄
え
て
よ
か
っ
た
。
實
踐
に
お
い
て
は
、

唐
代
の
官
立
寺
院
は
往
々
に
し
て
多
く
の
莊
園
・
田
畑
・
土
地
家
屋
・
工
場
等
を
持
っ
て
お
り
、
寺
に
住
む
僧
尼
も

個
人
的
財
産
を
自
由
に
蓄
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
一
部
の
僧
尼
は
大
變
裕
福
で
す
ら
あ
っ
た
。
事
實
と
し
て
は
、
佛

教
寺
院
と
僧
尼
の
經
濟
面
で
の
過
度
な
膨
張
こ
そ
が
、
會
昌
の
廢
佛
を
も
た
ら
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
百
丈
山
の
最
初
の
規
則
は
實
質
的
に
は
唐
代
の
官
立
寺
院
や
そ
の
他
の
タ
イ
プ
の
寺
院
よ
り
も
一
層
嚴
密
に

佛
教
の
戒
律
を
守
っ
た
の
で
あ
る
」（
三
三
八
・
三
三
九
頁
）。

唐
洪
州
百
丈
山
故
懷
海
禪
師
塔
銘
　
日
譯

そ
の
地
の
星
の
宿
る
位
置
は
南
斗
の
分
野
に
當
た
り
、
山
は
鷲
峰
の
よ
う
に
屹
立
し
て
い
る
。
そ
こ
の
沙
門
た
ち
の
指
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導
者
が
懷
海
禪
師
で
あ
る
。
こ
こ
に
住
持
し
、
こ
こ
に
墓
塔
が
あ
り
、
こ
こ
に
大
い
な
る
教
え
を
授
け
ら
れ
た
。
門
下
の
僧

侶
が
た
は
、
久
し
き
後
に
は
山
も
谷
も
移
り
變
わ
り
、
師
が
生
き
ら
れ
た
事
跡
や
そ
の
年
代
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
心
配

し
、
わ
た
し
に
碑
銘
を
作
る
よ
う
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

西
方
の
佛
の
教
え
は
、
中
國
に
廣
ま
り
、
佛
教
の
六
度
（
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禪
定
・
智
慧
）
を
我
が
中
國
の
五
常

（
仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
）
に
當
て
は
め
、
惡
を
押
し
と
ど
め
て
善
に
改
め
る
の
は
、
や
り
方
は
違
っ
て
も
同
じ
行
爲
で
あ
る
。

た
だ
禪
の
一
宗
だ
け
は
生
死
を
越
え
出
て
お
り
、
最
上
の
智
慧
あ
る
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
が
實
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

西
天
第
一
祖
の
摩
訶
迦
葉
よ
り
唐
土
第
六
祖
の
曹
溪
慧
能
に
至
る
ま
で
、
そ
の
傳
記
や
系
譜
は
詳
し
く
書
き
記し

る

さ
れ
て
い

る
。
曹
溪
は
南
嶽
觀
音
臺
の
懷
讓
和
尚
に
傳
え
、
觀
音
は
江
西
の
道
一
和
上
に
傳
え
、
道
一
和
上
は
天
子
よ
り
大
寂
禪
師
の

謚
號
を
賜
り
、
大
寂
は
大
師
に
傳
え
た
。
大
師
ま
で
の
中
國
で
の
傳
法
相
承
は
九
代
で
あ
る
。

大
師
の
本
籍
は
太
原
の
王
氏
で
あ
り
、
福
州
長
樂
縣
の
出
身
で
あ
る
。
遠
い
先
祖
が
永
嘉
の
喪
亂
に
よ
っ
て
邊
境
の
閩

に
移
り
住
ん
だ
。
大
師
は
衆
生
を
救
う
と
い
う
重
大
な
使
命
を
も
っ
て
像
法
の
末
季
に
生
を
受
け
た
。
母
は
託
胎
す
る
と
臭

い
の
き
つ
い
野
菜
や
肉
を
自
然
に
食
べ
な
く
な
っ
た
。
誕
生
す
る
と
き
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
瑞
が
あ
り
、
十
五
歳
に
な
る
と

聖
人
の
風
が
現
れ
た
の
は
、
前
世
に
善
根
を
積
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ろ
う
か
。

潮
州
西
山
の
慧
照
禪
師
の
も
と
で
出
家
し
、
衡
山
の
法
朝
律
師
に
つ
い
て
具
足
戒
を
受
け
た
。
し
ば
ら
く
し
て
た
め
息

を
つ
い
て
言
っ
た
、「
迷
妄
の
起
こ
る
源
を
洗
い
清
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
必
ず
佛
法
の
大
海
で
あ
る
大
藏
經
を
味
讀
し
、

し
か
も
た
だ
心
に
悟
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
言
葉
が
必
要
な
の
だ
」
と
。
そ
し
て
廬
江
に
行
き
、
浮
槎
寺
の
經
藏
に
こ

も
っ
た
ま
ま
大
藏
經
を
何
年
も
讀
み
ふ
け
っ
た
。

大
寂
を
師
と
し
た
こ
と
か
ら
、
悟
り
を
全
う
さ
れ
た
。
言
葉
は
簡
潔
だ
が
道
理
は
精
妙
、
面
持
ち
は
な
ご
や
か
だ
が
精

神
は
峻
嚴
、
師
を
見
た
者
は
尊
敬
の
氣
持
ち
を
持
っ
た
。
つ
ね
ひ
ご
ろ
自
ら
を
低
く
し
、
善
い
行
い
を
し
て
も
名
譽
を
求
め
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な
い
、
そ
れ
ゆ
え
先
師
の
碑
文
に
名
を
載
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
衆
と
同
じ
に
修
行
す
る
の
で
、
門
人
た
ち
の
勞
働
に

も
、
必
ず
そ
の
苦
勞
を
分
か
ち
あ
っ
た
。
怨
憎
と
親
愛
の
相
反
す
る
二
つ
の
心
情
を
忘
れ
去
っ
て
い
る
の
で
故
郷
に
も
執
著

せ
ず
、
賢
者
も
愚
者
も
佛
性
を
具
有
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
來
參
し
た
修
行
者
に
は
平
等
に
教
授
し

た
。
法
身
報
身
化
身
の
三
身
は
永
遠
不
滅
の
實
體
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
修
行
も
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

邪
道
も
正
道
も
な
く
な
り
、
本
源
な
る
一
心
も
支
流
で
あ
る
萬
法
も
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
教
え
を
修
行
者
に
模
範
と
し
て

示
し
た
。
釋
迦
牟
尼
佛
が
説
か
れ
た
の
は
頓
門
の
南
宗
の
禪
で
あ
っ
た
。

大
寂
の
弟
子
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
禪
僧
が
お
ら
れ
る
。
あ
る
者
は
そ
の
名
が
天
子
に
ま
で
聞
こ
え
、
召
さ
れ
て
帝
都

の
寺
院
に
住
し
、
あ
る
者
は
一
地
方
に
教
化
を
廣
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
安
定
し
た
。
た
だ
大
師
だ
け
は
俗
世
を
避
け
て

隱
れ
住
む
の
を
好
み
、
白
雲
や
松
の
あ
る
高
い
山
に
住
ま
わ
れ
た
。
名
聲
が
擧
が
ら
ぬ
よ
う
に
さ
れ
た
が
そ
の
高
德
は
ま
す

ま
す
尊
ば
れ
、
自
由
に
獨
り
往
け
ど
も
修
行
者
が
ま
す
ま
す
集
ま
っ
て
き
た
。

經
論
の
公
開
の
講
義
を
聞
い
て
ま
わ
っ
て
行
き
詰
ま
っ
た
者
や
禪
席
に
あ
ま
ね
く
參
じ
て
空
有
の
二
見
に
礙さ

ま
たげ
ら
れ
て

い
る
者
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
も
内
に
し
ま
い
込
ん
で
參
問
に
く
れ
ば
、
大
師
の
一
言
の
も
と
に
決
擇
し
、
暗
雲
に
覆
わ
れ

た
疑
網
も
大
師
の
智
慧
の
筑
で
氷
解
し
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
天
下
の
い
た
る
と
こ
ろ
よ
り
、
大
師
を
慕
い
、
教

え
を
聞
こ
う
と
大
勢
の
修
行
僧
が
た
ち
ま
ち
に
走
り
集
ま
っ
て
き
た
。
餓
え
渇
い
た
者
が
食
と
水
を
與
え
ら
れ
た
よ
う
に
、

す
ぐ
に
安
ら
か
に
な
り
、
悟
り
へ
と
超
出
し
た
、
そ
の
よ
う
な
人
が
い
た
の
で
あ
る
。

百
丈
大
師
は
初
め
石
門
山
に
居
住
し
て
、
大
寂
禪
師
馬
祖
の
墓
塔
に
身
を
寄
せ
、
泐
潭
の
馬
祖
の
法
席
を
繼
ぎ
、
再
び

上
乘
の
教
え
を
宣
説
し
た
。
そ
の
後
、
修
行
僧
た
ち
が
ど
っ
と
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
ひ
な
び
た
遠
方
の
僻
地
に
隱
れ
た
い

と
思
っ
た
。
人
里
を
遠
く
離
れ
た
邊
境
の
地
に
百
丈
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
院
を
立
て
よ
う
と
し
て
、
檀
越
の

援
助
を
待
っ
て
い
る
と
、
は
た
し
て
在
家
信
者
の
游
暢
甘
貞
が
、
招
い
て
家
山
を
施
し
、
郷
里
の
導
師
に
な
る
よ
う
お
願
い
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し
た
。
百
丈
の
居
所
を
草
舍
が
と
り
ま
き
、
供
養
や
布
施
が
新
し
く
草
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
増
え
て
い
き
、
修
行
僧
も
ま

た
石
門
山
を
上
回
っ
た
。

し
か
る
に
土
地
は
美
し
く
、
都
會
を
遠
く
離
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
生
涯
を
終
え
よ
う
と
思
わ
れ
た
。

元
和
九
年
（
八
一
四
）
正
月
十
七
日
、
禪
牀
に
坐
し
て
涅
槃
さ
れ
た
。
世
壽
は
六
十
六
、
僧
臘
は
四
十
七
で
あ
っ
た
。
そ
の

年
の
四
月
二
十
二
日
に
遺
體
を
さ
さ
げ
持
っ
て
西
峯
に
埋
葬
し
た
。
毘
婆
沙
論
の
文
に
則
っ
て
西
域
の
修
行
僧
を
ほ
う
む
る

方
法
を
用
い
た
の
は
、
大
師
の
遺
言
に
從
っ
た
の
で
あ
る
。
大
師
が
遷
化
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
、
一
條
の
白
い
光
が
居
室
よ

り
走
り
出
、
錫
杖
を
突
く
音
が
虚
空
に
響
き
わ
た
っ
た
。
春
な
の
に
谷
川
の
水
が
涸
渇
し
、
杉
の
木
が
松
明
に
な
っ
て
夜
通

し
あ
た
り
を
照
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
に
無
情
物
が
大
師
の
す
ぐ
れ
た
德
に
ひ
そ
か
に
感
應
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
あ
る
こ
と

な
の
だ
。

門
人
の
法
正
ら
は
こ
れ
ま
で
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
守
り
、
習
熟
し
て
柔
軟
な
心
に
な
り
、
た
が
い
に
大
師
の
教
え
を

擧
揚
し
、
託
さ
れ
た
教
え
を
失
墜
し
な
か
っ
た
。
將
來
に
教
え
は
受
け
繼
が
れ
、
自
然
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
門
人

ら
は
師
の
恩
を
永
く
忘
れ
ぬ
よ
う
、
立
派
な
墓
塔
を
建
て
よ
う
と
相
談
し
た
。
力
を
出
し
合
っ
て
土
を
盛
り
石
を
積
み
な
が

ら
悲
し
ん
だ
。
門
人
の
神
行
と
梵
雲
は
、
奧
深
い
言
葉
を
集
め
て
編
集
し
、
語
錄
を
作
っ
た
。
今
の
修
行
者
は
大
師
に
教
え

を
受
け
な
く
て
も
、
重
ん
じ
て
學
ぶ
べ
き
手
本
と
し
た
。

大
師
が
出
世
さ
れ
た
當
初
、
福
建
の
靈
藹
律
師
は
閩
越
の
教
家
の
宗
匠
で
あ
り
、
戒
定
慧
を
修
學
す
る
僧
た
ち
が
敬
仰

し
て
い
た
。
以
前
、
大
師
の
令
名
を
慕
っ
て
、
佛
性
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
の
で
、
大
師
は
手
紙
に
し
た
た
め
て

説
き
明
か
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
そ
れ
は
語
錄
と
と
も
に
後
進
の
修
行
者
に
流
布
し
て
い
る
。

詡わ
た
しは
江
西
府
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、
大
師
の
教
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
で
多
く
の
方
々
の
頼
み
を
引
き
受

け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
銘
文
に
言
う
、
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「
世
尊
が
開
い
た
佛
教
に
は
、
權
教
と
實
教
が
あ
る
。
ま
だ
頓
門
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
き
、
世
は
暗
室
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
達
磨
祖
師
が
西
來
し
て
、
初
め
て
祕
密
の
心
印
を
傳
え
た
。
眞
っ
暗
闇
の
空
に
太
陽
が
昇
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。」（
其
の
一
）

「
た
だ
こ
の
百
丈
大
師
だ
け
が
、
達
磨
の
正
宗
を
大
寂
よ
り
受
け
繼
い
で
流
布
さ
れ
た
。
空
三
昧
を
修お
さ

め
る
が
、
そ
の
眞

空
の
境
地
に
安
住
し
な
い
。
方
便
に
よ
る
導
き
な
ど
必
要
と
せ
ず
に
頓
悟
す
る
の
だ
か
ら
、
修
行
し
鍊
磨
す
る
こ
と
な

ど
い
ら
ぬ
こ
と
だ
。
心
は
本
來
の
あ
り
方
に
復
歸
し
て
靜
か
に
安
ら
ぎ
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
自
在
に
隨
順
し
て

は
た
ら
く
。」（
其
の
二
）

「
あ
ま
た
の
人
々
は
、
佛
に
執
著
す
る
心
の
熱
病
を
こ
と
ご
と
く
除
き
去
っ
た
。
彼
ら
は
得
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
大
師

は
何
も
説
か
な
か
っ
た
。
心
は
も
と
も
と
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
肉
身
は
衆
生
の
生
死
に
同
じ
く
さ
れ
た
。

娑
婆
世
間
で
は
灰
に
な
っ
て
も
、
他
方
の
佛
國
土
で
水
に
映
る
月
の
よ
う
に
身
を
現
さ
れ
る
の
だ
。」（
其
の
三
）

「
大
師
の
教
え
は
人
の
世
に
流
布
し
、
墓
塔
は
山
中
に
閉
ざ
さ
れ
る
。
墓
塔
の
杉
や
松
は
日
々
に
生
い
茂
り
晝
も
暗
く
、

□
□
□
存
す
。
多
く
の
修
行
者
が
大
師
の
門
に
參
じ
た
が
、
自
ら
を
顧
み
て
自
己
の
佛
性
を
悟
る
こ
と
が
、
大
師
の
法

恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
。」（
其
の
四
）

元
和
十
三
年
十
月
三
日 

建
立
す　
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◯
問
題
の
所
在
　
従
来
の
馬
祖
禅
の
理
解

『
馬
祖
の
語
録
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
）
序
で
、
入
矢
義
高
氏
は
こ
う
い
う
。

　

今
、
馬
祖
自
身
の
言
葉
と
、
彼
が
弟
子
た
ち
を
接
化
し
た
記
録
、
ま
た
弟
子
た
ち
が
彼
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
な
ど

か
ら
帰
納
し
て
、
あ
え
て
一
言
で
、
そ
の
端
的
を
言
う
な
ら
ば
、「
作
用
即
性
」
ま
た
は
「
日
用
即
妙
用
」 

と
言
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ダ
ル
マ
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
血
脈
論
』
に
、
あ
た
か
も
こ
の
定
理
を
解
説
し
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る

一
段
が
あ
る
。
曰
く
、「
仏
と
は
イ
ン
ド
の
言
葉
で
、
わ
が
国
で
い
う
覚
性
の
こ
と
で
あ
る
。
覚
と
は
霊
覚
で
あ
り
機

に
応
じ
物
に
対
し
て
、
眉
を
揚
げ
目
を
瞬
き
、
手
を
働
か
せ
、
足
を
動
か
す
と
い
う
〔
日
常
の
営
み
〕
が
、
全
て
自
己

の
霊
覚
の
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
性
は
つ
ま
り
心
で
あ
り
、
心
は
つ
ま
り
仏
で
あ
り
、
仏
は
つ
ま
り
道
で
あ
り
、
道
は

つ
ま
り
禅
で
あ
る
」。
い
わ
ば
教
学
的
な
仏
の
聖
性
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
仏
そ
の
も
の
を
己
に
奪
取
す
る
の
で
あ
る
。
馬

祖
が
「
い
ま
君
が
見
た
り
聞
い
た
り
、
知
覚
し
た
り
認
識
し
た
り
す
る
そ
の
働
き
、
そ
れ
が
も
と
も
と
君
の
本
性
、
あ

る
い
は
本
心
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
が
あ
る
の
で
は
な
い
」（『
宗
鏡
録
』
巻
十
四
）
と
述
べ
て

い
る
趣
旨
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
彼
の
禅
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る
テ
ー
ゼ
「
即
心
是
仏
」
は
、
以
上
の

趣
旨
の
要
約
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
こ
に
い
う
「
心
」
と
は
、 

純
粋
培
養
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
真
心
で
も
な
け
れ
ば
、
理
念
的
に
超
越
化
な
い
し
内
在

化
さ
れ
た
イ
デ
ー
と
し
て
の
本
心
で
も
な
い
。
そ
れ
は
生
き
生
き
と
日
常
底
に
お
い
て
働
く
平
常
心
で
あ
り
、
そ
れ

も
、〈
平
常
心
〉
一
般
な
の
で
は
な
く
て
、
個
々
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
、
そ
れ
な
り
な
「
あ
た
り
ま
え
の
心
」
で
あ
る
。

（
中
略
）
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「
作
用
即
性
」
と
い
う
時
の
「
性
」
も
、
ま
さ
に
、
個
々
人
の
人
格
に
則
し
て
の
日
常
底
の
「
日
用
」（
平
常
の
営
為
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
仏
の
「
妙
用
」
そ
の
も
の
と
し
て
無
媒
介
に
等
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
西
洋
の
論
理
に
い
う
矛
盾
律
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
否
定
命
題
の
契
機
は
入
り
込
み
よ
う
は
な
い
。
い
わ

ば
手
放
し
の
開あ

け
っ
ぴ
ろ
げ
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
…
…
。　

入
矢
氏
は
、『
馬
祖
の
語
録
』
の
序
で
そ
の
禅
の
特
徴
「
作
用
即
性
」
を
い
う
の
に
、
な
ぜ
『
馬
祖
の
語
録
』
か
ら
引
用

し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
馬
祖
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

馬
祖
の
語
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
味
を
汲
み
取
っ
た
の
は
、
現
代
ば
か
り
で
は
な
く
、
馬
祖
の
当
時
の
禅
僧
た
ち
で
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
坐
禅
な
ど
身
体
を
使
っ
た
修
行
は
出
て
き
よ
う
も
な
い
。
現
代
の
人
々
が
聞
け
ば
、
普
通
に
日
常

生
活
を
平
常
な
心
で
や
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
と
思
う
だ
ろ
う
。

小
川
隆
氏
も
馬
祖
禅
を
こ
う
総
括
す
る
。

馬
祖
は 

「
即
心
是
仏
」
と
説
き
、
ま
た
「
平
常
心
是
道
」
と
説
い
た
。
凡
と
聖
、
迷
と
悟
に
分
か
た
れ
ぬ
あ
る
が
ま
ま

0

0

0

0

0

の
心
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、

0

0

0

0

仏
で
あ
り
道
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
身
心
の
あ
ら
ゆ
る
作
用
は
仏
性
の

働
き
と
等
置
さ
れ
、
日
常
の
あ
た
り
ま
え
の
営
み
は
す
べ
て
仏
作
仏
行
と
看
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
己
の
本
来
性

と
現
実
態
を
同
時
・
即
物
的
に
同
一
視
す
る
の
が
、
馬
祖
禅
の
基
礎
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
ろ
く
唐
代
禅
一

般
の
基
調
と
も
な
っ
て
い
た
。（
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
、一
二
八
頁
）〔
以
下
こ
の
本
の
検
討
が
主

と
な
る
の
で
、
そ
の
引
用
は
（
小
川
）
と
略
記
、
そ
の
下
の
数
字
は
頁
数
〕
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こ
れ
は
、
ほ
ん
と
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
れ
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

◯
馬
祖
禅
を
参
究
す
る
方
法
論

馬
祖
禅
な
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
馬
祖
の
言
葉
が
最
重
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
資
料
は
、
現
存
す

る
南
岳
・
石
頭
系
の
最
古
の
資
料
で
あ
る
『
祖
堂
集
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
四
、
頁
数
は
数
字
で
、
上
段
はa

、
下
段
はb

で
表

す
）、
つ
い
で
古
い
『
景
徳
伝
灯
録
』（『
大
正
大
蔵
経
』
卷
五
十
一
、
以
下
『
伝
灯
録
』
と
略
記
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
冒
頭
の
引

用
で
入
矢
氏
が
引
い
た
『
血
脈
論
』
は
、
紹
興
癸
酉
（
一
一
五
三
）
の
序
が
あ
る
が
、『
伝
灯
録
』
の
「
南
陽
慧
忠
国
師
語
」

で
外
道
の
見
と
同
じ
だ
と
批
判
さ
れ
た
「
南
方
宗
旨
」
と
よ
く
似
た
表
現
が
あ
り
、「
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」
の
句
も
あ

る
見
性
成
仏
を
説
く
書
で
、
馬
祖
禅
を
『
血
脈
論
』
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
来
の
馬
祖
禅
の
理
解
は
、
明
版
『
四
家
語
録
』（
一
六
四
八
年
復
刻
）
な
ど
に
よ
っ
て
い
た
。
先
に
引
い
た
『
馬
祖
の
語

録
』
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
載
る
多
く
の
語
は
、『
祖
堂
集
』
や
『
伝
灯
録
』
の
叙
述
よ
り
も
大
幅
に
増
広
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
用
い
な
い
。

馬
祖
禅
の
理
解
に
は
、
直
弟
子
や
孫
弟
子
な
ど
に
よ
る
馬
祖
の
言
葉
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
第
一
資
料
は
、
馬

祖
の
嗣
、
大
珠
慧
海
が
著
し
た
『
頓
悟
入
道
要
門
論
』
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
唐
代
か
宋
初
に
版
行
さ
れ
た
が

失
わ
れ
、
現
存
の
『
頓
悟
要
門
』
は
、
一
三
七
三
年
、
明
代
に
妙

み
ょ
う

叶き
ょ
うが
発
見
し
て
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
あ

る
金
沢
文
庫
本
の
写
本
も
そ
れ
に
近
い
。『
頓
悟
要
門
』（「
禅
の
語
録
６
」　

筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
）
を
ま
と
め
た
平
野
宗
浄
氏

は
、
形
式
と
内
容
か
ら
そ
の
筆
者
を
「
大
珠
慧
海
と
は
別
人
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
」（
同
書
、
二
一
九
頁
）
と
い

う
。
そ
の
根
拠
は
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１
、
形
式
が
古
い

２
、
帰
敬
偈
が
あ
る
の
は
古
い

３
、「
無
生
心
」「
無
住
心
」
な
ど
の
用
語
は
神
会
か
そ
れ
以
前
の
も
の

４
、
引
用
経
典
が
、
敦
煌
本
で
し
か
見
ら
れ
な
い
『
禅
門
経
』『
仏
説
法
句
経
』『
方
広
経
』

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
巻
「
諸
方
門
人
参
問
語
録
」
と
の
つ
な
が
り
は
、
随
分
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
、「
た
だ
疑

問
を
と
ど
め
て
お
く
」
と
い
う
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
形
式
は
と
も
か
く
、
内
容
的
に
慧
海
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
大
珠
慧
海
の
資
料
と
し
て
は
こ

れ
を
用
い
な
い
（『
頓
悟
要
門
』
に
つ
い
て
は
こ
の
拙
論
（
下
）
に
附
論
）。

ま
た
孫
弟
子
で
あ
る
黄
檗
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
『
伝
心
法
要
』
は
、
荷
沢
宗
の
宗
密
に
も
長
く
師
事
し
た
裴
休
の
手
記

に
弟
子
た
ち
に
よ
る
記
録
を
集
め
て
成
っ
た
も
の
で
、『
伝
灯
録
』
巻
九
の
末
尾
の
も
の
が
原
型
で
あ
り
、『
宛
陵
録
』
は
弟

子
の
記
録
の
集
成
で
あ
る
（
柳
田
聖
山
説
）。
こ
こ
で
は
『
伝
灯
録
』
巻
九
の
み
を
用
い
る
。
馬
祖
の
弟
子
や
孫
弟
子
た
ち
の

資
料
も
、
二
つ
の
灯
史
に
限
り
た
い
。

こ
の
論
究
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
馬
祖
禅
の
理
解
に
対
す
る
検
討
を
主
と
し
、
加
え
て
そ
こ
に
言
及
さ
れ
な
い
馬
祖
禅
の

特
徴
を
参
究
す
る
（
な
お
、
字
数
の
制
限
上
、
引
用
語
録
の
原
文
は
必
要
な
場
合
を
除
い
て
省
き
、
読
み
下
し
文
を
あ
げ
た
）。

一
章
　
馬
祖
が
説
い
た
と
い
わ
れ
る
法
の
検
証

一
節　
『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
の
説
法

馬
祖
が
何
を
説
い
た
か
は
、『
祖
堂
集
』
で
見
る
限
り
、
若
干
の
問
答
以
外
は
次
の
最
初
の
説
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
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汝
、
今
、
各お
の
おの
自
心
、
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。
是
の
故
に
、
達
摩
大
師
、
南
天
笠
国
よ
り

来
り
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝
を
し
て
開
悟
せ
し
め
む
。

又
云
く
、
し
ば
し
ば
楞
伽
経
の
文
を
引
き
て
、
以
て
衆
生
の
心
地
に
印
す
。
恐
ら
く
は
汝
、
顛
倒
し
て
自
ら
こ
の
一
心

の
法
、
各
々
、
之
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
故
に
楞
伽
経
に
云
く
、
仏
語
は
心
を
宗
と
為
し
、
無
門
を
法
門
と
為
す
。

又
云
く
、
夫
れ
法
を
求
め
る
も
の
は
、
ま
さ
に
求
め
る
と
こ
ろ
な
し
。
心
の
外
に
別
に
仏
無
く
、
仏
の
外
に
別
に
心
な

し
。
善
を
取
ら
ず
、
悪
を
捨
て
ず
。
浄
穢
の
両
辺
、
倶
に
依
怙
せ
ず
。
罪
性
の
空
な
る
に
達
す
れ
ば
な
り
。
念
々
、
不

可
得
な
り
。
無
自
性
な
る
が
故
に
。

三
界
は
唯
心
な
り
。
森
羅
万
像
、
一
法
の
印
す
る
所
、
凡
そ
見
る
所
の
色
は
、
皆
な
是
れ
心
を
見
る
。
心
は
自
ら
心

な
ら
ず
、
色
に
因
る
が
故
に
心
あ
り
。
汝
、
随
時
に
言
説
す
べ
し
。
即
事
即
理
、
都す

べ

て
所
礙
な
し
。
菩
提
の
道
果
も
、

亦ま

た復
是か
く

の
如
し
。
心
の
生
ず
る
所
に
於
い
て
、
即
ち
名
づ
け
て
色
と
為
す
。
色
は
空
な
り
と
知
る
が
故
な
り
。
生
は
即

ち
不
生
な
り
。（『
祖
堂
集
』260a

）

も
し
こ
の
意
を
体
す
れ
ば
、
但
だ
随
時
に
、
著
衣
喫
飯
し
て
聖
胎
を
長
養
す
べ
し
。
任
運
に
時
を
過
し
て
、
更
に
何
事

か
あ
ら
ん
。
汝
、
吾
が
教
え
を
受
け
、
吾
が
偈
を
聴
け
。
曰
く
、
心
地
は
随
時
に
説
く
、
菩
提
は
亦
た
只
だ
寧や

す

し
。
事

理
倶
に
礙
な
く
、
ま
さ
に
生
は
則
ち
不
生
な
り
。（『
祖
堂
集
』260b

）

『
祖
堂
集
』
に
載
る
馬
祖
の
問
答
相
手
は
、
座
主
が
四
人
（
大
安
寺
主
、
亮
座
主
、
師
子
児
の
座
主
、
後
の
汾
州
和
尚
）
で
、「
座

主
」
と
は
経
論
を
講
義
す
る
僧
で
あ
る
。
中
国
仏
教
は
経
典
の
翻
訳
に
始
ま
り
、
そ
の
義
解
や
解
釈
が
中
心
と
な
っ
て
発
展

し
た
の
で
あ
り
、
よ
う
や
く
隋
代
に
入
っ
て
、
実
存
的
救
い
の
探
究
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
馬
祖
に
質
問
し
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た
か
れ
ら
座
主
に
対
し
て
、「
汝
の
心
が
仏
だ
」
と
い
う
よ
う
な
問
答
は
な
い
。
わ
ず
か
に
、
汾
州
和
尚
と
の
問
答
が
関
わ

る
く
ら
い
で
あ
る
。

あ
と
は
弟
子
百
丈
と
の
い
か
に
法
を
示
す
か
の
話
、
辟
支
仏
が
僧
形
で
訪
ね
た
と
か
、
西
川
の
黄
三
郎
と
の
話
、
一
僧
に

西
来
意
を
問
わ
れ
て
答
え
を
避
け
た
と
い
う
話
、
径
山
欽
へ
の
書
に
円
相
を
描
き
、
ま
た
人
が
四
劃
を
描
く
の
に
対
応
し
た

話
、
淮
南
か
ら
の
一
僧
と
の
話
、
遷
化
直
前
の
話
で
あ
る
。

百
丈
と
の
話
の
後
に
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

問
う
、
如い

か何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
旨
趣
。
師
云
く
、
正
に
是
れ
你な
ん
じが
身
命
を
放
つ
処
の
み
。（『
祖
堂
集
』263b

）

『
祖
堂
集
』
馬
祖
章
に
お
い
て
馬
祖
の
法
を
示
す
話
は
最
初
の
説
法
と
、
こ
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
伝
灯
録
』
は
、
こ
の
二
つ
の
説
法
と
百
丈
と
の
話
を
ほ
ぼ
同
様
に
伝
え
て
い
る
が
、
四
人
の
座
主
と
の
問
答

を
、
師
子
児
の
座
主
以
外
は
省
き
、
長
く
説
か
れ
る
黄
三
郎
や
辟
支
仏
と
の
話
、
径
山
へ
の
書
、
淮
南
の
僧
と
の
話
を
す
べ

て
省
き
、
僧
と
の
短
い
問
答
を
五
つ
（
即
心
是
仏
、
別
の
西
来
意
二
つ
、
道
に
合
す
、
円
相
）、
龐
居
士
、
鄧
隠
峯
と
の
話
を
加
え

て
い
る
。

二
節　
「
即
心
是
仏
」
の
検
証

そ
の
１　
「
即
心
是
仏
」
と
西
来
意

馬
祖
は
説
い
た
。
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毎
に
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
、
今
、
各
の
自
心
、
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。（『
祖
堂
集
』

260a

）

『
伝
灯
録
』
で
は
、
書
き
出
し
が
「
一
日
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
等
諸
人
」
と
一
般
化
さ
れ
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
は
同
じ
で
あ
る
。「
自
心
是
仏
」
で
あ
っ
て
「
即
心
是
仏
」
で
は
な
い
。

小
川
氏
は
、
こ
の
馬
祖
の
言
葉
の
検
討
の
前
に
、
慧
安
と
南
岳
懐
譲
の
問
答
を
引
く
。　

坦
然
・
懐
譲
な
る
二
人
有
り
来
た
り
て
参
ず
。
問
う
て
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
の
意
？
」
師
曰
く
、

「
何
ぞ
自
己
の
意
を
問
わ
ざ
る
？
」
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
自
己
の
意
？
」
師
曰
く
、「
当
に
密
作
用
を
観
る
べ

し
」。
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
密
作
用
？
」
師
、
目
を
以
て
開
合
し
て
之
を
示
す
。
然
（
坦
然
）
言
下
に
帰
を
知

り
、
更
に
他
に
適ゆ

か
ず
。
譲
（
懐
譲
）
は
機
縁
逗お
よ

ば
ず
、
辞
し
て
曹
谿
に
往
け
り
。（
小
川
１
１
）

そ
し
て
こ
う
い
う
。

で
は
、「
西
来
意
」
す
な
わ
ち
「
自
己
の
意
」
と
は
何
の
こ
と
か
。
実
は
そ
の
答
え
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
。

唐
代
禅
の
事
実
上
の
開
祖
と
も
言
う
べ
き
馬
祖
道
一
が
、
そ
の
説
法
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
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汝
ら
諸
人
、
各
お
の
、
自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
仏

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
、
南
天
笠
国
よ
り
中
華
に
来
至

し
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝
ら
を
し
て
開
悟
せ
し
む
。（
小
川
１
３
）

そ
し
て
こ
の
馬
祖
の
語
を
「
即
心
是
仏
」
と
し
て
繰
り
返
し
主
張
す
る
。

…
…
「
即
心
是
仏
」
―
―
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
―
―
と
い
う
意
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。（
小
川
１
４
）

「
西
来
意
」
と
は
つ
ま
り
、
各
人
の
身
の
上
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
「
即
心
是
仏
」
と
い
う
事
実
の
直
指
で
あ

る
。（
小
川
２
２
）

「
祖
師
西
来
意
」
と
は
「
即
心
是
仏
」
つ
ま
り
自
己
本
来
の
心
が
そ
の
ま
ま
真
実
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
う
「
意
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。（
小
川
３
５
）

ま
ず
、「
西
来
意
」
が
、
は
た
し
て
「
即
心
是
仏
」
な
の
か
、
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、「
祖
師
西
来
意
」
と
い
う
、
禅
宗
で
常
に
根
本
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
問
答
に
対
し
て
「
そ
の

答
え
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
」
と
ど
う
し
て
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
答
は
『
祖
堂
集
』
だ
け
で
二
十
五
回
あ

り
、
馬
祖
の
師
、
懐
譲
は
い
う
。

僧
、
問
う
、
如
何
な
る
か
、
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
曰
く
、
露
柱
に
問
取
し
去
れ
。
僧
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
曰
く
、

我
、
更
に
会
せ
ず
。（『
祖
堂
集
』76b

）



79

馬祖禅とはなにか　――従来の説の批判として――　［上］（松岡 由香子）

ま
た
馬
祖
自
身
が
こ
の
問
答
に
答
え
て
い
る
。

問
う
。
請
う
、
和
尚
。
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
、
西
来
意
を
直
指
せ
よ
。
多
説
を
煩
わ
さ
ざ
れ
。
師
（
馬
祖
）

云
く
、
我
れ
今
日
、
心
情
な
し
。
汝
の
為
に
説
く
こ
と
あ
た
わ
ず
。
汝
、
西
堂
に
去い

き
て
智
蔵
に
問
取
せ
よ
。
…
…
百

丈
云
く
、
某
甲
、
這
裏
に
到
り
て
は
却ま

た
会
せ
ず
。（『
祖
堂
集
』263b-264a

）

馬
祖
は
説
く
気
が
し
な
い
、
西
堂
は
頭
痛
が
す
る
、
百
丈
は
不
会
、
と
い
う
。
懐
譲
の
「
露
柱
に
問
取
せ
よ
」
が
こ
の
問

答
の
軸
に
な
っ
て
、
多
く
の
祖
師
が
問
答
し
て
い
る
の
に
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
答
え
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
即
心
是
仏
」

だ
、
と
い
う
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う
。

馬
祖
は
「
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
心
な
る
を
信
ぜ
よ
」
と
い
う
。「
信
ぜ
よ
」
と
要
請
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
修
行
者
も
自
分

の
心
を
省
み
て
、
そ
れ
が
「
仏
」
で
あ
る
と
か
「
仏
心
」
で
あ
る
と
か
、
到
底
思
え
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
信
ぜ
よ
」
と

い
う
限
り
、
馬
祖
が
「
各お

の
おの
自
心
是
れ
仏
な
り
」
と
示
し
て
、
修
行
者
が
悟
っ
た
わ
け
で
も
納
得
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
こ

の
「
心
」
が
い
わ
ゆ
る
「
自
分
の
こ
の
心
」
で
は
な
い
こ
と
は
次
の
問
答
で
明
ら
か
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
で
の
馬
祖
と
汾
州
の
出
会
い
の
問
答
で
あ
る
。

師
（
汾
州
）
の
身
六
尺
を
逾こ

ゆ
。
屹き
つ

と
し
て
立
山
の
ご
と
し
。
馬
大
師
、
一
見
し
て
之
を
異
と
し
て
曰
く
、
魏
魏
た
る

仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
。
師
、
礼
し
て
問
い
て
曰
く
、
三
乗
の
至
教
は
、
粗ほ

ぼ

亦
た
研
窮
せ
り
。
常
に
禅
門
の
即
心
是

仏
な
り
と
聞
く
も
、
実
に
は
未
だ
能
く
了
ぜ
ず
。
伏
し
て
願
わ
く
ば
、
指
示
せ
よ
。
馬
大
師
曰
く
、
即
ち
汝
が
了
ぜ
ざ

る
所
の
心
、
即
ち
是
な
り
。
更
に
別
物
無
し
。
了
ぜ
ざ
る
時
は
即
ち
是
れ
迷
、
了
ず
る
時
は
即
ち
是
れ
悟
な
り
。
迷
え
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ば
即
ち
是
れ
衆
生
、
悟
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
道
な
り
。
衆
生
を
離
れ
て
別
に
更
に
仏
あ
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
手
の
拳
と
作

り
、
拳
の
手
と
な
る
が
如
き
也
。
師
、
言
下
に
豁
然
と
し
て
大
悟
し
、
涕
涙
悲
泣
し
て
馬
大
師
に
曰
し
て
言
く
、
本も

と

よ

り
将
に
仏
道
は
長
遠
な
り
と
謂お

も

え
り
。
曠
劫
に
懃
苦
し
て
、
方ま
さ

に
始
め
て
成
ず
る
を
得
、
と
。
今
日
、
始
め
て
知
り

ぬ
、
法
身
の
実
相
、
本も

と

自
ず
か
ら
具
足
す
。
一
切
万
法
は
、
心
よ
り
化
生
し
、
但
だ
名
字
有
り
て
、
実
な
る
者
あ
る
こ

と
な
し
、
と
。（『
祖
堂
集
』293b

）

「
心
」
と
は
、
い
ま
お
前
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
「
心
」
で
あ
る
。
お
前
が
、
未
だ
了
じ
な
い
な
ら
迷
で
あ
り
衆

生
で
あ
る
。
お
前
が
了
じ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
こ
が
よ
く
分
か
れ
ば
、
悟
り
で
あ
り
仏
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
お
前
の
心
が
そ

う
な
の
で
あ
っ
て
、「
了
ぜ
ざ
る
所
の
心
」
と
は
、
汾
州
の
「
魏
魏
た
る
仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
」
と
指
摘
さ
れ
た
迷
の

心
、
衆
生
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
「
心
」
の
ほ
か
に
仏
な
る
も
の

0

0

0

0

0

は
な
い
。
了
ず
れ
ば
仏
で
あ
る
が
、
別
に
「
ほ

と
け
」
と
い
う
何
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
た
だ
迷
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
手
を
握
れ
ば
拳
、
拳
を
開
け
ば
手
で

あ
る
と
同
じ
で
、
別
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
話
は
『
伝
灯
録
』
で
は
、
ご
く
切
り
詰
め
ら
れ
る
。

後
、
馬
大
師
の
禅
門
の
鼎
盛
な
る
を
聞
き
、
特
に
往
き
て
瞻
礼
す
。
馬
祖
、
其
の
状
貌
の
瓌
偉
に
し
て
、
語
音
の
鐘

の
如
く
な
る
を
睹み

て
乃
ち
曰
く
、
巍
巍
た
る
仏
堂
、
そ
の
中
に
仏
な
し
。
師
、
礼
跪
し
て
問
う
て
曰
く
、
三
乗
の
文

学
は
麁ほ

ぼ
そ
の
旨
を
窮
む
。
常
に
禅
門
は
即
心
是
仏
な
り
と
聞
け
ど
、
実
に
は
未
だ
能
く
了
ぜ
ず
。
馬
祖
曰
く
、
只

だ
未
だ
了
ぜ
ざ
る
底
の
心
、
即
ち
是
れ
な
り
。
更
に
別
物
無
し
。
師
、
又
た
問
う
。
如
何
か
是
れ
祖
師
西
來
し
て
密
伝

せ
る
心
印
。
祖
曰
く
、
大
徳
、
正
に
鬧さ

わ
がし
。
且し
ば
らく
去
り
て
別
時
に
来
れ
。
師
才わ
ず
かに
出
ず
や
、
祖
召
し
て
曰
く
、
大
徳
。
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師
、
廻
首
す
。
祖
云
く
、
是
れ
什な

ん麼
ぞ
。
師
、
便
ち
領
悟
し
て
礼
拝
す
。
祖
云
く
、
遮こ

の
鈍
漢
、
礼
拝
し
て
作な
ん
だ麼
。

（T
51,257a

）

こ
れ
を
引
用
し
て
小
川
氏
は
こ
う
解
釈
す
る
。

馬
祖
は
言
う
、「
未
だ
解
ら
ぬ
と
い
う
そ
の
心
が
、
そ
の
ま
ま
ソ
レ
―
―
仏
―
―
に
ほ
か
な
ら
ぬ
、
そ
の
ほ
か
に
別
の

も
の
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」。
迷
っ
て
い
る
心
の
ほ
か
に
別
に
〝
仏
〟
と
し
て
の
心
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

迷
っ
て
い
る
心
が
悟
り
に
転
じ
て
、〝
仏
〟
の
心
に
成
る
の
で
も
な
い
。
今
、
現
に
こ
う
し
て
迷
っ
て
い
る
心
、
正
に

そ
れ
こ
そ
が
そ
の
ま
ま

0

0

0

0

仏
に
他
な
ら
ぬ
。（
小
川
９
５
、９
６
）

こ
れ
で
は
、
了
じ
な
い
心
が
仏
に
な
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
手
と
拳
の
よ
う
に
同
じ
心
が
迷
い

か
ら
転
じ
て
仏
と
な
る
と
馬
祖
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
看
過
で
き
な
い
天
地
の
違
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
汾
州
が

言
下
に
豁
然
と
し
て
大
悟
し
て
涙
を
流
し
た
『
祖
堂
集
』
は
無
視
さ
れ
て
、『
伝
灯
録
』
好
み
の
「
西
来
意
」
と
呼
ん
で
、

僧
が
振
り
向
く
と
き
「
是
れ
什な

ん麼
ぞ
」
と
い
う
と
悟
っ
た
と
い
う
話
に
変
わ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
論
を
学
ん
だ
す
ぐ
れ
た
仏
教
学
者
で
あ
る
汾
州
が
、
得
心
し
た
こ
と

で
あ
る
。
教
外
別
伝
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
経
論
と
合
致
す
る
馬
祖
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、『
祖
堂
集
』

で
は
先
の
汾
州
と
の
問
答
に
、
ま
だ
こ
う
続
く
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。（〔　
〕
内
は
筆
者
）

馬
大
師
云
く
、
如
か
く
の
ご
と
し
是
、
如
是
。
一
切
の
心
性
、
不
生
不
滅
（
大
乗
起
信
論
）。
一
切
諸
法
、
本
と
自
ず
か
ら
空
寂
（
法
華
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経
信
解
品
）。
是
の
故
に
経
に
云
く
、
諸
法
は
本
来
よ
り
常
に
自
ず
か
ら
寂
滅
の
相
な
り
。（
法
華
経
法
師
品
）
又
た
云
く
、

畢
竟
空
寂
舎
（
維
摩
経
）
と
。
又
た
云
く
、
諸
法
は
空
を
坐
と
為
す
（
法
華
経
法
師
品
）。
此
れ
則
ち
諸
仏
如
来
は
、
無
所

住
処
（
華
手
経
）
に
住
す
る
な
り
。
も
し
か
く
の
如
き
を
知
ら
ば
、
即
ち
是
れ
空
寂
舎
に
住
し
、
法
空
座
に
坐
し
、
挙

足
下
足
、
道
場
を
離
れ
ず
。
言
下
に
便
ち
了
じ
て
更
に
漸
次
な
し
。
所
謂
、
足
を
動
ぜ
ず
し
て
涅
槃
の
山
に
登
る
な

り
。（『
祖
堂
集
』293b

）

わ
た
し
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
で
は
な
く
、
空
寂
の
と
こ
ろ
が
仏
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
伝
灯
録
』
で
は
、
こ
の
馬
祖
の
言
葉
は
す
べ
て
省
か
れ
て
い
る
。「
教
外
別
伝
」
が
『
伝
灯
録
』
編
集
者
の

思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
２　
「
即
心
是
仏
」
は
初
祖
以
来
の
禅
門
の
詞

さ
ら
に
、
こ
の
問
答
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
即
心
是
仏
」
は
、
馬
祖
が
言
っ
た
こ
と
ば
で
は
な
く
、「
禅
門
の
即
心
是

仏
」
で
あ
る
こ
と
だ
。「
即
心
是
仏
」
が
初
祖
以
来
言
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
る
。

『
宝
林
伝
』（
八
〇
一
年
、『
宝
林
伝
訳
注
』
田
中
良
昭
、
内
山
書
店
、
二
〇
〇
三
）
で
は
、
達
摩
に
つ
い
て
武
帝
が
記
し
た
と
い
う

碑
文
を
こ
う
伝
え
る
。

　

無
説
の
心
法
を
説
く
の
心
法
は
、
明
理
を
証
開
す
。
一
言
を
指
し
て
以
て
直
説
せ
ば
、
即
心
是
れ
仏
な
り
。（
巻
八
、
田

中
四
〇
〇
頁
）
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『
宝
林
伝
』
の
二
祖
恵
可
の
言
葉
に
は
、
一
字
異
な
る
が
、
こ
う
伝
え
ら
れ
る
。

是
の
心
、
是
れ
仏
、
是
の
心
、
是
れ
法
な
り
。
法
と
仏
と
二
な
し
。（
巻
八
、
同　

四
一
三
頁
）

初
期
灯
史
『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
、
四
祖
道
信
の
言
葉
で
あ
る
「
無
量
寿
経
に
云
く
、
諸
仏
の
法
身
、
一
切
衆
生
の
心
想

に
入
る
。
是
心
是
仏

0

0

0

0

、
是
の
心
、
仏
と
作
る
。
当
に
仏
は
即
ち
是
の
心
と
知
る
べ
し
」（T

85,1288a

）。
こ
こ
に
書
か
れ
る
よ

う
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
是
心
是
仏

0

0

0

0

」（T
12,343a

）
と
説
か
れ
る
。

天
台
の
荊
渓
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
も
「
謂
ゆ
る
即
心
是
仏
、
悟
入
之
門
な
り
」（T

46,141a

）
と
教
学
の
用
語
で

も
あ
る
。

六
祖
は
『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
「
汝
等
諸
人
、
自
心
は
是
れ
仏

0

0

0

0

0

0

。
更
に
狐
疑
す
る
莫
れ
」（『
祖
堂
集
』48b

）
と
言
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
自
心
是
仏
」
で
あ
る
が
、
同
じ
『
祖
堂
集
』「
則
天
孝
和
皇
帝
」
の
言
葉
で
こ
う
い
わ
れ
る
。

今
、
韶
州
曹
渓
山
に
居
し
て
、
衆
生
に
即
心
是
仏
を
示
し
て
悟
ら
し
む
。（『
祖
堂
集
』46b

）

『
伝
灯
録
』
で
は
弘
忍
の
嗣
、
司
空
山
本
浄
禅
師
の
言
葉
が
あ
る
。

〔
楊
光
庭
〕
曰
く
、
弟
子
、
智
識
昏
昧
な
り
。
未い

ぶ
か
し審
、
仏
と
道
と
の
そ
の
議
、
云い
か
ん何
。
師
曰
く
、
も
し
、
仏
を
求
め
ん

と
せ
ば
、
即
心
是
仏
な
り
。
も
し
道
を
会
せ
ん
と
せ
ば
、
無
心
是
道
な
り
。
曰
く
何
を
即
心
是
仏
と
云
う
や
。
師
曰

く
、
仏
は
心
に
因
っ
て
悟
る
、
心
は
仏
を
以
っ
て
彰あ

ら
わす
。（T

51,242b

）
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さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
で
は
宝
誌
（
四
一
八
―
五
一
四
）
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
『
大
乗
讃
』
の
「
即
心
即
仏

0

0

0

0

」（T
51,449b

）、

や
傅
大
士
（
四
九
七
―
五
六
九
）『
心
王
銘
』
の
「
是
心
是
仏

0

0

0

0

是
仏
是
心
」（T

51,457a

）
等
に
似
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

馬
祖
の
す
こ
し
前
の
荷
沢
神
会
も
ま
た
い
う
。

今
説
く
所
の
般
若
波
羅
蜜
は
、
生
滅
門
よ
り
頓
に
真
如
門
に
入
り
、
更
に
前
照
後
照
、
遠
看
近
看
無
く
、
都
て
此
の
心

無
し
。
乃た

と
い至
七
地
以
前
の
菩
薩
な
る
も
都す

べ総
て
驀
過
す
。
唯
だ
仏
心
を
指
す
の
み
。
即
心
是
仏
な
り
。『
壇
語
』（『
神

会
の
語
録
』
唐
代
語
録
研
究
班
編
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
、一
一
三
頁
）

以
上
の
こ
と
か
ら
「
即
心
是
仏
」
は
馬
祖
の
言
葉
で
は
な
く
、
当
時
の
「
禅
門
」
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た

と
思
う
。そ

の
３　

馬
祖
の
「
心
」

馬
祖
の
「
此
心
即
是
仏
心
…
…
」
対
す
る
小
川
氏
の
総
括
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

唐
代
の
禅
、
こ
と
に
そ
の
主
流
と
目
さ
れ
る
馬
祖
系
統
の
禅
に
お
い
て
、
禅
の
第
一
義
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
即
心

是
仏
」
と
い
う
事
実
を
、
我
と
我
が
身
に
徹
し
て
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
来
な
ん
の
過
不
足
も
無
い
あ
り

の
ま
ま
の
「
自
己
」、
そ
れ
を
た
だ
あ
る
が
ま
ま
に
知
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。（
小
川
４
６
）
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じ
っ
さ
い
は
、
馬
祖
の
い
う
「
心
」
が
「
本
来
な
ん
の
過
不
足
も
無
い
あ
り
の
ま
ま
の
「
自
己
」、「
自
己
の
意
」
で
は
な

い
こ
と
は
、
馬
祖
が
亮
上
座
と
語
る
次
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

師
〔
馬
祖
〕
云
く
、
作
麼
生
か
講
ず
。
対こ

た

え
て
云
く
、
心
を
以
て
講
ず
。
師
云
く
、
未
だ
解よ

く
経
論
を
講
じ
得
ざ
る
な

り
。
座
主
云
く
、
作
麼
生
。〔
馬
祖
〕
云
く
、
心
は
工
伎
兒
（
巧
み
な
演
技
者
、
主
役
）
の
如
し
。
意
は
和
伎
者
（
相
手
役
）

の
如
し
。
い
か
で
か
よ
く
経
論
を
講
じ
得
ん
や
。
座
主
云
く
、
心
、
既
に
講
じ
得
ざ
れ
ば
、
将
に
虚
空
、
還
た
講
じ
得

る
や
。（『
祖
堂
集
』263a

）

こ
こ
で
「
心
如
工
伎
兒
。
意
如
和
伎
者
」
と
い
う
の
は
、「
心
は
工
伎
兒
と
為
り
、
意
は
和
伎
者
の
如
し
。
五
識
伴
侶
た

り
、
妄
想
は
観
伎
衆
な
り
」（T
16, 510c

）
と
い
う
『
四
巻
楞
伽
経
』
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
伎
兒
（
役
者
？
）
と

な
る
「
心
」
が
私
た
ち
が
普
通
に
い
う
「
心
」
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
馬
祖
と
弟
子
の
間
に
「
即
心
是
仏
」
問
答
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
典
型
が
大
梅
と
馬
祖
の
問
答
で
あ

る
が
、『
祖
堂
集
』
で
は
「
即
心
是
仏
」
と
は
い
わ
れ
な
い
。

因
み
に
一
日
〈
馬
祖
に
〉
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
馬
師
云
く
、
即
ち
汝
の
心
是
な
り
。
師
、
進
ん
で
云
く
、
如

何
が
保
任
せ
ん
。
師
云
く
、
汝
、
善
く
護
持
せ
よ
。
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
法
。
師
云
く
、
亦
た
汝
の
心
是
な

り
。
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
意
。
馬
師
云
く
、
即
ち
汝
の
心
是
な
り
。
師
、
進
ん
で
云
く
、
祖
意
な
き
や
。

馬
師
云
く
、
汝
但
だ
汝
の
心
を
識
取
せ
よ
。
法
と
し
て
備
わ
ら
ざ
る
な
き
な
り
。
師
、
言
下
に
頓
に
玄
旨
を
領
ず
。

（『
祖
堂
集
』286b

）
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
梅
は
自
身
の
心
以
外
に
護
持
す
べ
き
も
の
は
な
に
も
な
い
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
馬

祖
は
「
即
心
是
仏
」
と
示
し
た
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
「
即
汝
心
是
（
お
前
の
心
が
そ
う
だ
）」
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
問
答
は
、『
伝
灯
録
』
で
は
「
即
心
是
仏
」
の
問
答
と
し
て
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
短
く
な
る
。

〈
大
梅
〉
初
め
て
大
寂
（
馬
祖
）
に
参
ず
。
問
う
、
如
何
な
る
か
、
是
れ
仏
。
大
寂
云
く
、
即
心
是
仏

0

0

0

0

。
師
、
即
ち
大
悟

す
。（T

51,254c
）

こ
れ
で
は
、
馬
祖
に
「
即
心
是
仏
」
と
い
わ
れ
て
、
大
梅
が
大
悟
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
で
は
、
塩
官
の
弟
子
が
山
で
出
会
っ
た
と
い
う
大
梅
に
、
馬
祖
が
指
図
し
て
、「
近
日
の
仏
法
又
別

な
り
。
…
…
近
日
又
た
非
心
非
仏
と
道
う
」
と
伝
え
て
、
大
梅
が
「
我
は
只
管
に
即
心
即
仏

0

0

0

0

」
と
答
え
た
こ
と
に
対
し
て

馬
祖
が
「
梅
子
熟
也
」（T
51,254c

）
と
い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
『
祖
堂
集
』
で
は
そ
の
よ
う
に
伝
え
た
の
は
塩
官
（『
祖
堂

集
』286b

）
で
あ
り
、
馬
祖
は
大
梅
が
受
戒
（
二
十
歳
）
し
て
か
ら
十
六
年
後
に
逝
去
し
て
い
る
か
ら
、
あ
り
え
な
い
話
で
あ

る
。も

う
一
人
、
類
似
の
示
し
を
馬
祖
か
ら
受
け
た
話
が
『
伝
灯
録
』
大
珠
慧
海
章
に
あ
る
。

　
〈
大
珠
〉
初
め
江
西
に
至
り
て
馬
祖
に
参
ず
。（
馬
）
祖
、
問
う
て
曰
く
、
何い
ず
れの
処
よ
り
来
る
。
曰
く
、
越
州
大
雲
寺

よ
り
来
る
。
祖
曰
く
、
此
に
来
て
何
事
を
須も

と

め
ん
と
擬
す
。
曰
く
、
来
り
て
仏
法
を
求
む
。
祖
曰
く
、
自
家
の
宝
蔵
、

顧
み
ず
、
家
を
抛す

て
散
走
し
て
什な

に麼
を
か
作
す
。
我
が
遮
裏
に
は
一
物
も
ま
た
無
し
。
什
麼
の
仏
法
を
か
求
め
ん
。
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師
、
遂
に
礼
拝
し
て
問
う
て
曰
く
、
阿
那
箇
か
是
れ
慧
海
の
自
家
の
宝
蔵
。
祖
、
曰
く
、
即
今
、
我
に
問
う
者
、
是
れ

汝
の
宝
蔵
な
り
。
一
切
具
足
し
て
更
に
欠
少
す
る
こ
と
な
く
し
て
使
用
す
る
こ
と
自
在
な
り
。
何
ぞ
外
に
向
い
て
求ぐ

覓み
ゃ
くす
る
を
仮
ら
ん
、
と
。
師
、
言
下
に
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識し

り
、
踊
躍
礼
謝
す
。（T

51,246c

）

馬
祖
は
、「
い
ま
、
私
に
問
う
て
い
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
お
前
の
宝
蔵
で
あ
る
。
お
前
に
は
、
何
も
か
け
て
い
る
も
の
は

な
く
、
自
由
自
在
に
使
用
し
て
い
る
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
、
大
珠
は
「
自
分
の
本
心
は
知
覚
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
喜
び
感
謝
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
話
を
小
川
氏
は
『
馬
祖
の
語
録
』
か
ら
引
用
す
る
。
そ
れ
は
『
伝
灯
録
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
最
後
の
肝
心
な

「
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識
り
」
が
「
自
ら
本
心
を
識
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
後
者
な
ら
ば
、
小
川

氏
が
こ
れ
を
「
い
ま
現
に
こ
う
し
て
話
し
て
い
る
生
身
の
自
己
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
何
の
不
足
も
障さ

わ
り礙
も
な
い
『
自
家
の
宝

蔵
』
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」（
小
川
４
８
―
４
９
）
と
す
る
の
は
、
致
し
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ど
う
し
て
こ
の
違
い
の
あ

る
『
伝
灯
録
』
を
引
か
な
い
の
か
。『
伝
灯
録
』
の
「
自
ら
の
本
心
の
知
覚
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
識
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

重
要
な
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
知
覚
、
自
意
識
に
上
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
「
自
家
の
宝
蔵
」
な
の
で
あ
る
。
人
が
指

示
す
る
「
汝
」
と
、
自
己
意
識
の
「
私
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ま
し
て
や
「
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
」
と
一
般
化

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
慧
海
は
、
弟
子
た
ち
に
こ
う
示
す
。

師
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
の
心
、
是
れ
仏
な
り
。
仏
を
将も

ち
て
仏
を
求
む
る
を
用
い
ず
。
汝
の
心
、
是
れ
法
な
り
。

法
を
将
ち
て
法
を
求
む
る
を
用
い
ず
。
仏
と
法
と
和
合
し
て
僧
体
と
為
る
を
、
喚よ

ん
で
一
体
三
宝
と
作な

す
。
経
に
云

く
、
心
仏
及
び
衆
生
、
是
の
三
は
差
別
な
し
。（『
祖
堂
集
』265b

）
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こ
こ
で
も
「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」（「
即
心
是
仏
」
で
は
な
い
）
と
師
が
指
摘
す
る
の
で
あ
り
、
私
（
仏
）
が
仏
な
の
か
、
と

求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
覚
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、「
私
の
心
」
は
、
自
分
で
問

い
、
考
え
、
思
え
ば
、
み
な
妄
想
と
な
り
、「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」
は
信
じ
る
ほ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
４　

馬
祖
の
直
弟
子
た
ち
に
よ
る
「
即
心
即
仏
」
批
判

先
に
馬
祖
が
「
即
心
是
仏
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。
そ
れ
が
「
即
心
是
仏

0

0

」
で
は
な
く
「
即
心
即
仏
0

0

」

と
教
条
化
さ
れ
て
広
く
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

馬
祖
の
直
弟
子
で
あ
る
南
泉
は
い
う
。

江
西
（
馬
祖
）
和
尚
、
即
心
即
仏
と
説
く
は
、
且し
ば
らく
是
れ
一
時
の
間
語
［
無
駄
口
］
の
み
。
是
れ
外
に
向
い
て
馳
求
す

る
の
病
を
止
め
、
空
拳
黄
葉
に
し
て
啼な

く
こ
と
を
止
む
る
の
詞
な
り
。
所ゆ

え以
に
［
我
は
］
言
う
。
是
れ
心
な
ら
ず
、
是

れ
仏
な
ら
ず
、
是
れ
物
な
ら
ず
、
と
。
如
今
、
多
く
人
有
り
て
心
を
喚よ

ん
で
仏
と
作な

し
、
智
を
認
め
て
道
と
な
す
。
見

聞
覚
知
、
皆
な
是
れ
仏
と
云
う
。
若
し
か
く
の
如
く
な
れ
ば
、
演
若
達
多
は
頭
を
将
ち
て
頭
を
覓も

と

む
。
設た
と
い使
、
認
得
す

る
も
、
亦
た
是
れ
汝
が
本
来
仏
な
ら
ず
。
若
し
即
心
即
仏
と
言
わ
ば
、
兎
馬
に
角
あ
る
が
如
し
。
若
し
非
心
非
仏
と
言

わ
ば
、
牛
羊
の
角
な
き
が
如
し
。
你な

ん
じの

心
、
若
し
是
れ
仏
な
ら
ば
、
他
に
即
す
る
を
用
い
ず
。
你
の
心
、
若
し
是
れ
仏

な
ら
ざ
れ
ば
、
亦
た
他
を
非
と
す
る
を
用
い
ず
。
有
無
の
相
形
、
如
何
が
是
れ
道
な
ら
ん
。
所ゆ

え以
に
も
し
心
な
り
と
認

む
れ
ば
決
定
し
て
是
れ
仏
な
ら
ず
。
も
し
智
を
認
む
れ
ば
、
決
定
し
て
是
れ
道
な
ら
ず
。（『
祖
堂
集
』297b

）
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こ
こ
で
は
馬
祖
が
「
即
心
即
仏
」
と
言
っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
南
泉
は
、
そ
れ
は
一
時
の
戯
言
に
す
ぎ
ず
、
僧
た
ち
に
、

自
己
の
外
に
「
仏
」
や
「
法
」
を
求
め
る
と
い
う
病
を
や
め
さ
せ
る
た
め
な
の
だ
、
泣
い
て
い
る
子
に
黄
葉
を
見
せ
て
お
金

だ
よ
、
と
い
っ
て
泣
く
の
を
止
め
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
南
泉
は
あ
え
て
「
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
」
と
説
い

た
。
も
し
心
が
仏
で
あ
り
、
智
を
道
と
し
、
見
聞
覚
知
の
働
き
が
仏
だ
と
い
う
な
ら
、
自
分
の
頭
で
自
分
の
頭
を
探
す
よ
う

な
も
の
で
、
そ
ん
な
も
の
が
本
来
の
仏
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。「
即
心
即
仏
」
は
「
本
来
な
い
も
の
が
あ
る
」
こ
と
に
な
り
、

「
非
心
非
仏
」
は
「
あ
る
べ
き
も
の
が
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
南
泉
が
「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
を
、「
心
を
仏
と
し
、
智
を
道
と
し
、
見
聞
覚
知
を
仏
と
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

こ
れ
で
「
作
用
即
性
」
は
全
面
否
定
さ
れ
、
小
川
氏
の
「『
即
心
是
仏
』
―
―
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
」
は
吹
き
飛
ぶ
。

「
個
々
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
、
そ
れ
な
り
な
『
あ
た
り
ま
え
の
心
』」（
入
矢
）
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
智
や
見
聞
覚
知
の
働
き
に

す
ぎ
ず
、
仏
な
ど
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。

南
泉
は
、
こ
こ
で
明
確
に
否
定
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
師
の
「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
が
収
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
自
分
の
第
一
弟
子
に
も
そ
の
こ
と
を
確
言
す
る
。

師
（
南
泉
）、
趙
州
に
謂
い
て
云
く
、
江
西
馬
大
師
は
即
心
即
仏
と
道い

う
。
老
僧
の
這
裏
は
則
ち
與か
よ
う麼
に
道
わ
ず
。
不

是
心
不
是
仏
不
是
物
と
、
與
麼
に
道
う
。
還
た
過と

が

あ
り
や
。
趙
州
、
礼
拝
し
て
出
で
去
る
。（『
祖
堂
集
』301a

）

趙
州
は
、
こ
れ
を
尊
ん
で
承
っ
た
の
で
あ
る
。

『
伝
灯
録
』
惟
政
章
で
も
、「
不
是
心
不
是
仏
」
を
南
泉
の
言
葉
と
し
て
出
す
。
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師
、
南
泉
に
問
う
て
曰
く
、
諸
方
の
善
知
識
、
還
た
人
に
説
似
せ
ざ
る
底
の
法
あ
り
や
。
南
泉
曰
く
、
有
り
。
師
曰

く
、
作そ

麼も

生さ
ん

。
曰
く
、
不
是
心
不
是
仏
。
師
曰
く
、
恁
麼
な
ら
ば
即
ち
人
に
説
似
し
了
れ
り
。
曰
く
、
某
甲
は
即
ち
恁

麼
。
…
…
（T

51,268c

）

問
題
は
『
伝
灯
録
』
の
馬
祖
章
で
の
改
変
で
あ
る
。

僧
問
う
、
和
尚
、
什な

ん麼
と
し
て
か
即
心
即
仏
と
説
く
。
師
云
く
、
小
兒
の
啼
く
を
止
め
ん
が
為
な
り
。
僧
云
く
、
啼
き

止
む
時
、
如
何
。
師
云
く
、
非
心
非
仏
。
僧
云
く
、
此
の
二
種
を
除
き
、
人
の
来
る
と
き
如
何
が
指
示
す
。
師
云
く
、

伊か
れ

に
向
い
て
不
是
物
と
道
う
。（T

51,246a

）

馬
祖
は
「
即
心
即
仏
」
と
言
い
、
南
泉
の
批
判
の
言
葉
も
塩
官
の
語
も
、
馬
祖
自
身
の
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
十
九
世

紀
『
祖
堂
集
』
が
見
出
さ
れ
る
ま
で
、
人
は
こ
れ
を
信
じ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
、『
祖
堂
集
』
の
南
泉
の
語

は
『
伝
灯
録
』
で
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

師
（
南
泉
）
有
る
時
、
云
く
、
江
西
馬
祖
は
即
心
即
仏
と
説
く
も
、
王
老
師
は
恁
麼
に
道い

わ
ず
。
不
是
心
不
是
仏
不
是

物
と
。
恁
麼
に
道
う
は
還
た
過と

が

有
り
や
。
趙
州
、
礼
拝
し
て
出
ず
。
時
に
一
僧
有
り
て
随
い
て
趙
州
に
問
い
て
云
く
、

上
座
、
礼
拝
し
了
っ
て
便
ち
出
ず
る
は
意
、
作い

か

ん
麼
生
。
趙
州
云
く
、
汝
、
却
っ
て
和
尚
に
問
取
せ
よ
。
僧
上
り
て
問
い

て
曰
く
、
適
来
の
諗
上
座
は
意
、
作
麼
生
。
師
云
く
、
他
は
却
っ
て
老
僧
の
意
旨
を
領
得
せ
り
。（T

51,257c

）
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南
泉
の
批
判
は
骨
抜
き
に
さ
れ
、
な
く
も
が
な
の
一
僧
の
言
葉
は
、『
伝
灯
録
』
編
者
の
見
識
の
な
さ
を
暴
露
し
て
い
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
か
に
も
つ
ま
ら
な
く
平
板
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
川
氏
は
、『
祖
堂
集
』
の
南
泉
の
「
即
心
即
仏
」
批
判
に
続
く
言
葉
を
、
行
を
変
え
て
す
べ
て
引
用
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
切
り
方
は
実
に
奇
妙
で
あ
る
。

若も

し
「
即
心
即
仏
」
と
言
わ
ば
、
兎
馬
に
角つ
の

有
る
が
如
し
。…
…
有
無
相
い
形あ
ら

わ
せ
ば
、
如
何
で
か
是
道
な
ら
ん
？（
小

川
１
７
９
）

こ
こ
で
切
っ
て
、
誰
が
見
て
も
別
な
主
題
で
あ
る
次
の
「
大
道
無
影
」
の
前
に
、
そ
の
問
答
の
続
き
を
お
く
。

所ゆ

え以
に
も
し
心
を
認
む
れ
ば
、
決さ

だ定
め
て
仏
に
不あ

ら是
ず
。
も
し
智
を
認
む
れ
ば
、
決さ

だ定
め
て
道
に
不あ

ら是
ず
。
大
道
は
無

影
、
真
理
は
無
対
。
空
の
不
動
な
る
に
等
し
く
、
生
死
の
流
に
非
ず
。
三
世
に
摂お

さ

ま
ら
ず
、
去
来
今
に
非
ず
。
故
に
明

暗
は
自

お
の
ず
から
去
来
す
る
の
み
、
虚
空
は
動
揺
せ
ず
。
万
像
は
自
ら
去
来
す
る
の
み
、
明
鏡
何な
ん

ぞ
曽
て
鑒う
つ

さ
ん
。
阿な
ん
じ你
ら
、

今
時
、
尽

こ
と
ご
とく
「
我
は
修
行
し
て
仏
と
作
る
」
と
説い

う
。
且し
ば

ら
く
、
作い

か

に
麼
生
か
修
行
せ
ん
？　

但た

だ
無
量
劫
来
の
不
変
異

性
を
識
取
せ
ば
是
れ
真
の
修
行
な
り
。（
小
川
１
８
０
）

そ
し
て
小
川
氏
は
こ
の
よ
う
に
い
う
。

右
は
馬
祖
本
人
を
否
定
す
る
も
の
言
い
は
避
け
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
即
心
是
仏
や
作
用
即
性
な
ど
、
当
時
通
行
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の
馬
祖
禅
の
定
式
が
批
判
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
一
概
の
否
定
で
は
な
く
、
本
性
を
虚

空
の
ご
と
き
全
一
・
無
分
節
の
場
と
す
る
こ
と
で
、「
即
心
是
仏
」
も
、「
非
心
非
仏
」
も
、「
見
聞
覚
知
」
も
、
み
な

そ
こ
を
去
来
す
る
種
々
相
の
一
つ
と
し
て
相
対
化
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
同
様
の
虚
空
の
譬
喩
は
、
つ

と
に
神
会
に
も
、
ま
た
、
く
だ
っ
て
黄
檗
に
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
こ
の
論
理
自
体
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
か
く
も
直
截
的
に
馬
祖
禅
批
判
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。

（
小
川
１
８
１
）

こ
れ
は
不
可
思
議
な
論
で
あ
る
。
馬
祖
禅
に
は
は
じ
め
か
ら
、
小
川
氏
ら
が
い
う
「
即
心
是
仏
や
作
用
即
性
な
ど
、
当
時

通
行
の
馬
祖
禅
の
定
式
」
な
ど
な
い
。
百
歩
譲
っ
て
「
馬
祖
禅
の
定
式
」
を
批
判
し
た
言
葉
だ
と
し
て
も
、
小
川
氏
の
「
た

だ
し
、
そ
れ
は
一
概
の
否
定
で
は
な
く
」
以
下
は
ま
っ
た
く
違
う
問
答
の
こ
と
で
あ
り
、
な
ん
ら
馬
祖
の
即
心
即
仏
と
は
関

係
な
い
。
氏
の
引
用
の
即
心
即
仏
話
の
最
後
、「
如
何
が
是
れ
道
な
ら
ん
」
は
、
次
の
「
所ゆ

え以
に
」
で
始
ま
る
一
文
で
終
わ

る
。
そ
の
一
文
は
、
次
の
「
大
道
」
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
川
氏
の
即
心
即
仏
批
判
へ
の
弁
明
は
、
説

明
に
な
ら
な
い
。

続
い
て
馬
祖
の
嗣
、
伏
牛
の
「
即
心
即
仏
」
批
判
を
見
た
い
。

師
は
後
に
伏
牛
山
に
隠
る
。
一あ

る
ひ日

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
即
心
即
仏
は
、
是
れ
病
な
き
に
病
を
求
む
る
句
、
非
心
非
仏

は
、
是
れ
病
を
薬い

や

す
対
治
の
句
な
り
。（T

51,253b

）

「
是
無
病
求
病
句
」
は
、「
即
心
即
仏
」
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
言
葉
で
あ
る
。
病
が
な
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
病
を
求
め
る
句
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で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
「
病
」
と
は
な
に
か
。「
自
分
が
仏
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
病
い
で
あ

り
、
狂
気
の
沙
汰
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
を
癒
す
に
は
「
非
心
非
仏
」
と
で
も
い
う
ほ
か
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。小

川
氏
は
『
伝
灯
録
』
に
依
拠
し
て
、「
非
心
非
仏
」
が
、
そ
の
教
条
化
し
た
テ
ー
ゼ
「
即
心
即
仏
」
の
弟
子
に
よ
る
批

判
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
い
で
こ
う
い
う
。

「
非
心
非
仏
」
の
語
義
は
、
正
直
の
と
こ
ろ
今
ひ
と
つ
よ
く
解
ら
な
い
。
だ
が
、「
即
心
是
仏
」
の
語
を
馬
祖
自
身
が
反

転
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。（
小
川
２
６
）

む
し
ろ
『
伝
灯
録
』
二
十
八
章
の
「
池
州
南
泉
普
願
和
尚
語
」
は
、
い
か
に
南
泉
が
「
即
心
是
仏
」
と
い
う
輩
に
て
こ

ず
っ
て
い
た
か
を
物
語
る
。

兄ひ
ん
で
い弟
、
今
時
の
人
は
仏
を
担に
な

い
て
肩
上
に
著
け
て
行
く
。
老
僧
が
、
心
是
れ
仏
に
あ
ら
ず
、
智
是
れ
道
に
あ
ら
ず
と
言

う
を
聞
き
て
、
便
ち
頭
を
聚あ

つ

め
て
老
僧
を
推お

さ
ん
（
押
し
倒
す
）
と
擬
す
。
爾な
ん
じが
推
す
処
な
し
。
爾
も
し
虚
空
を
束た
ば

ね

得
て
棒
と
作
し
、
老
僧
を
打
ち
得
れ
ば
、
推
す
に
一
任
す
。
有
る
僧
、
問
う
。
従
上
の
祖
師
、
江
西
大
師
に
至
る
に
、

皆
、
即
心
是
仏
、
平
常
心
是
道
と
云
う
。
今
、
和
尚
は
、
心
是
れ
仏
な
ら
ず
、
智
是
れ
道
な
ら
ず
と
云
う
。
学
人
、
悉

く
疑
惑
を
生
ず
。
請
う
和
尚
、
慈
悲
も
て
指
示
せ
ん
こ
と
を
。
師
乃

0

0

ち
声
を

0

0

0

抗あ

げ
て
答
え
て
曰
く

0

0

0

0

0

0

0

、
爾な
ん
じも
し
是
れ
仏
な

ら
ば
、
更
に
疑
に
渉わ

た

り
て
老
僧
に
却
問
す
る
こ
と
を
休や

め
よ
。
何
処
に
か
恁
麼
に
傍
家
に
仏
を
疑
い
て
来
る
こ
と
あ
ら

ん
。
老
僧
は
且ま

た
是
れ
仏
な
ら
ず
、
ま
た
曾
つ
て
祖
師
に
見ま
み
えず
。
爾
、
恁
麼
に
道
わ
ば
、
自
ら
祖
師
を
覓も
と

め
て
去
れ
。
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…
…
（
問
者
）
曰
く
、
即
心
是
仏
な
る
こ
と
、
既
に
得
ざ
れ
ば
、
是
の
心
、
仏
と
作な

る
や
。
師
曰
く
、
是
心
是
仏
・
是

心
作
仏
は
情
計
の
所
有
に
し
て
、
こ
れ
皆
、
想
の
成
れ
る
な
り
。
仏
は
是
れ
智
人
に
し
て
、
心
は
是
れ
采
集
の
主
な

り
。
皆
、
物
に
対
す
る
時
、
他
は
便
ち
妙
用
な
り
。
大
徳
、
心
を
認
め
仏
を
認
む
る
こ
と
な
か
れ
。
設た

と

え
認
得
す
と
も

是
れ
境
な
り
。
他ひ

と

に
喚よ

ん
で
所
知
の
愚
と
作
さ
る
る
。
故
に
江
西
大
師
の
云
く
、
不
是
心
・
不
是
仏
・
不
是
物
と
。
且ま

た
爾な
ん
じら
、
後
人
を
し
て
恁
麼
に
行
履
せ
し
む
。（T

51,445a-445b

）

「
即
心
即
仏
」
の
誤
解
は
、
小
川
氏
や
入
矢
氏
を
含
め
い
く
ら
で
も
生
ま
れ
る
。
南
泉
が
「
声
を
抗
げ
て
答
え

0

0

0

0

0

0

0

」
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
馬
祖
の
「
各
の
自
ら
の
心
、
是
れ
仏
な
り
」
が
、
わ
た
し
た
ち
の
当
た
り
前
の
心
で
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
「
心
」
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
問
答
が
、『
祖
堂
集
』
馬
祖
嗣
、
大
珠
章
に
あ
る
。

師
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
の
心
、
是
れ
仏
。
仏
を
将も

ち
て
仏
を
求
む
る
を
用
せ
ず
。
汝
の
心
、
是
れ
法
。
法
を
将
ち

て
法
を
求
む
る
を
用
せ
ず
。
…
…
本
智
法
爾
な
れ
ば
、
無
漏
現
前
す
。
蛇
の
化
し
て
龍
と
為
る
に
、
そ
の
鱗
を
改
め
ざ

る
が
如
く
、
衆
生
、
回
心
し
て
仏
と
な
る
に
、
そ
の
面
を
改
め
ず
。（『
祖
堂
集
』265b

）

「
汝
の
心
、
是
れ
仏
」
と
い
っ
て
も
、
あ
た
り
ま
え
な
私
た
ち
の
心
が
仏
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
人
の
本
智
が
法

爾
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
条
件
の
も
と
、
無
漏
（
煩
悩
が
な
い
）
が
実
際
と
な
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
ん
な
あ
り
方
に
は
な
か
な

か
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
珠
は
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
蛇
が
鱗
（
外
面
）
は
同
じ
で
も
龍
に
な
る
よ
う
に
、
衆
生
が

廻
心
し
て
仏
に
な
る
の
に
、
面
（
外
見
）
は
同
じ
で
あ
る
、
と
示
す
。「
廻
心
」
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
わ
た
し
た
ち
の
そ
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れ
な
り
な
当
た
り
前
の
こ
こ
ろ
」
や
「
自
己
本
来
の
心
」
で
は
な
い
。

ま
た
『
伝
灯
録
』
大
珠
章
に
は
こ
う
い
う
話
が
伝
わ
る
。

あ
る
三
蔵
法
師
、
問
う
。
真
如
に
変へ

ん
え
き易
あ
り
や
。
師
曰
く
、
変
易
あ
り
。
三
蔵
曰
く
、
禅
師
は
錯あ
や
ま
れ
る
な
り
。
師
、

却か
え

っ
て
三
蔵
に
問
う
、
真
如
あ
り
や
。
曰
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
若
し
変
易
な
け
れ
ば
決
定
し
て
是
れ
凡
僧
な
り
。
豈あ

に
聞
か
ず
や
、
善
知
識
と
は
能よ

く
三
毒
を
廻め
ぐ

ら
し
て
三さ
ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

と
為
し
、
六
識
を
廻
ら
し
て
六
神
通
と
な
し
、
煩
悩

を
廻
ら
し
て
菩
提
と
な
し
、
無
明
を
廻
ら
し
て
大
智
真
如
と
な
す
。
若
し
変
易
な
け
れ
ば
、
三
蔵
は
真
に
是
れ
自
然
外

道
な
り
。（T

51,247b
）

普
通
「
真
如
」
と
い
え
ば
『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
通
り
、
常
住
不
変
な
も
の
で
あ
る
。
教
義
で
い
え
ば
、
大
珠
が

真
如
に
変
易
が
あ
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
珠
は
「
真
如
」
を
変
易
な
し
と
し
て
、
心
を
そ
の
ま
ま
肯
定

す
る
も
の
を
「
自
然
外
道
」
と
い
い
、
仏
道
と
は
「
三
毒
を
廻
ら
し
て
三
聚
浄
戒
と
為
し
、
六
識
を
廻
ら
し
て
六
神
通
と
な

し
、
煩
悩
を
廻
ら
し
て
菩
提
と
な
し
、
無
明
を
廻
ら
し
て
大
智
真
如
と
な
す
」
こ
と
だ
と
い
う
。「
回
心
」
を
要
す
る
の
で

あ
る
。

そ
の
大
珠
に
も
「
即
心
是
仏
」
に
類
す
る
話
が
あ
る
。

あ
る
行
者
、
問
う
。
即
心
即
仏
、
那ど

れ箇
か
是
れ
仏
な
る
。
師
云
く
、
汝
、
那
箇
か
是
な
ら
ず
と
疑
う
、
指
出
し
て
看

よ
。
行
者
、
無
対
。
師
云
く
、
達
す
れ
ば
則
ち
遍
く
境
に
是
な
り
。
悟
ら
ざ
れ
ば
則
ち
永
く
乖そ

む

き
疎う
と

し
。（『
祖
堂
集
』

267a

）
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行
者
は
大
珠
に
「
即
心
即
仏
」
と
い
う
が
、
ど
れ
が
仏
で
し
ょ
う
か
と
聞
い
た
。
大
珠
は
お
前
の
心
が
仏
だ
と
は
い
わ
な

い
。
ど
れ
が
仏
で
な
い
か
、
指
差
し
て
み
よ
と
聞
い
た
。
答
え
ら
れ
な
い
行
者
に
、
そ
こ
に
達
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
は

そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
る
が
、
悟
ら
な
け
れ
ば
永
久
に
仏
と
乖
離
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
だ
れ
で
も
そ
の
ま
ま
の
心
が
仏
、

な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

馬
祖
の
嗣
、
盤
山
和
尚
も
次
の
よ
う
に
「
即
心
即
仏
」
を
批
判
す
る
。

も
し
即
心
即
仏
と
言
わ
ば
、
今
時
、
未
だ
玄
微
に
入
ら
ず
。
若
し
非
心
非
仏
と
言
わ
ば
、
猶
お
是
れ
指
蹤
の
極
則
な

り
。
向
上
の
一
路
は
千
聖
伝
え
ず
。
…
…
若
し
よ
く
是か

く

の
如
く
、
心
心
無
知
な
ら
ば
、
全
心
即
仏
、
全
仏
即
人
な
り
。

人
仏
異
な
し
。（『
祖
堂
集
』282b

）

盤
山
は
「
即
心
即
仏
」
も
「
非
心
非
仏
」
も
不
十
分
だ
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
処
は
「
千
聖
伝
え
ず
」
と
い
う
。
さ
ら
に

し
か
も
「
心
」
と
い
う
あ
や
ま
り
や
す
い
言
い
方
を
避
け
て
、「
心
心
無
知
」
と
い
う
条
件
を
満
た
せ
ば
、「
全
仏
即
人
な

り
。
人
仏
異
な
し
」、
人
と
仏
は
異
な
ら
な
い
と
端
的
に
示
す
。

も
う
一
つ
、『
伝
灯
録
』
馬
祖
の
嗣
、
西
堂
章
に
載
る
「
即
心
即
仏
」
批
判
話
を
あ
げ
よ
う
。

李
尚
書
翺
、
嘗
つ
て
僧
に
問
う
。
馬
大
師
に
什
麼
の
言
教
か
あ
る
。
僧
云
く
、
大
師
は
或
い
は
即
心
即
仏
と
説
き
、
或

い
は
非
心
非
仏
と
説
く
。
李
云
く
、
総
に
遮
辺
に
過
ぐ
。（T

51,252b

）
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僧
に
聞
い
た
人
は
「
尚
書
」
で
役
人
で
あ
り
、
知
識
も
知
恵
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
人
に
「
即
心
即
仏
」
と
か
「
非
心
非

仏
」
と
教
条
的
な
馬
祖
の
言
葉
を
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、「
遮
辺
」
す
な
わ
ち
こ
ち
ら
の
話
に
す
ぎ
ず
、「
那
辺
」
す
な
わ

ち
仏
法
と
は
関
係
な
い
と
一
蹴
さ
れ
て
い
る
。

馬
祖
の
晩
年
の
嗣
、
東
寺
和
尚
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
批
判
す
る
。

毎つ
ね

に
曰
く
、
大
寂
（
馬
祖
）
禅
師
世
を
去
り
て
、
常
に
好
事
の
者
、
そ
の
語
本
を
録
し
て
、
筌
を
遺わ
す

れ
て
意
を
領
ず
る

能
わ
ざ
る
を
病
み
、
即
心
即
仏
に
し
て
外
に
別
の
説
な
し
と
認
む
。
曽
っ
て
先
匠
を
師
と
せ
ず
、
只
だ
影
跡
に
徇し

た
がう
の

み
。
且し

ば

ら
く
仏
の
何
に
住
し
て
か
、
即
心
と
曰い

う
や
。
心
は
画
師
の
如
く
な
れ
ば
、
仏
を
貶け
な

す
こ
と
甚
だ
し
。
遂
に
言

を
唱
う
る
に
、
心
不
是
仏
、
智
不
是
道
。
剣
、
去
る
こ
と
遠
く
し
て
、
方は

じ

め
て
舟
に
刻
む
。（『
祖
堂
集
』288a

）

東
寺
和
尚
に
よ
れ
ば
、
馬
祖
の
死
後
、「
即
心
即
仏
」
と
い
う
語
だ
け
が
書
か
れ

0

0

0

て
、
馬
祖
の
語
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し

た
。
だ
か
ら
そ
れ
を
批
判
し
て
、
仏
が
な
ん
で
心
で
あ
る
も
の
か
。「
心
」
と
は
（
二
祖
恵
可
が
い
う
よ
う
に
心
識
の
筆
子
で
あ
り

勝
手
に
な
ん
で
も
描
く
）
絵
師
の
よ
う
な
も
の
で
、
心
が
仏
だ
と
い
う
な
ら
仏
を
貶け
な

す
こ
と
も
甚
だ
し
い
。
だ
か
ら
わ
し
は
、

心
は
是
れ
仏
な
ら
ず
。
智
は
是
れ
道
な
ら
ず
と
言
う
。（「
即
心
即
仏
」
と
書
く
こ
と
は
）、
川
に
剣
を
落
と
し
て
ず
っ
と
行
っ
て

か
ら
、
落
と
し
た
場
所
を
覚
え
る
た
め
船
に
印
を
刻
む
よ
う
な
も
の
だ
、
と
憤
慨
す
る
。

現
在
で
も
、
わ
た
し
た
ち
の
当
た
り
前
の
心
が
仏
で
あ
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
仏
を
貶け

な

し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
で
馬
祖
禅
は
「
即
心
是
仏
」
で
あ
る
と
い
う
言
説
、
さ
ら
に
小
川
氏
の
い
う
そ
の
内
実
「『
西
来
意
』
と
は
つ
ま
り
、

各
人
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
『
即
心
是
仏
』
と
い
う
事
実
の
直
指
で
あ
る
」（
小
川
２
２
）
も
論
破
で
き
た
と
思
う
。

小
川
氏
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
坐
禅
な
ど
は
必
要
な
い
。
じ
っ
さ
い
小
川
氏
の
『
語
録
の
言
葉
』
に
は
坐
禅
に
つ
い
て
触
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れ
る
こ
と
が
な
い
。
は
た
し
て
馬
祖
は
坐
禅
を
否
定
、
あ
る
い
は
無
視
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
節　

仏
法
の
趣
旨
は
坐
禅
の
み　
　
　

そ
の
１　

身
命
を
放
つ
処

最
初
に
あ
げ
た
馬
祖
の
法
の
一
つ
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

　

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
旨
趣
。
師
云
く
、
正
に
是
れ
你
が
身
命
を
放
つ
処
の
み
。（『
祖
堂
集
』263b

）

こ
れ
は
、「
仏
法
の
旨
趣
」
と
は
何
か
、
と
い
う
根
本
的
問
い
に
馬
祖
が
答
え
た
も
の
で
、
馬
祖
の
言
葉
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
馬
祖
の
言
葉
で
、
こ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

い
っ
ぽ
う
問
い
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
は
、
お
よ
そ
仏
教
で
あ
れ
ば
、
問
う
べ
き
答
え
る
べ
き
根
本
問
題
で
あ
っ
て
、
座
主

や
禅
僧
も
さ
ま
ざ
ま
に
説
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
馬
祖
の
答
え
は
、
お
よ
そ
教
学
と
は
無
関
係
な
、
こ
の
自
ら
の
身

命
を
放
つ
と
こ
ろ
、
僧
の
身
の
あ
り
方
で
あ
る
。

「
你
が
身
命
を
放
つ
処
」
に
ま
さ
し
く
呼
応
す
る
の
が
、
馬
祖
の
筆
頭
弟
子
の
百
丈
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

問
う
、
如い

か何
な
る
か
是
れ
大
乗
入
道
頓
悟
の
法
。
師
答
え
て
曰
く
、
汝
先ま

ず
諸
縁
を
歇や

め
て
、
万
事
を
休
息
し
、
善
と

不
善
と
、
世
間
の
一
切
諸
法
、
並
び
に
皆
な
放
却
し
て
、
記
憶
す
る
な
く
、
念
を
縁
ず
る
な
か
れ
。
身
心
を
放
捨
し

0

0

0

0

0

0

て0

、
其
を
し
て
自
在
な
ら
し
め
よ
。
心
、
木
石
の
如
く
し
て
、
口
に
弁
ず
る
所
な
く
、
心
に
行
ず
る
所
な
し
。
心
地
、

も
し
空
な
ら
ば
、
慧
日
、
自
ら
現
ぜ
ん
。
猶
お
雲
の
開
く
れ
ば
、
日
、
出
ず
る
が
如
く
に
相
似
す
。
倶
に
一
切
の
攀
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縁
、
貪
嗔
・
受
取
を
歇や

め
、
垢
浄
の
情
尽
き
れ
ば
、
五
欲
八
風
に
対
し
て
、
見
聞
覚
知
の
縛
す
る
所
を
こ
う
ぶ
ら
ず
、

諸
境
の
惑
を
こ
う
ぶ
ら
ず
、
自
然
に
神
通
妙
用
を
具
足
せ
ん
。
是
れ
解
脱
人
な
り
。（『
祖
堂
集
』274a

、『
伝
灯
録
』

（T
51,250a

）
も
ほ
ぼ
同
じ
）

「
身
心
を
放
捨
し
て
」
こ
そ
が
、
馬
祖
の
「
仏
法
の
旨
趣
」
で
あ
る
「
身
命
を
放
つ
処
」
で
あ
る
。「
諸
縁
を
歇や

め
て
、
万

事
を
休
息
し
」
は
、
次
の
よ
う
に
道
元
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
も
出
る
言
葉
で
あ
る
。

諸
縁
を
放
捨
し
、
万
事
を
休
息
し
て
、
善
悪
を
思
わ
ず
、
是
非
を
管
す
る
こ
と
な
か
れ
。（T

82,1a

）

「
心
、
木
石
の
如
く
に
し
て
」
は
、『
伝
灯
録
』
達
摩
章
の
細
字
「
別
記
に
云
く
、
…
…
外
に
諸
縁
を
熄や

め
、
内
に
心
喘あ
え

ぐ

こ
と
な
く
、
心
、
牆
壁
の
如
く
し
て
以
て
道
に
い
る
べ
し
」（T

51,219c

）
と
同
じ
で
あ
る
。

「
大
乗
入
道
頓
悟
の
法
」
と
は
、
ま
さ
し
く
達
摩
の
伝
え
た
坐
禅
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
坐
禅
を
百
丈
は
こ
う
も
説
く
。

問
う
。
如
何
が
自
由
を
得
ん
。
師
答
え
て
曰
く
、
如
今
、
五
欲
八
風
に
対
し
て
、
情
に
取
捨
な
く
、
垢
浄
倶
に
亡
ず
れ

ば
、
日
月
の
空
に
在
る
が
如
く
、
縁
ぜ
ず
し
て
照
ら
す
。
心
、
木
石
の
如
く
に
し
て
、
亦
た
香
象
の
流
れ
を
截
ち
て
過す

ぐ
る
が
如
し
。
更
に
疑
滞
無
し
。
此
の
人
、
天
堂
・
地
獄
も
摂
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。（『
祖
堂
集
』275b

）。

「
心
、
木
石
の
如
く
」
も
「
縁
ぜ
ず
し
て
照
ら
す
」
も
、
と
も
に
坐
禅
の
用
心
で
あ
る
。
百
丈
は
さ
ら
に
い
う
。
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も
し
よ
く
一
生
、
心
、
木
石
の
如
く
に
相
似
せ
ば
、
陰
界
五
欲
八
風
の
漂
溺
す
る
所
と
な
ら
ず
。
則
ち
生
死
の
因
を
断

ち
、
去
住
、
自
由
な
り
。（『
祖
堂
集
』275a

）

『
祖
堂
集
』
百
丈
章
に
三
度
も
説
か
れ
る
、「
心
、
木
石
の
如
く
」
何
も
求
め
ず
、
何
も
修
さ
な
い
坐
禅
こ
そ
、
馬
祖
禅
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

実
際
に
百
丈
が
坐
禅
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
『
禅
門
規
式
』（
清
規
）
に
「
長
連
床
を
設
け
」
常
に
坐
禅
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
寝
る
時
も
「
そ
の
坐
禅
、
既
に
久
し
き
を
以
て
」（T

51,251a

）
寝
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ

う
が
、
具
体
的
な
堂
内
で
の
百
丈
の
坐
禅
が
こ
う
記
さ
れ
る
。

師
、
有
る
一
日
、
法
堂
裏
に
坐
し
て
、
直
に
四
更
に
到
る
。（『
祖
堂
集
』273a

）

こ
の
坐
禅
は
百
丈
の
嗣
、
黄
檗
も
継
承
し
て
こ
う
い
う
。

（
衆
生
は
）
念
を
息や

め
慮
を
忘
ず
れ
ば
、
仏
自
ら
現
前
す
る
を
知
ら
ず
。
此
の
心
、
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即
ち
是
れ

衆
生
な
り
。
衆
生
は
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。（『
伝
心
法
要
』、『
伝
灯
録
』T

51,270b-c

）

「
即
心
是
仏
」
と
い
わ
れ
た
「
心
」
は
、
こ
こ
で
は
明
瞭
に
「
念
を
息
め
慮
を
忘
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
坐
禅

の
時
し
か
あ
り
え
な
い
。
黄
檗
は
ま
た
い
う
。
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無
心
と
は
一
切
の
心
な
き
な
り
。
如
如
の
体
は
、
内
外
木
石
の
如
く
に
し
て
動
ぜ
ず
、
転
ぜ
ず
。
内
外
虚
空
の
如

く
に
し
て
塞ふ

さ

が
ず
、
礙さ

え
ず
。
能
な
く
所
な
く
、
方
所
な
く
、
相
貌
な
く
、
得
失
な
し
。（『
伝
心
法
要
』、『
伝
灯
録
』

T
51,270c

）

「
内
外
木
石
の
如
く
に
し
て
動
ぜ
ず
、
転
ぜ
ず
」
は
坐
禅
の
功
夫
を
い
っ
て
い
る
。

そ
の
２　

磨
甎
作
鏡
話
の
意
味

馬
祖
が
道
を
得
る
機
縁
と
な
っ
た
の
は
磨ま

甎せ
ん

話
だ
と
伝
え
る
。

馬
和
尚
、
一
処
に
在
り
て
坐
す
。
譲
和
尚
、
甎か

わ
らを
将も

ち
去ゆ

き
て
、
面
前
の
石
上
に
磨
す
。
馬
師
問
う
、
什
麼
を
か
作

す
。
師
曰
く
、
甎
を
磨
き
て
鏡
と
作
す
。
馬
師
曰
く
、
磨
し
て
豈あ

に

鏡
と
成
る
こ
と
を
得
ん
や
。
師
曰
く
、
甎
を
磨
し
て

尚
お
鏡
と
成
ら
ず
。
坐
禅
し
て
豈
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
馬
師
曰
く
、
如
何
に
す
れ
ば
即
ち
是
な
ら
ん
。
師
曰

く
、
人
の
車
を
駕
す
る
が
如
き
、
車
も
し
行
か
ざ
れ
ば
、
車
を
打
つ
が
即
ち
是
な
る
や
、
牛
を
打
つ
が
即
ち
是
な
る

や
。
師
又
た
曰
く
、
汝
は
は
た
坐
禅
を
学
ぶ
や
、
は
た
坐
仏
を
学
ぶ
や
。
も
し
坐
禅
を
学
べ
ば
、
禅
は
坐
臥
に
あ
ら

ず
。
も
し
坐
仏
を
学
べ
ば
、
仏
は
定
相
に
あ
ら
ず
。
法
に
お
い
て
住
す
る
な
く
、
取
捨
す
べ
か
ら
ず
。
何
を
か
之
を
為

さ
ん
。
汝
、
も
し
坐
仏
せ
ば
、
却
っ
て
是
れ
殺
仏
な
り
。
若
し
坐
相
を
執
す
れ
ば
、
解
脱
の
理
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
馬

師
、
師
の
所
説
を
聞
き
て
、
座
よ
り
起
ち
て
、
礼
拝
し
て
問
う
て
曰
く
、
如
何
が
用
心
す
れ
ば
、
即
ち
禅
定
無
相
三
昧

に
合
す
る
や
。
師
曰
く
、
汝
、
心
地
の
法
門
を
学
す
る
は
、
な
お
、
種
を
下
す
が
ご
と
し
。
我
が
法
要
を
説
く
は
、
彼

の
天
沢
に
譬
ゆ
。
汝
の
縁
、
合
す
る
が
故
に
当
に
道
を
見
る
べ
し
。（『
祖
堂
集
』72b

）
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『
伝
灯
録
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
懐
譲
の
問
い
に
「（
道
）
一
無
対
」
と
加
え
、
懐
譲
の
言
葉
を
聞
い
て
「（
道
）
一
、
示
誨
を

聞
く
に
醍
醐
を
飲
む
が
ご
と
し
」（T

51,240c

）
と
加
え
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
馬
祖
が
坐
禅
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
馬
祖
は
坐
禅
し
て
悟
り

を
開
き
、
成
仏
し
よ
う
と
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。「
甎
」
は
凡
夫
で
あ
る
馬
祖
を
表
し
、「
鏡
」
は
仏
を
表
す
。
凡
夫
が
ど

ん
な
に
坐
禅
を
し
て
も
仏
に
な
ら
な
い
、
と
懐
譲
は
示
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
馬
祖
は
聞
い
た
。

人
が
牛
車
に
駕の

る
時
、
も
し
行
か
な
い
な
ら
、
牛
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。「
牛
」
と
は
そ
の
譬
え
の
出
典
に
「
牛
駕
車
の
如

し
。
車
、
も
し
行
か
ず
ば
す
な
わ
ち
須
く
牛
を
策
し
て
車
を
打
つ
べ
か
ら
ず
。
身
は
な
お
車
の
如
く
、
心
は
彼
の
牛
の
ご
と

し
（『
大
荘
厳
論
経
』T

4

、266a
）」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
学
す
る
」
と
は
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
坐
禅
を
修
す
る
な
ら
、

禅
定
と
い
う
の
は
坐
に
限
る
の
で
は
な
く
、
仏
と
い
う
の
は
「
坐
禅
」
と
い
う
決
ま
っ
た
相
を
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
、
坐

禅
の
形
に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
最
後
の
問
答
は
、
馬
祖
が
「
禅
定
無
相
三
昧
に
合
す
る
」
こ
と
を
求
め
た
と

は
思
え
ず
、「
心
地
の
法
門
」
を
修
す
る
こ
と
が
「
種
」
で
、
懐
譲
の
説
法
が
「
雨
」
だ
と
も
思
え
な
い
。『
宝
林
伝
』
以
来

の
伝
法
偈
の
影
響
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
果
た
し
て
「
坐
禅
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
凡
夫
が
坐
禅
し
て
も
仏
に
な
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
坐
禅

の
否
定
で
は
な
い
。
凡
夫
が
仏
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
否
定
で
あ
り
、
人
は
仏
に
な
れ
な
い
。「
坐
禅
」
は
譬
え
で
い
え

ば
、「
牛
車
に
駕の

る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
乗
っ
て
行
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
坐
禅
の
用
心
が
説
か
れ
て

い
る
。
坐
相
に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
か
ん
た
ん
に
分
か
る
が
、「
法
に
お
い
て
住
す
る
な
く
、
取
捨

す
べ
か
ら
ず
。
何
を
か
之
を
為
さ
ん
」
は
、
か
ん
た
ん
に
は
理
解
で
き
な
い
。
前
二
つ
は
「
念
を
息
め
慮
を
忘
ず
」「
心
、

木
石
の
如
く
」
で
あ
ろ
う
。「
何
を
か
之
を
為
さ
ん
」
は
、
実
に
微
妙
で
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
を
絶
妙
に
表
現
し
て



103

馬祖禅とはなにか　――従来の説の批判として――　［上］（松岡 由香子）

い
る
の
が
、
薬
山
で
あ
る
。
薬
山
は
石
頭
に
嗣つ

い
だ
が
、
そ
の
問
答
に
こ
う
あ
る
。

薬
山
、
一
処
に
在
り
て
坐
す
。
師
問
う
、
你
、
這
裏
に
在
り
て
什
麼
を
か
作
す
。
対
え
て
曰
く
、
一
物
も
也ま

た
為
さ

ず
。
師
曰
く
、
與よ

も麼
な
ら
ば
則
ち
閑
坐
す
る
な
り
。
対
え
て
曰
く
、
も
し
閑
坐
せ
ば
則
ち
為
せ
り
。
師
曰
く
、
你
、
為

さ
ず
と
道
う
、
箇
の
什
麼
を
か
為
さ
ざ
る
。
対
え
て
曰
く
、
千
聖
も
亦
た
識
ら
ず
。（『
祖
堂
集
』77a

）

坐
禅
を
し
て
い
る
薬
山
は
、
石
頭
か
ら
い
っ
た
い
何
を
為
す
（
作
す
）
か
、
と
問
わ
れ
て
、
な
ん
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
、

と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
馬
祖
が
「
道
は
修
す
る
を
用
い
ず
」
と
い
っ
た
当
体
で
あ
る
。
石
頭
は
な
お
も
追
及
す
る
。
何

も
し
て
い
な
い
と
い
う
な
ら
、
閑
坐
、
た
だ
の
ん
び
り
坐
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
。
そ
れ
に
対
し
て
薬
山
は
、
閑
坐
し
て
い

る
な
ら
、
そ
れ
も
何
か
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
と
答
え
る
。「
す
る
こ
と
、
修
す
る
こ
と
」
の
徹
底
的
な
否
定
で

あ
る
。
な
お
も
石
頭
は
追
及
の
手
を
ゆ
る
め
な
い
。
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
な
い
の
か
。
こ

れ
は
さ
す
が
に
答
え
に
窮
す
る
質
問
で
あ
る
。
そ
れ
を
薬
山
は
、「
千
人
の
聖
人
で
も
ご
存
じ
な
い
」
と
答
え
る
。
坐
禅
が

何
か
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
見
事
な
応
え
で
あ
る
。
そ
の
応
答
を
石
頭
は
た
た
え
て
い
う
。

従
来
、
共
に
住
む
も
名
を
知
ら
ず
。
任
運
に
相
い
将と

も
ない

て
作そ

も麼
に
行
く
。
古
え
よ
り
の
上
賢
す
ら
猶
お
識
ら
ず
。
造
次

［
い
い
か
げ
ん
な
］
の
常
流
［
凡
人
］、
豈
に
明
ら
む
べ
け
ん
や
。（『
祖
堂
集
』77a

）

何
も
し
て
い
な
い
坐
禅
に
お
い
て
、
も
は
や
薬
山
と
い
う
名
（
個
人
）
が
落
ち
る
。
そ
こ
に
残
る
の
は
個
人
と
別
物
で
は

な
く
、
い
つ
も
共
に
あ
る
が
、
決
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
「
仏
」
と
名
を
つ
け
れ
ば
大
間
違
い
に
な
る
。
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こ
の
「
共
に
住
む
」
も
の
は
、
だ
れ
に
あ
っ
て
も
そ
う
な
の
だ
。
そ
れ
を
さ
し
て
「
汝
の
心
、
是
れ
仏
な
り
」
と
い
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
懐
譲
と
馬
祖
に
と
っ
て
は
こ
の
「
心
」
こ
そ
、
坐
禅
で
功
夫
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
馬
祖
が
坐
禅
を
し
た
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
が
非
常
に
大
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
百
丈
、
黄
檗
以
外
の
馬
祖
の
弟
子
た
ち
の
坐
禅
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
３　

直
弟
子
た
ち
の
坐
禅

『
祖
堂
集
』
に
最
初
に
載
る
馬
祖
の
弟
子
、
大
珠
慧
海
は
、
お
よ
そ
禅
師
な
る
も
の
は
坐
禅
す
べ
き
こ
と
を
、
次
の
よ
う

に
い
う
。

あ
る
王
長
吏
、
問
う
。
法
師
と
律
師
と
禅
師
と
阿い

ず

れ
那
箇
か
最
勝
な
る
。
師
云
く
、
法
師
な
る
者
は
、
師
子
座
に
踞
し
、

懸
河
の
弁
を
瀉そ

そ

ぐ
。
…
…
律
師
な
る
者
は
、
毘
尼
〔
律
〕
の
法
蔵
を
啓ひ
ら

き
、
…
…
禅
師
た
る
者
は
そ
の
枢
要
を
撮と

り
、

直
に
心
源
を
了
ず
。
出
没
巻
舒
し
て
縦
横
に
物
に
応
ず
。
咸み

な
事
理
を
均
し
く
し
て
、
頓
に
如
来
を
見
る
。
生
死
の
深

根
を
抜
き
、
現
前
の
三
昧
を
得
。
も
し
安
禅
静
慮
せ
ざ
れ
ば
、
者
裏
に
到
り
て
惣
に
須
ら
く
茫
然
た
る
べ
し
。（『
祖
堂

集
』266a

）

法
師
と
律
師
と
禅
師
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
詳
細
に
説
い
て
、
禅
師
は
心
源
を
了
じ
て
「
安
禅
静
慮
」、
す
な
わ
ち
坐

禅
す
る
べ
き
こ
と
を
い
う
。

そ
の
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
で
百
丈
の
次
に
出
る
魯
祖
に
お
い
て
も
明
白
で
あ
る
。
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魯
祖
和
尚
、
馬
大
師
に
嗣
ぐ
。
池
州
に
在
り
。
師
の
諱
は
宝
雲
。
機
格
、
玄
峻
な
り
。
学
徒
の
来
り
て
参
ず
れ
ば
、
面

壁
し
て
坐
す
る
の
み
。（『
祖
堂
集
』276a

）

ま
た
次
の
よ
う
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

南
泉
和
尚
到
る
。
師
〔
魯
祖
〕
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
南
泉
、
手
を
以
っ
て
師
の
背
を
拍う

つ
。
師
云
く
、
你
是
れ
阿

誰
。
泉
云
く
、
普
願
。
師
云
く
、
如な

ん
だ何
。
泉
云
く
、
ま
た
尋
常
な
り
。
師
云
く
、
汝
、
何
ぞ
多
事
な
る
。（『
祖
堂
集
』

276b

）

魯
祖
が
ひ
た
す
ら
坐
禅
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
よ
く
わ
か
る
が
、
南
泉
は
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
魯
祖
の
坐
禅
と
南
泉
を
め
ぐ
る
話
が
あ
る
。

南
泉
、
僧
に
教
う
る
に
、
你
魯
祖
の
処
に
去ゆ

け
、
彼
の
中
に
到
ら
ば
便
ち
来い
わ
れ由
あ
ら
ん
と
教
う
。
そ
の
僧
、
南
泉
を
辞

し
て
、
便
ち
魯
祖
の
処
に
去
く
。
師
、
纔
に
僧
の
来
た
る
を
見
て
、
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
其
の
僧
、
意
を
在お

か
ず
し

て
却ま

た
南
泉
に
帰
る
。
南
泉
問
う
、
魯
祖
の
処
に
到
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
到
る
。
泉
曰
く
、
廻か
え

る
こ
と
太は
な
はだ
速
き
か

な
。
対
え
て
曰
く
、
魯
祖
和
尚
、
纔
に
某
甲
を
見
る
や
便
ち
面
壁
し
て
坐
す
。
所
以
に
転
じ
来
れ
り
。
南
泉
便
ち
云

く
、
王
老
僧
（
南
泉
）、
初
め
て
出
世
せ
し
時
に
、
你
諸
人
に
向
い
て
道
う
、
仏
、
未
だ
出
世
せ
ざ
り
し
時
に
向
い
て

体
会
せ
よ
。
尚な

お自
一
箇
半
箇
を
得
ず
。
是
れ
、
伊か
れ

は
與
麼
に
し
て
驢
年
（
虚
し
く
過
ご
し
た
年
月
）、
一
箇
半
箇
を
得
る
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や
。（『
祖
堂
集
』277a

）

こ
の
南
泉
の
言
葉
は
、
ど
う
解
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
三
人
の
問
答
が
載
る
が
一
つ
だ
け
記
そ
う
。

安
国
和
尚
、
拈と

り
て
雲
居
に
問
う
。
魯
祖
は
過と
が

、
什い

ず

こ
麼
処
に
在
り
て
、
南
泉
の
呵
嘖
を
被
る
。
雲
居
、
便
ち
呵
す
。

安
国
、
声
を
出
し
て
啼
哭
す
。
雲
居
云
く
、
却か

え

り
て
讃
嘆
を
成
せ
り
。
安
国
、
こ
れ
よ
り
哭
く
を
止
む
。（『
祖
堂
集
』

277a

）

雲
居
は
、「
南
泉
は
呵
責
し
た
の
で
は
な
く
、
讃
歎
し
た
の
だ
」
と
い
う
。
た
し
か
に
そ
う
で
あ
っ
て
、
南
泉
は
は
じ
め

か
ら
諸
仏
、
出
世
以
前
の
と
こ
ろ
を
体
得
せ
よ
、
と
言
っ
た
の
に
、
誰
も
も
の
に
で
き
な
か
っ
た
、
と
省
み
る
。
そ
し
て
、

彼
、
魯
祖
は
得
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
形
で
い
っ
て
終
わ
る
。
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
魯
祖
や
南
泉
が
悪
い
と
い
う

よ
り
、
弟
子
の
出
来
が
悪
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
言
葉
や
身
振
り
で
示
す
南
泉
と
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐
る
魯
祖
と
は
宗
風
が

違
う
の
で
あ
る
。
馬
祖
が
坐
禅
を
厳
格
に
教
え
な
か
っ
た
ら
、
魯
祖
の
よ
う
な
弟
子
は
生
ま
れ
ま
い
（『
伝
灯
録
』
の
雲
居
の

言
葉
は
ま
っ
た
く
異
な
る
）。

も
っ
と
も
『
伝
灯
録
』
に
は
、
熱
心
に
坐
禅
す
る
惟
建
禅
師
に
、
馬
祖
が
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
話
が
あ
る
。

洪
州
の
泐
潭
惟
建
禅
師
。
一
日
、
馬
祖
の
法
堂
の
後
に
在
り
て
坐
禅
す
。（
馬
）
祖
、
見
て
乃
ち
師
の
耳
を
吹
く
こ
と
、

両
吹
す
。
師
、
定
よ
り
起
ち
て
、
是
れ
（
馬
）
祖
和
尚
な
り
と
見
て
、
却ま復
た
入
定
す
。（
馬
）
祖
、
方
丈
に
帰
り
て
、

侍
者
を
し
て
一
椀
の
茶
を
持
し
て
師
に
与
え
し
む
。
師
、
顧
み
ず
し
て
便
ち
自
ら
堂
に
帰
る
。（T

51,248a

）
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こ
こ
で
馬
祖
は
惟
建
が
坐
禅
す
る
の
を
ま
っ
た
く
咎
め
て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
茶
を
呈
し
た
の
で
あ

る
が
、
惟
建
は
、
坐
禅
は
人
か
ら
労
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
、
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。
馬
祖
が
一
本
と
ら
れ

た
話
だ
ろ
う
。

馬
祖
禅
に
つ
い
て
「
坐
禅
修
行
」
を
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
が
実
際
に
馬
祖
が
坐
禅
し
て
い
た
こ
と
は
『
伝
灯

録
』
に
は
省
か
れ
て
い
る
が
、『
祖
堂
集
』
で
は
こ
う
伝
え
る
。

師
、
有
る
一
日
、
禅
床
に
上
り
、
纔
に
與
麼
に
坐
す
る
や
、
便
ち
洟
唾
す
。
侍
者
、
便
ち
問
う
…
…
。（『
祖
堂
集
』

262a

）

問
答
は
続
く
の
で
あ
る
が
、
馬
祖
の
と
こ
ろ
に
は
坐
禅
を
す
る
「
禅
床
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
馬
祖
も
坐
禅
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

ま
た
大
安
寺
の
講
僧
に
対
し
て
こ
う
い
う
。

是
れ
汝
自
身
、
尚
お
乃
ち
未
だ
恬て

ん
ぜ
い静

を
得
ざ
る
に
、
何
ぞ
能
く
他
を
し
て
道
業
成
持
せ
し
め
ん
や
。
汝
、
見
ず
や
。
金

剛
蔵
菩
薩
、
解
脱
月
菩
薩
に
告
げ
て
言
く
、
我
は
当
に
自
ら
正
行
を
修
し
、
亦
た
他
に
勧
め
て
正
行
を
修
せ
し
め
ん
。

何
を
以
て
の
故
ぞ
や
。
若
し
自
ら
正
行
を
修
行
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
他
を
し
て
修
せ
し
め
る
者
は
、
是
の
処

こ
と
わ
りあ
る

こ
と
な
し
。
汝
、
生
死
不
浄
の
心
を
将も

ち
て
、
口
頭
に
取
弁
し
、
錯
り
て
仏
教
を
伝
う
。（『
祖
堂
集
』261a

）
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こ
の
よ
う
に
い
う
馬
祖
が
修
行
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
話
も
『
伝
灯
録
』
は
落
と
し
て
い

る
。
馬
祖
の
僧
団
が
坐
禅
を
よ
く
し
た
一
つ
の
証
拠
が
、『
祖
堂
集
』
黄
檗
章
に
「
馬
大
師
の
下
に
八
十
八
人
有
り
て
道
場

に
坐
す
も
、
…
…
」（『
祖
堂
集
』310b

）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二
章
　「
作
用
即
性
」
の
検
証

一
節　
「
作
用
即
性
」
と
い
う
言
葉
の
由
来

冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に
入
矢
義
高
氏
は
馬
祖
禅
を
こ
う
い
う
。

…
…
あ
え
て
一
言
で
、
そ
の
端
的
を
言
う
な
ら
ば
、「
作
用
即
性
」
ま
た
は
「
日
用
即
妙
用
」 

と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ダ
ル
マ
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
血
脈
論
』
に
、
あ
た
か
も
こ
の
定
理
を
解
説
し
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
一
段
が
あ
る
。

曰
く
、「
仏
と
は
イ
ン
ド
の
言
葉
で
、
わ
が
国
で
い
う
覚
性
の
こ
と
で
あ
る
。
覚
と
は
霊
覚
で
あ
り
機
に
応
じ
物
に
対

し
て
、
眉
を
揚
げ
目
を
瞬
き
、
手
を
働
か
せ
、
足
を
動
か
す
と
い
う
〔
日
常
の
営
み
〕
が
、
全
て
自
己
の
霊
覚
の
性
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
性
は
つ
ま
り
心
で
あ
り
、
心
は
つ
ま
り
仏
で
あ
り
、
仏
は
つ
ま
り
道
で
あ
り
、
道
は
つ
ま
り
禅
で
あ

る
」。
い
わ
ば
教
学
的
な
仏
の
聖
性
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
仏
そ
の
も
の
を
、
己
に
奪
取
す
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
が
「
い
ま

君
が
見
た
り
聞
い
た
り
、
知
覚
し
た
り
認
識
し
た
り
す
る
そ
の
働
き
、
そ
れ
が
も
と
も
と
君
の
本
性
、
あ
る
い
は
本

心
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
が
あ
る
の
で
は
な
い
」（『
宗
鏡
録
』
巻
十
四
）
と
述
べ
て
い
る
趣
旨

も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
り
…
…
。
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こ
こ
で
引
か
れ
る
『
血
脈
論
』
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
見
性
」
の
語
が
三
十
二
回
使
わ
れ
る
見
性
禅
の
書
で
あ
り
、

日
本
達
摩
宗
で
も
用
い
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
宗
鏡
録
』
も
仏
・
儒
・
老
三
教
一
致
を
唱
え
た
、
石
頭
・
馬
祖
の

両
系
と
は
別
の
流
れ
に
属
す
る
永
明
延
寿
の
著
で
あ
る
。
今
挙
げ
ら
れ
た
二
つ
の
言
葉
を
原
典
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
最
初
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

仏
は
是
れ
西
国
の
語
な
り
。
此
土
に
は
覚
性
と
云
う
。
覚
と
は
霊
覚
な
り
。
機
に
応
じ
物
に
接
す
。
揚
眉
瞬
目
、
手
を

運
び
足
を
動
か
す
。
皆
な
是
れ
自
己
の
霊
覚
の
性
な
り
。
性
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。
心
は
即
ち
是
れ
仏
な
り
。
仏
は
即

ち
是
れ
道
な
り
。
道
は
即
ち
是
れ
禅
な
り
。（T

48,375a

）

次
に
『
宗
鏡
録
』
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
、
見
聞
覚
知
す
る
は
、
元も

と

是
れ
汝
の
本
性
な
り
。
ま
た
本
心
と
名
づ
く
。
更
に
此
の
心
を
離
れ
て
別
に
仏
あ
ら
ず
。

（T
48,492a

）

『
宗
鏡
録
』
で
は
、
こ
の
直
前
に
も
馬
祖
の
言
葉
と
し
て
こ
う
い
う
。

四
大
の
身
は
生
滅
あ
る
を
見
る
も
、
霊
覚
の
性
は
実
に
生
滅
な
し
と
見
る
。
汝
、
今
、
こ
の
性
を
悟
ら
ば
、
名
づ
け
て

長
寿
と
な
す
。
ま
た
如
来
寿
量
と
名
づ
く
。（T

48,492a

）
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こ
れ
は
不
生
不
滅
の
実
体
と
し
て
「
霊
覚
の
性
」
を
説
き
「
長
寿
」
と
い
う
道
教
的
用
語
も
あ
る
が
、『
血
脈
論
』
も
、

「
此
の
心
」
を
「
不
生
不
滅
・
・
・
ま
た
長
生
不
死
と
名
づ
け
、
ま
た
大
仙
と
名
づ
く
。」（T

48,374b

）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
思
想
が
馬
祖
の
法
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。

「
作
用
即
性
」
の
思
想
は
、
実
は
『
伝
灯
録
』
巻
四
の
達
摩
章
で
、
イ
ン
ド
の
達
摩
に
帰
依
し
た
仏
教
六
宗
の
一
つ
無
相

宗
の
波
羅
提
が
異
見
王
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

王
は
怒
り
て
問
う
て
曰
く
、
何
者
か
是
れ
仏
。
答
え
て
曰
く
、
見
性
、
是
れ
仏
な
り
。
王
曰
く
、
師
、
見
性
す
る
や
。

答
え
て
曰
く
、
我
は
仏
性
を
見
る
。
王
曰
く
、
性
は
何
処
に
在
り
や
。
答
え
て
曰
く
、
性
は
作
用
に
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
王
曰
く
、

是
れ
何
の
作
用
ぞ
。
我
、
今
見
ず
。
答
え
て
曰
く
、
今
、
作
用
見あ

ら
わる
る
も
、
王
自
ら
見
ず
。
王
曰
く
、
我
に
於
い
て
有

り
や
。
答
え
て
曰
く
、
王
も
し
作
用
す
れ
ば
是
な
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
し
。
王
も
し
用
い
ざ
れ
ば
、
体
ま
た
見
難
し
。

王
曰
く
、
も
し
用
に
当
た
る
時
は
幾い

ず
こ処
に
か
出
現
せ
ん
。
答
え
て
曰
く
、
も
し
出
現
す
る
時
は
ま
さ
に
そ
の
八
あ
る
べ

し
。
王
曰
く
、
そ
の
八
の
出
現
、
当
に
我
が
た
め
に
説
く
べ
し
。
波
羅
提
は
即
ち
偈
を
説
い
て
曰
く
、
胎
に
あ
り
て
は

身
と
為
り
／
世
に
処
し
て
は
人
と
名
づ
く
／
眼
に
在
り
て
は
見
と
曰い

い
、
耳
に
在
り
て
は
聞
と
曰
い
／
鼻
に
在
り
て
は

香
を
弁
じ
／
口
に
在
り
て
は
談
論
す
／
手
に
在
り
て
は
執
捉
し
／
足
に
在
り
て
は
運
奔
す
／
遍
く
現
ず
れ
ば
倶
に
沙

界
に
該あ

ま
ねく

／
収
摂
す
れ
ば
一
微
塵
に
在
り
／
識し

る
者
は
是
れ
仏
性
な
り
と
知
り
／
識
ら
ざ
れ
ば
喚
ん
で
精
魂
と
作
す
。

（T
51,218b

）

こ
れ
も
「
見
性
」
を
い
い
、「
仏
性
」
を
そ
の
体
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
は
六
根
の
見
聞
覚
知
と
手
足
の
運
動
で
あ
り
、



111

馬祖禅とはなにか　――従来の説の批判として――　［上］（松岡 由香子）

「
霊
覚
の
性
」
と
同
じ
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
も
思
想
も
馬
祖
に
は
な
い
。
小
川
氏
は
、
こ
れ
を
臨
済
の
「
一
精
明
」

（
小
川
２
５
８
）
あ
る
い
は
「
一
無
位
の
真
人
」（
小
川
２
６
０
）
と
同
一
視
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
玄
沙
な
ど
の
そ
の
批
判

も
含
め
て
、
今
は
触
れ
な
い
。

二
節　

呼
べ
ば
応
諾
す
る
も
の
か

小
川
氏
は
鈴
木
大
拙
師
の
『
禅
百
題
』
と
い
う
随
筆
集
の
一
節
、「『
お
い
』
と
呼
ん
で
『
う
ん
』
と
答
え
る
と
こ
ろ
に
禅

の
端
的
を
指
示
せ
ん
と
す
る
実
例
は
、
禅
録
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
え
る
」
を
引
用
し
て
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
「
ハ
イ
」
と

応
え
る
こ
と
が
「
作
用
即
性
」
で
、
そ
の
見
聞
覚
知
の
性
こ
そ
が
、
本
心
で
あ
り
即
心
是
仏
で
あ
る
と
示
そ
う
と
す
る
（
小

川
６
９
）。
そ
の
例
と
し
て
『
無
門
関
』
の
三
つ
の
則
（
十
、十
七
、二
十
二
）
を
出
す
が
、『
無
門
関
』
は
見
性
の
た
め
の
公
案

集
で
あ
り
、
馬
祖
禅
と
は
関
係
な
い
。

そ
の
中
に
あ
る
第
十
七
則
「
国
師
三
喚
」
は
、『
伝
灯
録
』
に
も
あ
る
が
、
か
っ
こ
の
中
に
仏
祖
た
ち
の
商
量
が
載
る
。

（
慧
忠
）
一
日
、
侍
者
を
喚
ぶ
。
侍
者
応
諾
す
。
是
の
如
く
三
た
び
召
し
、
皆
応
諾
す
。
師
曰
く
将
に
謂お
も

え
り
、
吾
、

汝
に
孤
負
す
と
。
却か

え

っ
て
是
れ
、
汝
、
吾
に
孤
負
す
（
僧
、
玄
沙
に
問
う
。
国
師
、
侍
者
を
喚
ぶ
意
、
作な

に

か
麼
生
。
玄
沙
云
く
、

却
っ
て
是
れ
、
侍
者
会
す
な
り
。
雲
居
の
錫
云
く
、
且ま

た
道い

え
、
侍
者
は
会
す
や
会
せ
ざ
る
や
。
も
し
会
す
と
道
わ
ば
、
国
師
、
又
た

汝
、
吾
に
孤
負
す
と
。
も
し
会
せ
ず
と
道
わ
ば
、
玄
沙
は
又
た
道
わ
ん
、
却
っ
て
是
れ
、
侍
者
会
す
な
り
と
。
且
く
作
麼
生
か
商
量
す
。

玄
覚
徴
し
て
僧
に
問
う
。
什な

ん麼
ぞ
是
れ
侍
者
の
会
す
る
処
。
僧
云
く
、
若
し
会
せ
ざ
れ
ば
、
争い

か
でか
恁
麼
に
応
ず
る
を
解
せ
ん
と
。
玄
覚

云
く
、
汝
、
少
し
く
会
す
る
在
り
…
…
）。（T

51,244a-b

）
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小
川
氏
は
こ
の
商
量
を
無
視
し
て
、
則
の
意
味
を
こ
う
い
う
。

お
前
が
開
悟
の
機
縁
を
得
ら
れ
ぬ
の
も
、
師
た
る
自
分
の
せ
い
だ
、
相
す
ま
ぬ
こ
と
だ
と
思
う
て
お
っ
た
。
だ
が
、

「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
、
三
度
も
呼
ん
で
や
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も
何
も
気
づ
か
ぬ
か
。
お
前

の
ほ
う
こ
そ
、
よ
ほ
ど
わ
し
に
相
す
ま
ぬ
で
は
な
い
か
。（
小
川
７
３
）

し
か
し
、
玄
沙
は
侍
者
が
会
し
た
と
い
い
、
こ
の
後
、
法
眼
や
趙
州
の
商
量
も
続
い
て
い
て
、
と
て
も
小
川
氏
の
よ
う
に

か
ん
た
ん
に
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」
の
例
と
し
て
、
小
川
氏
は
さ
ら
に
『
伝
灯
録
』
に
あ
る
良
遂
の
話
を
引
く
。
良
遂
章
は
こ
れ
一

問
の
み
で
あ
り
、『
祖
堂
集
』
に
彼
の
章
は
な
い
。

寿
州
良
遂
禅
師
、
初
め
て
麻
谷
に
参
ず
。
麻
谷
、
召
し
て
曰
く
、
良
遂
。
師
応
諾
す
。
是か

く

の
如
く
三
た
び
召
し
三
た
び

応
ず
。
麻
谷
曰
く
、
遮こ

の
鈍
根
の
阿
師
。
師
、
方は
じ

め
て
省
悟
し
て
乃
ち
曰
く
、
和
尚
、
良
遂
を
謾
ず
る
莫
れ
。
若
し
来

り
て
和
尚
を
礼
拝
せ
ざ
れ
ば
、
幾ほ

と

ん
ど
一
生
を
空
し
く
過
ご
さ
ん
と
せ
り
。
麻
谷
、
之
を
可
と
す
。（T

51,269a

）

そ
し
て
、
こ
う
評
す
る
。

三
度
呼
ば
れ
て
三
度
「
応
諾
」
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
、
慧
忠
国
師
の
侍
者
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
良
遂
の
ほ
う
は
、

麻
谷
の
罵
声
の
も
と
、
応
諾
し
た
自
己
の
本
分
事
に
辛
く
も
気
づ
き
得
た
の
で
あ
り
…
…
。（
小
川
１
３
１
）
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し
か
し
、
こ
れ
と
慧
忠
の
三
喚
と
は
、
状
況
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
侍
者
は
慧
忠
の
側
に
い
て
慧
忠
を
よ
く
知
っ
て
お

り
、
呼
ば
れ
た
ら
ま
ず
返
事
を
す
る
の
は
、
侍
者
の
当
然
の
振
る
舞
い
で
あ
る
。
一
方
、
麻
谷
に
初
見
し
た
良
遂
が
、
な
ぜ

名
前
で
呼
ば
れ
た
か
、
不
可
思
議
で
あ
る
。
初
見
の
定
番
は
「
な
ん
と
い
う
名
か
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
は
じ
め
て
名

が
分
か
る
は
ず
だ
が
。
初
見
の
相
手
の
名
を
三
度
呼
ぶ
と
い
う
の
も
、
な
か
な
か
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
返
事
を
し
て
麻

谷
か
ら
「
遮
の
鈍
根
の
阿
師
」
と
ど
や
さ
れ
て
、「
方は

じ

め
て
省
悟
し
て
」
と
あ
る
が
、
何
を
省
悟
し
た
の
か
。「
呼
ん
で
応

答
」
好
き
の
編
集
が
疑
わ
れ
る
。

「
呼
べ
ば
応
諾
」
を
す
べ
て
「
自
己
の
本
分
事
」
に
気
づ
く
「
作
用
即
性
」
だ
と
解
釈
で
き
る
は
ず
も
な
い
。

ま
た
「
呼
べ
ば
応
諾
」
の
例
と
し
て
、
小
川
氏
は
薬
山
と
李
翺
と
の
問
答
を
『
伝
灯
録
』
か
ら
次
の
よ
う
に
引
く
。

（【　

】
内
は
『
祖
堂
集
』
＝
筆
者
）

朗
州
刺
史
李
翺
、
師
（
薬
山
）
の
玄
化
を
嚮し
た

い
、
屡し
ば

し
ば
請ま
ね

く
も
起
た
ず
。
乃
ち
躬み
ず
から
山
に
入
り
て
之
に
謁ま
み

ゆ
。
師
、

経
巻
を
執と

り
て
顧か
え
りみ
ず
【
采
顧
せ
ず
［
と
り
合
わ
な
い
］】。
侍
者
、
白も
う

し
て
曰
く
、「
太
守
此こ
れ

に
在
り
」。
翺
、
性
褊
急

に
し
て
【
相
公
は
肯
え
て
礼
拝
せ
ず
】
乃
ち
言
い
て
曰
く
【
軽
言
を
発
す
】「
面お

も
てを
見
る
は
名
を
聞
く
に
如し

か
ず
」。
師

「
太
守
」
と
呼
ぶ
【
相
公
を
召
す
】。
翺
、
応
諾
す

0

0

0

。
師
曰
く
、「
何
ぞ
耳
を
貴
び
て
目
を
賤
む
こ
と
を
得
ん
」。
翺
、
拱

手
し
て
之
を
謝
す
。（
小
川
７
６
）

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
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こ
れ
を
右
の
問
答
に
あ
て
は
め
る
と
、「
面お
も
てを
見
る
は
名
を
聞
く
に
如し

か
ず
」
と
い
う
李
翺
の
言
に
対
し
、
自
分
の
目

で
見
た
こ
の
姿
よ
り
、
世
間
の
評
判
の
方
が
大
切
で
す
か
、
そ
う
薬
山
が
た
し
な
め
た
ご
と
く
に
一
見
と
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
が
「
大
守
ど
の
」「
ハ
イ
」
と
い
う
、
例
の
や
り
と
り
を
受
け
て
の
一
句
で
あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
薬
山
は
こ
こ
で
、
そ
の
眼ま

な
こで
わ
が
姿
を
と
く
と
看
よ
、
な
ど
と
威
張
っ
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
道

は
人
様
か
ら
聞
く
も
の
で
は
な
い
、
即
座
に
は
い
と
応
じ
た
ご
自
身
の

0

0

0

0

「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」、
そ
れ
を
こ
そ
よ
く

ご
覧
な
さ
れ
と
、
李
翺
に
言
い
き
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
７
７
、７
８
）

そ
う
だ
ろ
う
か
。
だ
い
た
い
、
こ
こ
で
切
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
し
て
は
い
け
な
い
読
み
方
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
は
次

の
よ
う
な
続
き
が
あ
る
。

問
う
て
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
。
師
、
手
以
て
上
下
を
指
し
て
曰
く
、
会
す
や
。
翺
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
曰
く
、

雲
は
天
に
在
り
、
水
は
缾か

め

に
在
る
。
翺
、
乃
ち
愜か
な
える
を
欣よ
ろ
こび
て
礼
を
作
し
て
、
而し
こ
うし
て
一
偈
を
述
べ
て
曰
く
、
身
形
を

練
り
得
て
鶴
形
に
似
た
り
／
千
株
の
松
の
下
、
両
函
の
経
／
我
れ
来
た
り
て
道
を
問
わ
ば
餘
の
説
な
し
。
／
雲
は
青
天

に
在
り
、
水
は
缾か

め

に
在
り
。（T

51,312b

）

薬
山
が
李
翺
を
呼
ん
だ
の
は
、
経
を
看
て
い
た
が
、
軽
言
を
聞
い
て
話
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
ま
で
で
あ
る
。
薬
山
が

「
ど
う
し
て
耳
（
私
の
評
判
）
を
尊
び
、
目
（
実
物
の
私
）
を
賤
し
め
る
の
だ
」
と
た
し
な
め
た
の
で
李
翺
は
「
謝
あ
や
ま

っ
た
」
の
で

あ
る
。
そ
の
教
え
を
感
謝
し
た
の
で
は
な
い
。
小
川
氏
の
「
謝し

ゃ

す
」
で
は
、
感
謝
し
た
意
味
に
な
る
。
謝
っ
て
あ
ら
た
め
て

「
如
何
な
る
か
是
れ
道
」
と
聞
い
た
、
そ
の
薬
山
の
答
え
は
身
振
り
で
あ
っ
た
。
上
は
薬
山
、
下
は
李
翺
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
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自
分
か
ら
李
翺
の
と
こ
ろ
へ
行
か
な
い
し
、
来
て
も
ほ
っ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
翺
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で

改
め
て
「
雲
在
青
天
水
在
缾
」、
私
の
境
界
は
青
天
に
自
在
に
流
れ
る
雲
、
あ
な
た
は
甕
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
水
。
同
じ

水
分
で
も
、
そ
の
あ
り
方
で
こ
の
よ
う
に
異
な
る
の
だ
、
と
示
し
た
。「
道
」
は
こ
の
よ
う
に
自
身
の
あ
り
方
な
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
肝
要
な
点
を
無
視
し
て
ま
で
、「
呼
べ
ば
応
え
る
」
こ
と
が
禅
の
端
的
だ
と
い
い
た
い
の
だ
ろ

う
か
。

「
呼
べ
ば
応
諾
」
の
今
一
つ
の
例
と
し
て
小
川
氏
は
『
伝
灯
録
』
を
こ
う
引
用
し
て
い
う
。

于
公
又
た
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
仏
？
」
師
（
紫
玉
）、
于う

頔て
き

と
喚
ぶ
。
頔
、
応
諾
0

0

す
。
師
云
く
、「
更
に
別
に

求
む
る
莫
れ
」。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
名
を
呼
ば
れ
て
「
ハ
イ
」
と
応
え
る
、
そ
の
は
た
ら
き
の
外
に

別
に
「
仏
」
を
求
め
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
こ
に
細
字
双
行
で
附
さ
れ
た
次
の
注
で
あ

る
。（
小
川
９
９
）

有
る
僧
薬
山
に
挙
似
す
。
薬
山
云
く
、「
這こ

の
漢
を
縛
殺
せ
ん
！
」
僧
云
く
、「
和
尚
な
れ
ば
如
何
？
」
薬
山
も
亦
た

喚
び
て
云
く
、「
某
甲
」。
僧
応
諾
す
。
薬
山
云
く
、「
是
れ
什な

ん麼
ぞ
？
」

…
…
こ
れ
が
先
に
見
た
諸
問
答
と
同
意
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
…
…
案
ず
る
に
、
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、

「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」
が
、
す
な
わ
ち
「
仏
」
な
の
だ
と
、
解
説
し
て
み
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
事
実
が
活
き
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て
は
た
ら
い
て
い
る
そ
の
瞬
間
、
そ
れ
を
質
問
者
自
身
に
自
ら
0

0

捉
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
通
が
「
さ
ら
に
別
に

求
む
る
莫
れ
」
と
説
い
た
時
、「
呼
べ
ば
答
え
る
」
于
公
自
身
の
は
た
ら
き
は
、
と
う
に
過
去
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
１
０
０
）

小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
薬
山
の
批
判
が
的
確
で
あ
る
の
は
、
紫
玉
が
「
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
」
と
い
っ
た
の
が
解
説
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
話
は
付
論
で
は
な
く
、
本
文
と
し
て
『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
章
に
載
る
。

因
み
に
于
迪
相
公
、
紫
玉
に
問
う
。
仏
法
の
至
理
如
何
。
玉
、
相
公
の
名
を
召
す
。
相
公
応
諾
す
。
玉
曰
く
、
更
に

別
に
求
む
る
莫
れ
。
師
（
薬
山
）
挙
す
る
を
聞
き
て
曰
く
、
這
箇
の
漢
を
搏
殺
せ
よ
。
僧
便
ち
問
う
、
師
は
如
何
。
師

代
っ
て
曰
く
、
是
れ
什
麼
ぞ
。（『
祖
堂
集
』87a

）

こ
れ
を
見
る
と
、「
仏
法
の
至
理
」
を
聞
か
れ
て
、
名
を
呼
び
、
相
公
が
応
え
た
の
で
、「
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
」
と

い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
見
聞
覚
知
的
対
応
で
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
、
と
い
わ
れ
た
ら
仏
法
が
滅
ぶ
の
で
、
薬
山
が

い
う
よ
う
に
「
這
箇
の
漢
」（
紫
玉
）
は
搏
殺
に
値
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
話
を
伝
え
た
僧
が
、

誤
っ
て
伝
え
た
の
で
あ
り
、
元
来
は
こ
う
い
う
話
（『
伝
灯
録
』
も
同
様
）
で
あ
る
。

承
る
に
教
中
に
言
え
る
こ
と
あ
り
。
黒
風
、
そ
の
舡
舫
を
吹
い
て
、
漂

た
だ
よ
わせ
て
羅
刹
鬼
国
に
堕
す
。
此
の
意
、
如
何
。

師
、
便
ち
于
迪
と
喚
ぶ
。
相
公
の
顔
色
変
異
す
。
師
曰
く
、
羅
刹
鬼
国
は
遠
か
ら
ず
在
り
。
又
た
（
于
迪
が
）
問
う
、
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如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
師
、
于
迪
と
喚
ぶ
。
相
公
応
諾
す
。
師
云
く
、
更
に
別
に
求
む
る
こ
と
莫
れ
。
相
公
、
言
下
に

大
悟
し
て
、
便
ち
礼
し
て
師
と
為
す
。（『
祖
堂
集
』270b

）

こ
の
前
に
も
長
い
話
が
あ
り
、
略
説
す
れ
ば
、
于
迪
相
公
は
、
行
脚
僧
を
捕
え
て
は
殺
し
て
い
た
の
で
紫
玉
は
そ
の
領
内

に
乗
り
込
む
と
、
捕
え
ら
れ
て
首
枷
を
つ
け
ら
れ
て
相
公
の
前
に
ひ
き
た
て
ら
れ
る
。
紫
玉
は
袈
裟
を
着
て
、
対
面
し
た
剣

を
持
つ
相
公
に
、
わ
し
は
お
前
を
自
由
に
斬
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
紫
玉
は
、
法
王
は
生
死
を
恐
れ
な
い
と
い
っ
て
怖
気
付
か

な
い
の
で
、
相
公
は
正
装
を
し
て
礼
拝
し
て
紫
玉
に
問
う
た
。

地
獄
に
堕
ち
る
の
は
「
于
迪
だ
」
と
い
わ
れ
て
怯
え
て
い
た
が
、
仏
と
は
何
か
と
問
う
と
、
紫
玉
は
、「
于
迪
」
よ
、
と

呼
び
か
け
、
は
い
と
応
じ
る
と
、（
お
前
の
ほ
か
に
）
さ
ら
に
別
に
仏
を
も
と
め
て
は
な
ら
ぬ
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
ハ

イ
」
と
応
え
た
そ
の
働
き
が
仏
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
地
獄
に
堕
ち
る
の
も
お
前
、
仏
に
な
る
の
も
お
前

し
か
い
な
い
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
相
公
は
弟
子
と
な
っ
た
、
そ
う
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
話
が
正
し
く
薬
山
に
伝
わ
れ
ば
、
薬
山
が
あ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
薬
山
の
話
が
こ
の
あ

と
、（『
祖
堂
集
』87a

）
と
全
く
同
様
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
祖
堂
集
』
編
者
が
つ
け
て
二
重
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
話
の
全
体
を
無
視
し
て
、「
呼
べ
ば
応
え
る
も
の
」
に
落
と
し
込
む
の
は
正
し
く
な
か
ろ
う
。

小
川
氏
は
さ
ら
に
い
う
。

名
を
呼
ば
れ
れ
ば
「
ハ
イ
」
と
応
え
、「
近
前
来
」
と
言
わ
れ
れ
ば
体
が
す
っ
と
前
に
出
る
。
そ
の
よ
う
な
心
身
の
自

然
な
反
応
を
そ
の
ま
ま
自
己
の
「
本
分
事
」
と
看
な
す
考
え
は
、
唐
代
禅
の
基
調
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
わ
か
り

よ
い
例
を
も
う
一
つ
追
加
し
て
お
こ
う
。（
小
川
９
０
）
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そ
し
て
馬
祖
の
嗣
、
章
敬
寺
懐
の
『
伝
灯
録
』
だ
け
に
あ
る
言
葉
を
引
用
し
て
い
う
。

僧
問
う
、「
四
大
五
蘊
身
の
中
、
阿い

ず

れ
那
箇
か
是
れ
本
来
仏
性
？
」
師
（
章
敬
）
乃
ち
僧
の
名
を
呼
ぶ
。
僧
、
応
諾
す

0

0

0

。

師
良
久
し
て
曰
く
、「
汝
無
仏
性
」。

名
を
呼
ば
れ
て
応
諾
す
る
、
そ
こ
に
あ
り
あ
り
と
現
わ
れ
た
自
身
の
「
呼
べ
ば
答
え
る
も
の
」、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に

「
本
来
の
仏
性
」
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
自
ら
気
が
つ
か
ぬ
の
で
は
、
仏
性
な
ど
無
い
の
も
同
じ
で
は
な
い

か
。（
小
川
９
１
）

僧
の
問
い
と
師
の
答
え
は
無
視
し
て
「
名
を
呼
ば
れ
て
応
諾
す
る
」
話
に
し
て
い
る
。
し
か
も
章
敬
は
端
的
に
「
汝
無
仏

性
」
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
「
仏
性
な
ど
無
い
の
も
同
じ
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
取
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
あ
る
い
は
こ

の
文
の
『
景
徳
伝
灯
録
三
』（
禅
文
化
研
究
所
）
の
注
は
「
仏
性
を
問
題
に
す
る
資
格
は
お
前
に
は
な
い
」（
２
６
頁
）
と
す
る
。

そ
れ
は
両
者
と
も
仏
性
は
だ
れ
に
で
も
必
ず
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
だ
。『
伝
灯
録
』
に
あ
る

章
敬
の
最
初
の
説
法
で
は
こ
う
言
わ
れ
る
。

自
性
の
元
よ
り
塵
境
に
あ
ら
ず
、
是
れ
箇
の
微
妙
大
解
脱
門
な
る
を
知
ら
ず
。
所あ

ら
ゆ
る有
鑒
覚
に
染
ま
ず
礙
げ
ら
れ
ず
。

（T
51,252b

）
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一
般
に
自
性
は
仏
性
と
同
じ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
は
六
塵
で
な
く
、「
鑒
覚
」
つ
ま
り
見
聞
覚
知
に
染

ま
な
い
、
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
呼
べ
ば
応
え
る
」
こ
と
は
「
本
来
の
仏
性
」
と
矛
盾
す
る
。

以
上
で
、
馬
祖
禅
に
「
呼
べ
ば
応
え
る
作
用
が
、（
仏
）
性
だ
」
と
い
う
話
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
（
馬
祖
）
禅
の
端

的
は
「
作
用
即
性
」
な
ど
で
は
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
主
題
の
最
後
に
、
小
川
氏
が
載
せ
る
『
寒
山
詩
』
は
別
で
あ
る
。

・
・
・
人
に
は
精
霊
の
物
あ
り
／
字
な
く
復
文
な
し
／
呼
ぶ
時
は
歴
々
と
し
て
応
え
／
隠
る
る
処
、
居
存
せ
ず
。・
・
・

（
小
川
７
８
）

こ
れ
は
人
に
不
滅
の
精
霊
（
仏
性
）
が
あ
る
と
し
て
、
不
立
文
字
・
見
性
成
仏
を
い
う
思
想
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
現
わ
れ
た
よ
う
な
、
人
に
は
仏
性
（
精
霊
の
物
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
呼
ぶ
時
に
応
諾
す
る
も
の
だ
」
と
い
う

よ
う
な
思
想
に
対
す
る
批
判
は
、
禅
宗
の
ご
く
初
期
か
ら
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
川
氏
は
、
そ
の
批
判
と
い
う
逆
転
が

起
こ
る
の
は
、『
伝
灯
録
』
仰
山
章
か
ら
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
逆
転
を
潙
山
と
仰
山
の
業ご

っ
し
き
ぼ
う
ぼ
う

識
忙
々
の
取
り
上
げ
方
の
『
祖

堂
集
』
と
の
違
い
と
い
う
。（
小
川
１
３
９
）
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

『
祖
堂
集
』
で
は
こ
う
い
う
。

潙
山
、
又
た
云
く
、「
忽も

し
人
有
り
、〝
一
切
衆
生
は
、
但
だ
忙
忙
（
茫
茫
）
た
る
業
識
の
み
有
り
て
、
本も
と

の
拠よ

る
可べ

き

無な

し
〟
と
問
わ
ば
、
汝
、
云い

か何
に
か
答
え
ん
？
」
仰
山
0

0

驀0

（
だ
し
ぬ
け
）
に
学
人
の
名
を
呼
ぶ
。
学
人
、
応
諾
す
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仰

山
問
う
。「
是
れ
什な

に
も
の

麼
物
ぞ
？
」
学
人
、
答
え
て
云
く
、「
不え
せ
ず会
」。
仰
云
く
、「
汝
、
亦ま

た
本
の
拠
る
可
き
も
無
し
。
但た
だ
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に
忙
忙
た
る
業
識
の
み
に
非
ず
」。
潙
山
云
く
、「
此
は
是
れ
師
子
の
一
滴
の
乳
に
て
、
六
斛
の
驢
乳
、
一
時
に
迸と
び
ち散
れ

る
な
り
」。（
小
川
１
３
６
）

『
伝
灯
録
』
は
こ
う
で
あ
る
。

祐
（
潙
山
霊
祐
）
問
う
、「〝
大
地
の
衆
生
、
業ご
っ
し
き識
茫ぼ
う
ぼ
う茫
、
本も
と

の
拠よ

る
可べ

き
無
し
〟。
子
、
作い

か

に
麼
生
か
他か

の
有
と
無
と
を
知

ら
ん
？
」
師
（
仰
山
）
曰
く
、「
慧そ
れ
が
し寂
、
験
処
有
り
」。
時
に
一
僧
有
り
面
前
を
過
ぐ
。
師
召
び
て
云
く
、「
闍
梨
よ
！
」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

其
の
僧
、

0

0

0

回
頭
0

0

（
ふ
り
む
）
く
。
0

師
曰
く
、「
和
尚
、
遮こ

れ箇
ぞ
便
ち
是
れ
〝
業
識
茫
茫
、
本
の
拠
る
可
き
無
し
〟
な
り
」。

祐
曰
く
、「
此
は
是
れ
師
子
の
一
滴
乳
、
六
斛
の
驢
乳
を
迸と

び
ち散
ら
せ
る
な
り
」。（
小
川
１
３
８
、T

51,283a

）

そ
し
て
小
川
氏
は
こ
う
い
う
。

ふ
い
に
呼
ば
れ
て
思
わ
ず
「
廻ふ

り
か
え首
る
」、
そ
れ
は
「
応
諾
」
と
同
じ
く
、
仏
性
の
自
然
な
は
た
ら
き

0

0

0

0

、
自
己
本
分
事
の

隠
れ
も
な
き
現
わ
れ
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
「
是
れ
什な

に麼
物も
の

ぞ
」「
不
会
」
と
い
う
例
の

一
段
が
な
く
、「
廻
首
」
が
直
ち
に
「
業
識
茫
茫
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
祖
堂
集
』
で
は
自
ら
の

「
応
諾
」
に
気
づ
か
ぬ
こ
と
が
「
無
本
可
拠
」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、『
伝
灯
録
』
で
は
「
廻
首
」
す
る
こ
と
自
体

が
「
無
本
可
拠
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、『
祖
堂
集
』
で
は
作
用
（「
応
諾
」）
＝
「
本
」
で
あ
っ
た
の

が
、『
伝
灯
録
』
で
は
作
用
（「
廻
首
」）
＝
「
業
識
」
と
い
う
等
式
に
反
転
さ
れ
、
こ
の
問
答
全
体
が
「
作
用
即
性
」
の

否
定
と
い
う
逆
の
論
理
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
小
川
１
３
９
）
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こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
あ
る
。「
廻ふ
り
か
え首
る
」
や
「
応
諾
」
が
「
仏
性
の
自
然
な
働
き
、
自
己
本
分
事
」
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
小
川
氏
の
勝
手
な
解
釈
で
あ
る
。
そ
ん
な
意
味
は
元
来
の
問
答
に
は
な
い
。

『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』
の
違
い
は
、
小
川
氏
の
い
う
よ
う
に
「
是
れ
什な

に麼
物も
の

ぞ
」「
不
会
」
が
『
伝
灯
録
』
に
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
の
方
が
、
意
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
名
前
を
呼
ば
れ
て
「
是
れ
什な

に
も
の

麼
物
ぞ
」
と

い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
（
不
会
）
か
ら
「
業
識
茫
茫
」
の
凡
夫
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
是
れ
什
麼
物
」
は
、
六
祖

と
南
岳
の
問
答
に
あ
る
よ
う
に
、「
お
前
は
何
か
」
と
い
う
根
本
的
問
い
で
、「
説
似
一
物
即
不
中
」
と
こ
た
え
ら
れ
た
よ
う

に
、
口
で
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
凡
夫
で
あ
る
。

『
伝
灯
録
』
は
、（『
祖
堂
集
』
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
）「
是
れ
什
麼
物
ぞ
」「
不
会
」
を
省
い
て
「
廻ふ
り
か
え首
る
」
だ
け
に
し
た
、

そ
れ
で
も
、
そ
の
状
況
描
写
か
ら
、
そ
の
僧
は
そ
こ
が

0

0

0

分
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
、
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

同
じ
で
あ
る
。「
廻
首
」
と
い
う
作
用
が
批
判
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
『
祖
堂
集
』
の
仰
山
に
よ
る
「
但た

だ

に

忙
忙
た
る
業
識
の
み
に
非
ず
」、
お
ま
け
に
「
無
本
可
拠
」
だ
と
い
う
痛
烈
な
批
判
が
、『
伝
灯
録
』
で
は
潙
山
の
問
い
「
業

識
茫
茫
、
本
の
拠
る
可
き
無
し
」
と
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
凡
庸
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』
の
こ
の
問
答
は
全
体
と
し
て
は
ま
っ
た
く
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

小
川
氏
は
さ
ら
に
続
け
て
こ
う
付
け
加
え
る
。

『
祖
堂
集
』
か
ら
『
伝
灯
録
』
へ
の
こ
の
改
変
は
、「
即
心
是
仏
」
＝
「
作
用
即
性
」
と
い
う
馬
祖
禅
の
基
本
思
想
へ
の

批
判
的
観
点
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
小
川
１
３
９
、
同
様
の
主
張
は
１
５
９
に
も
）
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馬
祖
禅
へ
の
批
判
、
す
な
わ
ち
小
川
氏
の
い
う
「
即
心
是
仏
」
の
批
判
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
直
弟
子
か
ら
あ
り
、

「
作
用
即
性
」
批
判
は
、
早
く
も
石
頭
か
ら
あ
っ
て
、『
祖
堂
集
』
大
顛
章
に
石
頭
の
言
葉
と
し
て
「
揚
眉
動
目
を
除
却
し
、

一
切
之
事
の
外
に
直
に
心
を
将
ち
来
れ
」（94a

）
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
『
伝
灯
録
』
大
顛
章
は
多
く
加
筆
し
て
継
承
す
る

が
、
そ
の
加
筆
部
分
に
大
顛
の
示
衆
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
、
こ
の
章
の
最
後
は
「
即
心
是
仏
、
修
治
を
待
た
ず
」
と

結
ば
れ
る
。「
即
心
是
仏
」
は
馬
祖
系
だ
け
で
は
な
い
。

多
く
の
時
輩
の
只
だ
揚
眉
動
目
、
一
語
一
黙
を
の
み
認
め
、
驀
頭
に
印
可
し
て
以
て
心
要
と
為
す
を
見
る
も
、
此
れ
実
に

は
未
だ
了さ

と

ら
ず
。（T

51,313a

）

小
川
氏
が
引
く
同
様
の
作
用
即
性
批
判
の
例
で
あ
る
長
沙
景
岑
の
語
（
小
川
１
４
６
）
は
、
出
典
の
『
碧
巌
録
』
だ
け
で

な
く
『
伝
灯
録
』（T

51,274b
）
に
も
あ
る
が
、
景
岑
は
南
泉
の
嗣
で
あ
る
。

馬
祖
系
と
石
頭
系
は
接
化
の
あ
り
よ
う
の
違
い
だ
け
で
あ
り
、
小
川
氏
『
語
録
の
言
葉
』
の
後
半
の
副
題
「
馬
祖
系
の
禅

か
ら
石
頭
系
の
禅
へ
」
と
い
う
よ
う
な
時
系
列
の
変
化
は
禅
宗
史
に
は
な
い
。
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『
祖
堂
集
』
卷
一
一
譯
注
（
一
）「
保
福
和
尚
章
」（
上
）

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　

前　

言

本
稿
は
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
全
五
十
四
則
の
前
半
三
十
則
の
譯
注
で
、
こ
れ
を
上
篇
と
し
て
本
紀
要

に
發
表
す
る
。
偶
數
週
金
曜
日
の
定
例
研
究
會
に
お
い
て
二
〇
一
六
年
六
月
二
四
日
に
開
始
、
二
〇
一
七
年
六
月
九
日
に
終

了
し
た
。
會
讀
に
譯
注
資
料
を
提
出
し
て
討
論
を
擔
當
し
た
の
は
、
川
島
常
明
、
久
保
讓
、
鈴
木
洋
保
、
鈴
木
史
己
、
小
川

太
龍
、（
故
）
古
勝
亮
の
諸
氏
お
よ
び
西
口
芳
男
、
衣
川
賢
次
で
あ
る
。
本
稿
は
西
口
が
當
日
の
配
布
資
料
と
討
論
の
結
果

を
ふ
ま
え
起
稿
し
た
も
の
を
衣
川
が
檢
討
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
が
『
祖
堂
集
』
の
讀
解
を
通
し
て
、「
唐
末
五
代
轉
型
期
に
お
け
る
九
、十
世
紀
福
建

禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
の
會
讀
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
卷
十
、十
一
、十
二
に
列
す
る
雪
峯
門
下
の
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
各
章
を
經
て
、
現
在
は
卷
十
三
「
福
先

招
慶
和
尚
章
」
を
會
讀
し
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
の
燈
史
と
し
て
の
最
大
の
資
料
的
價
値
は
こ
の
部
分
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
『
祖
堂
集
』
の
傳
え
る
最
新
の

消
息
が
こ
こ
に
敍
べ
ら
れ
て
い
る
。『
祖
堂
集
』
編
纂
の
場
と
な
っ
た
泉
州
招
慶
院
に
は
第
一
世
長
慶
慧
稜
（
先
招
慶
）
と
當

時
の
住
持
福
先
招
慶
省
僜
（
後
招
慶
）
の
師
保
福
從
展
に
か
か
わ
る
資
料
が
豐
富
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、「
保
福
和
尚

章
」
に
は
五
十
四
則
も
の
收
錄
が
あ
る
。
保
福
從
展
は
長
慶
慧
稜
と
廣
く
古
今
の
話
頭
（
禪
宗
故
事
）
を
討
論
し
た
と
言
わ

れ
、
二
人
の
章
（
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
と
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」）
に
は
多
く
の
話
頭
を
擧
げ
て
議
論
應
酬
し
た
語
の
記
錄
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が
特
色
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
頭
は
『
祖
堂
集
』
に
ほ
ぼ
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
祖
堂
集
』

の
編
纂
（
一
卷
か
ら
十
卷
へ
の
増
廣
）
は
こ
の
二
人
の
語
錄
を
編
纂
す
る
こ
と
が
核
と
な
り
、
か
れ
ら
の
取
り
上
げ
た
話
頭
が

各
卷
に
配
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
保
福
和
尚
章
」
の
全
五
十
四
則
の
約
半
數
は
本
書
獨
自
の
收
錄
で
あ
り
、
か
れ

ら
二
人
の
議
論
か
ら
唐
末
五
代
の
禪
宗
の
問
題
意
識
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
具
體
的
内
容
は
後
半
を
整
理
し
た

時
に
改
め
て
總
括
し
た
い
（
本
紀
要
の
次
號
に
揭
載
豫
定
）。

二
〇
二
五
年
二
月
二
〇
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　

西
口　

芳
男　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川　

賢
次　
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［
凡
例
］

一
． 

本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
の
會
讀
成
果
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
前
半

三
〇
則
の
校
訂
本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
． 
譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
校

訂
排
印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
、
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
、
二
〇
一
〇

年
、
第
二
次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。

三
． 

段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は
中

華
書
局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と

に
し
た
。

四
． 

注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
揭
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
附
録
二
「
關
於
祖
堂
集
的
校
理
」
四
．「
祖

堂
集
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。『
祖
堂
集
』
に
は
中
華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、

檢
索
に
便
な
ら
し
め
た
。
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［
目
次
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
印
は
本
書
に
の
み
錄
す
る
則

保
福
和
尚
章
（
上
）

〔
一
〕
行
歷

＊
〔
二
〕
高
聲
に
問
え
！

〔
三
〕
人
の
教
え
に
よ
っ
て
は
な
ら
ぬ

＊
〔
四
〕
三
寸
を
施
せ
ば
、
盡
く
蛩た

胡こ

に
渉
る

＊
〔
五
〕
祖
師
が
た
は
何
も
傳
え
な
か
っ
た

＊
〔
六
〕
悟
る
も
悟
ら
ざ
る
も
本
分
を
超
え
た
こ
と
で
は
な
い

＊
〔
七
〕
非
次
に
問
う

＊
〔
八
〕
山
鬼
屈
を
汝
は
作
り
得
た
る
な
り

＊
〔
九
〕
一
物
不
將
來

〔
一
〇
〕
十
二
時
中
の
修
行
の
點
檢

＊
〔
一
一
〕
幽
微
の
説
す
ら
猶
お
是
れ
夢
言

＊
〔
一
二
〕
眞
正
面
か
ら
ほ
め
た
た
え
る　

〔
一
三
〕
江
南
行
脚
時
の
慧
稜
と
の
問
答

＊
〔
一
四
〕
招
慶
に
同
道
し
て
泉
州
清
源
山
に
赴
く
道
中

＊
〔
一
五
〕
一
句
と
は
？

〔
一
六
〕
巖
頭
の
德
山
批
判
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＊
〔
一
七
〕
佛
陀
婆
梨
の
取
經
傳
説

＊
〔
一
八
〕
眼
中
に
金
屑
は
置
け
ぬ

〔
一
九
〕
如
來
に
二
種
の
語
無
し

〔
二
〇
〕
宿
習
は
忘
れ
難
し

〔
二
一
〕
馬
大
師
の
頂
相
を
持
っ
て
き
た
か
？

＊
〔
二
二
〕
我
に
天
下
の
人
を
物
言
え
な
く
す
る
問
い
あ
り

〔
二
三
〕
無
著
と
文
殊
―
―
南
方
に
這
个
有
り
や
？
―
―

〔
二
四
〕
河
に
沿
っ
て
下
る
の
は
法
身
か
報
身
か
？

＊
〔
二
五
〕
藥
草
は
悟
り
の
契
機
と
な
る
對
境

〔
二
六
〕
這
个
は
ど
の
法
界
に
收
ま
る
の
か
？

〔
二
七
〕
文
殊
普
賢
を
昨
夜
三
更
に
各
お
の
打
ち
て
二
十
棒
を
與
え
、
一
時
に
院
を
趂
い
出
せ
り

〔
二
八
〕
入
門
に
は
須す

べ
か得
ら
く
語
あ
る
べ
し

＊
〔
二
九
〕
實
に
一
人
の
此
の
門
に
入
る
こ
と
を
得
た
る
も
の
無
し

〔
三
〇
〕
光
境
倶
亡
も
未
亡
も
未
だ
勦
絶
で
き
ず
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〔
一
〕
行
歷

保
福
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
漳
州
。
師
諱
從
展
，
姓
陳
，
福
州
福
唐
縣
人
也
。
年
十
五
便
投
雪
峯
出
家
，
十
八
於
本
州
大
中

寺
受
戒
。
既
師
子
之
乳
育
，
乃
檀
樹
之
抽
芽
。
片
月
新
生
，
孤
雲
出
岫
。
海
鵬
成
羽
，
望
霄
漢
以
騰
身
；
善
友
臨
溟
，
探
摩

尼
而
近
掌
。
暫
遊
呉
楚
，
尋
復
巾
瓶
。
弟
子
之
禮
纔
施
，
接
示
之
言
便
至
。
雪
峯
云
：
「
還
會
摩
？
」
師
欲
擬
近
前
，
雪
峯

以
杖
拄
之
。
師
頓
契
玄
要
，
更
無
遊
心
。
凡
有
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。
後
以
漳
州
王
太
傅
仰
師
道
德
，
請
轉
法
輪
，
師
出
世

一
十
二
年
矣
。

【
訓
讀
】

保
福
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
漳
州
に
在
り
。
師
は
諱
は
從
展
、
姓
は
陳
、
福
州
福
唐
縣
の
人
な
り
。
年
十
五
に
し
て
便

ち
雪
峯
に
投
じ
て
出
家
し
、
十
八
に
し
て
本
州
の
大
中
寺
に
於
い
て
受
戒
す
。
既
に
師
子
の
乳
育
に
し
て
、
乃
ち
檀
樹
の
抽

芽
な
り
。
片
月
新
生
し
、
孤
雲
岫み

ね

よ
り
出
づ
。
海
鵬
羽
を
成
し
、
霄
漢
を
望
み
て
以
て
身
を
騰
げ
、
善
友
溟う
み

に
臨
み
、
摩
尼

を
探も

と

め
て
掌
た
な
ご
こ
ろに
近
し
。
暫
ら
く
呉
楚
に
遊
び
、
尋
い
で
復
た
巾
瓶
す
。
弟
子
の
禮
纔わ
ず
かに
施
す
や
、
接
示
の
言
便
ち
至
る
。

雪
峯
云
く
、「
還は

た
會
す
や
？
」
師
、
近
前
せ
ん
と
欲ほ

っ擬
す
る
や
、
雪
峯
は
杖
を
以
て
之
を
拄と
ど

む
。
師
は
頓
に
玄
要
に
契
い
、

更
に
遊
心
無
し
。
凡
そ
機
緣
有
れ
ば
、
悉
く
皆
な
冥
契
す
。
後
、
漳
州
の
王
太
傅
、
師
の
道
德
を
仰
ぎ
、
法
輪
を
轉
ぜ
ん
こ

と
を
請
う
を
以
て
、
師
は
出
世
す
る
こ
と
一
十
二
年
な
り
。

【
日
譯
】

保
福
和
尚
は
法
を
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
漳
州
に
住
し
た
。
師
は
諱
は
從
展
、
俗
姓
は
陳
氏
、
福
州
福
唐
縣
の
出
身
で
あ
る
。

十
五
歲
の
と
き
、
雪
峯
に
つ
い
て
出
家
し
、
十
八
歲
の
と
き
に
福
州
の
大
中
寺
で
具
足
戒
を
受
け
た
。
雪
峯
と
い
う
獅
子
王

に
育
て
ら
れ
た
う
え
に
、
さ
ら
に
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
の
喩
え
の
よ
う
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
抜
き
ん
出
て
い
た
。
弓
張

り
月
が
新
た
に
生
ま
れ
、
一
片
の
雲
が
山
洞
よ
り
出
る
。
羽
が
成
育
し
た
海
鵬
は
、
天
空
を
目
指
し
て
飛
び
立
ち
、
龍
王
の

摩
尼
珠
を
求
め
て
大
恭
に
漕
ぎ
出
し
た
善
友
王
子
の
よ
う
に
、
摩
尼
珠
は
掌
に
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
呉
楚
を
遊
歷

し
、
ま
た
雪
峯
に
戻
っ
て
親
し
く
隨
侍
し
た
。
弟
子
と
し
て
の
禮
拜
を
し
た
と
た
ん
に
導
き
の
言
葉
が
吐
か
れ
た
。
雪
峯
、

「
わ
か
っ
た
か
。」
師
は
前
に
進
み
出
よ
う
と
す
る
と
、
雪
峯
は
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
た
。
師
は
ハ
ッ
と
し
て
禪
の
奧
義
に
契

合
し
、
遊
歷
す
る
心
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
て
雪
峯
と
の
ど
ん
な
問
答
も
、
巧
ま
ず
し
て
契
合
し
た
。
後
に
漳

州
の
王
太
傅
が
、
師
の
禪
僧
と
し
て
の
力
量
を
敬
慕
し
、
説
法
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
の
で
、
師
は
出
世
し
て
十
二
年
住

持
し
た
。

【
注
釋
】

○
保
福
和
尚　

？
～
九
二
八
。
同
門
の
長
慶
慧
稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）
と
は
認
め
あ
っ
た
仲
で
、
古
今
の
問
答
に
つ
い
て

商
量
し
あ
い
、「
常
以
古
今
方
便
詢
於
長
慶
稜
和
尚
，
稜
深
許
之
（
保
福
は
日
ご
ろ
か
ら
古
今
の
話
頭
を
擧
し
て
長
慶
稜
和
尚
に

意
見
を
求
め
、
稜
和
尚
は
保
福
の
見
識
を
認
め
た
）」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」）
と
い
わ
れ
る
。
二
人
が
商
量
し
あ
っ

た
「
古
今
方
便
」
が
『
祖
堂
集
』
の
資
料
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
序
を
題
し
た
泉
州
招
慶
寺
主
淨
修
禪
師
文
僜

（
福
先
招
慶
和
尚
、
八
九
二
～
九
七
二
）
は
保
福
の
門
よ
り
出
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
（
三
則
）、

『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
（
十
則
）、『
正
法
眼
藏
』
卷
上
（
二
則
）、『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
三
二
（
六
則
）、『
聯
燈
會
要
』

卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
二
（
七
則
）、『
五
燈
會
元
』
卷
七
等
に
問
答
語
句
を
錄
す
。

　
『
永
樂
大
典
方
志
輯
佚
』（
第
二
册
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）
所
引
『
清
漳
志
』
人
物
の
項
に
一
部
、
燈
史
に
見
え
な
い
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
次
に
書
き
下
し
て
お
く
。

僧
從
展
は
福
州
の
人
、
俗
姓
は
陳
。
幼
き
よ
り

茹

に
お
う
や
さ
い
を
し
ょ
く

葷

せ
ず
。
年
十
二
、
雪
峰
に
師
事
す
。
一
日
、
忽ふ

い

に
召よ

び
て
曰
く
、
「
還は

た
會
す
や
？
」
師
近
前
す
る
に
、
雪
峰
は
杖
を
以
っ
て
之
を
柱と

ど

［拄
］
む
。
師
は
當
下
に
頓
悟
し
、
禮
を
作
し
て
退
く
。
梁
の

貞
明
四
年

（
九
一
八
）
、
漳
州
刺
史
王
延
釭

［『
淳
熙
志
』
作
延
彬
］
は
、
保
福
院
を
創
り
、
迎
請
し
て
開
堂
せ
し
む
。
師
曰
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摩
尼
珠
を
求
め
て
大
恭
に
漕
ぎ
出
し
た
善
友
王
子
の
よ
う
に
、
摩
尼
珠
は
掌
に
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
呉
楚
を
遊
歷

し
、
ま
た
雪
峯
に
戻
っ
て
親
し
く
隨
侍
し
た
。
弟
子
と
し
て
の
禮
拜
を
し
た
と
た
ん
に
導
き
の
言
葉
が
吐
か
れ
た
。
雪
峯
、

「
わ
か
っ
た
か
。」
師
は
前
に
進
み
出
よ
う
と
す
る
と
、
雪
峯
は
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
た
。
師
は
ハ
ッ
と
し
て
禪
の
奧
義
に
契

合
し
、
遊
歷
す
る
心
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
て
雪
峯
と
の
ど
ん
な
問
答
も
、
巧
ま
ず
し
て
契
合
し
た
。
後
に
漳

州
の
王
太
傅
が
、
師
の
禪
僧
と
し
て
の
力
量
を
敬
慕
し
、
説
法
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
の
で
、
師
は
出
世
し
て
十
二
年
住

持
し
た
。

【
注
釋
】

○
保
福
和
尚　

？
～
九
二
八
。
同
門
の
長
慶
慧
稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）
と
は
認
め
あ
っ
た
仲
で
、
古
今
の
問
答
に
つ
い
て

商
量
し
あ
い
、「
常
以
古
今
方
便
詢
於
長
慶
稜
和
尚
，
稜
深
許
之
（
保
福
は
日
ご
ろ
か
ら
古
今
の
話
頭
を
擧
し
て
長
慶
稜
和
尚
に

意
見
を
求
め
、
稜
和
尚
は
保
福
の
見
識
を
認
め
た
）」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」）
と
い
わ
れ
る
。
二
人
が
商
量
し
あ
っ

た
「
古
今
方
便
」
が
『
祖
堂
集
』
の
資
料
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
序
を
題
し
た
泉
州
招
慶
寺
主
淨
修
禪
師
文
僜

（
福
先
招
慶
和
尚
、
八
九
二
～
九
七
二
）
は
保
福
の
門
よ
り
出
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
（
三
則
）、

『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
（
十
則
）、『
正
法
眼
藏
』
卷
上
（
二
則
）、『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
三
二
（
六
則
）、『
聯
燈
會
要
』

卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
二
（
七
則
）、『
五
燈
會
元
』
卷
七
等
に
問
答
語
句
を
錄
す
。

　
『
永
樂
大
典
方
志
輯
佚
』（
第
二
册
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）
所
引
『
清
漳
志
』
人
物
の
項
に
一
部
、
燈
史
に
見
え
な
い
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
次
に
書
き
下
し
て
お
く
。

僧
從
展
は
福
州
の
人
、
俗
姓
は
陳
。
幼
き
よ
り

茹

に
お
う
や
さ
い
を
し
ょ
く

葷

せ
ず
。
年
十
二
、
雪
峰
に
師
事
す
。
一
日
、
忽ふ

い

に
召よ

び
て
曰
く
、
「
還は

た
會
す
や
？
」
師
近
前
す
る
に
、
雪
峰
は
杖
を
以
っ
て
之
を
柱と

ど

［拄
］
む
。
師
は
當
下
に
頓
悟
し
、
禮
を
作
し
て
退
く
。
梁
の

貞
明
四
年

（
九
一
八
）
、
漳
州
刺
史
王
延
釭

［『
淳
熙
志
』
作
延
彬
］
は
、
保
福
院
を
創
り
、
迎
請
し
て
開
堂
せ
し
む
。
師
曰
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く
、
「
箇
の
笑

お
わ
ら
い
ぐ
さ

端
を
起
こ
す
を
須ま

ち
て
作い

か

ん麼
せ
ん
？
此か

く

の
如
き
と
然い

え

ど雖
も
、
再
三
に
推じ

た

い免
す
る
を
容ゆ

る

さ
ず
。
諸
仁
者
、
還は

た
識
る

や
？
若
し
識
り
得
た
れ
ば
、
便
ち
古
佛
と
眉

［
肩
］
を
齊ひ

と

し
く
せ
ん
。
」
郡
の
西
北
、
城
を
距へ

だ

つ
こ
と
二
里
に
鷲
峯
山
有
り
、
師

は
徒で

し弟
を
領ひ

き

い
て
之こ

こ

に
造い

た

り
て
曰
く
：

「
此こ

こ

は
吾
が
兆

ま
い
そ
う
の
ち域

爲た

る
可
し
。」
天
成
三
年

（
九
二
八
）
歸
寂
し
、
號
を
大
覺
禪
師
と
賜た

ま

い
、
塔
額
は
靈
應
塔
と
曰い

い
、
鷲
峯
の
法
堂
の
後
に
在
り
。
（
册
二
一
六
卷
八
七
八
二
頁
十
八
。
又

『
宋
遼
金
元
方
志
輯
佚
』
上

册
四
四
五
頁
、
『清
漳
志
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

○
漳
州　

今
の
福
建
省
漳
州
市
。『
大
明
一
統
志
』
卷
七
八
「
漳
州
府
」
條
、「
禹
貢
の
揚
州
の
域
。
…
晋
に
は
晋
安
郡
の
地

に
屬
し
、
梁
は
南
安
郡
に
屬
し
、
隋
は
閩
州
に
屬
す
。
唐
垂
拱
初
［
二
年
］（
六
八
六
）
始
め
て
福
州
西
南
境
を
析
き
て
漳

州
を
置
く
。
南
に
漳
水
有
る
を
以
て
名
と
爲
し
、
漳
浦
縣
を
治
と
す
。
…
天
寶
初
（
七
四
二
）
漳
浦
郡
と
改
め
、
乾
元
初

（
七
五
八
）
復
し
て
漳
州
と
爲
し
、
又
た
治
を
龍
溪
に
移
す
。
五
代
晋
の
時
、
留
從
効
、
改
め
て
南
州
と
爲
す
。
宋
は
復
し

て
漳
州
と
爲
す
。」

○
福
州
福
唐
縣
人
也　

福
唐
縣
は
今
福
建
省
福
清
市
。『
淳
熙
三
山
志
』
卷
三
、「
福
清
縣
を
望
む
に
、
州
の
東
南
百
二
十

里
な
り
。
唐
の
聖
曆
二
年
（
六
九
九
）
長
樂
縣
南
八
郷
を
析
き
て
萬
安
を
置
く
。
天
寶
元
年
（
七
四
二
）
改
め
て
福
唐
と
爲

す
。
梁
の
開
平
二
年
（
九
〇
八
）
改
め
て
永
昌
と
爲
し
、
唐
の
同
光
元
年
（
九
二
三
）
復
た
福
唐
と
爲
す
。
僞
閩
の
龍
啓
元

年
（
九
三
三
）
改
め
て
福
清
と
爲
す
。」

○
本
州
大
中
寺　

今
の
福
州
市
鼓
樓
區
に
あ
っ
た
。『
淳
熙
三
山
志
』
卷
三
三
「
寺
觀
」
條
、「
懷
安
の
大
中
寺
は
州
の
西

な
り
。
梁
の
太
守
の
袁
士
俊
の
第
内
に
小
山
有
り
。
時
に
鐘
聲
を
聞
く
、
因
り
て
鐘
山
と
名
づ
く
。
普
通
二
年
（
五
二
一
）

捨
し
て
以
て
寺
と
爲
し
、
袁
寺
と
號
す
。
…
大
業
二
年
（
六
〇
六
）
改
め
て
鴻
業
寺
と
爲
し
、
尋
い
で
鐘
山
寺
と
爲
す
。

唐
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
名
を
福
唐
寺
と
更あ
ら
たむ
。
會
昌
に
例
お
し
な
べて
廢
さ
る
。
大
中
四
年
（
八
五
〇
）
之
を
復
し
、
今
額
を
賜
わ

る
。
天
聖
中
災
あ
り
、
數
年
を
歷
て
再
創
し
成
る
に
垂

な
ん
な
んと
し
て
復
た
災
す
。
元
豐
の
改
元
（
一
〇
七
八
）
の
と
き
始よ
う
やく
之



131

『祖堂集』卷第一一譯注（一） 「保福和尚章」（上）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

を
新
た
に
す
。」

○
既
師
子
之
乳
育
，
乃
檀
樹
之
抽
芽　

こ
れ
以
下
の
文
飾
さ
れ
た
記
述
は
歿
後
の
碑
銘
（
佚
、
撰
者
未
詳
）
か
ら
の
引
用
で

あ
ろ
う
。「
師
子
之
乳
育
」
は
雪
峯
に
つ
い
て
出
家
し
教
育
を
う
け
た
こ
と
。「
檀
樹
之
抽
芽
」
の
「
檀
樹
」
は
栴
檀
樹
、

「
抽
芽
」
は
雙
葉
が
出
る
こ
と
。「
栴
檀
は
雙
葉
よ
り
芳
し
」
の
意
で
、
從
展
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
人
に
抜
き
ん
出
て
い
た

こ
と
を
言
う
。

　
「
既
A
，
乃
B
」
は
「
す
で
に
A
で
あ
る
う
え
に
、
さ
ら
に
B
で
あ
る
」
意
で
あ
り
、「
既
A
，
又
B
」、「
既
A
，
亦
B
」、

「
既
A
，
終
B
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
本
書
卷
九
「
大
光
和
尚
章
」
第
五
則
、「
僧
問
：
只
如
達
摩
是
祖
師
不
？
師
云
：
不

是
祖
。
僧
曰
：
既
不
是
祖
，
又
來
東
土
作
什
摩
？
（
す
で
に
祖
師
で
な
い
の
に
、
さ
ら
に
唐
土
に
來
て
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
）」

○
片
月
新
生
，
孤
雲
出
岫　
「
片
月
新
生
」
は
、
初
發
心
の
喩
え
。『
法
苑
珠
林
』
卷
三
四
に
『
文
殊
師
利
問
菩
提
經
』
を

引
い
て
い
う
、「
又
初
發
心
，
如
月
新
生
；
行
道
心
，
如
五
日
月
；
不
退
轉
心
，
如
月
十
日
；
一
生
補
處
心
，
如
月
十
四

日
；
如
來
智
慧
，
如
十
五
日
月
」（
大
正
五
三
・
四
八
二
中
）。

「
孤
雲
出
岫
」
は
、
雪
峯
山
よ
り
出
て
修
行
に
出
る
こ
と
を
い
う
。
陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
句
、「
雲
無
心
以
出
岫
，

鳥
倦
飛
而
知
還
」
に
よ
る
。
ま
た
劉
禹
錫
「
送
元
簡
上
人
適
越
」
詩
、「
孤
雲
出
岫
本
無
依
，
勝
境
名
山
即
是
歸
」（『
劉

賓
客
文
集
』
卷
二
九
、『
全
唐
詩
』
卷
三
五
九
）。

○
海
鵬
成
羽
，
望
霄
漢
以
騰
身　
「
鵬
」
は
『
莊
子
』
逍
遙
遊
に
見
え
る
想
像
上
の
巨
大
な
鳥
で
、
大
空
高
く
羽
た
い
て
、

大
恭
を
ひ
と
っ
飛
び
で
南
冥
に
移
る
と
い
わ
れ
る
。
從
展
が
大
き
く
成
長
し
た
さ
ま
に
譬
え
る
。

○
善
友
臨
溟
，
探
摩
尼
而
近
掌　

善
友
王
子
と
惡
友
王
子
の
兄
弟
は
龍
王
の
左
耳
中
に
あ
る
如
意
寶
珠
を
求
め
て
大
恭
に

入
り
、
善
友
王
子
が
首
尾
よ
く
珠
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
『
大
方
便
佛
報
恩
經
』
卷
四
「
惡
友
品
」（
大
正
三
・
一
四
五
上
～

下
）
に
見
え
る
話
に
よ
る
。「
摩
尼
」
は
心
、
佛
性
の
譬
え
。
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○
暫
遊
呉
楚
，
尋
復
巾
瓶　
「
呉
楚
」
は
、
長
江
中
流
下
流
の
一
帶
。
保
福
が
長
慶
慧
稜
と
江
南
へ
結
伴
行
脚
し
た
時
の
や

り
と
り
は
本
章
第
一
三
則
に
見
え
る
。「
巾
瓶
」
は
僧
の
持
ち
物
で
あ
る
淨
巾
と
淨
瓶
、
轉
じ
て
「
弟
子
と
し
て
う
や
う

や
し
く
仕
え
る
こ
と
。」『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
は
「
遊
呉
楚
間
，
後
歸
執
侍
。」

○
弟
子
之
禮
纔
施
，
接
示
之
言
便
至
。
雪
峯
云
：
還
會
摩
？
師
欲
擬
近
前
，
雪
峯
以
杖
拄
之
。
師
頓
契
玄
要
，
更
無
遊
心

本
書
で
は
ど
の
よ
う
な
接
示
の
言
葉
が
あ
っ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
で
は
、

呼
ん
で
「
會
す
や
？
」
と
問
う
た
。
雪
峯
の
接
化
で
は
、
相
手
を
呼
ぶ
の
は
、
佛
法
と
は
「
自
己
事
」
で
あ
る
こ
と
を
そ

の
人
に
示
唆
す
る
も
の
。『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
次
が
あ
る
、

師
問
僧
：
「
見
説
大
德
曾
爲
天
使
來
，
是
否
？
」
云
：
「
不
敢
。
」
師
云
：
「
爭
解
與
麼
來
得
？
」
云
：
「
仰
慕
道
德
，
豈

憚
關
山
？
」
師
云
：
「
汝
猶
醉
在
，
出
去
！
」
僧
便
出
，
師
乃
召
：
「
大
德
！
」
僧
囘
首
。
師
云
：
「
是
什
麼
？
」
僧
亦
云
：

「
是
什
麼
？
」
師
云
：
「
者
漆
桶
！
」
僧
無
語
。
（
十
九
丁
左
）
。

雪
峯
が
僧
に
問
う
、
「
大
德
は
天
使
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
本
當
か
？
」
「
恐
れ
入
り
ま
す
。
」
雪
峯
、
「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う

に
來
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
？
」
「
師
の
道
德
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
し
て
險
し
い
山
々
を
厭
う
た
り
し
ま
し
ょ
う

か
？
」
雪
峯
、
「
き
み
は
ま
だ
醉
っ
て
お
る
、
出
て
行
け
！
」
僧
が
出
て
行
こ
う
と
す
る
や
、
背
後
か
ら
「
大
德
！
」
と
呼
び
、
僧

が
振
り
返
る
と
、
雪
峯
、
「(

呼
ば
れ
て
振
り
返
る
そ
れ
は
）
何
だ
？
」
僧
も
言
う
、
「
何
で
す
か
？
」
雪
峯
、
「
こ
の
愚
か
者
！
」
僧

は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

ま
た
同
卷
下
に
も
次
が
あ
る
、

師
送
僧
出
，
行
三
五
歩
，
召
曰
：
「
上
座
！
」
僧
迴
首
。
師
曰
：
「
途
中
善
爲
！
」
（
二
十
四
丁
右
）
。

雪
峯
は
僧
が
出
立
す
る
の
を
見
送
っ
て
、
四
五
歩
行
っ
た
と
き
、
背
後
か
ら
呼
び
か
け
た
、
「
上
座
！
」
僧
が
振
り
返
る
や
、
「
道
中

お
氣
を
つ
け
て
！
」　
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雪
峯
が
い
き
な
り
「
會
す
や
」
と
切
り
出
す
の
も
「
自
己
事
」
が
問
題
に
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
卷
七
「
雪
峯
和

尚
章
」
第
三
七
則
に
も
、「
師
見
僧
云
：
會
摩
？
對
云
：
不
會
。
師
云
：
老
僧
不
出
頭
、
爲
什
摩
不
會
？
（
わ
し
は
ど
こ
に

も
出
向
い
て
お
ら
ぬ
、
ど
う
し
て
分
か
ら
ぬ
の
か
）」（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
譯
注
（
下
）」『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
二
號
參

照
）
と
あ
る
。

從
展
は
「
會
す
や
」
と
言
わ
れ
て
、
な
ん
の
こ
と
か
訊
こ
う
と
進
み
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
雪
峯
に
杖
で
押
し
止
め

ら
れ
、
佛
法
は
人
に
訊
き
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
の
こ
と
だ
と
ハ
ッ
と
わ
か
っ
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

一
九
で
は
、「
一
日
忽
召
曰
：
還
會
麼
？
師
欲
近
前
。
雪
峯
以
杖
拄
之
。
師
當
下
知
歸
（
師
は
す
ぐ
に
佛
法
の
本
旨
を
知
り
），

作
禮
而
退
。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
保
福
の
開
悟
の
因
緣
で
あ
る
。

○
凡
有
機
緣
，
悉
皆
冥
契　
「
機
緣
」
は
接
化
す
る
師
と
弟
子
の
問
答
。
道
忠
『
葛
藤
語
箋
』、「
機
は
學
者
に
屬
し
、
猶
お

教
中
に
衆
生
の
機
と
云
い
、
所で

し化
に
屬
す
。
緣
は
師
家
に
屬
す
、
是
れ
學
者
の
緣
の
故
な
り
。」「
冥
契
」
は
、
自
然
に
契

合
す
る
。
本
書
卷
一
〇
「
鏡
清
和
尚
章
」
第
九
則
、「
遍
歷
諸
方
，
凡
對
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。（
各
地
を
遍
歴
し
て
、
お
よ
そ

機
緣
に
遇
え
ば
、
こ
と
ご
と
く
も
ら
さ
ず
會
得
し
た
）」

○
後
以
漳
州
王
太
傅
仰
師
道
德
，
請
轉
法
輪
，
師
出
世
一
十
二
年
矣　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
に
は
「
梁
貞
明
四
年
丁
丑

歲
，
漳
州
刺
史
王
公
，
欽
承
道
譽
，
創
保
福
禪
苑
，
迎
請
居
之
」
と
あ
る
。
貞
明
四
年
は
九
一
八
年
、
丁
丑
歲
は
九
一
七

年
で
食
い
違
う
が
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
及
び
前
に
引
い
た
『
清
漳
志
』
で
は
「
貞
明
四
年
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
正

し
い
。『（
正
德
）
漳
州
府
志
』
は
、「
淨
衆
寺
は
城
の
西
北
隅
に
在
り
、
五
代
梁
貞
明
二
年
（
九
一
六
）
本
州
刺
史
王
延
釭
、

保
福
禪
院
を
創
し
、
祝
聖
道
場
と
爲
す
」（
漳
州
淨
衆
寺https://kknew

s.cc>culture

に
掲
載
の
写
真
に
よ
る
）。
こ
れ
だ
と

「
師
出
世
一
十
二
年
矣
」
と
い
い
、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
「
師
住
保
福
僅
一
紀
」
と
い
う
の
と
一
致
す
る
。『
閩
國
史
事
編

年
』
後
梁
貞
明
四
年
條
の
末
尾
に
「
漳
州
刺
史
王
延
釭
創
保
福
院
，
迎
僧
從
展
居
之
」
と
あ
り
、
漳
州
王
太
傅
を
王
延
釭
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（『
清
漳
志
』
も
「
漳
州
刺
史
王
延
釭
［『
淳
熙
志
』
作
延
彬
］」）
の
こ
と
と
す
る
。

示
寂
に
つ
い
て
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

師
住
保
福
僅
一
紀
，
學
衆
常
不
下
七
百
。
其
接
機
利
物
，
不
可
備
錄
。
閩
帥
禮
重
，
爲
奏
命
服
。
唐
天
成
三
年
戊
子
示
有
微

疾
。
僧
入
丈
室
問
訊
，
師
謂
之
曰
：
「
吾
與
汝
相
識
年
深
，
有
何
方
術
相
救
？
」
僧
曰
：
「
方
術
甚
有
，
聞
説
和
尚
不
解
忌

口
。
」
又
謂
衆
曰
：
「
吾
旬
日
來
氣
力
困
劣
，
別
無
他
，
只
是
時
至
。
」
僧
問
：
「
時
既
至
矣
。
師
去
即
是
，
住
即
是
？
」
師

曰
：
「
道
。
」
曰
：
「
恁
麼
即
某
甲
不
敢
造
次
。」
師
曰
：
「
失
錢
遭
罪
。
」
言
訖
，
跏
趺
告
寂
。
即
三
月
二
十
一
日
也
。

師
は
保
福
院
に
住
し
て
十
二
年
、
修
行
僧
は
常
に
七
百
衆
を
超
え
た
。
そ
の
爲
人
接
化
の
問
答
商
量
の
記
錄
は
、
こ
こ
に
は
載
せ
き

れ
な
い
。
閩
帥
は
う
や
ま
い
、
後
唐
朝
に
袈
裟
を
賜
う
よ
う
奏
上
し
た
。
後
唐
の
天
成
三
年(

九
二
八
）
死
に
至
る
病
に
か
か
っ
た
。

僧
が
入
室
し
見
舞
う
と
、
師
は
訊
い
た
、
「
き
み
と
は
長
い
付
き
合
い
だ
が
、
何
か
病
を
治
す
手
立
て
は
あ
る
か
？
」
僧
、
「
い
く
ら

で
も
あ
り
ま
す
、
和
尚
は
毒
斷
ち
が
で
き
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
」
ま
た
大
衆
に
言
っ
た
、
「
十
日
ほ
ど
前
か
ら
氣
力
が
お
と

ろ
え
た
、
ほ
か
で
も
な
い
、
た
だ
そ
の
時
が
來
た
だ
け
だ
。
」
僧
が
問
う
、
「
そ
の
時
が
來
ま
し
た
。
師
は
逝
か
れ
る
の
が
よ
い
の
で

す
か
、
と
ど
ま
ら
れ
る
の
が
よ
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
が
言
え
。
」
僧
、
「
わ
た
し
に
言
え
と
言
わ
れ
る
が
、
め
っ
た
な
こ
と

は
申
せ
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
銭
を
失
っ
た
う
え
に
罪
を
著
せ
ら
れ
た(

我
が
一
生
の
接
化
は
失
敗
に
歸
し
た
）
。
」
言
い
終
わ
る
や
、
結

跏
趺
坐
し
て
亡
く
な
っ
た
。
天
成
三
年
三
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。

〔
二
〕
高
聲
に
問
え
！

師
上
堂
云
：
「
有
人
問
話
，
高
聲
問
！
」
時
有
人
出
來
，
問
：
「
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
。」
師
云
：
「
道
什

摩
！
」
學
人
再
申
前
問
。
師
云
：
「
我
不
是
患
聾
。」

【
訓
讀
】
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師
上
堂
し
て
云
く
、「
人
有
っ
て
問
話
す
る
あ
ら
ば
、
高
聲
に
問
え
！
」
時
に
人
有
っ
て
出
で
來
っ
て
問
う
、「
學
人
高

聲
に
問
う
、
請
う
和
尚
高
聲
に
答
え
よ
。」
師
云
く
、「
什な

ん摩
と
道
う
ぞ
！
」
學
人
再
び
前
問
を
申
ぶ
。
師
云
く
、「
我
は
是

れ
聾ろ

う

を
患
わ
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
上
堂
し
て
言
う
、「
質
問
す
る
な
ら
、
大
き
な
聲
で
問
い
な
さ
い
。」
そ
の
時
に
僧
が
進
み
出
て
問
う
た
、「
わ
た
し

は
大
き
な
聲
で
問
い
ま
す
、
和
尚
さ
ん
も
ど
う
ぞ
大
き
な
聲
で
お
答
え
下
さ
い
。」
師
、「
何
だ
と
！
」
そ
の
僧
は
再
び
同
じ

問
い
を
し
た
。
師
、「
わ
た
し
は
耳
が
惡
い
の
で
は
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
。

○
師
上
堂
云
：
有
人
問
話
，
高
聲
問
！　
「
高
聲
」
は
大
聲
。「
高
聲
に
問
え
」
と
は
、
單
に
大
き
な
聲
で
問
え
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
通
り
一
遍
の
問
い
で
は
な
く
、
自
ら
の
修
行
の
生
命
を
賭
し
た
問
い
を
せ
よ
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
、
ま
た

「
高
聲
に
問
う
」
作
用
を
す
る
君
自
身
は
何
者
な
の
か
と
問
う
意
圖
も
含
ま
れ
る
。「
高
聲
問
」
の
用
例
は
多
く
あ
る
が
、

二
三
を
示
し
て
お
く
。

問
：
「
説
教
當
爲
何
人
？
」
師
云
：
「
近
前
來
，
高
聲
問
！
」
僧
近
前
問
，
師
便
打
。
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
、
大
正

四
七
・
五
五
二
上
）

問
う
、
「
誰
の
た
め
に
教
え
る
の
で
す
か
？
」
雲
門
、
「
前
に
出
て
き
て
、
大
き
な
聲
で
問
い
な
さ
い
。
」
僧
は
前
に
進
み
出
て
大
き

な
聲
で
問
う
た
。
雲
門
は
す
か
さ
ず
打
っ
た
。

雲
門
が
「
近
前
來
，
高
聲
問
」
と
い
う
の
は
、
こ
う
言
わ
れ
て
、
進
み
出
る
作
用
を
す
る
「
お
ま
え
自
身
は
何
者
な
の

か
」
を
、
み
ず
か
ら
問
い
、
み
ず
か
ら
體
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
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問
：
「
無
絃
琴
請
師
音
韻
。
」
師
良
久
曰
：
「
還
聞
麼
？
」
僧
曰
：
「
不
聞
。
」
師
曰
：
「
何
不
高
聲
問
著
？
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
一
三
「
首
山
省
念
章
」
）

問
う
、
「
無
絃
琴
を
彈
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
首
山
は
し
ば
し
沈
默
し
て
言
う
、
「
聞
こ
え
た
か
？
」
僧
、
「
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
」

首
山
、
「
ど
う
し
て
大
き
な
聲
で
問
わ
な
か
っ
た
の
だ
？
」

「
何
不
高
聲
問
著
」
と
は
、
無
絃
琴
の
調
べ
が
聞
こ
え
な
い
の
に
聞
こ
え
る
か
の
よ
う
な
問
い
を
せ
よ
と
言
う
の
で
は
な

く
、「
今
の
君
自
身
に
と
っ
て
最
も
切
實
な
問
い
を
な
ぜ
し
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

僧
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
師
曰
：
「
高
聲
問
著
！
」
曰
：
「
莫
即
便
是
也
無
？
」
師
曰
：
「
勿
交
涉
！
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
二
六
「
杭
州
臨
安
光
孝
院
道
端
禅
師
章
」
）

僧
が
問
う
た
、
「
佛
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
道
端
禪
師
、
「
大
き
な
聲
で
問
え
！
」
「
大
き
な
聲
で
問
う
者
が
そ
う
な
の

で
す
ね
。
」
道
端
禪
師
、
「
關
係
な
い
。
」

「
佛
と
は
何
か
」
は
人
に
問
う
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
に
問
い
、
み
ず
か
ら
體
得
す
る
以
外
に
解
決
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
道
端
禪
師
は
そ
の
こ
と
を
「
高
聲
に
問
え
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、
問
僧
は
「
高
聲
に
問
う
者
が
佛
で

あ
る
」
と
短
絡
し
て
し
ま
っ
た
。

問
：
「
如
何
是
學
人
珠
？
」
師
云
：
「
高
聲
問
！
」
僧
禮
拜
。
師
云
：
「
不
解
問
。
何
不
道
高
下
即
不
問
，
如
何
是
學
人
珠
？

何
不
與
麼
問
？
」
僧
便
再
問
。
師
云
：
「
洎
合
放
過
者
漢
。
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
中
〔
三
四
四
〕
）

問
う
、
「
何
が
わ
た
し
の
寳
珠
で
す
か
？
」
趙
州
、
「
大
き
な
聲
で
問
え
。
」
僧
は
お
教
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
禮
拜
し
た
。

趙
州
、
「
問
い
方
も
知
ら
ぬ
。
ど
う
し
て
『
大
き
い
小
さ
い
は
と
も
か
く
、
わ
た
し
の
寳
珠
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
』

と
そ
の
よ
う
に
問
い
返
さ
な
い
の
か
？
」
僧
は
す
ぐ
に
問
い
な
お
し
た
。
趙
州
、
「
あ
や
う
く
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
」

「
高
聲
問
」
す
る
君
自
身
が
寳
珠
な
の
だ
と
趙
州
は
示
唆
し
、
僧
は
禮
拜
し
た
。
趙
州
が
「
不
解
問
…
」
と
言
う
の
は
、
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僧
の
禮
拜
の
内
實
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
僧
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に
問
い
な
お
し
た
こ
と
で
、
僧
の
禮
拜
は
儀

禮
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
露
呈
し
、
趙
州
は
「
あ
や
う
く
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
嘆
息
し
た
。

○
時
有
人
出
來
，
問
：
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
。
師
云
：
道
什
摩
！　
「
有
人
問
話
，
高
聲
問
！
」
と
い
う
保
福
の

釣
語
（
索
語
）
に
釣
り
出
さ
れ
、
僧
は
「
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
」
と
言
う
が
、
問
話
そ
の
も
の
が
欠
落
し
て
お

り
、
保
福
に
一
蹴
さ
れ
た
。

○
學
人
再
申
前
問
。
師
云
：
我
不
是
患
聾　

僧
は
一
蹴
さ
れ
た
の
も
氣
づ
か
ず
、
大
き
な
聲
で
前
と
同
じ
言
い
方
を
し
て
、

「
わ
た
し
は
耳
は
聞
こ
え
て
い
る
」
と
保
福
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
た
。

〔
三
〕
人
の
教
え
に
よ
っ
て
は
な
ら
ぬ

有
人
問
：
「
摩
騰
入
漢
，
一
藏
分
明
；
達
摩
西
來
，
將
何
指
示
？
」
師
云
：
「
上
座
行
脚
底
事
作
摩
生
？
」
僧
云
：

「
不
會
。」
師
云
：
「
會
取
好
，
莫
傍
家
取
人
處
分
。」

【
訓
読
】

有
る
人
問
う
、「
摩
騰 

漢
に
入
り
て
、
一
藏
分
明
た
り
。
達
摩 

西
來
し
、
何
を
將も
っ

て
か
指
示
す
る
？
」
師
云
く
、「
上
座

行
脚
す
る
底
の
事
は
作
摩
生
？
」
僧
云
く
、「
會
せ
ず
。」
師
云
く
、「
會
取
す
れ
ば
好
し
、
傍
家
に
人
の
處
分
を
取
る
莫
か

れ
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
迦
葉
摩
騰
が
中
國
に
來
た
こ
と
で
、
一
切
の
教
法
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
達
摩
は
西
來
し
て
、

何
を
示
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
な
た
の
行
脚
す
る
自
身
は
ど
う
な
の
だ
？
」
僧
、「
わ
か
り
ま
せ
ん
。」
師
、「
自

分
で
わ
か
れ
ば
よ
い
の
だ
、
軒
並
み
に
禪
匠
を
た
ず
ね
て
人
の
教
え
に
よ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
、『
景
德
傳
燈
録
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
錄
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
以
下
に
引
く
よ
う
に
長
い
説
法

が
續
い
て
い
る
。

問
：
「
摩
騰
入
漢
，
一
藏
分
明
；
達
磨
西
來
，
將
何
指
示
？
」
師
曰
：
「
上
座
行
脚
事
作
麼
生
？
」
曰
：
「
不
會
」
。
師
曰
：

「
不
會
，
會
取
好
。
莫
傍
家
取
人
處
分
。
若
是
久
在
叢
林
，
粗
委
些
子
遠
近
，
可
以
隨
處
任
眞
。
其
有
初
心
後
學
，
未
知
次

序
，
山
僧
所
以
不
惜
口
業
，
向
汝
道
，
塵
劫
來
事
，
只
在
如
今
。
還
會
麼
？
然
佛
法
付
囑
國
王
、
大
臣
、
郡
守
。
昔
同
佛

會
，
今
方
如
是
。
若
是
福
祿
榮
貴
則
且
不
論
，
只
如
當
時
受
佛
付
囑
底
事
，
還
記
得
麼
？
若
識
得
，
便
與
千
聖
齊
肩
。
儻
未

識
得
，
直
須
諦
信
此
事
不
從
人
得
，
自
己
亦
非
。
言
多
去
道
轉
遠
。
直
道
言
語
道
斷
，
心
行
處
滅
，
猶
未
是
在
。
久
立
，
珍

重
。
」
（
『
景
德
傳
燈
録
』
卷
一
九
）

師
が
言
う
、
「
わ
か
ら
ね
ば
、
自
分
で
わ
か
れ
ば
よ
い
の
だ
。
軒
並
み
に
禪
匠
を
た
ず
ね
て
人
の
教
え
に
よ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し

長
く
叢
林
で
修
行
し
、
ど
う
い
う
こ
と
が
禪
の
近
道
で
あ
り
遠
回
り
で
あ
る
か
を
知
っ
た
な
ら
、
い
か
な
る
場
で
も
主
人
公
と
な
っ

て
眞
實
の
あ
り
か
た
に
ま
か
せ
て
よ
い
。
初
學
者
で
次
第
が
わ
か
ら
な
い
も
の
に
は
、
わ
た
し
が
口
業
を
惜
し
ま
ず
に
言
っ
て
や
ろ

う
。
過
去
よ
り
の
無
限
の
時
間
は
今
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
わ
か
る
か
？　

と
こ
ろ
が
、
佛
法
は
國
王
・
大
臣
・
郡
守
に
託
さ
れ
た
。

世
尊
在
世
中
に
は
と
も
に
佛
會
に
參
加
し
た
か
ら
、
今
こ
う
な
っ
た
の
だ
。
今
の
財
産
や
身
分
の
高
さ
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
な
い

が
、
當
時
世
尊
に
よ
っ
て
傳
授
さ
れ
た
こ
と
は
憶
え
て
い
る
か
？　

も
し
憶
え
て
い
れ
ば
、
千
聖
と
同
等
で
あ
る
。
も
し
ま
だ
わ
か

ら
な
け
れ
ば
、
〈
こ
の
事
〉
は
人
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
分
と
佛
を
等
置
す
る
こ
と

も
ま
た
間
違
い
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
盡
く
せ
ば
道
理
か
ら
ま
す
ま
す
離
れ
て
ゆ
く
。
言
語
の
道
は
斷
た
れ
、
心
の
は
た
ら
き
が
消
え

る
と
言
っ
て
も
、
ま
だ
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。
長
く
立
っ
た
ま
ま
で
ご
苦
勞
で
あ
っ
た
。
」

○
有
人
問
：
摩
騰
入
漢
，
一
藏
分
明
；
達
摩
西
來
，
將
何
指
示
？　
「
摩
騰
」
は
迦
葉
摩
騰
。
印
度
出
身
の
僧
で
、
後
漢
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永
平
十
年
（
六
七
）
に
竺
法
蘭
と
と
も
に
佛
典
を
初
め
て
中
國
に
も
た
ら
し
、
洛
陽
の
白
馬
寺
で
佛
典
翻
譯
に
從
事
し
、

『
四
十
二
章
經
』
を
竺
法
蘭
と
共
譯
し
た
と
さ
れ
る
。『
高
僧
傳
』
卷
一
に
傳
が
あ
る
。「
達
摩
西
來
」
は
、
菩
提
達
摩
が

西
來
し
て
「
即
心
即
佛
」
を
傳
え
た
と
す
る
馬
祖
禪
を
受
け
る
。
明
州
雪
竇
山
常
通
禪
師
は
修
行
時
代
に
「
摩
騰
入
漢
，

譯
著
斯
文
；
達
磨
來
梁
，
復
明
何
事
？
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一
）
と
い
う
疑
問
を
抱
い
た
と
い
う
。

○
師
云
：
上
座
行
脚
底
事
作
摩
生
？
僧
云
：
不
會　

自
己
本
分
事
を
諦
め
る
こ
と
が
「
行
脚
底
事
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人

に
教
え
て
も
ら
っ
て
納
得
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
そ
れ
に
氣
づ
く
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
却
っ
て
法
を
求
め
て
わ

た
し
の
教
え
を
請
う
こ
と
は
、
自
己
本
分
事
に
背
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
る
。

○
師
云
：
會
取
好
，
莫
傍
家
取
人
處
分　

ど
う
し
て
「
莫
取
人
處
分
」
な
の
か
は
、
先
に
引
い
た
保
福
の
説
法
に
「
直
須
諦

信
此
事
不
從
人
得
」（
自
己
本
分
事
は
人
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
從

門
入
者
非
寶
」（『
祖
堂
集
』
卷
五
「
雲
巖
和
尚
章
」
第
二
四
則
、『
宗
鏡
錄
』
卷
九
八
「
先
雲
居
和
尚
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
傍
（bàng

）
家
」
は
、
動
目
構
造
で
「
軒
な
み
に
、
一
軒
ご
と
に
」
の
意
（
袁
賓
『
禪
宗
著
作
詞
語
匯
釋
』、
江
蘇
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
）、
雷
漢
卿
『
禪
籍
方
俗
詞
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
汪
維
輝
「
有
關
《
臨
濟
録
》
語
言
的
幾
個

問
題
」（『
臨
濟
錄
國
際
學
會
論
文
集
』、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。
修
飾
構
造
の
名
詞
「
傍
（páng

）
家
」（
隣
り
の
家
）
で
は
な
い
。

「
取
人
處
分
」
は
他
人
の
言
う
こ
と
に
從
う
。
こ
こ
で
は
よ
そ
の
禪
師
の
教
え
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
を
戒
め
る
。

〔
四
〕
三
寸
を
施
せ
ば
、
盡
く
蛩た

胡こ

に
渉
る

有
人
問
：
「
纔
施
三
寸
，
盡
渉
蛩
胡
；
如
何
示
徒
，
免
負
於
前
機
？
」
師
云
：
「
收
拾
看
！
」
學
云
：
「
大
衆
咸
委
。」

師
云
：
「
汝
也
是
天
津
橋
上
皺
眉
僧
。」

【
訓
讀
】
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有あ

る
人
問
う
、「
纔
か
に
三
寸
を
施
せ
ば
，
盡
く
蛩た

胡こ

に
渉
る
。
如い
か
ん何
が
徒
に
示
せ
ば
、
前
機
に
負そ
む

く
を
免
る
？
」
師
云

く
、「
收
拾
し
看
よ
！
」
學
云
く
、「
大
衆
咸み

な
委し

る
。」
師
云
く
、「
汝
も
也ま

た
是
れ
天
津
橋
上
に
眉
を
皺し
か

む
僧
な
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
言
葉
を
用
い
た
と
た
ん
に
、
ご
た
ご
た
し
て
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
門
人
に

示
せ
ば
、
こ
の
問
い
に
そ
む
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
で
き
ま
す
か
？
」
師
、「
自
分
で
か
た
を
つ
け
よ
。」
僧
、「
そ
れ
は
誰

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。」
師
、「
き
み
も
天
津
橋
の
上
で
困
惑
し
て
い
る
僧
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
ほ
か
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
有
人
問
：
纔
施
三
寸
，
盡
渉
蛩
胡
；
如
何
示
徒
，
免
負
於
前
機
？　
「
施
」
は
施
設
、
發
動
す
る
こ
と
で
、「
施
三
寸
」

は
、
言
葉
で
禪
を
説
く
こ
と
。「
蛩
胡
」
は
「
塗
糊
」「
蟀
胡
」
に
同
じ
。『
碧
巖
錄
不
二
鈔
』
第
一
則
、「
蟀
胡
は
當
に

塗
糊
に
作
る
べ
し
。
模
糊
の
義
、
猶
お
塗
胡
の
ご
と
し
」（
禪
文
化
研
究
所
『
禪
語
辭
書
類
聚
三 

碧
巖
錄
不
二
鈔
』
三
〇
頁
下
）。

「
前
機
」
は
目
前
の
僧
の
問
題
提
起
を
指
す
。
即
ち
「
禪
の
教
え
は
言
葉
を
用
い
た
と
た
ん
に
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な

る
。」
ど
の
よ
う
に
わ
た
し
ど
も
學
人
に
示
せ
ば
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
か
ら
免
れ
ま
す
か
？ 

『
佛
祖
道
影
』

巻
三
「
藥
山
惟
儼
」
に
も
次
が
あ
る
。

師
生
絳
州
韓
氏
，
年
十
七
出
家
，
博
通
經
論
，
嚴
持
戒
律
。
首
造
石
頭
之
室
，
機
縁
少
契
。
頭
命
謁
馬
祖
，
始
悟
前
機
。
師

乃
返
石
頭
。

師
は
絳
州(

今
の
山
西
省
新
絳
縣
）
の
韓
氏
に
生
ま
れ
、
十
七
歲
に
な
っ
て
出
家
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
經
論
に
通
じ
、
嚴
格
に
戒
律
を

守
っ
た
。
は
じ
め
石
頭
希
遷
の
と
こ
ろ
で
入
室
し
た
が
、
機
縁
が
契
わ
な
か
っ
た
。
石
頭
に
指
示
さ
れ
て
馬
祖
に
參
じ
、
や
っ
と
前

の
石
頭
と
の
問
答
の
意
を
悟
り
、
石
頭
に
引
き
返
し
た
。
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○
師
云
：
收
拾
看　
「
拾
」
は
原
文
は
「
捨
」
に
誤
る
。「
收
拾
」
は
、
か
た
づ
け
る
・
き
ま
り
を
つ
け
る
・
片
を
つ
け
る
。

『
建
中
靖
國
續
燈
錄
』
卷
二
一
「
蘇
州
報
恩
泗
州
院
用
元
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
祖
佛
撈
籠
不
得
底
人
，
和
尚
如
何
收
拾
？
」
師
云
：
「
試
呈
伎
倆
看
。
」
僧
便
喝
。
師
云
：
「
驚
殺
人
！
」

問
う
、
「
祖
佛
も
抑
え
込
め
な
か
っ
た
人
を
和
尚
は
ど
の
よ
う
に
か
た
づ
け
ま
す
か
？
」
師
、
「
腕
前
を
み
せ
て
み
な
さ
い
。
」
僧
は

大
聲
を
出
し
た
。
師
、
「
驚
か
す
な
！
」

○
學
云
：
大
衆
咸
委　
「
自
分
で
決
著
を
つ
け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。」

○
師
云
：
汝
也
是
天
津
橋
上
皺
眉
僧　
「
き
み
も
ま
わ
り
道
は
な
い
の
に
餘
計
な
こ
と
を
言
っ
て
困
惑
し
て
い
る
僧
だ
。」

「
天
津
橋
」
は
洛
陽
の
皇
城
の
前
を
流
れ
る
洛
水
に
架
け
ら
れ
た
橋
、
渡
れ
ば
皇
城
の
端
門
で
あ
る
。
天
津
橋
の
上
は
皇

城
に
到
る
た
だ
一
筋
の
路
だ
け
で
迷
う
こ
と
が
な
い
。
本
書
卷
一
一
「
睡
龍
和
尚
章
」
第
六
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
太
尉
相
公
送
繩
床
，
和
尚
將
何
報
答
？
」
師
云
：
「
天
津
橋
上
無
異
路
，
報
答
之
心
性
不
殊
。
」

問
う
、
「
王
太
尉
が
繩
床
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ご
恩
に
和
尚
は
何
で
報
い
ら
れ
ま
す
か
。
」
師
、
「
天
津
橋
に
迷
わ

せ
る
道
は
な
い
。
報
答
の
心
は
本
性
そ
の
も
の
で
、
な
ん
の
迷
い
も
な
い
。
」

〔
五
〕
祖
師
が
た
は
何
も
傳
え
な
か
っ
た

問
：
「
祖
祖
相
傳
，
有
何
言
屬
？
」
師
云
：
「
汝
從
什
摩
人
邊
傳
得
來
？
」
進
曰
：
「
與
摩
則
學
人
退
一
歩
。」
師
云
：

「
你
無
端
進
前
退
後
作
什
摩
！
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
祖
祖
相
い
傳
う
、
何
の
言げ
ん

屬し
ょ
くか
有
る
？
」
師
云
く
、「
汝
は
什な

ん摩
人ぴ
と

の
邊
と
こ
ろ

從よ

り
か
傳
え
得え

來き
た

る
？
」
進
ん
で
曰

く
、「
與か

く摩
な
ら
ば
則
ち
學
人
退
く
こ
と
一
歩
せ
ん
。」
師
云
く
、「
你
無む

端た
ん

に
進
前
退
後
し
て
什な

ん摩
と
作
す
！
」
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【
日
譯
】

問
う
、「
祖
師
が
た
は
次
々
に
法
を
傳
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
託
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、「
君
は

誰
の
と
こ
ろ
か
ら
傳
え
て
も
ら
っ
た
の
か
？
」
僧
は
言
っ
た
、「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
一
歩
引
き
下
が
り
ま
す
。」
師
、「
わ

け
も
な
く
進
み
出
た
り
退
い
た
り
し
て
ど
う
い
う
つ
も
り
か
！
」

【
注
釋
】

◯
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

◯
問
：
祖
祖
相
傳
，
有
何
言
屬
？　
「
祖
祖
相
傳
」
は
西
天
二
十
八
祖
、
東
土
六
祖
へ
と
正
法
が
伝
わ
っ
た
こ
と
。
裴
休
撰

「
圭
峯
禪
師
碑
銘
并
序
」
に
い
う
、「（
釋
迦
如
來
）
最
後
以
法
眼
付
大
迦
葉
，
令
祖
祖
相
傳
，
別
行
於
世
。
…
自
迦
葉
至
達

摩
，
凡
二
十
八
世
。
達
摩
傳
可
，
可
傳
璨
，
璨
傳
信
，
信
傳
忍
爲
五
祖
。
又
傳
融
爲
牛
頭
宗
，
忍
傳
能
爲
六
祖
。」

「
言
屬
」
は
言
い
付
け
、「
屬
」「
囑
」
は
古
今
字
。

本
書
卷
六
「
投
子
和
尚
章
」
第
九
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
佛
佛
授
授
，
祖
祖
相
傳
，
未
審
傳
个
什
摩
？
」
師
曰
：
「
年
老
也
，
爭
受
謾
語
？
」

問
う
、
「
佛
か
ら
佛
へ
、
祖
か
ら
祖
へ
と
法
を
次
々
と
傳
え
ま
し
た
、
い
っ
た
い
何
を
傳
え
た
の
で
す
か
？
」
投
子
、
「
わ
た
し
は
年

老お

い
た
が
そ
ん
な
謾で

た
ら
め語

を
受
け
た
り
し
よ
う
か
？
」

投
子
が
言
う
よ
う
に
禪
で
は
傳
え
る
べ
き
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
德
山
宣
鑒
は
言
う
、「
我
宗
無
語
句
，
實
無
一
法
與

人
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
）。

◯
師
云
：
汝
從
什
摩
人
邊
傳
得
來
？　

傳
え
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
君
は
誰
の
と
こ
ろ
か
ら
傳
え
て
も

ら
っ
た
の
だ
。
人
か
ら
傳
え
ら
れ
た
り
、
人
に
傳
え
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
人
人
分
上
各
自
具
足
底
の
事
で
あ

る
。
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『
趙
州
錄
』
卷
上
（
秋
月
本
〔
一
五
九
〕）
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
佛
祖
在
日
，
佛
祖
相
傳
；
佛
祖
滅
後
，
什
麼
人
傳
？
」
師
云
：
「
古
今
總
是
老
僧
分
上
。
」
學
云
：
「
未
審
傳
箇
什

麼
？
」
師
云
：
「
箇
箇
總
屬
生
死
。
」
云
：
「
不
可
埋
沒
却
祖
佛
也
。
」
師
云
：
「
傳
箇
什
麼
！
」

問
う
、
「
佛
祖
が
存
命
で
あ
ら
れ
た
と
き
は
、
佛
祖
が
法
を
傳
え
ま
し
た
。
佛
祖
が
お
亡
く
な
り
な
っ
た
ら
、
誰
が
傳
え
る
の
で
す

か
？
」
趙
州
、
「
古
今
の
事
は
す
べ
て
わ
た
し
と
い
う
自
己
本
分
の
事
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
」
學
人
、
「
何
を
傳
え
る
の
で
す
か
？
」
趙

州
、
「
誰
も
み
な
死
を
免
れ
ぬ
。
」
學
人
、
「
祖
佛
を
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き
ま
せ
ん
ぞ
。
」
趙
州
、
「
何
を
傳
え
る
と
い
う
の
だ
！
」

◯
進
曰
：
與
摩
則
學
人
退
一
歩　
「
人
か
ら
傳
え
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
私
は
引
き
さ
が
り
ま

す
。」「
退
一
歩
」
は
、
自
分
の
し
た
問
い
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
り
、
拒
否
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
問
い
を
取
り

下
げ
る
こ
と
。

本
書
卷
一
〇
「
鏡
清
和
尚
章
」
第
二
〇
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
天
龍
一
句
？
」
師
云
：
「
伏
汝
大
膽
。
」
進
曰
：
「
與
摩
則
學
人
退
一
歩
。
」
師
云
：
「
覆
水
難
收
。
」

問
う
、
「
天
龍
和
尚
の
緊
要
の
一
句
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
鏡
清(

即
ち
天
龍
）、
「
君
の
大
膽
な
の
に
は
ま
い
っ
た
。
」
「
そ
れ
な

ら
一
歩
退
き
ま
す
。
」
鏡
清
、
「
ぶ
ち
ま
け
た
盆
の
水
は
も
と
に
戻
ら
ぬ
。
」

さ
ら
に
本
書
卷
一
三
「
招
慶
和
尚
章
」
第
一
一
則
に
も
。

問
：
「
古
佛
道
場
，
如
何
得
到
？
」
師
：
「
更
擬
什
摩
處
去
？
」
學
云
：
「
與
摩
則
學
人
退
一
歩
。
」
師
云
：
「
又
是
亂
走

作
摩
？
」

問
う
、
「
古
佛
の
道
場
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
到
達
で
き
ま
す
か
？
」
師
、
「
そ
の
う
え
何ど

こ處
に
行
こ
う
と
い
う
の
だ
。
」
學
人
、
「
そ
れ

な
ら
わ
た
く
し
は
一
歩
退
き
ま
す
。
」
師
、
「
ま
た
も
や
う
ろ
う
ろ
し
て
ど
う
す
る
！
」

◯
師
云
：
你
無
端
進
前
退
後
作
什
摩
？　

一
歩
前
へ
出
て
質
問
し
、
不
適
切
な
問
い
だ
と
わ
か
っ
た
か
ら
「
一
歩
退
く
」
と
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言
っ
た
の
を
「
き
み
は
何
で
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
の
か
！
」
と
叱
責
し
た
。『
古
尊
宿
語
要
』
第
四
卷
「
鼓
山
先
興
聖
國

師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
」（
柳
田
聖
山
編 

禪
學
叢
書
之
一
『
無
著

校
瀉

古
尊
宿
語
要
』）
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
波
澄
浪
息
，
爲
什
麼
摩
尼
不
現
？
」
師
云
：
「
汝
且
喚
什
麼
作
摩
尼
？
」
學
云
：
「
與
麼
學
人
退
一
步
。
」
師
云
：
「
汝

無
端
進
前
退
後
作
麼
？
」

問
う
、
「
波
は
お
だ
や
か
に
澄
ん
で
い
ま
す
の
に
、
ど
う
し
て
摩
尼
珠
は
見
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
鼓
山
、
「
君
は
摩
尼
珠
を

何
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
？
」
學
人
、
「
そ
れ
な
ら
一
歩
退
き
ま
す
。
」
鼓
山
、
「
わ
け
も
な
く
進
み
出
た
り
退
い
た
り
し
て
ど
う
す

る
？
」

〔
六
〕
悟
る
も
悟
ら
ざ
る
も
本
分
を
超
え
た
こ
と
で
は
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
時
上
堂
云
：
「
夜
來
還
有
悟
底
摩
？
乞
个
消
息
。
不
悟
底
摩
？
乞
个
消
息
。
悟
底
是
，
不
悟
底
是
？
若
便
悟
去
，
亦

不
分
外
；
若
便
不
悟
去
，
亦
不
分
外
。
莫
見
與
摩
道
，
便
道
〈
非
悟
非
不
悟
〉。
莫
錯
好
！
者
風
漢
與
摩
道
，
莫
屈
著
人

摩
？
」

問
：
「
承
師
有
言
：
『
若
便
悟
去
，
亦
不
分
外
；
若
便
不
悟
去
，
亦
不
分
外
。』
未
審
如
何
是
不
悟
底
事
？
」
師
云
：

「
教
我
向
阿
誰
道
？
」
云
：
「
如
何
是
悟
底
事
？
」
師
云
：
「
悟
人
即
委
。」

【
訓
讀
】

有
る
時
、
上
堂
し
て
云
く
、「
夜
來
還は

た
悟
る
底
有
る
や
？
个
の
消
息
を
乞
う
。
悟
ら
ざ
る
底
あ
る
や
？
个
の
消
息
を
乞

う
。
悟
る
底
が
是ぜ

な
る
か
、
悟
ら
ざ
る
底
が
是
な
る
か
？
若も便
し
悟
り
去
る
も
亦
た
分
外
な
ら
ず
、
若も便
し
悟
り
去
ら
ざ
る

も
亦
た
分
外
な
ら
ず
。
與
摩
に
道い

う
を
見
て
、
便
ち
〈
悟
る
に
非
ず
、
悟
ら
ざ
る
に
非
ず
〉
と
道
う
莫
か
れ
。
錯
ま
る
こ
と

莫
く
ん
ば
好
し
！
者こ

の
風
漢
の
與
摩
に
道
う
は
、
人
を
屈
著
す
る
莫
き
や
？
」
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問
う
、「
承
る
に
師
の
言
う
有
り
、〈
若も便
し
悟
り
去
る
も
亦
た
分
外
な
ら
ず
、
若
便
し
悟
り
去
ら
ざ
る
も
亦
た
分
外
な

ら
ず
〉
と
。
未は

た審
如
何
な
る
か
是
れ
悟
ら
ざ
る
底
の
事
？
」
師
云
く
、「
我
を
し
て
阿た

れ誰
に
向
か
っ
て
か
道い

わ
し
む
？
」
云

く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
悟
る
底
の
事
？
」
師
云
く
、「
悟
る
人
即
ち
委し

る
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
の
上
堂
で
言
っ
た
。「
昨
夜
悟
っ
た
者
が
い
た
ら
、
そ
の
消
息
を
聞
か
せ
て
く
れ
。
悟
ら
な
か
っ
た
者
が
い
た
ら
、

そ
の
消
息
を
聞
か
せ
て
く
れ
。
悟
る
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
悟
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
か
？
悟
っ
て
も
己
の
分
を
超
え
た
こ
と

で
は
な
い
し
、
悟
ら
な
く
て
も
己
の
分
を
超
え
た
こ
と
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
こ
の
よ
う
に
言
う
の
を
聞
い
て
、〈
悟
る
の

で
も
な
い
し
、
悟
ら
な
い
の
で
も
な
い
〉
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
誤
ら
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
こ
の
亂
心
者
が
こ
の
よ

う
に
言
う
の
は
、
君
ら
を
い
わ
れ
も
な
く
貶
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
」

問
う
、「
師
は
〈
悟
っ
て
も
己
の
分
を
超
え
た
こ
と
で
は
な
い
、
悟
ら
な
く
て
も
己
の
分
を
超
え
た
こ
と
で
は
な
い
〉
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
っ
た
い
悟
ら
な
い
こ
と
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。」
師
、「
わ
し
に
誰
に
答
え
さ
せ

よ
う
と
い
う
の
だ
？
」「
悟
る
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。」
師
、「
悟
っ
た
人
が
知
っ
て
い
る
。」

【
注
釋
】

◯
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
。

◯
有
時
上
堂
云
：
夜
來
還
有
悟
底
摩
？
乞
个
消
息
。
不
悟
底
摩
？
乞
个
消
息
。
悟
底
是
，
不
悟
底
是
？
若
便
悟
去
，
亦
不
分

外
；
若
便
不
悟
去
，
亦
不
分
外
。
莫
見
與
摩
道
，
便
道
〈
非
悟
非
不
悟
〉。
莫
錯
好
！
者
風
漢
與
摩
道
，
莫
屈
著
人
摩
？

禪
僧
が
修
行
す
る
の
は
自
己
本
分
を
諦
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
菩
提
・
涅
槃
・
眞
如
・
佛
性
等
の
佛
教
用
語
は
要
請
と
し

て
言
語
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
は
決
定
的
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
佛
教
學
は
形
而
上
學
で
あ
る
。
馬
祖
は
佛
性
と
い
う
形
而
上
の
も
の
を
、
見
聞
覺
知
も
ろ
も
ろ
の
一
切
の
作
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用
こ
そ
が
佛
性
の
顯
現
で
あ
る
と
し
て
形
而
下
に
引
き
下
ろ
す
こ
と
で
、
誰
も
が
理
解
し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
い
う

革
命
を
お
こ
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
に
佛
性
が
具
足
し
、
我
が
心
こ
そ
が
佛
性
に
ほ
か
な
ら
い
（
自
己
本
分
）
と
い

う
知
識
は
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
知
識
は
悟
り
で
は
な
い
。
長
慶
慧
稜
は
雪
峯
に
參
見
し
、「
學

業
辛
苦
，
不
多
得
靈
利
」（
禪
學
を
學
ぶ
の
に
心
力
を
費
や
し
た
が
、
な
か
な
か
悟
り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和

尚
章
」
第
一
則
）
と
言
わ
れ
る
が
、
馬
祖
禪
を
知
識
と
し
て
心
得
て
は
い
て
も
、
實
感
と
し
て
納
得
で
き
る
體
驗
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
て
取
っ
た
雪
峯
は
「
山
火
事
で
燒
け
殘
っ
た
樹
木
の
よ
う
に
、
身
心
の
は
た
ら
き
を
消
し
去
っ

て
、
長
く
て
十
年
、
半
ば
な
ら
七
年
、
短
か
け
れ
ば
三
年
で
成
果
が
あ
が
ろ
う
」
と
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
施
す
死
馬
医
の
手
立
て
を
授
け
て
や
る
と
、
二
年
半
後
、
夜
中
に
堂
内
の
燈
火
を
見
て
は
っ
と
省
悟
し
、
法
堂
で
柱
に

寄
り
か
か
っ
て
い
た
と
き
に
、「
あ
っ
！
」
と
、
そ
れ
が
「
見
聞
覚
知
」
の
佛
性
の
は
た
ら
き
だ
っ
た
と
氣
が
つ
い
た
の

で
あ
っ
た
（「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
注
（
五
）「
長
慶
和
尚
章
」」
參
照
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
號
）。
長
慶
の
體
驗
が
夜

中
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
夜
中
に
悟
り
の
體
驗
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
夜
中
に
坐
禪
し
て
い

て
悟
る
者
も
お
り
、
悟
ら
ぬ
も
の
も
い
た
。
保
福
が
「
悟
っ
て
も
悟
ら
な
く
て
も
、
自
己
の
本
分
を
超
え
出
た
こ
と
で
は

な
い
」
と
言
う
の
は
、
一
切
衆
生
は
佛
性
を
具
足
し
、
法
性
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
「
言
談
祇
對
、
著
衣
喫
飯
」
し
て
い
る

か
ら
に
は
、
悟
る
・
悟
ら
ぬ
の
沙
汰
を
越
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
推
し
進
め
れ
ば
、
無
事
禪
に

墮
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
多
く
の
悟
れ
ぬ
修
行
者
を
な
ぐ
さ
め
る
發
言
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
あ
と
に
、
こ
の
こ
と

を
問
う
た
僧
に
答
え
た
内
容
か
ら
、
保
福
は
「
悟
る
こ
と
」
と
「
悟
れ
ぬ
こ
と
」
と
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
區
別
し
て
い

る
。

◯
若
便
悟
去
亦
不
分
外
，
若
便
不
悟
去
亦
不
分
外　
「
人
人
分
上
各
自
具
足
底
事
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、
も
と
も
と
悟
る
・

悟
ら
ぬ
の
沙
汰
を
越
え
て
い
る
。
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『
玄
沙
廣
錄
』
卷
中
〔
二
一
〕（
一
）
に
次
が
あ
る
。

上
堂
云
：
「
諸
上
座
，
法
體
本
自
無
生
，
本
自
無
滅
。
法
法
如
然
，
亘
古
亘
今
。
因
什
麼
便
得
不
會
去
？
若
不
會
，
也
只
是

上
座
。
若
會
，
也
只
是
上
座
。
會
與
不
會
且
作
麼
生
？
」
（
禪
の
語
錄1

2
b

、
九
四
頁
、
筑
摩
書
房
）

皆
さ
ん
、
法も

の

の
本
體
は
も
と
も
と
生
ず
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
法も

の

は
古
今
を
通
じ
て
、
眞
如
そ
の
も
の

で
す
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
分
か
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
分
か
ら
な
く
て
も
、
あ
な
た
自
身
に
他
な
り
ま
せ
ん

し
、
分
か
っ
て
も
、
あ
な
た
自
身
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
分
か
っ
て
も
分
か
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
が
ど
う
だ
と
言
う
の

で
し
ょ
う
？

ま
た
『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
〔
一
〕
に
も
次
が
あ
る
。

諸
上
座
，
只
是
你
諸
人
清
淨
本
然
性
相
般
若
智
海
，
具
足
見
聞
。
若
會
也
只
如
然
，
若
不
會
也
只
如
然
。
（
禪
の
語
錄1

2
a

、

八
頁
、
筑
摩
書
房
）

皆
さ
ん
、
ほ
か
な
ら
ぬ
皆
さ
ん
と
い
う
、
も
と
も
と
清
淨
な
る
本
體
と
現
象
を
一
如
だ
と
見
て
取
る
廣
大
な
智
慧
こ
そ
が
、
見
聞
覺

知
を
具
足
し
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
分
か
ろ
う
と
も
、
分
か
ら
な
く
と
も
、
そ
の
ま
ま
な
の
で
す
。

我
々
の
は
か
ら
い
に
關
係
な
く
「
清
淨
本
然
性
相
般
若
智
海
」
が
具
足
し
圓
成
し
て
い
る
以
上
、
知
る
こ
と
も
い
ら
な
い

し
、
そ
の
具
足
の
わ
け
を
説
け
る
も
の
で
も
な
い
。
し
て
み
る
と
、
分
か
っ
て
も
分
か
ら
な
く
て
も
違
い
は
な
い
。

な
お
「
分
外
」
は
、
自
己
の
本
來
の
持
ち
前
を
越
え
て
い
る
こ
と
。

◯
莫
見
與
摩
道
，
便
道
非
悟
非
不
悟
。
莫
錯
好　

わ
た
し
の
こ
う
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、「
悟
・
不
悟
と
い
う
對
立
を
超
え

た
も
の
だ
」
な
ど
と
誤
解
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
つ
ま
り
悟
・
不
悟
を
超
え
た
も
の
を
想
定
し
て
は
な
ら
ぬ
。

◯
者
風
漢
與
摩
道
，
莫
屈
著
人
摩
？　

本
來
ま
っ
た
き
具
足
の
人
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
説
く
の
は
、
そ
の
人
を
貶
め
て
い

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
で
、
人
人
具
足
で
あ
り
、
分
外
の
事
な
ら
ざ
る
こ
と
の
自
覺
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を
う
な
が
そ
う
と
す
る
。「
風
漢
」
は
風
顚
漢
の
略
。

「
屈
著
」
は
、
い
わ
れ
も
な
く
貶
め
る
。
本
書
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
第
二
九
則
に
次
が
あ
る
。

因
擧
：
「
僧
問
先
洞
山
：
『
從
上
幾
人
得
入
此
門
？
』
洞
山
云
：
『
實
無
一
人
得
入
此
門
。
』
進
曰
：
『
與
摩
道
，
莫
屈
人

也
無
？
』
洞
山
云
：
『
若
實
如
此
、
亦
不
屈
著
人
。
』
」

保
福
和
尚
は
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。
僧
が
先
の
洞
山
に
問
う
、
「
こ
れ
ま
で
幾
人
が
こ
の
門
に
入
っ
た
の
で
す
か
？
」
洞
山
、

「
入
っ
た
者
は
誰
も
お
ら
ぬ
。
」
「
誰
も
い
な
い
と
言
う
の
は
、
人
を
貶
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
、
「
本

當
に
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
、
人
を
貶
め
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
」

◯
問
：
承
師
有
言
：
若
便
悟
去
，
亦
不
分
外
；
若
便
不
悟
去
，
亦
不
分
外
。
未
審
如
何
是
不
悟
底
事
？
師
云
：
教
我
向
阿
誰

道
？　

悟
っ
て
も
悟
ら
な
く
て
も
自
己
の
分
を
越
え
た
こ
と
で
な
い
な
ら
、
悟
と
不
悟
の
違
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
？
後
に
あ
る
僧
が
疑
問
に
思
っ
て
悟
と
不
悟
の
違
い
を
問
う
た
。
不
悟
に
つ
い
て
の
保
福
の
返
答
「
そ
れ
を

誰
に
言
わ
せ
る
の
か
？
」
と
は
、
わ
た
し
と
話
し
て
い
る
汝
自
身
が
不
悟
底
な
の
だ
。
天
台
德
韶
（
第
八
會
上
堂
）
に
次

が
あ
る
。

第
八
會
，
師
上
堂
。
有
僧
問
：
「
世
尊
有
正
法
眼
，
付
囑
摩
訶
迦
葉
。
只
如
迦
葉
在
賓
鉢
羅
窟
，
未
審
付
囑
何
人
？
」
師

云
：
「
教
我
向
誰
説
？
」
學
云
：
「
恁
麼
即
靈
山
付
囑
不
異
今
日
。
」
師
云
：
「
你
什
麼
處
見
靈
山
？
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
二
五
）

あ
る
僧
が
問
う
、
「
〈
世
尊
に
正
法
を
見
る
眼
が
あ
り
、
摩
訶
迦
葉
に
ゆ
だ
ね
る
〉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
迦
葉
が
賓
鉢
羅

窟
で
結
集
し
た
と
き
、
誰
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
す
か
？
」
德
韶
、
「(

付
囑
を
受
け
る
の
は
き
み
以
外
で
は
な
い
の
に
）
わ
た
し
に
そ

れ
を
誰
に
言
え
と
い
う
の
か
？
」
學
人
、
「
そ
れ
な
ら
靈
山
付
囑
は
今
日
と
同
じ
で
す
。
」
德
韶
、
「
き
み
は
ど
こ
で
靈
山
を
見
た
の

か
？
」
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◯
云
：
如
何
是
悟
底
事
？
師
云
：
悟
人
即
委　

悟
っ
た
内
實
は
、
悟
っ
た
者
に
し
か
分
か
ら
ぬ
。
君
が
分
か
る
こ
と
で
は
な

い
。「
悟
人
即
委
」
と
類
似
し
た
言
い
方
に
「
同
道
者
方
知
」
が
あ
り
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
洪
州
雙
嶺
玄
眞
禪
師

章
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

洪
州
雙
嶺
玄
眞
禪
師
，
初
問
道
吾
：
「
無
神
通
菩
薩
爲
什
麼
足
迹
難
尋
？
」
道
吾
曰
：
「
同
道
者
方
知
。
」
師
曰
：
「
和
尚

還
知
否
？
」
曰
：
「
不
知
。
」
師
曰
：
「
何
故
不
知
？
」
曰
：
「
去
！
不
識
我
語
。
」

洪
州
雙
嶺
玄
眞
禪
師
は
初
め
道
吾
圓
智
に
參
じ
て
問
う
、
「
無
神
通
菩
薩
は
ど
う
し
て
足
跡
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

道
吾
、
「
共
に
歩
む
者(

自
ら
も
無
神
通
菩
薩
と
し
て
歩
む
者
）
で
あ
っ
て
こ
そ
分
か
る
こ
と
だ
。
」
玄
真
、
「
和
尚
は
分
か
る
の
で

す
か
？
」
「
分
か
ら
ぬ
。
」
玄
真
、
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
」
「
出
て
ゆ
け
！
わ
た
し
の
言
っ
た
〈
分
か
ら
ぬ
〉
の
意
味
が
分
か
っ
て
お

ら
ぬ
。
」

〔
七
〕
非
次
に
問
う

有
人
問
：
「
學
人
欲
見
和
尚
本
來
事
時
如
何
？
」
師
云
：
「
退
後
。」
進
曰
：
「
與
摩
則
非
次
也
。」
師
曰
：
「
汝
亦
知

而
故
犯
。」

【
訓
讀
】

有
る
人
問
う
、「
學
人
、
和
尚
の
本
來
事
を
見
ん
と
欲
す
る
時
は
如
何
？
」
師
云
く
、「
退
後
せ
よ
。」
進
ん
で
曰
く
、

「
與か

く摩
な
ら
ば
則
ち
非
次
な
り
。」
師
曰
く
、「
汝
も
亦
た
知
り
て
故
こ
と
さ
らに
犯
す
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
わ
た
く
し
、
和
尚
の
〈
本
來
の
事
〉
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
？
」
師
、「
退
い
て
自
己

の
本
分
事
を
見
よ
。」
僧
、「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
と
、
さ
き
の
問
い
は
順
序
を
誤
っ
て
い
ま
し
た
。」
師
、「
き
み
も
〈
わ
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か
っ
て
い
な
が
ら
、
わ
ざ
と
法
を
犯
し
た
〉
わ
け
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
。

○
有
人
問
：
學
人
欲
見
和
尚
本
來
事
時
如
何
？　

和
尚
の
自
己
本
分
事
を
見
た
い
の
で
す
が
、
和
尚
は
ど
の
よ
う
に
お
示
し

に
な
り
ま
す
か
。「
本
來
事
」
は
、
人
が
本
來
具
足
し
て
い
る
佛
性
、
本
來
性
、
自
己
本
分
事
。『
祖
堂
集
』
卷
四
「
石
頭

和
尚
章
」
第
一
二
則
に
次
が
あ
る
。

僧
問
：
「
如
何
是
本
來
事
？
」
師
曰
：
「
汝
因
何
從
我
覓
？
」
進
曰
：
「
不
從
師
覓
，
如
何
即
得
？
」
師
曰
：
「
何
曾
失
却
那
？

作
摩
？
」

僧
問
う
、
「
本
來
事
と
は
い
か
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
石
頭
、
「
き
み
は
ど
う
し
て
わ
た
し
に
求
め
る
の
か
？
」
さ
ら
に
問
う
、

「
師
に
求
め
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
？
」
石
頭
、
「
失
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
の
け
！
」

ま
た
『
五
燈
會
元
』
卷
九
「
終
南
山
豐
德
寺
和
尚
（
嗣
香
嚴
）
章
」
に
も
次
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
本
來
事
？
」
師
曰
：
「
終
不
更
問
人
。
」

問
う
、
「
自
己
本
分
事
と
は
？
」
師
、
「
け
っ
し
て
人
に
問
う
て
は
な
ら
ぬ
。
」

○
師
云
：
退
後　

二
意
を
も
っ
て
言
わ
れ
る
。
①
わ
た
し
の
本
分
事
を
問
う
て
、
い
っ
た
い
何
に
な
る
、
引
き
下
が
れ
。
②

み
ず
か
ら
退
後
す
る
作
用
に
よ
っ
て
お
の
が
本
分
事
を
こ
そ
知
れ
。『
五
燈
會
元
』
卷
一
五
「
潭
州
大
潙
懷
宥
禪
師
章
」

に
次
が
あ
る
。

僧
問
：
「
人
將
語
試
，
金
將
火
試
。
未
審
衲
僧
將
甚
麼
試
？
」
師
曰
：
「
拄
杖
子
。
」
曰
：
「
畢
竟
如
何
？
」
師
曰
：
「
退

後
著
。
」
僧
應
喏
。
師
便
打
曰
：
「
教
休
不
肯
休
，
直
待
雨
淋
頭
。
」

僧
が
問
う
、
「
人
は
言
葉
で
試
し
、
金
は
火
で
試
し
ま
す
。
で
は
禪
僧
は
何
で
試
し
ま
す
か
？
」
師
、
「
拄
杖
で
打
っ
て
試
す
。
」
「
結
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局
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
「
引
き
下
が
れ
。
」
僧
は
「
ハ
イ
」
と
答
え
た
。
師
は
拄
杖
で
打
っ
て
言
っ
た
、
「
休
歇
さ
せ
よ
う

と
打
っ
た
の
に
で
き
な
け
れ
ば
、
慈
雨
が
降
っ
て
く
る
ま
で
待
っ
て
い
よ
。
」

○
進
曰
：
與
摩
則
非
次
也　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
ま
ず
自
分
に
こ
そ
問
う
べ
き
で
、
順
序
を
間
違
え
ま
し
た
。」

「
次
」
と
は
一
般
の
順
序
次
第
、
そ
れ
を
亂
す
こ
と
を
「
非
次
」
と
い
う
（『
禪
語
辭
典
』
三
九
〇
頁
）。

そ
の
人
の
本
分
事
は
そ
の
當
人
に
し
か
分
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
で
體
認
す
べ
き
も
の
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己
の

本
分
事
を
差
し
措
い
て
、
他
者
に
そ
の
人
の
本
分
事
を
問
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
ま
た
順
序
を
間
違
え
た
の
で
あ

る
。「
非
次
」
は
、
本
則
以
外
に
『
祖
堂
集
』
に
次
の
三
例
が
見
え
る
。

卷
一
三
「
招
慶
（
道
匡
）
和
尚
章
」
第
三
七
則
、

問
：
「
古
人
相
見
，
目
撃
道
存
。
今
時
如
何
相
見
？
」
師
云
：
「
如
今
不
可
更
道
目
撃
道
存
。
」
學
云
：
「
與
摩
則
適
來
已

是
非
次
去
也
。
」
師
云
：
「
知
過
必
改
。
」

問
う
、
「
古
人
は
相
見
し
て
〈
熟
視
す
る
だ
け
で
道
の
體
得
を
知
っ
た
〉
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
ど
の
よ
う
に
相
見
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
今
こ
の
上
さ
ら
に
古
人
の
事
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
と
、
さ
っ
き
の
質
問

は
順
序
を
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
」
師
、
「
〈
過
ち
を
知
れ
ば
必
ず
改
む
〉
だ
な
。
」

卷
一
三
「
福
先
招
慶
和
尚
章
」
第
一
七
則
、

問
：
「
不
嘖
非
次
，
如
何
是
和
尚
家
風
？
」
師
云
：
「
一
瓶
兼
一
鉢
，
到
處
是
生
涯
。
」
僧
云
：
「
與
摩
則
後
學
之
流
皆
承

覆
廕
。
」
師
云
：
「
隨
衆
上
下
。
」

問
う
、
「
手
順
を
踏
ま
な
い
非
禮
を
責
め
な
い
で
く
だ
さ
い(

失
禮
を
承
知
で
問
い
ま
す
が
）、
和
尚
の
家
風
は
い
か
な
る
も
の
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
一
瓶
と
一
鉢
、
い
づ
こ
に
お
い
て
も
我
が
た
つ
き
。
」
僧
、
「
そ
れ
な
ら
後
進
の
修
行
者
は
皆
な
お
か
げ
を
こ

う
む
り
ま
す
。
」
師
、
「
そ
れ
な
ら
皆
と
一
緒
に
や
っ
て
ゆ
け
。
」



152

禅文化研究所紀要 第38号（令和7年4月）

卷
一
三
「
山
谷
和
尚
章
（
嗣
保
福
）」
第
二
則
、

師
初
開
堂
時
，
僧
問
：
「
不
責
非
次
，
乞
師
全
示
。
」
云
：
「
若
教
全
示
，
更
是
阿
誰
？
」

師
の
初
め
て
の
開
堂
の
と
き
、
僧
が
問
う
、
「
無
理
な
問
い
で
す
が
、
師

あ
な
た

を
全
面
開
示
し
て
く
だ
さ
い
。
」
「
わ
た
し
に
全
面
開
示
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
誰
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
？(

お
前
だ
ろ
う
）
」

○
師
曰
：
汝
亦
知
而
故
犯　

き
み
も
人
の
本
分
事
を
問
う
こ
と
が
道
理
に
合
わ
ぬ
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
問
う
て
い
る
わ

け
だ
。「
知
而
故
犯
」
は
、
知
っ
て
い
て
故
意
に
タ
ブ
ー
を
犯
す
こ
と
。

〔
八
〕
山
鬼
屈
を
汝
は
自
ら
作
り
得
た
る
な
り

有
人
問
：
「
不
弃
諸
塵
，
如
何
端
的
？
」
師
曰
：
「
虧
汝
問
即
道
。」
進
云
：
「
与
摩
即
學
人
有
頼
去
也
。」
師
云
：

「
山
鬼
屈
汝
自
作
得
。」

【
訓
讀
】

人
有
り
て
問
う
、「
諸し
ょ
じ
ん塵
を
弃す

て
ず
、
如い
か
ん何
が
端た
ん
て
き的
に
す
る
？
」
師
曰
く
、「
虧
さ
い
わ
いに
汝
問
わ
ば
即
ち
道い

わ
ん
。」
進
ん
で
云

く
、「
与か

く摩
な
れ
ば
即
ち
學
人
頼
り
有
り
去
る
な
り
。」
師
云
く
、「
山さ
ん

鬼き

屈く
つ

を
汝
は
自
ら
作
り
得
た
る
な
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
煩
惱
を
捨
て
ず
に
、
ど
の
よ
う
に
ず
ば
り
と
示
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
、「
さ
い
わ
い
に
き
み
が
問
う

て
く
れ
た
か
ら
言
っ
て
や
ろ
う
。」
僧
、「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
わ
た
く
し
は
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。」
師
、「
き
み

は
自
分
で
墓
穴
を
掘
っ
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。
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○
不
弃
諸
塵
，
如
何
端
的
？　
「
弃
」
は
原
文
は
「
弁
」（「
辨
」、「
辯
」、「
辦
」
の
俗
字
）
で
あ
る
が
、「
弃
」（「
棄
」
の
俗
字
）

の
形
似
に
よ
る
誤
字
で
あ
ろ
う
。「
諸
塵
を
棄
て
ず
」
と
は
「
諸
塵
勞
（
客
塵
煩
惱
）
を
棄
却
す
る
こ
と
な
く
（
菩
提
を
得

る
）」
の
意
。『
維
摩
經
』
弟
子
品
（
舎
利
弗
宴
坐
）
に
言
う
「
煩
惱
を
斷
ぜ
ず
し
て
而
も
涅
槃
に
入
る
、
是
れ
を
宴
坐
と
爲

す
」
と
い
う
場
合
を
指
す
。
そ
の
竺
道
生
注
に
い
う
、

既
觀
理
得
住
，
便
應
縛
盡
泥
洹
。
若
必
以
泥
洹
爲
貴
而
欲
取
之
，
即
復
爲
泥
洹
所
縛
。
若
不
斷
煩
惱
即
入
泥
洹
者
，
是
則
不

見
泥
洹
異
於
煩
惱
，
則
復
無
縛
矣
。
（
『
注
維
摩
詰
經
』
卷
一
）

理
を
觀
て
安
住
し
た
な
ら
、
涅
槃
に
執
著
し
な
い
。
も
し
涅
槃
を
素
晴
ら
し
い
も
の
と
思
っ
て
こ
れ
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
、
涅

槃
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
煩
惱
を
捨
て
ず
に
涅
槃
に
入
る
」
と
は
、
涅
槃
が
煩
惱
と
異
な
る
と
は
見
な
さ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
時
に
は
束
縛
は
も
は
や
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
）

煩
惱
を
滅
盡
し
て
初
め
て
涅
槃
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
の
は
誤
っ
た
考
え
で
あ
っ
て
、
涅
槃
を
希
求
す
る
こ
と
が
煩
惱
に

他
な
ら
ぬ
と
言
う
。
し
か
も
煩
惱
も
じ
つ
は
實
體
な
き
空
な
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
菩
提
涅
槃
も
幻
想
に
他
な
ら
な
い

（『
臨
濟
錄
』
示
衆
に
言
う
、「
無
明
無
住
處
，
無
明
無
始
終
」、「
菩
提
無
住
處
，
是
故
無
得
者
」、
衣
川
『
臨
濟
錄
譯
注
』
三
六
七
頁
、
大
法

輪
閣
）。
と
す
れ
ば
本
則
で
質
問
の
僧
が
「
端
的
に
示
せ
」
と
し
た
要
求
は
破
綻
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

○
虧
汝
問
即
道　
「
虧
」
は
も
と
缺
け
る
意
。
太
田
辰
夫
『
中
國
語
歷
史
文
法
』
に
「
虧
」
を
説
明
し
て
言
う
、「〈
虧
〉
は

〈
幸
虧
〉〈
多
虧
〉
と
同
じ
く
徼
幸
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
反
對
の
ば
あ
い
に
も
用
い
ら
れ
、
一
種
の
責
め
譏

る
語
氣
の
こ
と
も
あ
る
。」（ 

二
九
二
頁
）
本
則
の
「
虧
汝
問
」
は
口
語
的
用
法
で
、「
さ
い
わ
い
に
き
み
が
問
う
て
く
れ
た

の
で
、
言
っ
て
や
ろ
う
」
と
答
え
た
が
、
そ
の
言
い
か
た
に
は
皮
肉
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
述

の
破
綻
し
た
要
求
を
、「
よ
く
も
そ
ん
な
破
綻
し
た
要
求
が
で
き
た
も
の
だ
」
と
い
う
責
め
譏
る
氣
分
で
言
っ
た
の
で
あ

る
。
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○
進
云
：
与
摩
即
學
人
有
頼
去
也
。
師
云
：
山
鬼
屈
汝
自
作
得　

保
福
が
「
言
っ
て
や
ろ
う
」
と
答
え
た
の
で
、
僧
は
「
そ

れ
は
あ
り
が
た
い
。
是
非
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
喜
び
、
自
分
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
た
と
勘
違
い
し
て
待
っ
た
。
保
福
は

も
と
よ
り
要
求
に
答
え
る
つ
も
り
は
な
く
、「
き
み
は
自
分
で
地
獄
へ
陷
っ
た
」
と
決
め
つ
け
た
。「
屈
」、「
窟
」
は
古
今

字
。
黑
山
鬼
の
窟
宅
と
は
、
誤
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
た
め
に
陷
っ
て
責
め
苦
を
受
け
る
地
獄
を
指
す
。「
き
み
は
み
づ
か

ら
墓
穴
を
掘
っ
て
陷
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
」
と
叱
責
し
た
。
本
書
卷
一
〇
「
玄
沙
和
尚
章
」
第
九
則
「
正
知
你
鬼
趣
裏
作
活

計
」
の
注
參
照
（「『
祖
堂
集
』
卷
十
譯
注
（
一
）」『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
三
號
、
二
〇
一
六
年
）。

〔
九
〕
不
將
一
物
來
時

僧
問
：
「
不
將
一
物
來
時
如
何
？
」
師
云
：
「
莫
向
這
裏
汚
人
田
地
。」
云
：
「
如
何
免
得
？
」
師
云
：
「
如
何
即
不

免
？
」

【
訓
讀
】

僧
問
う
、「
一
物
も
將も

ち
來
た
ら
ざ
る
時
は
如
何
？
」
師
云
く
、「
這
裏
に
向お

い
て
人
の
田
地
を
汚
す
莫
か
れ
。」
云
く
、

「
如
何
に
せ
ば
免
れ
得
る
や
？
」
師
云
く
、「
如
何
に
せ
ば
即
ち
免
れ
ざ
る
や
？
」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
何
も
も
っ
て
こ
ず
に
來
た
私
を
ど
う
評
價
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
が
言
う
、「
こ
こ
で
わ
た
し
の
道
場

を
汚
さ
ん
で
く
れ
。」「
ど
う
す
れ
ば
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？
」
師
、「
ど
う
し
た
ら
免
れ
な
い
か
？
」

【
注
釋
】

◯
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
。

◯
僧
問
：
不
將
一
物
來
時
如
何　

こ
の
問
い
は
嚴
陽
尊
者
が
趙
州
に
問
う
た
も
の
と
し
て
、
宋
代
に
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
と
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な
る
。『
趙
州
錄
』
で
は
「
問
：
一
物
不
將
來
時
如
何
？
師
云
：
放
下
著
。」
と
あ
っ
て
、
問
う
者
の
名
を
出
さ
な
い
が
、

そ
れ
を
嚴
陽
尊
者
と
す
る
の
は
『
黃
龍
慧
南
禪
師
語
錄
』
が
最
初
で
あ
る
。
い
ま
『
正
法
眼
藏
』
卷
上
第
二
一
則
を
示

す
。嚴

陽
尊
者
問
趙
州
，
「
一
物
不
將
來
時
如
何
？
」
州
云
：
「
放
下
著
。
」
嚴
云
：
「
既
是
一
物
不
將
來
，
又
放
下
箇
甚
麼
？
」

州
云
：
「
放
不
下
，
便
擔
取
去
。
」
黃
龍
南
和
尚
頌
云
：
「
一
物
不
將
來
，
兩
肩
擔
不
起
。
言
下
忽
知
非
，
心
中
無
限
喜
。

毒
惡
既
忘
懷
，
蛇
虎
爲
知
己
。
光
陰
幾
百
年
，
清
風
猶
未
已
。
」

嚴
陽
尊
者
が
趙
州
に
問
う
、
「
何
も
持
っ
て
き
て
い
な
い
の
を
、
ど
う
評
價
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。
」
趙
州
、
「
そ
れ
を
下
ろ
せ
。
」
嚴

陽
、
「
何
も
持
っ
て
き
て
い
な
い
の
に
、
い
っ
た
い
何
を
下
ろ
す
の
で
す
か
。
」
趙
州
、
「
下
す
こ
と
が
で
き
ぬ
な
ら
、
擔か

つ

い
で
行

け
。
」
黃
龍
南
和
尚
が
頌
し
た
、
「
何
も
持
っ
て
き
て
い
な
い
、
そ
の
觀
念
は
重
く
て
兩
肩
に
擔か

つ

ぎ
き
れ
な
い
。
す
ぐ
さ
ま
誤
り
に

氣
づ
け
ば
、
喜
び
に
堪
え
ず
。
心
に
惡
毒
が
な
く
な
り
、
一
蛇
一
虎
が
左
右
に
隨
從
す
る
友
と
な
ろ
う
。
時
は
何
百
年
も
過
ぎ
た
が
、

こ
の
話
に
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
。
」

な
お
本
書
卷
六
「
投
子
和
尚
章
」
第
五
則
に
「
問
：
一
物
不
將
來
，
爲
什
摩
却
言
放
下
著
？
師
云
：
辛
苦
與
摩
來
。（
重

い
荷
を
擔
い
で
ご
苦
労
に
も
よ
く
來
た
な
）」
と
あ
り
、
趙
州
の
問
答
を
知
っ
て
投
子
に
問
う
て
い
る
。

「
不
將
一
物
來
時
如
何
」
の
問
い
の
淵
源
は
、
慧
能
が
自
己
の
心
境
を
五
祖
弘
忍
に
呈
し
た
偈
の
後
半
二
句
「
本
來
無
一

物
，
何
處
有
塵
挨
？
」
で
あ
る
。
後
半
二
句
は
敦
煌
本
『
六
祖
壇
經
』
に
は
見
え
ず
、
惠
昕
が
太
歲
丁
卯
（
九
六
七
年
）

に
古
本
を
上
下
二
卷
十
一
門
に
分
卷
分
門
し
た
惠
昕
本
系
の
諸
本
、
及
び
元
の
德
異
本
、
流
布
本
（
宗
寶
本
）
に
見
え
る
。

後
半
二
句
を
最
も
早
く
取
り
上
げ
る
現
存
す
る
文
獻
は
黃
檗
希
運
『
宛
陵
錄
』
で
あ
る
。

◯
師
云
：
莫
向
這
裏
汚
人
田
地　

そ
の
よ
う
な
妄
語
を
わ
し
に
聞
か
せ
て
我
が
道
場
を
汚
さ
ん
で
く
れ
。『
首
山
念
和
尚
語

錄
』
次
住
寶
應
語
錄
に
次
が
あ
る
。
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員
外
云
：
「
一
物
不
將
時
如
何
？
」
師
云
：
「
何
得
對
衆
妄
語
？
」
員
外
擬
議
，
師
便
喝
。

安
員
外
が
言
う
、
「
何
も
持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
ど
う
で
す
か
？
」
首
山
、
「
皆
の
前
で
そ
ん
な
で
た
ら
め
が
言
え
た
も
の
だ
。
」
員
外

は
何
か
言
お
う
と
す
る
と
、
首
山
は
大
聲
で
ど
な
り
つ
け
た
。

◯
云
：
如
何
免
得
？　
「
不
將
一
物
來
」
と
言
説
す
る
こ
と
が
、「
不
將
一
物
」
と
い
う
一
物
（
觀
念
）
を
持
っ
て
參
上
し
て

い
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
君
は
わ
し
に
妄
語
を
聞
か
せ
て
い
る
と
い
う
保
福
の
意
が
汲
み
取
れ
ず
に
言
う
、「
ど
う
す
れ

ば
和
尚
の
道
場
を
汚
さ
ず
に
す
み
ま
す
か
？
」

◯
師
云
：
如
何
即
不
免
？　
「
ど
う
し
て
わ
た
し
の
道
場
を
汚
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？
」
そ
の
こ
と
を
考
え
よ
。
無
一
物

と
い
う
一
物
を
君
は
背
負
っ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
に
氣
づ
け
と
い
う
示
唆
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
金
陵
清
涼
法
燈
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

時
有
僧
問
：
「
如
何
是
諸
佛
正
宗
？
」
師
曰
：
「
汝
是
什
麼
宗
？
」
曰
：
「
如
何
？
」
師
曰
：
「
如
何
即
不
會
？
」

問
う
、
「
諸
佛
の
正
傳
の
宗
旨
と
は
？
」
師
、
「
君
は
ど
う
い
う
宗
旨
な
の
か
？
」
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、
「(

君
自
身
が

正
宗
で
あ
る
こ
と
が
）
ど
う
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？
」

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
池
州
南
泉
普
願
禪
師
章
」
に
も
次
が
あ
る
。　
　
　

陸
異
日
又
謂
師
曰
：
「
弟
子
亦
薄
會
佛
法
。
」
師
便
問
：
「
大
夫
十
二
時
中
作
麼
生
？
」
陸
云
：
「
寸
絲
不
挂
。
」
師
云
：
「
猶

是
堦
下
漢
。
」

陸
亘
大
夫
は
別
の
日
に
ま
た
南
泉
に
問
う
、
「
わ
た
く
し
め
も
少
し
は
佛
法
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
」
そ
こ
で
南
泉
は
問
う
た
、
「
大

夫
は
一
日
を
ど
う
お
過
ご
し
で
す
か
？
」
陸
亘
、
「
心
に
何
の
障
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
南
泉
、
「
ま
だ
堂
に
上
ら
ぬ
未
熟
者
だ
。
」　
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〔
一
〇
〕
十
二
時
中
の
修
行
の
點
檢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
僧
問
：
「
十
二
時
中
如
何
據
驗
？
」
師
云
：
「
恰
好
據
驗
。」
云
：
「
學
人
爲
什
摩
不
見
？
」
師
云
：
「
不
可
更
捏
目

也
。」

【
訓
讀
】

有
る
僧
問
う
、「
十
二
時
中
、
如
何
が
據
驗
せ
ん
？
」
師
云
く
、「
恰
か
も
據
驗
す
る
に
好
し
。」
云
く
、「
學
人
爲な
に
ゆ
え

什
摩

に
か
見
え
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
更
に
捏ね

つ

目も
く

す
可
か
ら
ず
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
一
日
二
十
四
時
間
、
ど
の
よ
う
に
修
行
の
仕
方
を
點
檢
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、

「
ち
ょ
う
ど
よ
い
點
檢
だ
。」
僧
、「
ど
こ
が
よ
い
點
檢
な
の
か
、
私
に
は
ど
う
し
て
見
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ

れ
以
上
妄
想
を
起
こ
し
て
は
な
ら
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
め
る
。

○
有
僧
問
：
十
二
時
中
如
何
據
驗
？　

一
日
中
の
修
行
を
一
つ
一
つ
吟
味
し
ど
の
よ
う
に
修
行
し
て
ゆ
く
の
か
を
具
體
的
に

問
う
。「
十
二
時
中
以
何
爲
境
（
一
日
十
二
時
中
の
修
行
で
何
を
排
除
す
べ
き
境

た
い
し
ょ
うと

し
ま
す
か
）
？
」（
本
書
卷
三
「
先
徑
山
和
尚
章
」

第
四
則
）、
ま
た
「
十
二
時
中
如
何
淘
汰
（
一
日
十
二
時
中
の
生
活
の
な
か
で
何
を
排
除
し
て
修
行
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
）
？
」

（『
趙
州
錄
』
卷
中
）
と
同
じ
方
向
の
問
い
。「
據
驗
」
は
「
一
つ
一
つ
テ
ス
ト
す
る
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
鼓
山
法
堂
玄
要
廣

集
』
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
十
二
時
中
不
渉
緣
塵
，
如
何
據
驗
？
」
師
云
：
「
浪
息
千
江
，
孤
輪
不
墜
。
」

問
う
、
「
一
日
二
十
四
時
間
、
六
根
の
対
象
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
ど
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
修
行
を
點
檢
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
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か
？
」
師
、
「
波
が
靜
ま
り
す
べ
て
の
江
の
水
が
澄
も
う
と
も
、
月
は
江
上
に
映
ら
ぬ(

そ
ん
な
修
行
が
駄
目
な
の
だ
）
。
」

○
師
云
：
恰
好
據
驗　

そ
の
よ
う
に
點
檢
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
本
來
の
修
行
の
あ
り
か
た
な
の
か
を
吟
味
す
る
の
に

ち
ょ
う
ど
よ
い
。
保
福
は
そ
う
い
う
修
行
が
ど
う
し
て
だ
め
な
の
か
を
調
べ
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
だ
、
と
言
う
の
で

あ
る
。
趙
州
は
二
時
の
齋
粥
以
外
は
心
を
く
だ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

師
上
堂
云
：
「
兄
弟
莫
久
立
。
有
事
商
量
，
無
事
向
衣
鉢
下
坐
，
窮
理
好
。
老
僧
行
脚
時
，
除
二
時
齋
粥
，
是
雜
用
心
力
處
，

餘
外
更
無
別
用
心
處
也
。
若
不
如
此
，
出
家
大
遠
在
。
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
上
）

皆
さ
ん
、
長
く
立
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。
何
か
あ
れ
ば
話
合
お
う
。
何
も
な
け
れ
ば
僧
堂
の
自
分
の
坐
席
で
眞
理
を
窮
め
る
が
よ

い
。
わ
た
し
が
行
脚
し
て
い
た
時
は
、
二
時
の
齋
粥
に
氣
を
使
う
以
外
は
、
ま
っ
た
く
心
を
く
だ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

で
な
け
れ
ば
、
出
家
し
た
と
は
言
え
ぬ
。

ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。

問
：
「
十
二
時
中
如
何
用
心
？
」
師
云
：
「
你
被
十
二
時
使
，
老
僧
使
得
十
二
時
。
你
問
那
箇
時
？
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
上
）

問
う
、
「
十
二
時
中
、
ど
の
よ
う
に
心
を
使
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
き
み
は
時
間
に
使
わ
れ
、
わ
た
し
は
時
間
を
使
い
こ

な
し
て
い
る
。
き
み
は
ど
ち
ら
の
時
間
の
こ
と
を
問
う
て
い
る
の
か
？
」

○
云
：
學
人
爲
什
摩
不
見
？　

ち
ょ
う
ど
よ
い
點
檢
だ
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、
わ
た
し
に
は
何
を
ど
の
よ
う
に
點
檢
す
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

○
師
云
：
不
可
更
捏
目
也　

吟
味
し
て
取
捨
す
べ
き
も
の
が
な
い
の
に
、
見
よ
う
と
し
て
よ
け
い
な
妄
境
を
作
り
出
し
て
は

な
ら
ぬ
。「
捏
目
」
は
、
眼
を
こ
す
っ
て
あ
り
も
し
な
い
空
華
を
見
る
こ
と
。『
首
楞
嚴
經
』
卷
八
に
「
猶
お
捏
目
し
て
亂

花
の
發
生
す
る
が
如
し
」
と
あ
る
（
大
正
一
九
・
一
四
一
中
）。
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〔
一
一
〕
幽
微
の
説
す
ら
猶
お
是
れ
夢
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
問
：
「
至
理
幽
微
，
如
何
得
到
？
」
師
云
：
「
別
更
夢
見
作
什
摩
？
」
進
曰
：
「
幽
微
之
説
，
猶
是
夢
言
。
以
何
所

示
，
即
得
出
於
夢
言
？
」
師
云
：
「
還
解
恠
笑
得
摩
？
」

【
訓
讀
】

僧
問
う
、「
至
理
は
幽
微
な
れ
ば
、
如
何
が
到
る
を
得
ん
？
」
師
云
く
、「
別
に
更
に
夢む

見け
ん

し
て
什な

ん摩
と
作
す
？
」
進
ん

で
曰
く
、「
幽
微
の
説
す
ら
猶
お
是
れ
夢
言
の
ご
と
し
。
何な

に所
を
以
て
示
せ
ば
、
即
ち
夢
言
を
出
ず
る
を
得
ん
や
？
」
師
云

く
、「
還は

た
解よ

く
恠
笑
し
得
る
や
？
」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
究
極
の
道
理
は
幽
暗
微
細
な
も
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
會
得
で
き
ま
す
か
？
」
師
、「
そ

の
も
の
と
は
別
に
夢
み
て
ど
う
す
る
の
だ
？
」
僧
は
さ
ら
に
訊
い
た
、「
究
極
の
道
理
は
幽
暗
微
細
な
も
の
だ
と
言
う
の
も
、

ま
だ
寢
言
だ
と
し
ま
す
と
、
ど
の
よ
う
に
提
示
す
れ
ば
、
寢
言
か
ら
抜
け
出
せ
ま
す
か
？
」
師
、「
君
は
い
ま
の
そ
の
問
い

を
笑
え
る
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
録
。

○
僧
問
：
至
理
幽
微
，
如
何
得
到
？　

言
説
の
及
ば
ぬ
「
至
理
幽
微
」
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
到
達
で
き
ま
す

か
。『
文
選
』「
頭
陀
寺
碑
文
」「
是
以
掩
室
摩
竭
，
用
啓
息
言
之
津
；
杜
口
毘
耶
，
以
通
得
意
之
路
。（
釋
尊
は
摩
竭
提
國

の
寂
滅
道
場
の
部
屋
を
閉
ざ
し
て
無
言
へ
の
手
が
か
り
を
開
き
、
維
摩
は
毘
耶
離
城
に
口
を
杜
ざ
し
、
眞
意
を
得
る
道
を
通
じ
た
）」（
卷

五
九
）
李
善
注
に
い
う
、「
至
理
は
幽
微
に
し
て
、
言
説
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
室
を
摩
竭
に
掩
い
、
寂
滅
し
て
以
っ
て
言

を
息
む
を
示
し
、
口
を
毘
邪
に
杜
ざ
し
、
默
然
と
し
て
意
を
得
る
を
現
わ
す
。」
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○
師
云
：
別
更
夢
見
作
什
摩
？　

言
説
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
を
「
至
理
幽
微
」
と
言
説
す
る
こ
と
が
、
妄
情
し
て
幻
想
を
起
こ

す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
言
説
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
と
乖
離
す
る
こ
と
に
な
る
。
幻
想
し
た
「
至
理
幽
微
」
へ
更
に
到
ろ
う

と
思
う
の
が
「
夢
見
」
で
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
潭
州
雲
巖
曇
晟
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
掃
地
次
，
潙
山
云
：
「
太
驅
驅
生
！
」
師
云
：
「
須
知
有
不
驅
驅
者
。
」
潙
山
云
：
「
恁
麼
即
有
第
二
月
也
。
」
師
豎
起
掃

箒
云
：
「
這
箇
是
第
幾
月
？
」
潙
山
低
頭
而
去
。
玄
沙
聞
云
：
「
正
是
第
二
月
！
」

雲
巖
が
掃
除
を
し
て
い
る
と
、
潙
山
が
言
う
、
「
な
ん
と
セ
カ
セ
カ
し
た
こ
と
か
！
」
雲
巖
、
「
セ
カ
セ
カ
し
て
い
な
い
者
が
い
る
の

を
知
っ
て
く
れ
。
」
潙
山
、
「
そ
れ
な
ら
妄
想
し
た
第
二
の
月
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
」
雲
巖
は
掃ほ

う

き箒
を
立
て
て
言
う
、
「
こ
う
し
て

立
っ
て
い
る
わ
た
し
は
第
二
の
月
か
、
第
一
の
月
か
？
」
潙
山
は
頭
を
垂
れ
て
立
ち
去
っ
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
玄
沙
は
言
っ
た
、

「
そ
れ
こ
そ
第
二
月
だ
！
」

ま
た
同
卷
二
一
「
福
州
升
山
白
龍
院
道
希
禪
師
章
」
に
も
次
が
あ
る
。

問
：
「
情
忘
體
合
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
別
更
夢
見
箇
甚
麼
？
」

問
う
、
「
情
識
を
忘
じ
て
法
體
と
合
一
し
た
と
き
は
ど
う
評
價
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
、
「
そ
の
更
に
何
を
夢
み
る
の
だ
？
」

○
進
曰
：
幽
微
之
説
，
猶
是
夢
言
。
以
何
所
示
，
即
得
出
於
夢
言
？　
「
至
理
幽
微
」
と
言
擧
げ
す
る
こ
と
が
夢
言
だ
と
氣

づ
き
、
夢
言
か
ら
免
れ
る
方
法
を
問
う
。

○
師
云
：
還
解
恠
笑
得
摩
？　

君
の
い
ま
の
問
い
を
笑
え
た
な
ら
夢
言
か
ら
脱
却
で
き
よ
う
。「
恠
笑
」（
怪
笑
）
は
、
あ
ざ

笑
う
こ
と
。「
恠
笑
得
摩
」
と
い
う
言
い
方
は
保
福
章
に
本
則
を
含
め
て
四
例
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
提
示
の
し
か
た

や
言
い
方
の
問
題
で
は
な
く
、
提
示
を
求
め
る
こ
と
自
體
が
夢
言
で
あ
る
こ
と
。
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〔
一
二
〕
眞
正
面
か
ら
ほ
め
た
た
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
問
：
「
十
二
分
教
是
背
後
讚
言
，
請
師
當
讚
便
讚
。」
師
云
：
「
當
不
當
？
」
云
：
「
還
得
全
也
無
？
」
師
云
：
「
莫

寱
語
好
。」

【
訓
讀
】

僧
問
う
、「
十
二
分
教
は
是
れ
背
後
の
讚
言
、
師
に
請
う
、
當
讚
に
便
ち
讚
せ
よ
。」
師
云
く
、「
當
る
や
、
當
ら
ざ
る

や
？
」
云
く
、「
還は

た
全
き
を
得
た
る
や
？
」
師
云
く
、「
寱げ
い

語ご

す
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。」

【
日
譯
】

あ
る
僧
が
問
う
、「
十
二
分
教
は
法
を
背
後
か
ら
ほ
め
た
た
え
た
も
の
、
ど
う
か
眞
正
面
か
ら
ほ
め
た
た
え
て
く
だ
さ

い
。」
師
は
（
し
ば
し
沈
默
し
て
）
言
っ
た
、「
ぴ
っ
た
り
か
、
ぴ
っ
た
り
で
な
い
か
？
」
僧
、「
完
全
に
眞
正
面
か
ら
ほ
め
た

た
え
た
つ
も
り
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
寢
言
は
言
わ
ぬ
よ
う
に
せ
よ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
。

○
僧
問
：
十
二
分
教
是
背
後
讚
言
，
請
師
當
讚
便
讚　
「
佛
の
説
か
れ
た
す
べ
て
の
教
え
は
、
法
を
方
便
に
よ
っ
て
説
い
た

も
の
で
す
、
ど
う
か
ズ
バ
リ
と
説
い
て
く
だ
さ
い
。」
十
二
分
教
は
禪
に
お
い
て
は
、
第
一
義
を
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、

言
葉
で
説
か
れ
た
方
便
の
教
え
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、「
背
後
讚
言
」
は
、
第
一
義
そ
の
も
の
で
は
な
く
方
便

で
し
か
な
い
と
批
判
す
る
も
の
。「
當
讚
便
讚
」
は
眞
正
面
か
ら
（
方
便
で
は
な
く
）、
第
一
義
そ
の
も
の
を
示
し
て
く
だ
さ

い
と
問
う
。

○
師
云
：
當
不
當　
「
ど
う
か
眞
正
面
か
ら
讚
し
て
く
だ
さ
い
」
と
問
う
て
い
る
か
ら
、
い
き
な
り
「
當
か
不
當
か
」
と
訊

い
た
の
で
は
な
く
、
原
文
に
は
「
良
久
」
は
な
い
が
、
し
ば
し
沈
默
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
沈
默
し
た
の
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は
、「
當
讃
」
し
た
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
。

○
云
：
還
得
全
也
無
？　
「
そ
の
沈
默
が
十
全
に
法
を
開
示
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
雪
峯
の
第
一
義
と
し

て
の
「
良
久
」
の
開
示
を
雪
峯
門
下
は
繼
承
す
る
が
、
本
當
に
こ
れ
で
法
が
傳
わ
る
の
か
反
省
が
起
こ
る
。
こ
の
僧
も

「
良
久
」
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
長
慶
慧
稜
は
次
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
。

師
有
時
云
：
「
與
摩
擧
揚
，
背
地
看
來
，
却
成
返
仄
。
」
僧
便
問
：
「
當
衆
擧
揚
，
爲
什
摩
却
成
返
仄
？
」
師
云
：
「
只
爲

容
易
。
」
僧
云
：
「
不
容
易
作
摩
生
道
？
」
師
云
：
「
當
不
當
？
」
（
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
九
則
）

師
は
あ
る
と
き
言
っ
た
、
「
こ
の
よ
う
に(

沈
默
に
よ
っ
て
）
宗
乘
を
擧
揚
す
る
の
は
、
裏
か
ら
見
る
と
不
安
に
な
る
。
」
僧
、
「
大

衆
の
前
で
宗
乘
を
擧
揚
さ
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
不
安
に
な
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
い
か
に
も
安
易
な
た
め
だ
。
」
僧
、
「
ど

う
言
え
ば
、
安
易
で
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
宗
乘
の
擧
揚
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
よ
く
反
省
す
る
こ
と
だ
。
」

○
師
云
：
莫
寱
語
好　

沈
默
が
宗
乘
に
當
る
か
ど
う
か
は
君
自
身
の
問
題
だ
。
沈
默
が
十
全
な
法
の
開
示
な
の
か
、
そ
う
で

な
い
の
か
は
、
人
に
問
う
て
決
著
が
つ
く
問
題
で
は
な
い
。『
維
摩
經
』
弟
子
品
・
大
目
犍
連
に
「
夫
れ
法
を
説
く
と
は
、

説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
の
法
を
聽
く
者
は
、
聞
く
無
く
得
る
無
し
」
と
あ
る
が
、「
無
説
無
示
」
が
宗
乘
の
擧
揚
に
ふ

さ
わ
し
い
か
ど
う
か
は
、
擧
揚
す
る
側
が
自
問
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
無
聞
無
得
」
が
宗
乘
を
十
全
に
承
當
し
た
も
の
に

な
る
か
ど
う
か
は
、
擧
揚
さ
れ
た
側
の
問
題
で
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
六
「
福
州
雪
峯
義
存
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

僧
問
：
「
拈
槌
竪
拂
，
不
當
宗
乘
。
和
尚
如
何
？
」
師
竪
起
拂
子
。
其
僧
自
抱
頭
出
，
師
乃
不
顧
。

僧
が
問
う
、
「
槌
を
持
ち
上
げ
、
拂
子
を
立
て
る
の
は
、
宗
乘
に
適
っ
て
い
ま
せ
ん
。
和
尚
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？
」
雪
峯
は
拂

子
を
立
て
た
。
僧
は
頭
が
混
亂
し
て
出
て
行
っ
た
が
、
雪
峯
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。

ま
た
本
書
卷
一
〇
「
玄
沙
和
尚
章
」
第
八
則
に
次
が
あ
る
。
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問
：
「
古
人
拈
槌
竪
拂
，
還
當
宗
乘
中
事
也
無
？
」
師
云
：
「
不
當
。
」
進
曰
：
「
古
人
意
作
摩
生
？
」
師
竪
起
拂
子
。
進
曰
：

「
宗
門
中
事
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
待
你
自
悟
始
得
。
」

問
う
、
「
古
人
は
槌
を
持
ち
上
げ
、
拂
子
を
立
て
ま
し
た
が
、
禪
の
宗
乘
に
適
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
玄
沙
、
「
適
っ
て
お
ら
ぬ
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
古
人
は
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」
玄
沙
は
拂
子
を
立
て
た
。
ま
た
問
う
た
、
「
禪
の
宗
乘
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？
」
玄
沙
、
「
君
が
悟
れ
ば
よ
い
の
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
一
三
〕
江
南
行
脚
時
の
慧
稜
と
の
問
答

師
昔
在
江
外
時
，
欲
先
歸
雪
峯
，
遂
問
招
慶
云
：
「
某
甲
先
歸
山
。
山
中
和
尚
忽
問
上
座
有
什
摩
信
，
作
摩
生
祗
對
？
」

招
慶
云
：
「
不
避
腥
膻
，
亦
有
少
許
。」
師
云
：
「
有
信
道
什
摩
？
」
招
慶
云
：
「
教
某
甲
分
付
與
阿
誰
？
」
師
云
：
「
雖

有
此
語
，
未
必
有
與
摩
事
。」
慶
云
：
「
若
與
摩
，
則
前
呈
全
在
闍
梨
。」

招
慶
云
：
「
闍
梨
先
歸
山
，
山
中
或
有
異
聞
底
事
，
乞
个
消
息
。」
師
云
：
「
設
使
有
，
上
座
還
肯
摩
？
」
招
慶
云
：

「
是
什
摩
心
行
，
推
人
向
泥
裏
著
！
」

【
訓
讀
】

師
は
昔
、
江
外
に
在
り
し
時
、
先
に
雪
峯
に
歸
ら
ん
と
欲
し
、
遂か
く

て
招
慶
に
問
う
て
云
く
、「
某そ
れ
が
し甲
先
に
山
に
歸
る
。
山

中
和
尚
忽も

し
上
座
に
什な

ん摩
の
信
有
る
や
と
問
わ
ば
、
作い

か

ん
摩
生
が
祗し

對た
い

せ
ん
？
」
招
慶
云
く
、「
腥せ

い
せ
ん膻

を
避
け
ざ
れ
ば
、
亦
た

少す
こ
し許
く
有
り
。」
師
云
く
、「
信
有
ら
ば
什
摩
と
道
う
や
？
」
招
慶
云
く
、「
某
甲
を
し
て
阿た

れ誰
に
か
分
付
せ
し
め
ん
？
」
師

云
く
、「
此
の
語
有
る
と
雖
も
、
未
だ
必
ず
し
も
與か

く摩
の
事
有
ら
ざ
ら
ん
。」
慶
云
く
、「
若
し
與
摩
な
ら
ば
、
則
ち
前
呈
は

全
て
闍
梨
に
在
り
。」

招
慶
云
く
、「
闍
梨
先
に
山
に
歸
る
に
、
山
中
或も

し
異
聞
底
の
事
有
ら
ば
、
个
の
消
息
を
乞
う
。」
師
云
く
、「
設た

と使
い
有
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る
と
も
、
上
座
還は

た
肯う
べ
なう
や
？
」
招
慶
云
く
、「
是
れ
什
摩
の
心
行
ぞ
、
人
を
推
し
て
泥
裏
に
著お

く
と
は
！
」

【
日
譯
】

師
は
以
前
、
江
南
を
行
脚
し
て
い
た
時
、
先
に
雪
峯
山
に
歸
ろ
う
と
思
い
、
招
慶
に
問
う
た
、「
わ
た
し
は
先
に
山
に

歸
る
が
、
山
中
和
尚
が
上そ

な
た座
に
ど
の
よ
う
な
消
息
が
あ
る
か
と
訊
か
れ
た
な
ら
、
ど
う
答
え
よ
う
か
？
」
招
慶
、「
言
葉
を

嫌
わ
な
け
れ
ば
、
少
し
言
う
こ
と
が
あ
る
。」
師
、「
消
息
が
あ
る
な
ら
、
ど
う
言
う
の
だ
？
」
招
慶
、「
わ
た
し
に
そ
れ
を

誰
に
傳
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
？
」
師
、「
君
が
そ
の
消
息
を
吐
露
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
ま
だ
君
が
そ
れ
を

悟
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
。」
長
慶
、「
そ
う
言
う
な
ら
、
こ
こ
か
ら
先
の
こ
と
は
、
全
て
そ
な
た
自
身
に
か
か
わ
る

こ
と
だ
。」

招
慶
、「
き
み
が
先
に
山
に
歸
っ
て
、
雪
峯
山
で
悟
り
の
體
驗
を
し
た
僧
の
話
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
消
息
を
知
ら
せ
て
く

れ
。」
師
、「
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
上
座
は
い
っ
た
い
そ
れ
を
認
め
る
の
か
？
」
招
慶
、「
わ
た
し
を
泥
の
中
に
押
し

込
む
と
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
！
」

【
注
釋
】

○
本
話
の
前
半
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
長
慶
慧
稜
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
長
慶
慧
稜
章
」
に
も
採
ら
れ
て
い

る
。『

景
德
傳
燈
錄
』
：
師
在
宣
州
，
保
福
後
辭
歸
雪
峯
。
保
福
問
師
曰
：
「
山
頭
和
尚
或
問
上
座
信
，
作
麼
生
祗
對
？
」
師
曰
：

「
不
避
腥
羶
，
亦
有
少
許
。
」
曰
：
「
信
道
什
麼
？
」
師
曰
：
「
教
我
分
付
阿
誰
？
」
曰
：
「
從
展
，
雖
有
此
語
，
未
必
有
恁

麼
事
。
」
師
曰
：
「
若
然
者
，
前
程
全
自
闍
梨
。
」

『
五
燈
會
元
』
：
保
福
辭
歸
雪
峯
。
謂
師
曰
：
「
山
頭
和
尚
或
問
上
座
信
，
作
麼
生
祗
對
？
」
師
曰
：
「
不
避
腥
羶
，
亦
有

少
許
。
」
曰
：
「
信
道
甚
麼
？
」
師
曰
：
「
教
我
分
付
阿
誰
？
」
曰
：
「
從
展
，
雖
有
此
語
，
未
必
有
恁
麼
事
。
」
師
曰
：
「
若
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然
者
，
前
程
全
自
闍
梨
。
」

○
師
昔
在
江
外
時
，
欲
先
歸
雪
峯
，
遂
問
招
慶
云
：
某
甲
先
歸
山
。
山
中
和
尚
忽
問
上
座
有
什
摩
信
，
作
摩
生
祗
對
？　

江

外
行
脚
の
こ
と
は
、
本
書
卷
一
〇
「
安
國
和
尚
章
」
第
一
三
則
に
も
「
師
與
長
慶
從
江
外
再
入
嶺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
と
き
招
慶
慧
稜
、
安
國
弘
瑫
［
本
書
の
み
弘
韜
］
と
の
結
伴
行
脚
だ
っ
た
が
、
保
福
が
先
に
雪
峯
山
に
歸
る
と
言
い

（
そ
の
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
行
脚
が
禪
の
宗
乘
を
悟
る
の
に
資
す
も
の
で
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
）、
招
慶
に
山
中
和

尚
か
ら
「
行
脚
し
て
き
み
に
ど
の
よ
う
な
心
境
の
消
息
が
あ
っ
た
か
と
訊
か
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
よ
う
か
」
と
言
い
出
す

の
は
、
行
脚
に
よ
っ
て
も
修
行
の
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
保
福
の
開
悟
は
雪
峯
山
へ
歸
っ
て
か
ら
で

あ
る
（
第
一
則
參
照
）。

「
江
外
」
は
江
南
の
地
を
指
し
て
い
う
。
中
原
の
視
點
か
ら
、
長
江
を
越
え
た
彼
方
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
山
中
和
尚
」
は
雪
峯
義
存
を
指
し
て
言
う
。『
玄
沙
廣
錄
』
に
七
例
見
え
る
。

○
招
慶
云
：
不
避
腥
膻
，
亦
有
少
許　
「
腥
膻
」
は
「
腥
羶
」
と
も
。
生
臭
い
臭
氣
の
あ
る
さ
ま
で
、
言
葉
の
及
ば
ぬ
と

こ
ろ
を
言
葉
で
言
え
ば
頭
角
が
生
じ
て
畜
生
に
墮
ち
る
こ
と
、
ま
た
轉
じ
て
葛
藤
（
文
字
言
説
）
を
い
う
。
本
書
卷
一
三

「
報
慈
和
尚
章
」
第
一
七
則
に
次
が
あ
る
。

又
時
上
堂
云
：
「
古
人
教
向
未
啓
口
已
前
會
取
。
今
日
報
慈
同
於
古
人
，
爲
復
不
同
於
古
人
？
有
明
眼
漢
，
出
來
斷
看
。
還

有
人
斷
得
摩
？
若
斷
不
得
公
當
，
任
你
便
解
放
光
，
亦
無
用
處
。
雖
然
如
此
，
我
亦
未
免
少
分
腥
羶
在
。
」
學
人
便
問
：
「
不

嘖
上
來
，
宗
風
如
何
擧
？
」
師
良
久
。
僧
云
：
「
久
處
沈
痾
，
全
因
王
膳
。
」
師
云
：
「
待
我
肯
則
得
。
」

ま
た
あ
る
時
、
上
堂
し
て
言
っ
た
、
「
古
人
は
口
を
開
く
ま
え
に
會
取
せ
よ
と
教
え
ら
れ
た
が
、
今
の
私
の
教
え
は
古
人
と
同
じ
か
、

同
じ
で
な
い
か
？
見
識
の
あ
る
者
が
い
た
ら
斷
を
下
し
て
み
よ
。
斷
を
下
せ
る
者
は
い
る
か
？
斷
を
下
し
て
正
當
で
な
け
れ
ば
、
た

と
い
上
手
に
言
っ
た
と
し
て
も
、
何
の
役
に
も
た
た
ぬ
。
と
は
い
え
、
私
も
い
さ
さ
か
口く

業ご
う

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
」
そ
こ
で
僧
が
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問
う
た
、
「
さ
き
ほ
ど
の
こ
と
を
咎
め
な
け
れ
ば
、
宗
風
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
は
し
ば
し
沈
默
し
た
。
僧
、
「
長
く

重
い
病
に
か
か
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
ご
馳
走
の
せ
い
で
す
ね
。
」
師
、
「
私
が
君
を
認
め
た
な
ら
そ
う
批
判
す
る
も
よ
か
ろ
う
。
」

○
師
云
：
有
信
道
什
摩
？
招
慶
云
：
教
某
甲
分
付
與
阿
誰
？　
「
信
」
は
こ
こ
で
は
、
行
脚
の
成
果
、
心
境
の
消
息
の
報
告
。

「
教
某
甲
分
付
與
阿
誰
？
」
と
は
、「
そ
れ
（
わ
が
悟
り
の
消
息
）
は
誰
に
も
傳
え
る
こ
と
は
で
き
ぬ
」
意
。
こ
れ
が
雪
峯
に

傳
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

○
師
云
：
雖
有
此
語
，
未
必
有
與
摩
事
。
慶
云
：
若
與
摩
，
則
前
呈
全
在
闍
梨　
「
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
か
ら
と
て
、
ま
だ

決
定
的
な
悟
り
の
體
驗
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ぬ
」
と
保
福
は
抑
下
す
る
。
招
慶
は
大
慧
『
正
法
眼
藏
』
卷
中
に
よ
れ
ば
、

靈
雲
に
參
じ
て
か
ら
、
雪
峯
・
玄
沙
を
往
來
す
る
こ
と
二
十
年
に
し
て
大
悟
し
た
と
す
る
。
そ
の
大
悟
の
經
緯
は
本
書
卷

一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
則
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
保
福
に
次
い
で
招
慶
も
雪
峯
山
へ
歸
っ
た
あ
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
招
慶
は
「
衷
情
偈
」
を
説
き
、
ま
た
雪
峯
に
「
你
既
有
見
處
，
大
衆
前
道
得
一
句
語
」
と
求
め
ら
れ

て
第
二
偈
を
説
い
て
い
る
。
保
福
が
「
ま
だ
本
當
に
悟
っ
た
と
は
い
え
ぬ
」
と
す
る
の
は
、「
投
機
偈
」
が
な
い
の
を
問

題
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
保
福
は
學
ん
で
知
っ
た
こ
と
以
上
の
こ
と
が
言
え
て
い
な
い
と
見
た
の
で
あ
る
。
こ
う
言
わ

れ
て
招
慶
は
言
う
、「
わ
た
し
が
ま
だ
決
定
的
な
體
驗
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
な
ら
、
こ
こ
か
ら
先
の
こ
と
は
、
全
て
そ

な
た
自
身
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
。」
つ
ま
り
、
二
人
に
は
と
も
に
未
だ
開
悟
の
體
驗
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
や
り

と
り
を
し
た
の
で
あ
る
。

○
招
慶
云
：
闍
梨
先
歸
山
，
山
中
或
有
異
聞
底
事
，
乞
箇
消
息　

招
慶
は
保
福
に
「
ま
だ
決
定
的
な
體
驗
を
欠
い
て
い
る
」

と
圖
星
を
さ
さ
れ
、「
先
に
雪
峯
山
に
歸
っ
て
、
山
で
決
定
的
な
悟
り
の
體
驗
を
し
た
僧
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
た

ら
、
そ
の
消
息
を
知
ら
せ
て
く
れ
」
と
頼
む
。「
異
聞
底
事
」
と
は
、
悟
り
の
體
験
を
し
た
消
息
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
「
羅
漢
桂
琛
章
」
に
次
が
あ
る
。
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師
問
僧
：
「
汝
在
招
慶
，
有
什
麼
異
聞
底
事
，
試
擧
看
。
」
僧
曰
：
「
不
敢
錯
擧
。
」
師
曰
：
「
眞
實
底
事
作
麼
生
擧
？
」
僧

曰
：
「
和
尚
因
什
麼
如
此
？
」
師
曰
：
「
汝
話
墮
也
。
」

師
が
僧
に
問
う
、
「
君
は
招
慶
慧
稜
和
尚
の
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
め
で
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
言
っ
て
み
て
く
れ
。
」
僧
、
「
言

葉
で
傳
え
る
よ
う
な
間
違
っ
た
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
誤
る
こ
と
な
く
眞
實
の
事(

異
聞
底
事
）
を
ど
う
傳
え
る
か
？
」
僧
、

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
ふ
う
に
言
う
の
で
す
か
？
」
師
、
「
話
に
な
ら
ぬ
！
」

○
師
云
：
設
使
有
，
上
座
還
肯
摩
？
招
慶
云
：
是
什
摩
心
行
，
推
人
向
泥
裏
著
？　

保
福
、「
決
定
的
な
悟
り
の
體
驗
を
し

た
人
が
い
た
と
し
て
も
、
き
み
は
そ
れ
を
認
め
る
の
か
？
」
と
は
、
決
定
的
な
體
驗
を
欠
い
て
い
る
き
み
に
、
そ
れ
が
本

物
か
ど
う
か
見
分
け
が
つ
く
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
う
言
わ
れ
た
招
慶
は
「
わ
た
し
を
泥
沼
に
陷
れ
る
と
は
ど
う
い
う
つ

も
り
だ
」
と
激
昂
し
た
。「
向
泥
裏
著
」
と
は
、
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
い
う
。

〔
一
四
〕
招
慶
に
同
道
し
て
泉
州
清
源
山
に
赴
く
道
中

招
慶
臨
赴
清
源
請
時
，
遂
命
安
國
與
師
同
遊
。
山
行
次
，
招
慶
云
：
「
某
甲
來
去
山
門
，
已
經
二
十
八
年
。
此
迴
住
，

心
中
也
足
。」
師
問
：
「
於
二
十
八
年
中
，
山
中
和
尚
有
什
摩
樞
要
處
？
請
和
尚
不
費
家
才
，
擧
一
兩
則
。」
云
：
「
有
一
則
，

某
甲
收
爲
方
便
。」
師
云
：
「
什
摩
處
？
」
招
慶
擧
首
顧
視
。
師
云
：
「
這
个
則
收
爲
方
便
，
只
如
宗
脈
中
事
作
摩
生
？
」

良
久
。
師
云
：
「
教
什
摩
人
委
？
」
招
慶
云
：
「
闍
梨
又
與
摩
泥
猪
疥
狗
作
什
摩
！
」

【
訓
讀
】

招
慶
、
清
源
の
請
に
赴
く
時
に
臨
み
て
、
遂
に
安
國
と
師
を
し
て
同
遊
せ
し
む
。
山
行
す
る
次お
り

、
招
慶
云
く
、「
某
甲
は

山
門
に
來
去
し
て
、
已
に
二
十
八
年
を
經
た
り
。
此こ

の
た
び迴
住
す
る
は
、
心
中
也ま

た
足
れ
り
。」
師
問
う
、「
二
十
八
年
中
に
於
い

て
、
山
中
和
尚
は
什な

ん摩
の
樞
要
の
處
か
有
る
？
請
う
和
尚
、
家
才
を
費
や
さ
ず
し
て
、
一
兩
則
を
擧
さ
ん
こ
と
を
。」
云
く
、
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「
一
則
有
り
、
某
甲
收
め
て
方
便
と
爲
す
。」
師
云
く
、「
什な

ん摩
の
處
ぞ
？
」
招
慶
、
首
を
擧
げ
て
顧
視
す
。
師
云
く
、「
這こ

れ个

は
則
ち
收
め
て
方
便
と
爲
す
も
、
只
だ
宗
脈
中
の
事
の
如
き
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
良
久
す
。
師
云
く
、「
什な

ん摩
人ぴ
と

を
し
て
か
委し

ら

し
む
？
」
招
慶
云
く
、「
闍
梨
又
た
與か

く摩
も
泥で
い

猪ち
ょ

疥か
い

狗く

し
て
什な

ん摩
と
爲
す
！
」

【
日
譯
】

招
慶
和
尚
が
清
源
山
の
住
持
に
招
か
れ
て
赴
こ
う
と
し
て
い
た
時
、
そ
こ
で
安
國
と
保
福
と
を
同
道
さ
せ
た
。
道
中
、

山
を
歩
い
て
い
た
お
り
、
招
慶
が
言
っ
た
、「
わ
た
し
が
雪
峯
山
に
出
入
り
し
て
、
も
は
や
二
十
八
年
も
た
っ
た
。
こ
の
た

び
の
住
山
に
は
、
十
分
滿
足
し
て
い
る
。」
保
福
が
問
う
、「
こ
の
二
十
八
年
の
間
に
、
山
中
和
尚
か
ら
ど
の
よ
う
な
肝
要
な

教
え
が
あ
っ
た
の
か
？
ど
う
か
き
み
の
見
解
は
抜
き
に
し
て
、
一
兩
則
を
取
り
上
げ
て
く
れ
。」
招
慶
、「
わ
た
し
が
取
り
入

れ
て
方
便
と
し
て
い
る
一
則
が
あ
る
。」
師
、「
そ
れ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
？
」
招
慶
は
顔
を
上
げ
て
振
り
向
い
た
。
保
福
、

「
そ
れ
は
方
便
と
し
て
き
み
が
取
り
入
れ
た
も
の
だ
が
、
宗
乘
に
つ
い
て
は
ど
う
か
？
」
招
慶
は
沈
黙
し
た
。
保
福
、「
だ
れ

に
分
か
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
？
」
招
慶
、「
き
み
は
そ
の
よ
う
に
葛
藤
に
ま
み
れ
て
ど
う
す
る
の
だ
！
」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
録
。
土
屋
太
祐
「
玄
沙
の
臨
濟
批
判
と
そ
の
背
景
」（『
臨
濟
禪
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
臨
濟
錄
國
際

學
會
論
文
集
』、
二
〇
一
六
年
）
に
本
則
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

○
招
慶
臨
赴
清
源
請
時
，
遂
命
安
國
與
師
同
遊　

慧
稜
が
泉
州
の
王
大
尉
（
王
延
彬
）
の
招
聘
に
よ
っ
て
泉
州
清
源
山
の
招

慶
院
に
住
山
す
る
の
は
天
祐
三
年
（
九
〇
六
）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
長
慶
章
」、「
師
は
雪
峯
を
來
往
す
る
こ
と

二
十
九
載
、
天
祐
三
年
に
至
っ
て
、
泉
州
刺
史
王
延
彬
の
請
を
受
け
招
慶
に
住
す
。」
安
國
は
弘
韜
の
こ
と
。
招
慶
、
保

福
、
弘
韜
は
と
も
に
結
伴
行
脚
し
た
親
し
い
道
友
で
あ
る
（
一
三
則
參
照
）。

○
招
慶
云
：
某
甲
來
去
山
門
，
已
經
二
十
八
年
。
此
迴
住
，
心
中
也
足　

招
慶
の
雪
峯
入
門
は
乾
符
五
年
（
八
七
八
）、
泉
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州
招
慶
院
入
院
の
天
祐
三
年
（
九
〇
六
）
ま
で
の
二
十
八
年
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
長
慶
章
」
は
「
師
來
往
雪
峯

二
十
九
載
」
と
あ
り
、
數
え
で
言
っ
て
い
る
。
大
慧
『
正
法
眼
藏
』
卷
中
に
よ
れ
ば
、
雪
峯
・
玄
沙
を
往
來
す
る
こ
と

二
十
年
に
し
て
大
悟
し
た
と
す
る
か
ら
、
そ
の
時
期
は
九
〇
〇
年
の
少
し
前
で
あ
り
、
こ
の
體
驗
を
評
價
し
て
雪
峯
は
王

大
尉
に
推
薦
し
た
。
こ
の
こ
と
を
招
慶
は
喜
び
、
充
實
し
た
心
境
で
赴
い
た
。

○
師
問
：
於
二
十
八
年
中
，
山
中
和
尚
有
什
摩
樞
要
處
？
請
和
尚
不
費
家
才
，
擧
一
兩
則　

二
十
八
年
の
間
に
山
中
和
尚
か

ら
ど
ん
な
樞
要
を
も
の
に
し
た
の
か
を
問
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
分
の
考
え
を
は
さ
ま
ず
に
、
一
二
の
範
例
を
示
し
て

く
れ
。

「
山
中
和
尚
」
は
山
頭
和
尚
と
も
い
い
、
雪
峯
義
存
を
指
し
て
言
う
。「
樞
要
處
」
は
、
雪
峯
の
禪
の
核
心
。「
不
費
家
才

［
財
］，
擧
一
兩
則
」
と
は
、
自
分
独
自
の
考
え
を
示
す
の
で
は
な
く
、
招そ

な
た慶
が
受
け
止
め
た
雪
峯
和
尚
の
禪
の
樞
要
を
示

す
一
二
の
範
例
を
示
せ
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
云
：
有
一
則
，
某
甲
收
爲
方
便
。
師
云
：
什
摩
處
？
招
慶
擧
首
顧
視　

招
慶
が
方
便
と
し
て
示
し
た
「
擧
首
顧
視
」
は

「
揚
眉
瞬
目
」
と
同
じ
「
性
在
作
用
」
を
示
す
手
段
の
一
つ
。
即
ち
招
慶
は
作
用
す
る
こ
と
を
も
っ
て
佛
性
を
示
す
と
い

う
方
便
を
雪
峯
よ
り
我
が
も
の
に
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
師
云
：
這
个
則
收
爲
方
便
，
只
如
宗
脈
中
事
作
摩
生
？
良
久　

保
福
が
「
そ
れ
は
き
み
が
方
便
と
し
て
取
り
入
れ
た
も

の
、
宗
乘
そ
の
も
の
は
ど
う
か
？
」
と
問
う
と
、
招
慶
は
沈
默
を
も
っ
て
答
え
た
。「
良
久
」
は
雪
峯
が
常
用
し
た
宗
乘

の
提
示
で
あ
り
、
本
書
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
第
四
則
（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
（
上
）」、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
三
十
一
號
）
に
詳
し
い
。

「
宗
脈
」
は
「
宗
乘
」
に
同
じ
、
禪
宗
の
根
本
義
。『
鼓
山
法
堂
玄
要
廣
集
』
に
い
う
、「
大
事
未
辦
，
宗
脉
不
通
，
切
忌

記
持
言
句
，
意
識
裏
作
活
計
。（
自
己
の
一
大
事
を
ま
だ
わ
き
ま
え
ず
、
宗
脈
に
も
通
達
し
て
い
な
い
な
ら
、
決
し
て
教
え
ら
れ
た
言
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葉
を
覺
え
込
み
、
あ
れ
こ
れ
分
別
し
て
は
な
ら
な
い
）」（
禪
學
叢
書
之
一
『
無
著

校
寫

古
尊
宿
語
要
』
一
八
九
頁
上
左
）、「
若
也
宗
脉
未
露
，

記
著
一
字
，
如
飲
毒
藥
，
喪
身
失
命
。（
も
し
宗
脈
を
我
が
も
の
に
で
き
ず
、
教
え
を
そ
の
ま
ま
覺
え
こ
む
な
ら
、
毒
薬
を
飲
み
、
み

づ
か
ら
命
を
失
う
よ
う
な
も
の
だ
）」（
同
一
八
九
頁
下
左
）。

○
師
云
：
教
什
摩
人
委
？
招
慶
云
：
闍
梨
又
與
摩
泥
猪
疥
狗
作
什
摩
！　
「
誰
に
分
か
ら
せ
る
の
か
？
」
と
は
、
そ
れ
で
人

に
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
叱
責
。「
良
久
」
は
深
奧
の
眞
理
を
人
に
分
か
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
沈
默
に
よ
っ
て
し
か
傳
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
雪
峯
の
到
達
し
た
「
眞
理
の
傳
達
」
で
あ
り
、
門
下
の
慧
稜
は

忠
實
に
繼
承
し
た
が
、
保
福
は
こ
れ
に
懷
疑
的
で
あ
っ
た
。

『
龐
居
士
語
錄
』
に
「
道い

い
得
る
も
道い

い
得
ざ
る
も
俱
に
未
だ
免
れ
ず
」
と
い
う
百
靈
の
定
言
、「
問
則
有
過
，
不
問
則

乖
」（
問
い
求
め
れ
ば
そ
れ
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
問
い
も
と
め
な
け
れ
ば
そ
れ
と
乖
離
す
る
。
本
書
卷
五
「
德
山
和
尚
章
」
第
七

則
）、「
道い

い
得
る
も
三
十
棒
、
道
い
得
ざ
る
も
三
十
棒
」（『
臨
濟
錄
』
勘
辨
に
引
く
德
山
の
語
）
な
ど
、
常
に
問
題
と
さ
れ
て

き
た
禪
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
言
葉
で
言
お
う
と
す
る
誤
り
」
で
あ
っ
た
か
ら
、「
默
し
て
識
る
」
こ
と
を
求

め
て
沈
默
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
保
福
に
對
し
て
招
慶
は
「
人
の
た
め
に
葛
藤
ま
み
れ
に
な
っ
て
ど
う
す
る
の

だ
。」
い
ら
ざ
る
お
節
介
（
老
婆
親
切
）
を
燒
い
て
何
に
な
る
、
と
保
福
の
懸
念
を
一
掃
し
た
の
で
あ
る
。

「
泥
猪
疥
狗
」
は
、「
豚
が
全
身
に
泥
を
あ
び
、
皮
膚
病
の
犬
が
あ
ち
こ
ち
に
體
を
こ
す
る
よ
う
に
、
言
葉
に
ま
み
れ
て
禪

の
眞
理
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」（
土
屋
太
祐
前
掲
論
文
）。「
和
泥
合
水
」「
拖
泥
帶
水
」
と
同
じ
意
で
あ
ろ
う
。『
雲

門
廣
錄
』
卷
上
に
次
が
あ
る
。

上
堂
云
：
「
我
今
日
共
汝
説
葛
藤
，
屎
灰
尿
火
，
泥
猪
疥
狗
，
不
識
好
惡
，
屎
坑
裏
作
活
計
。
所
以
道
：
盡
乾
坤
大
地
、
三

乘
十
二
分
教
，
三
世
諸
佛
，
天
下
老
師
言
教
，
一
時
向
汝
眼
睫
上
會
取
去
。
饒
汝
便
向
這
裏
一
時
明
得
，
亦
是
不
著
便
漢
，

無
端
跳
入
屎
坑
。
可
中
於
我
衲
僧
門
下
過
，
打
脚
折
。
」
（
大
正
四
七
・
五
五
〇
下
）
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今
日
わ
た
し
は
み
な
の
た
め
に
言
葉
を
使
っ
て
、
糞
尿
ま
み
れ
に
な
り
、
泥
ま
み
れ
の
豚
や
疥
癬
病
の
犬
の
よ
う
に
じ
た
ば
た
し
、

糞
壺
で
く
ら
し
を
た
て
る
よ
う
に
し
て
説
い
た
。
そ
れ
で
言
う
の
だ
、
「
乾
坤
大
地
も
三
乘
十
二
分
教
も
三
世
諸
佛
も
天
下
の
老
師

の
説
教
も
、
眼
を
し
ば
た
く
一
瞬
の
う
ち
に
わ
が
も
の
に
す
る
の
だ
」
と
。
き
み
ら
が
こ
れ
を
聞
い
て
解
っ
た
と
し
て
も
、
糞
壺
に

自
分
か
ら
飛
び
込
む
鈍
感
者
だ
。
だ
が
わ
が
門
下
に
來
た
ら
脚
を
へ
し
折
ら
れ
る
ぞ
。

雲
門
文
匽
も
、
わ
が
説
法
を
聞
い
て
初
め
て
わ
か
る
よ
う
で
は
、
言
葉
か
ら
離
れ
ら
れ
ぬ
鈍
感
者
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
一
五
〕
一
句
と
は
？

招
慶
因
擧
：
「
僧
問
石
霜
：
『
如
何
是
一
句
？
』
云
：
『
非
句
、
無
句
、
不
是
句
。』」
師
拈
問
：
「
古
人
與
摩
道
，
意

作
摩
生
？
」
答
曰
：
「
實
即
實
。」
師
云
：
「
還
得
實
也
無
？
」
答
曰
：
「
委
曲
話
似
人
即
得
。」
師
云
：
「
非
句
，
無
句
，

不
是
句
，
委
曲
話
似
人
即
得
，
據
本
分
作
摩
生
？
」
答
曰
：
「
大
衆
惣
委
兄
弟
有
此
問
。」
師
云
：
「
謝
和
尚
領
話
。」

【
訓
讀
】

招
慶
の
、「
僧
、
石
霜
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
一
句
？
』
云
く
、『
句
に
非
ず
、
句
無
く
、
是
れ
句
な
ら
ず
。』」
と

擧
す
に
因
り
、
師
拈
じ
て
問
う
、「
古
人
の
與か

く摩
道い

う
、
意
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
答
え
て
曰
く
、「
實
な
る
は
即
ち
實
な
る
も
…
。」

師
云
く
、「
還は

た
實
な
る
を
得
た
る
や
？
」
答
え
て
曰
く
、「
委つ
ぶ
さ曲
に
人
に
話は

な似
せ
ば
即
ち
得よ

し
。」
師
云
く
、「
句
に
非
ず
、

句
無
し
、
是
れ
句
な
ら
ず
、
委
曲
に
人
に
話
似
せ
ば
即
ち
得よ

し
、
本
分
に
據
ら
ば
作い

か

ん
摩
生
？
」
答
え
て
曰
く
、「
大
衆
は
惣す

べ

て
兄そ
な
た弟
に
此
の
問
い
有
る
を
委し

る
。」
師
云
く
、「
和
尚
の
領
話
を
謝
す
。」

【
日
譯
】

招
慶
が
「
僧
が
石
霜
に
問
う
、『
究
極
の
言
葉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。』『
そ
れ
は
言
葉
に
な
ら
ず
、
言
葉
は
存

在
せ
ず
、
そ
も
そ
も
言
葉
で
は
な
い
。』」
と
い
う
話
頭
を
取
り
上
げ
た
の
で
、
師
は
そ
れ
に
つ
い
て
問
う
た
、「
古
人
が
そ
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の
よ
う
に
答
え
た
の
は
、
ど
う
い
う
意
圖
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
招
慶
が
答
え
て
言
う
、「
正
し
い
と
言
え
ば
正
し
い
が

…
。」
師
、「
本
當
に
正
し
い
か
？
」
招
慶
、「
く
わ
し
く
言
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。」
師
、「
石
霜
は
〈
言
葉
に
な
ら
ず
、
言

葉
は
存
在
せ
ず
、
言
葉
で
は
な
い
〉
と
言
っ
た
の
を
、
そ
な
た
は
〈
人
に
言
っ
て
や
っ
た
點
は
よ
か
っ
た
〉
と
評
價
し
た

が
、
本
分
に
よ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
？
」
招
慶
、「
き
み
に
そ
う
い
う
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
、
み
な
分
か
っ
て
お
る
。」
師
、

「
話
を
分
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
。
同
遊
し
て
招
慶
院
に
入
院
し
、
大
衆
の
前
で
お
こ
な
っ
た
問
答
。

○
僧
問
石
霜
：
如
何
是
一
句
？
云
：
非
句
、
無
句
、
不
是
句　

石
霜
慶
諸
（
八
〇
七
～
八
八
八
）
は
、
道
吾
圓
智
（
七
六
九
～

八
三
五
）
の
法
嗣
。
嚴
格
な
禪
風
で
知
ら
れ
、
道
吾
と
の
問
答
に
次
が
あ
る
。

迴
參
道
吾
。
道
吾
問
：
「
有
一
人
無
出
入
息
，
速
道
將
來
！
」
師
云
：
「
不
道
。
」
云
：
「
爲
什
摩
不
道
？
」
師
云
：
「
不

將
口
來
。
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
六
「
石
霜
和
尚
章
」
第
二
則
）

授
戒
後
に
道
吾
に
參
じ
た
。
道
吾
問
う
、
「
息
を
し
な
い
者
が
一
人
い
る
が
、
そ
れ
は
誰
か
す
ぐ
に
言
え
！
」
石
霜
、
「
言
い
ま
せ

ん
。
」
「
ど
う
し
て
言
わ
ぬ
？
」
石
霜
、
「
口
を
持
っ
て
來
て
い
ま
せ
ん
。
」

ま
た
『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
二
「
石
霜
山
慶
諸
傳
」
に
「
堂
中
の
老
宿
は
長つ
ね

に
坐
し
て
臥
せ
ず
、
そ
の
さ
ま
は
不
動
な
る
切

り
株
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
天
下
の
叢
林
は
こ
れ
を
石
霜
の
枯
木
衆
と
言
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。

本
則
で
長
慶
が
取
り
あ
げ
た
石
霜
と
僧
の
問
答
は
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
『
雲
門
広
録
』
巻
中
「
室
中
語
要
」
に
見

え
る
次
の
話
が
近
い
。

擧
：
石
霜
云
：
「
須
知
有
教
外
別
傳
一
句
。
」
僧
問
：
「
如
何
是
教
外
別
傳
一
句
？
」
霜
云
：
「
非
句
。
」
師
云
：
「
非
句
始

是
句
。
」
（
大
正
四
七
・
五
五
八
上
）
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雲
門
が
と
り
あ
げ
た
、
「
石
霜
が
言
う
、
『
教
外
別
傳
の
一
句
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
』
僧
が
問
う
、
「
教
外
別
傳
の
一
句

と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
石
霜
、
「
言
葉
で
は
な
い(

言
葉
と
し
て
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
）
。
」
雲
門
、
「
言
葉
で
な
い
も

の
こ
そ
が
、
は
じ
め
て
言
葉
に
な
る
。
」

ま
た
『
重
編
曹
洞
五
位
顯
訣
』
卷
下
（
慧
霞
編 

廣
輝
釋 

晦
然
補
）
に
も
次
が
あ
る
。

洞
山
三
句
，
向
上
一
句
，
門
頭
一
句
，
超
百
億
一
句
。
…
…
門
頭
一
句
例
者
，
如
問
石
霜
：
「
如
何
是
一
句
？
」
云
：
「
非

句
也
」，
亦
云
：
「
一
句
也
無
」
。
（
續
藏
通
卷
一
一
一
・
〇
二
五
六
上
下
）

洞
山
の
三
句
は
、
向
上
の
一
句
、
差
別
の
場
か
ら
平
等
に
見
て
取
る
門
頭
の
一
句
，
百
億
の
言
葉
に
ま
さ
る
一
句
。
…
…
門
頭
の
一

句
の
例
と
し
て
は
、
石
霜
に
「
如
何
な
る
か
是
れ
一
句
？
」
と
問
い
、
石
霜
は
「
非
句
な
り
」
ま
た
「
一
句
も
ま
た
無
し
」
と
答
え

た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
如
何
是
一
句
」
と
は
、
教
外
別
傳
の
一
句
、
宗
乘
の
一
句
、
究
極
の
そ
れ
を
言
い
表
わ
す
一
句
を
單
刀
直
入
に
問
う
。

石
霜
は
そ
う
い
う
一
句
は
言
葉
で
は
な
い
と
言
っ
た
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
踈
山
光
仁
章
」
に
次
が
あ
る
。

洞
山
［
第
四
世
］
問
：
「
如
何
是
一
句
？
」
師
曰
：
「
不
道
。
」
曰
：
「
爲
什
麼
不
道
？
」
師
曰
：
「
少
時
輩
。
」

第
四
世
洞
山
が
質
問
し
た
、
「
究
極
の
一
句
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
師
、
「
言
わ
ぬ
。
」
「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で

す
か
？
」
師
、
「(

近
ご
ろ
は
）
言
葉
で
は
な
い
一
句
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
優
れ
た
も
の
が
お
ら
ぬ
。
」

○
師
拈
問
：
古
人
與
摩
道
，
意
作
摩
生
？　

石
霜
が
「
言
葉
で
は
な
い
と
言
っ
た
意
圖
は
何
か
？
」
の
後
に
「
據
本
分
作
摩

生
？
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
教
外
別
傳
の
一
句
」
は
言
葉
で
は
な
い
と
言
っ
た
そ
の
意
圖
と
は
、「
我
が
心
が
佛
に

ほ
か
な
ら
ぬ
」
と
い
う
自
己
本
分
事
を
知
る
こ
と
が
教
外
別
傳
の
一
句
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

○
答
曰
：
實
即
實　
「
即
」
は
「
一
應
承
認
し
、
し
か
し
と
反
轉
す
る
い
い
か
た
」（
太
田
辰
夫
『
中
國
語
歷
史
文
法
』
一
九
〇
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頁
）
で
、
含
み
を
殘
し
た
言
い
方
。「
是
即
是
」
と
同
じ
。
次
の
〔
一
六
〕
に
も
、「
實
即
實
，
於
唱
教
中
猶
交
些
子
」
と

あ
る
。

○
師
云
：
還
得
實
也
無
？　

含
み
の
本
音
を
引
き
出
そ
う
と
問
う
た
。

○
答
曰
：
委
曲
話
似
人
即
得　

招
慶
は
含
み
の
と
こ
ろ
は
答
え
ず
、「
石
霜
は
人
に
つ
ぶ
さ
に
言
っ
て
や
っ
た
の
は
よ
か
っ

た
」
と
答
え
た
。
招
慶
の
含
み
の
と
こ
ろ
と
は
「（
石
霜
は
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
が
）
し
か
し
良
久

す
れ
ば
も
っ
と
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
招
慶
は
含
み
（
本
音
）
を
な
ぜ
言
わ
な
か
っ
た
の
か
？
前
段
〔
一
四
〕

で
は
、
同
道
し
て
泉
州
へ
赴
く
途
中
、
保
福
に
山
中
和
尚
か
ら
學
び
取
っ
た
も
の
を
訊
か
れ
た
招
慶
は
、「
擧
首
顧
視
」

（
方
便
）
と
「
良
久
」（
宗
乘
）
を
も
っ
て
答
え
た
が
、「
良
久
」
を
「
そ
れ
で
人
に
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
で
も
思
っ
て
い
る

の
か
？
」
と
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
思
っ
て
含
み
の
本
音
を
隱
し
た
の
で
あ
る
。

○
師
云
：
非
句
，
無
句
，
不
是
句
，
委
曲
話
似
人
即
得
，
據
本
分
作
摩
生
？　

石
霜
の
「
非
句
、
無
句
、
不
是
句
」
を
き
み

は
「（
沈
默
せ
ず
に
）
人
に
言
っ
て
や
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
」
と
評
價
す
る
が
、「
自
己
本
分
に
よ
れ
ば
そ
ん
な
理
解
で
い

い
の
か
？
」
保
福
は
石
霜
が
「
非
句
、
無
句
、
不
是
句
」
と
答
え
た
意
圖
を
問
題
に
し
、
招
慶
は
含
み
（
本
音
）
を
隱
し

て
つ
ぶ
さ
に
「
非
句
、
無
句
、
不
是
句
」
と
説
い
た
と
こ
ろ
を
評
價
す
る
。

保
福
は
「
教
外
別
傳
の
一
句
」
は
自
己
本
分
事
に
よ
っ
て
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
石
霜
の
「
非
句
、
無
句
、
不
是
句
」
の

意
圖
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
招そ

な
た慶
の
よ
う
に
「
言
葉
で
は
な
い
」
と
言
葉
で
言
っ
た
こ
と
が
こ
の
話
頭
の
核
心
で

は
な
い
と
批
判
す
る
。

「
據
本
分
」
の
用
例
に
は
次
が
あ
る
。

檀
越
作
炙
茄
齋
請
上
堂
。
「
若
據
本
分
事
中
，
説
箇
什
麼
事
即
得
？
便
道
〈
人
人
具
足
〉，
正
是
眉
上
畫
眉
。
更
言
〈
箇
箇
圓

成
〉，
何
異
眼
中
著
屑
？
總
不
恁
麼
，
又
作
麼
生
？
三
寸
舌
頭
無
用
處
，
一
雙
空
手
不
成
拳
。
（
『
慈
受
懷
深
禪
師
廣
錄
』
巻
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三
）檀

越
が
茄
子
を
燒
い
て
供
養
し
、
上
堂
を
願
っ
た
。
そ
こ
で
言
っ
た
、
「
も
し
自
己
本
分
事
に
據
る
な
ら
、
何
と
言
え
ば
よ
い
の

か
？
〈
人
人
具
足
〉
と
言
っ
て
も
、
眉
の
上
に
眉
を
畫
く
よ
う
な
も
の
。
そ
の
う
え
〈
箇
箇
圓
成
〉
と
言
え
ば
、
眼
の
な
か
に
金
屑

を
置
く
の
と
同
じ
。
そ
う
で
な
い
な
ら
、
ど
う
な
の
か
？
言
葉
は
役
に
立
た
ず
、
兩
手
で
つ
か
め
る
も
の
は
何
も
な
い
。
」

○
答
曰
：
大
衆
惣
委
兄
弟
有
此
問
。
師
云
：
謝
和
尚
領
話　

分
が
惡
く
な
っ
た
招
慶
は
保
福
の
「
本
分
に
據
る
」
に
ま
と
も

に
向
き
合
わ
ず
、
は
ぐ
ら
か
し
た
答
え
方
を
し
、
保
福
は
「
馬
鹿
叮
嚀
な
謝
語
を
も
っ
て
す
る
こ
と
で
、
遠
回
し
な
非
難

を
し
た
」（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
（
上
）」
第
七
則
の
注
を
參
照
）。

〔
一
六
〕
巖
頭
の
德
山
批
判

招
慶
因
擧
：
「
僧
問
德
山
：
『
從
上
宗
乘
，
和
尚
此
間
如
何
稟
受
與
人
？
』
德
山
云
：
『
我
宗
無
語
句
，
實
無
一
法
與

人
。』
巖
頭
云
：
『
實
即
實
，
於
唱
教
中
猶
交
些
子
。』」

師
拈
問
招
慶
：
「
巖
頭
平
生
有
什
摩
言
教
過
於
德
山
？
」
招
慶
擧
：
「
巖
頭
云
：
『
如
人
學
射
，
久
久
方
中
。』
時
有
人

問
：
『
中
時
如
何
？
』
云
：
『
莫
不
識
痛
痒
。』」
師
云
：
「
今
日
非
唯
擧
話
。」
招
慶
云
：
「
是
什
摩
心
行
？
」

【
訓
讀
】

招
慶
因
み
に
擧
す
、「
僧 

德
山
に
問
う
、『
從
上
の
宗
乘
、
和
尚
が
此す

間か
ん

に
は
如い

か何
ん
が
稟
受
し
て
人
に
與
う
？
』
德
山

云
く
、『
我
が
宗
に
語
句
無
し
。
實
に
一
法
の
人
に
與
う
る
無
し
。』
巖
頭
云
く
、『
實
な
る
は
即
ち
實
な
る
も
、
唱
教
中
に

於
い
て
は
猶
お
些さ

し子
を
交た
が

う
。』」

師
拈
じ
て
招
慶
に
問
う
、「
巖
頭
は
平
生
什な

ん摩
の
言
教
の
德
山
に
過
ぐ
る
も
の
有
り
や
？
」
招
慶
擧
す
、「
巖
頭
云
く
、

『
人
の
射
を
學
ぶ
が
如
し
、
久
久
に
し
て
方
め
て
中あ

た

る
。』
時
に
人
有
っ
て
問
う
、『
中
り
し
時
は
如
何
？
』
云
く
、『
痛
痒
を
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識
ら
ざ
る
莫
し
。』」
師
云
く
、「
今
日
、
唯
だ
話
を
擧
す
る
の
み
に
非
ず
。」
招
慶
云
く
、「
是
れ
什
摩
の
心
行
ぞ
？
」

【
日
譯
】

招
慶
が
あ
る
時
つ
ぎ
の
話
を
し
た
。「
あ
る
僧
が
德
山
宣
鑒
に
問
う
た
、『
わ
が
禪
宗
の
宗
乘
を
、
和
尚
の
と
こ
ろ
で
は

ど
う
受
け
と
め
て
人
に
傳
え
ら
れ
る
の
で
す
か
？
』
德
山
は
答
え
た
、『
わ
が
禪
宗
に
言
葉
は
な
い
。
人
に
與
え
る
も
の
な

ど
何
ひ
と
つ
な
い
。』
巖
頭
全
豁
が
評
し
て
言
っ
た
、『
ま
こ
と
に
そ
の
と
お
り
で
は
あ
る
が
、
人
を
教
導
す
る
點
に
お
い
て

は
、
い
さ
さ
か
足
り
な
い
。』」

師
は
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
、
招
慶
に
問
う
た
、「
巖
頭
は
こ
う
言
っ
た
が
、
か
れ
は
平
生
德
山
に
勝
る
ど
ん
な
教
え
が

あ
っ
た
の
か
？
」
招
慶
は
紹
介
し
た
、「
巖
頭
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。『
弓
を
射
る
稽
古
の
よ
う
に
、
く
り
か
え
し
練
習
し
て

は
じ
め
て
的
を
射
あ
て
る
よ
う
な
も
の
だ
。』
そ
の
と
き
あ
る
者
が
問
う
た
、『
的
に
あ
た
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
か
？
』
巖

頭
は
答
え
た
、『
痛
切
に
わ
が
身
に
こ
た
え
る
。』」
師
は
聞
い
て
言
っ
た
、「
今
日
、
そ
な
た
は
話
を
紹
介
し
た
だ
け
で
は
な

か
っ
た
ね
。」
招
慶
、「
き
み
は
ど
う
い
う
つ
も
り
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
が
取
り
上
げ
た
德
山
の
話
と
こ
れ
に
對
す
る
評
論
は
本
書
卷
七
「
巖
頭
章
」
第
八
則
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五

「
德
山
章
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
一
「
雪
峯
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
德
山
章
」
に
も
採
錄
さ
れ
て
い
る
。
本
書
卷
七

「
巖
頭
章
」
第
八
則
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

雪
峯
問
德
山
：
「
從
上
宗
乘
，
和
尚
此
間
如
何
禀
授
與
人
？
」
德
山
云
：
「
我
宗
無
語
句
，
實
一
法
與
人
。
」
師
聞
擧
云
：
「
德

山
老
漢
一
條
脊
梁
骨
，
拗
不
折
。
雖
然
如
此
，
於
唱
教
中
猶
較
些
子
。
」

保
福
拈
問
長
慶
：
「
巖
頭
平
生
出
世
，
有
什
摩
言
教
過
於
德
山
，
便
道
猶
較
些
子
？
」
長
慶
擧
師
示
衆
云
：
「
若
是
得
意

底
人
，
自
解
作
活
計
。
擧
措
悉
皆
索
索
底
，
時
長
恬
恬
底
。
觸
物
則
傳
（
轉
），
意
在
傳
（
轉
）
處
。
住
則
剗
住
，
去
則
剗



177

『祖堂集』卷第一一譯注（一） 「保福和尚章」（上）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

去
。
須
於
欲
去
不
去
、
欲
住
不
住
處
體
會
。
不
執
物
，
不
據
物
，
不
同
窒
塞
人
緊
把
著
事
，
不
解
傳
（
轉
）
得
，
恰
似
死

人
把
玉
擩
玉
相
似
。
縱
然
傳
（
轉
）
得
，
直
到
驢
年
，
有
什
摩
用
處
？
且
愧
伊
向
這
裏
湊
泊
，
不
別
運
爲
。
訝
將
去
，
鑽

將
去
，
研
將
去
，
直
教
透
過
，
直
教
通
徹
。
不
見
道
：
如
人
學
射
，
久
久
方
中
。
」
有
人
問
：
「
中
時
如
何
？
」
師
云
：
「
莫

不
識
痛
痒
摩
！
」
保
福
云
：
「
今
日
非
唯
擧
話
。
」
慶
云
：
「
是
什
摩
心
行
？
」

雪
峯
が
德
山
に
問
う
た
、
「
わ
が
禪
宗
の
宗
乘
を
、
和
尚
の
と
こ
ろ
で
は
ど
う
受
け
と
め
て
人
に
傳
え
る
の
で
す
か
？
」
德
山
は
答

え
た
、
「
わ
が
禪
宗
に
言
葉
は
な
い
。
人
に
與
え
る
も
の
な
ど
何
ひ
と
つ
な
い
。
」
師(

巖
頭
）
は
こ
の
語
を
聞
い
て
評
し
た
、
「
德

山
老
人
は
ま
る
で
一
本
の
背
骨
だ
。
ね
じ
り
折
ろ
う
と
し
て
も
折
れ
ぬ
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
人
を
教
導
す
る
點
に
お
い
て
は
、
い

さ
さ
か
不
十
分
だ
。
」

保
福
が
こ
の
話
を
と
り
あ
げ
て
長
慶
に
問
う
た
、
「
巖
頭
は
平
生
の
説
法
で
、
德
山
に
勝
る
ど
ん
な
教
え
が
あ
っ
て
、
『
い
さ
さ
か

不
十
分
だ
』
な
ど
と
言
っ
た
の
か
ね
？
」
長
慶
は
師(

巖
頭
）
の
示
衆
を
紹
介
し
た
、
「
も
し
意
を
得
た
人
な
ら
ば
、
ま
っ
と
う

に
自
活
で
き
る
の
だ
。
日
常
の
ふ
る
ま
い
に
は
何
の
こ
だ
わ
り
も
な
く
、
い
つ
も
恬
淡
と
し
て
い
る
。
物
に
觸
れ
れ
ば
自
在
に
轉

換
し
、
轉
換
し
た
と
こ
ろ
で
自
在
だ
。
住
ま
っ
て
も
腰
を
据
え
ず
、
離
れ
る
と
き
も
離
れ
る
こ
と
に
執
著
し
な
い
。
離
れ
よ
う
と

し
て
も
離
れ
ら
れ
ぬ
、
住
ま
ろ
う
と
し
て
も
住
ま
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
體
得
す
る
の
だ
。
物
に
も
執
わ
れ
ず
、
依
存
も
し
な
い
。
心
の

逼
塞
し
た
人
が
物
事
に
固
執
し
て
、
轉
換
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
の
は
、
ま
る
で
死
人
が
堅
く
玉
を
握
っ
て
離
さ
ぬ
よ
う
な
も
の
だ
。

こ
れ
で
は
た
と
い
轉
換
で
き
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
役
に
は
立
た
ぬ
。
し
か
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
0

0

は
こ
こ

を
動
か
ず
、
別
段
作
爲
も
し
な
い
。
訝
り
つ
づ
け
、
深
く
掘
り
下
げ
、
研
き
つ
づ
け
よ
。
そ
う
し
て
通
り
抜
け
、
通
徹
せ
よ
。
〈
弓

を
射
る
稽
古
の
よ
う
に
、
く
り
か
え
し
練
習
し
て
は
じ
め
て
的
を
射
あ
て
る
よ
う
な
も
の
だ
〉
と
言
わ
れ
る
と
お
り
だ
。
」
そ
の

と
き
あ
る
者
が
問
う
た
、
「
的
に
あ
た
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
か
？
」
師(

巖
頭
）
は
答
え
た
、
「
わ
が
身
に
こ
た
え
る
痛
み
を
知

れ
！
」
保
福
は
聞
い
て
言
っ
た
、
「
今
日
、
そ
な
た
は
話
を
紹
介
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ね
。
」
招
慶
、
「
き
み
は
ど
う
い
う
つ
も
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り
か
？
」

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
德
山
章
」
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

雪
峯
問
：
「
從
上
宗
風
，
以
何
法
示
人
？
」
師
曰
：
「
我
宗
無
語
句
。
實
無
一
法
與
人
。
」
巖
頭
聞
之
曰
：
「
德
山
老
人
一

條
脊
梁
骨
，
硬
似
鐵
，
拗
不
折
。
然
雖
如
此
，
於
唱
教
門
中
猶
較
些
子
。
」

保
福
拈
問
招
慶
：
「
只
如
巖
頭
出
世
，
有
何
言
教
過
於
德
山
，
便
恁
麼
道
？
」
慶
云
：
「
汝
不
見
巖
頭
道
：
如
人
學
射
，

久
久
方
中
。
」
福
云
：
「
中
時
如
何
？
」
慶
云
：
「
展
闍
黎
！
莫
不
識
痛
痒
。
」
福
云
：
「
和
尚
今
日
非
唯
擧
話
。
」
慶
云
：

「
展
闍
黎
是
什
麼
心
行
？
」
明
昭
云
：
「
大
小
招
慶
，
錯
下
名
言
。
」

『
聯
燈
會
要
』
卷
二
一
「
雪
峯
章
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

後
參
德
山
。
遂
問
：
「
宗
乘
中
事
，
學
人
還
有
分
也
無
？
」
山
和
聲
便
棒
。
師
當
下
如
桶
底
脫
相
似
。
山
復
語
之
云
：
「
我

宗
無
語
句
，
亦
無
一
法
與
人
。
」
巖
頭
聞
云
：
「
德
山
一
條
脊
梁
，
硬
以
鐵
。
雖
然
如
是
，
於
唱
教
門
中
猶
較
些
子
。
」

保
福
問
招
慶
：
「
只
如
巖
頭
出
世
，
有
何
言
句
過
於
德
山
，
便
恁
麼
道
？
」
慶
云
：
「
汝
不
見
巖
頭
道
：
如
人
學
射
。
久

久
方
中
。
」
福
云
：
「
中
後
如
何
？
」
慶
云
：
「
展
闍
梨
，
莫
不
識
痛
痒
好
！
」
福
云
：
「
和
尚
非
唯
擧
話
。
」
慶
云
：
「
展

闍
梨
，
是
甚
麼
心
行
？
」
明
招
云
：
「
大
小
招
慶
，
錯
下
名
言
。
」

○
招
慶
因
擧
：
僧
問
德
山
：
從
上
宗
乘
，
和
尚
此
間
如
何
稟
受
與
人
？
德
山
云
：
我
宗
無
語
句
，
實
無
一
法
與
人
。
巖
頭

云
：
實
即
實
，
於
唱
教
中
猶
交
些
子　

招
慶
（
長
慶
慧
稜
）
が
德
山
の
參
問
者
を
峻
拒
す
る
有
名
な
句
「
我
宗
無
語
句
，

實
無
一
法
與
人
」
を
取
り
あ
げ
、
つ
い
で
こ
れ
に
對
す
る
巖
頭
の
批
評
を
紹
介
し
、「
法
を
傳
え
る
」
對
極
的
な
ふ
た
つ

の
立
場
を
問
題
に
す
る
。
德
山
の
句
を
引
き
出
し
た
人
が
招
慶
の
師
で
あ
る
雪
峯
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
招
慶
が
故
意
に
そ
の
名
を
伏
せ
て
い
る
の
は
、
雪
峯
が
德
山
の
立
場
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
を
含
ん
で

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
も
「
法
は
一
代
限
り
」
の
も
の
で
、「
門
よ
り
入
る
者
は
家
珍
に
あ
ら
ず
」
と
言
わ
れ
、「
若
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し
全
て
肯
う
は
、
師
に
孤
負
す
」（
本
書
「
洞
山
章
」
第
一
一
則
）、「
智
慧
の
師
に
過
ぎ
て
、
方は
じ

め
て
師
の
教
え
を
傳
う
。
智

慧
若
し
師
と
齊
し
き
は
、
他
後
恐
ら
く
は
師
の
德
を
減
ぜ
ん
」（
本
書
「
巖
頭
章
」
第
二
一
則
）
に
な
る
の
で
あ
り
、
師
と
弟

子
の
あ
い
だ
に
「
師
が
教
え
救
う
」、「
弟
子
が
教
え
ら
れ
救
わ
れ
る
」
と
い
う
關
係
は
存
在
し
な
い
。「
心
中
の
衆
生
は

各
お
の
自
身
の
自
性
に
於
い
て
自
ら
度
す
」（『
六
祖
壇
經
』）
の
で
あ
り
、「
夫
れ
法
を
説
く
者
は
無
説
無
示
、
法
を
聽
く

者
は
無
聞
無
得
」（『
維
摩
經
』
弟
子
品
目
連
説
法
）
だ
か
ら
で
、「
只
だ
黙
し
て
識
る
の
み
」（
黄
檗
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
唐
代

禪
宗
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
唐
末
五
代
に
な
る
と
、
禪
宗
が
大
衆
化
し
、
各
地
の
教
團
が
大
規
模
化
し
て
、

禪
宗
の
宗
乘
を
ど
う
傳
え
る
か
が
課
題
と
な
り
、
さ
か
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
巖
頭
の
い
う
「
於
唱
教
中
猶

交
些
子
」
の
「
唱
教
中
」（『
景
德
傳
燈
錄
』、『
聯
燈
會
要
』
は
「
唱
教
門
中
」）
と
は
方
便
と
し
て
の
説
教
。「
猶
交
些
子
」
の

「
些
」
は
原
文
「
嫡
」（
俗
字
）。

○
師
拈
問
招
慶
：
巖
頭
平
生
有
什
摩
言
教
過
於
德
山
？
招
慶
擧
：
巖
頭
云
：
如
人
學
射
，
久
久
方
中　

保
福
は
招
慶
に
巖
頭

の
「
平
生
言
教
」
す
な
わ
ち
巖
頭
の
「
唱
教
門
」
を
問
う
。
本
書
卷
七
「
巖
頭
章
」
第
八
則
は
委
細
を
つ
く
し
た
敍
述
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
「
學
射
」
の
譬
え
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
み
づ
か
ら
が
身
を
以
て
打
ち
込
み
、
や

が
て
秘
訣
を
自
得
す
る
に
至
る
と
い
う
も
の
で
、
師
か
ら
教
わ
る
も
の
で
は
な
い
意
で
あ
る
。
こ
の
譬
え
は
『
首
楞
嚴
三

昧
經
』
卷
下
（
大
正
一
五
・
六
三
三
下
）、『
文
殊
師
説
般
若
經
』（
大
正
八
・
七
二
九
下
・
七
三
六
下
）
な
ど
に
出
づ
。

○
時
有
人
問
：
中
時
如
何
？
云
：
莫
不
識
痛
痒　

本
章
で
は
こ
こ
ま
で
が
招
慶
の
紹
介
す
る
巖
頭
の
話
で
あ
る
が
、『
景
德

傳
燈
錄
』、『
聯
燈
會
要
』
で
は
保
福
と
招
慶
の
問
答
に
な
っ
て
い
る
點
が
異
な
り
、「
莫
不
識
痛
痒
」
は
保
福
（
展
闍
梨
）

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
こ
れ
は
先
人
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
な
た
の
こ
と
だ
ぞ
」
と
先
輩
風
を
吹
か
せ
た
。

卷
七
「
巖
頭
章
」
第
八
則
で
は
「
莫
不
識
痛
痒
摩
！
」。
句
末
の
「
摩
」
は
祈
使
（
命
令
）
を
表
わ
す
語
氣
詞
。「
巖
頭
章
」

に
二
例
「
你
也
噇
眠
去
摩
！
」、「
与
他
蓋
天
蓋
地
去
摩
！
」、
卷
四
「
丹
霞
章
」
に
一
例
「
汝
師
石
頭
摩
！
」。
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○
師
云
：
今
日
非
唯
擧
話
。
招
慶
云
：
是
什
摩
心
行
？　

そ
う
言
わ
れ
て
保
福
も
應
酬
し
、「
は
い
、
今
日
の
お
話
は
た

だ
先
人
の
話
の
紹
介
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
な
た
の
身
に
も
痛
切
に
こ
た
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
」。
招
慶
の
接
化

も
雪
峯
を
繼
承
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
皮
肉
で
あ
る
。
招
慶
は
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
て
、「
ど
う
い
う
つ
も
り

だ
！
」
と
立
腹
し
た
。「
是
什
摩
心
行
？
」
は
相
手
の
意
圖
を
詰
る
佛
教
的
言
辭
。

〔
一
七
〕
佛
陀
婆
梨
の
取
經
傳
説

招
慶
因
擧
：
「
佛
陀
婆
梨
尊
者
從
西
天
來
，
禮
拜
文
殊
，
逢
文
殊
化
人
，
問
：
『
還
將
得
《
尊
勝
經
》
來
否
？
』
云
：

『
不
將
來
。』
文
殊
曰
：
『
既
不
將
來
、
空
來
何
益
！
縱
見
文
殊
，
亦
何
必
識
之
？
』」
拈
問
招
慶
：
「
將
得
經
來
，
文
殊
在

什
摩
處
？
」
慶
答
云
：
「
恰
是
。」
慶
却
問
師
：
「
將
得
經
來
，
文
殊
在
什
摩
處
？
」
師
云
：
「
互
換
之
機
且
從
，
只
今
作

摩
生
？
」

【
訓
讀
】

招
慶
の
「
佛
陀
婆
梨
尊
者
は
西
天
從よ

り
來き
た

り
、
文
殊
を
禮
拜
せ
ん
と
し
，
文
殊
の
化
人
に
逢
い
て
問
わ
る
、『
還は

た
『
尊

勝
經
』
を
將も

ち
得え

來
る
や
？
』
云
く
、『
將も

ち
得え

來
ら
ず
。』
文
殊
曰
く
、『
既
に
將も

ち
來
ら
ず
、
空
し
く
來
り
て
何
の
益
か

あ
ら
ん
！
縱た

と

い
文
殊
に
見あ

う
も
、
亦
た
何
ぞ
必
ず
し
も
之
を
識
ら
ん
？
』」
と
擧
す
に
因
り
て
、
拈
じ
て
招
慶
に
問
う
、「
經

を
將も

ち
得え

來
ら
ば
、
文
殊
は
什い

ず

こ
摩
處
に
在
り
や
？
」
慶
答
え
て
云
く
、「
恰
か
も
是ぜ

な
り
。」
慶
却
っ
て
師
に
問
う
、「
經
を

將も

ち
得え

來
ら
ば
、
文
殊
は
什い

ず

こ
摩
處
に
在
り
や
？
」
師
云
く
、「
互
換
の
機
は
且
く
從ま

か

す
，
只い

ま今
は
作い

か

ん
摩
生
？
」

【
日
譯
】

招
慶
が
「
佛
陀
婆
梨
尊
者
は
西
天
よ
り
文
殊
菩
薩
を
禮
拜
し
よ
う
と
來
て
、
老
人
に
化
作
し
た
文
殊
に
出
會
い
、『『
尊

勝
經
』
を
持
っ
て
き
た
か
？
』
と
問
わ
れ
、『
持
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
』
と
言
う
と
、
文
殊
は
言
っ
た
、『
持
っ
て
こ
な
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か
っ
た
か
ら
に
は
無
駄
に
來
た
の
で
あ
っ
て
、
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
た
と
い
文
殊
に
出
會
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
そ

れ
と
分
か
る
も
の
で
は
な
い
。』」
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
師
は
取
り
上
げ
て
招
慶
に
問
う
た
、「
經
を
持
っ
て
來
て
い
た

な
ら
、
文
殊
は
ど
こ
に
い
た
の
か
？
」
招
慶
は
「
い
か
に
も
そ
の
通
り
だ
。」
と
答
え
て
、
逆
に
師
に
問
う
た
、「
經
を
持
っ

て
來
て
い
た
な
ら
、
文
殊
は
ど
こ
に
い
た
の
か
？
」
師
は
言
っ
た
、「
入
れ
替
わ
っ
て
問
う
の
は
よ
い
と
し
て
、
今
ど
う
な

の
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
。

○
招
慶
因
擧
：
佛
陀
婆
梨
尊
者
從
西
天
來
，
禮
拜
文
殊
，
逢
文
殊
化
人
，
問
：
還
將
得
尊
勝
經
來
否
？
云
：
不
將
來
。
文
殊

曰
：
既
不
將
來
、
空
來
何
益
！
縱
見
文
殊
，
亦
何
必
識
之
？　

佛
陀
波
利
は
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
に
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅

尼
經
』
を
中
國
に
は
じ
め
て
將
來
し
翻
譯
し
た
。
招
慶
が
擧
し
た
の
は
佛
陀
波
利
譯
に
付
さ
れ
た
志
靜
撰
の
經
序
（
撰
述

年
未
詳
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
志
靜
撰
經
序
に
よ
る
取
經
傳
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
西
國
よ
り
漢
土
に
來
て
五
台
山
に
著
い
た
佛
陀
波
利
は
、
五
體
投
地
し
て
云
う
、
「
如
來
滅
後
、
衆

聖
は
靈
德
を
隱
し
ま
し
た
が
、
た
だ
文
殊
菩
薩
だ
け
は
こ
の
山
中
で
衆
生
を
導
き
菩
薩
を
教
化
さ
れ
て
い
る
。
殘
念
に
も
私

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
八
難
の
た
め
に
聖
容
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
遠
く
流
沙
を
渉
っ
て
き
た
の
は
拜
津
せ
ん
が
た
め
で
す
。
ど

う
か
大
慈
大
悲
も
て
い
つ
く
し
み
を
垂
れ
、
尊
容
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。
」
禮
し
終
る
と
、
一
人
の
老
人
が
山
中
よ
り
出
て

き
て
梵
語
で
佛
陀
波
利
に
云
う
、
「
法
師
は
道
を
慕
い
遠
く
遺
跡
を
尋
ね
て
來
た
が
、
漢
地
の
衆
生
は
罪
業
を
造
り
、
出
家

も
戒
律
を
犯
す
こ
と
が
多
い
。
た
だ
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
だ
け
が
衆
生
の
一
切
の
悪
業
を
滅
す
こ
と
が
で
き
る
。
法
師

は
こ
の
經
を
持
っ
て
き
た
か
？
」
佛
陀
波
利
、
「
禮
津
に
來
ま
し
た
の
で
、
持
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
」
老
人
、
「
持
っ
て
來

な
け
れ
ば
何
の
益
も
な
い
。
文
殊
に
出
逢
っ
て
も
そ
れ
と
判
る
ま
い
。
師
は
西
國
に
引
き
返
し
て
經
を
將
來
し
漢
土
に
流
傳
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さ
せ
よ
。
そ
れ
が
群
生
を
利
益
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
獄
に
い
る
人
々
を
救
う
こ
と
で
あ
り
、
諸
佛
に
報
恩
す
る
こ
と
だ
。

經
を
將
來
し
て
こ
こ
に
來
た
な
ら
、
文
殊
菩
薩
の
居
場
所
を
教
え
て
や
ろ
う
。
」
佛
陀
波
利
は
西
國
に
歸
っ
て
此
の
經
を
求

め
た
。
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
引
き
返
し
て
長
安
に
著
く
と
、
經
典
將
來
の
經
緯
を
皇
帝
に
奏
聞
し
た
。
帝
は
經
を
奉
納
さ

せ
、
日
照
三
藏
（
地
婆
訶
羅
）
と
杜と

行こ
う

顗ぎ

に
譯
さ
せ
て
經
本
を
宮
中
に
留
め
た
。
佛
陀
波
利
は
經
を
流
布
さ
せ
る
目
的
を
訴

え
て
、
梵
本
を
返
却
し
て
も
ら
い
、
西
明
寺
僧
の
順
貞
と
と
も
に
翻
譯
し
終
え
る
と
、
梵
本
を
攜
え
て
五
臺
山
に
入
っ
た
ま

ま
消
息
を
絶
っ
た
。
（
大
正
一
九
・
三
四
九
中
～
下
）

唐
代
に
多
く
の
譯
本
が
作
ら
れ
た
が
、
佛
陀
波
利
譯
が
最
も
流
布
し
、
各
地
に
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
幢
が
建
て
ら
れ
た
。

佛
陀
波
利
の
取
經
傳
説
は
他
に
『
開
元
釋
教
錄
』
卷
九
（
七
三
〇
年
編
纂
）、『
續
古
今
經
圖
紀
』
卷
一
（
七
三
〇
年
編
纂
）、

法
崇
述
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
跡
義
記
』
卷
上
「
第
九
翻
譯
時
節
」（
八
〇
〇
年
頃
撰
述
）、『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
（
九
八
八
年

編
纂
）
な
ど
數
多
く
の
文
獻
に
見
え
る
。
佐
々
木
大
樹
「
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究
─
特
に
佛
陀
波
利
の
取
經
傳
説
を
中

心
と
し
て
─
」（『
大
正
大
學
大
學
院
研
究
論
集
』
三
三
號
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
三
開
成
五
年
〔
五
月
〕
廿
三
日
條
に
、「
西
國
僧
佛
陀
波
利
、
空
手
に
來
り
て
山
門
に
到
る

も
、
文
殊
は
老
人
の
身
を
現
わ
し
て
、
山
に
入
る
を
許
さ
ず
、
更
に
西
國
に
往
き
て
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
を
取
ら

し
む
。
其
の
僧
は
却か

え

り
て
西
天
に
到
り
、
經
を
取
り
來
り
て
、
此
の
山
に
到
る
。
文
殊
は
接
引
し
て
、
同と
も

に
此
の
窟
に
入

る
。
波
利
纔
か
に
入
る
や
、
窟
門
自
ら
合と

じ
、
今
に
于お

い
て
開
か
ず
」
と
あ
り
、
九
世
紀
中
葉
の
こ
ろ
に
は
既
に
老
人
は

文
殊
の
化
現
と
見
な
さ
れ
、
五
臺
山
文
殊
信
仰
と
結
び
つ
き
、
佛
陀
波
利
の
取
經
傳
説
は
廣
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
佛
陀
波
利
の
取
經
傳
説
に
か
か
わ
る
話
頭
に
次
が
あ
る
。

新
羅
僧
問
：
「
佛
陀
波
利
見
文
殊
，
爲
什
麼
却
迴
去
？
」
師
曰
：
「
只
爲
不
將
來
，
所
以
却
迴
去
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
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一
七
「
雲
居
道
膺
章
」
）

新
羅
僧
が
問
う
、
「
佛
陀
波
利
は
文
殊
に
出
遭
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
印
度
に
引
き
返
し
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
經
典
を
持
っ
て

來
な
か
っ
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
に
歸
っ
た
の
だ
。(

君
も
自
己
こ
そ
が
經
典
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
ら
ぬ
の
で
は
な
い

か
？
）
」

佛
陀
波
利
遊
臺
，
到
忻
州
東
，
見
一
老
人
，
問
師
：
「
向
什
麼
處
去
？
」
對
云
：
「
臺
山
禮
拜
文
殊
去
。
」
老
人
云
：
「
大

德
見
文
殊
，
還
識
也
無
？
」
無
對
。
代
云
：
「
今
日
慶
幸
。
」
（
『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』
卷
中
「
代
別
百
則
」
第
三
則
、
大

正
四
七
・
六
一
五
下
）

佛
陀
波
利
は
五
臺
山
に
文
殊
に
逢
い
に
、
忻
州
の
東
ま
で
行
っ
た
と
き
、
出
遭
っ
た
一
人
の
老
人
が
問
う
た
、
「
ど
こ
へ
行
か
れ
る

の
か
？
」
「
五
臺
山
に
文
殊
菩
薩
を
禮
拜
に
行
き
ま
す
。
」
老
人
、
「
文
殊
に
お
會
い
に
な
れ
ば
わ
か
り
ま
す
か
？
」
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
代
わ
っ
て
言
う
、
「
今
日
お
会
い
で
き
て
幸
せ
で
す
。
」

○
拈
問
招
慶
：
將
得
經
來
，
文
殊
在
什
摩
處
？　

招
慶
が
佛
陀
波
利
の
取
經
傳
説
を
取
り
上
げ
た
の
を
保
福
は
引
き
取
っ

て
、
招
慶
院
の
大
衆
の
前
で
文
殊
に
つ
い
て
の
問
答
を
示
し
、
文
殊
は
外
面
的
な
存
在
で
は
な
く
自
ら
の
内
面
に
理
解
す

べ
き
こ
と
を
互
い
に
こ
こ
ろ
え
て
や
り
あ
う
。「
經
を
攜
え
て
き
て
い
た
な
ら
、
文
殊
は
ど
こ
に
い
た
の
だ
」
と
は
、
文

殊
菩
薩
に
出
會
う
こ
と
の
意
味
を
問
う
。

○
慶
答
云
：
恰
是
。
慶
却
問
師
：
將
得
經
來
，
文
殊
在
什
摩
處
？　

招
慶
は
「
い
か
に
も
禪
僧
な
ら
そ
う
問
う
べ
き
だ
」
と

保
福
の
問
い
を
認
め
て
お
い
て
、
同
じ
問
い
を
保
福
に
突
き
返
す
。
そ
も
そ
も
五
臺
山
で
文
殊
菩
薩
に
出
遇
う
と
は
自
己

本
來
の
面
目
を
見
届
け
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
の
問
い
は
そ
っ
く
り
君
自
身
へ
の
問
い
で
も
あ
る
の
だ
。『
臨
濟

錄
』
示
衆
に
次
が
あ
る
。

有
一
般
學
人
，
向
五
臺
山
裏
求
文
殊
，
早
錯
了
也
。
五
臺
山
無
文
殊
。
你
欲
識
文
殊
麼
？
秪
你
目
前
用
處
，
始
終
不
異
，
處
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處
不
疑
［
天
聖
廣
燈
錄
作
礙
］，
此
箇
是
活
文
殊
。
（
入
矢
岩
波
文
庫
本
六
五
頁
）

い
ま
五
臺
山
に
行
っ
て
文
殊
菩
薩
の
靈
驗
を
見
よ
う
と
す
る
連
中
が
い
る
が
、
と
ん
だ
見
當
ち
が
い
だ
。
五
臺
山
に
は
文
殊
は
い
な

い
。
諸
君
は
文
殊
に
逢
い
た
い
と
思
う
か
？
い
ま
わ
が
目
前
で
説
法
を
聽
い
て
い
る
者
、
い
つ
い
ず
こ
に
お
い
て
も
、
文
殊
と
一
體

に
し
て
礙
げ
な
き
者
、
そ
れ
こ
そ
が
活
き
た
文
殊
だ
。(

衣
川
賢
次
『
臨
濟
錄
譯
注
』
二
八
一
頁
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）

○
師
云
：
互
換
之
機
且
從
，
只
今
作
摩
生
？　
「
互
換
之
機
」
は
、
た
が
い
に
入
れ
替
わ
っ
て
機
鋒
を
發
揮
し
あ
う
こ
と
。

こ
こ
で
は
招
慶
が
保
福
の
問
い
を
そ
っ
く
り
保
福
に
切
り
返
し
た
こ
と
。「
そ
れ
は
い
い
が
、
問
題
は
當
時
の
佛
陀
波
利

の
こ
と
で
は
な
く
、
今
の
き
み
は
ど
う
な
の
か
？
（
文
殊
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
は
、
即
今
の
自
己
の
問
題
な
の
だ
）」。
言
詮
不

及
の
當
體
は
「
説
似
一
物
即
不
中
」（
本
書
卷
三
「
懷
讓
和
尚
章
」）
で
あ
る
か
ら
に
は
、
招
慶
に
「
い
ま
（
き
み
の
意
は
）
ど

う
な
の
か
？
」
と
問
い
返
す
し
か
な
く
、
こ
の
應
酬
を
聞
い
て
い
る
招
慶
院
の
大
衆
を
導
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
互
換
之
機
」
に
つ
い
て
は
次
の
用
例
が
あ
る
。

蒲
州
麻
谷
寶
徹
禪
師
，
平
欺
臨
濟
，
攙
奪
禪
床
。
互
換
之
機
，
叢
林
標
榜
。
（
『
請
益
錄
』
第
四
則
「
南
泉
圓
相
」
評
唱
）

麻
谷
は
臨
濟
を
あ
な
ど
っ
て
禪
牀
を
爭
い
あ
っ
た
。
互
い
に
入
れ
換
わ
っ
て
の
は
た
ら
き
は
、
禪
門
の
評
價
の
指
標
で
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
互
換
之
機
？
」
師
曰
：
「
和
盲
愂
愬
瞎
。
」
（
『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
七
「
風
穴
禪
師
語
錄
」
）

問
う
、
「
互
い
に
入
れ
換
わ
っ
て
は
た
ら
く
の
は
ど
う
な
の
で
す
か
？
」
師
、
「
手
探
り
し
あ
っ
て
い
る
盲
人
の
よ
う
な
も
の
だ
。
」

「
只
今
作
摩
生
」
は
、
西
來
意
を
問
わ
れ
た
馬
祖
が
「
即
今
是
什
麼
意
？
」（
今
き
み
の
意こ

こ
ろは
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
。『
景
德
傳

燈
錄
』
卷
六
「
馬
祖
章
」）
と
答
え
た
意
を
踏
ま
え
て
言
う
も
の
。
次
の
用
例
が
あ
る
。

可
觀
上
座
問
：
「
的
罷
標
指
，
請
師
速
接
。
」
師
曰
：
「
即
今
作
麼
生
？
」
觀
曰
：
「
道
即
不
無
，
莫
領
話
好
。
」
師
曰
：
「
何

必
！
闍
梨
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
雲
居
道
膺
章
」
）

可
觀
上
座
が
問
う
、
「
目
標
を
設
定
し
て
修
行
す
る
や
り
か
た
は
罷
め
ま
し
た
。
て
っ
と
り
ば
や
く
導
い
て
く
だ
さ
い
。
」
雲
居
、
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「
即い

ま今
き
み
の
心
を
こ
そ
問
題
に
す
る
の
だ
。
」
可
觀
、
「
即
今
の
こ
と
を
言
え
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
納
得
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
」
雲
居
、
「
そ
ん
な
心
配
は
い
ら
ぬ
、
闍
梨
よ
。
」

雲
居
が
接
化
に
「
只
今
作
麼
生
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
本
書
卷
一
九
「
陳
和
尚
章
」
第
七
則
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

又
問
：
「
什
摩
處
來
？
」
云
：
「
江
西
來
。
」
「
夏
在
什
摩
處
？
」
云
：
「
雲
居
。
」
「
雲
居
切
要
處
作
摩
生
？
」
云
：
「
只
今

作
摩
生
？
」
「
拈
上
大
人
。
」
對
云
：
「
有
什
摩
罪
過
？
」
師
云
：
「
雲
居
與
摩
道
，
是
你
與
摩
道
？
」
云
：
「
雲
居
與
摩
道
。
」

師
云
：
「
三
家
村
裏
老
婆
禪
，
造
主
不
得
，
自
領
出
去
！
」

ま
た
問
う
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
？
」
「
江
西
で
す
。
」
陳
和
尚
、
「
夏
安
居
は
ど
こ
で
過
ご
し
た
の
か
？
」
僧
、
「
雲
居
で
す
。
」
陳
和

尚
、
「
雲
居
の
要

か
な
め

の
教
え
は
何
だ
？
」
僧
、
「
今
ど
う
な
の
か
？
」
陳
和
尚
、
「
初
歩
の
教
え
だ
。
」
僧
、
「
ど
こ
が
駄
目
な
の
で
し
ょ

う
か
？
」
陳
和
尚
、
「
雲
居
が
そ
う
言
う
の
か
、
き
み
が
そ
う
言
う
の
か
？
」
僧
、
「
雲
居
で
す
。
」
陳
和
尚
、
「
佛
法
と
は
無
緣
の
片

田
舎
で
禪
も
知
ら
ず
、
自
立
も
で
き
ぬ
。
自
分
の
罪
を
認
め
て
出
て
ゆ
け
！
」

〔
一
八
〕
眼
中
に
金
屑
は
置
け
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

招
慶
因
擧
：
「
古
人
道
：
『
金
屑
、
銀
屑
雖
貴
，
肉
眼
裏
著
不
得
，
豈
況
法
眼
乎
！
』」
招
慶
拈
問
師
：
「
只
如
著
不
得
，

還
著
得
摩
？
」
師
對
云
：
「
未
在
，
更
道
！
」
招
慶
遂
棯
，
師
却
棯
。
招
慶
却
問
：
「
闍
梨
作
摩
生
道
？
」
師
云
：
「
某
甲

齋
後
未
喫
茶
。」

【
訓
讀
】

招
慶
因
み
に
擧
す
、「
古
人
道
う
、『
金
屑
銀
屑
は
貴
し
と
雖
も
、
肉
眼
裏
に
は
著お

き
得
ず
。
豈
に
況
ん
や
法
眼
を
や
！
』

招
慶
拈
じ
て
師
に
問
う
、「
只
だ
著お

き
得
ざ
る
が
如
き
は
、
還は

た
著
き
得
る
や
？
」
師
對こ
た

え
て
云
く
、「
未み

在ざ
い

、
更
に
道い

え
！
」
招
慶
遂
に
棯
す
、
師
却
っ
て
棯
す
。
招
慶
却
っ
て
問
う
、「
闍
梨
作い

か

ん
摩
生
が
道い

う
？
」
師
云
く
、「
某
甲
齋
後
に
未
だ
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喫
茶
せ
ず
。」

【
日
譯
】

招
慶
が
あ
る
と
き
次
の
話
を
し
た
。「
古
人
は
言
っ
た
、『
金
屑
銀
屑
は
貴
重
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
眼
中
に
入
れ
ら
れ
ぬ
。

ま
し
て
や
法
眼
に
は
な
お
さ
ら
だ
。』」
招
慶
は
こ
の
話
を
取
り
上
げ
て
師
に
問
う
、「
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
が
、
も
と
も

と
入
れ
ら
れ
る
も
の
な
の
か
？
」
師
は
答
え
て
言
う
、「
ま
だ
駄
目
だ
、
も
っ
と
言
え
！
」
招
慶
は
そ
こ
で
怒
鳴
り
つ
け
た
。

師
は
逆
に
怒
鳴
り
か
え
し
た
。
こ
ん
ど
は
招
慶
が
問
う
、「
君
な
ら
ど
う
言
う
の
か
？
」
師
、「
わ
た
し
は
晝
食
後
の
茶
を
ま

だ
飲
ん
で
お
ら
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
錄
す
。

○
招
慶
因
擧
：
古
人
道
：
金
屑
、
銀
屑
雖
貴
，
肉
眼
裏
著
不
得
，
豈
況
法
眼
乎
！　
「
金
屑
雖
貴
，
眼
裏
著
不
得
」（
本
書

卷
一
六
「
南
泉
和
尚
章
」
第
三
七
則
）
が
原
形
で
、「
銀
屑
」「
豈
況
法
眼
乎
」
は
、
招
慶
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

從
っ
て
「
古
人
」
は
南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）。

問
：
「
如
何
是
涅
槃
？
」
師
云
：
「
清
猶
清
，
急
猶
急
，
浮
沙
何
處
停
？
」
僧
拈
問
：
「
如
何
是
清
猶
清
？
」
師
云
：
「
混

他
一
點
不
得
。
」
「
如
何
是
急
猶
急
？
」
師
云
：
「
轉
目
看
不
見
。
」
「
如
何
是
浮
沙
何
處
停
？
」
師
云
：
「
金
屑
雖
貴
，
眼
裏

著
不
得
。
」
（
本
書
卷
一
六
「
南
泉
和
尚
章
」
第
三
七
則
）

問
う
、
「
涅
槃
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、
「
あ
く
ま
で
も
清
く
澄
み
、
あ
く
ま
で
も
急
激
、
浮
き
沙
な
ど
と
ど
ま

り
よ
う
が
な
い
。
」
そ
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
僧
が
問
う
、
「
あ
く
ま
で
も
清
く
澄
ん
で
い
る
と
は
？
」
南
泉
、
「
な
に
も
の
も
濁
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
「
ど
こ
ま
で
も
急
激
と
は
？
」
南
泉
、
「
一
瞬
眼
を
離
し
た
ら
も
う
見
え
ぬ
。
」
「
浮
き
沙
な
ど
と
ど
ま
り

よ
う
が
な
い
と
は
？
」
南
泉
、
「
金
屑
は
い
く
ら
貴
重
で
も
、
眼
の
な
か
に
置
け
ぬ
。(

涅
槃
を
悟
り
の
境
地
と
し
て
絶
對
化
し
て
執
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わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
執
わ
れ
れ
ば
病
と
な
る
）
」

ほ
か
に
も
興
善
惟
寛
（
七
五
五
～
八
一
七
）
と
白
居
易
と
の
四
問
答
の
第
三
問
に
「
金
屑
雖
珍
寶
，
在
眼
亦
爲
病
」
が
あ

る
。第

三
問
云
：
「
垢
即
不
可
念
，
淨
無
念
可
乎
？
」
師
曰
：
「
如
人
眼
睛
上
，
一
物
不
可
住
，
金
屑
雖
珍
寶
，
在
眼
亦
爲
病
。
」

（
『
白
居
易
集
』
卷
四
一
「
西
京
興
善
寺
傳
法
堂
碑
銘
」、
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
興
善
惟
寛
章
」
）

第
三
問
に
云
う
、
「
垢
は
願
い
求
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
淨
は
願
い
求
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
人
の
眼
の
内
に
何

物
も
と
ど
め
て
は
な
ら
ぬ
、
金
粉
が
寶
物
だ
と
し
て
も
眼
に
入
れ
ば
眼
病
に
な
る
。
」

こ
こ
へ
招
慶
が
「
豈
況
法
眼
乎
！
」
を
付
け
加
え
た
こ
と
に
は
意
圖
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
法
眼
は
五
眼
の
法
眼
で
は
な

く
、
法
身
の
眼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
身
と
い
え
ば
、
肉
身
の
次
元
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
肉
身
を
離
れ
て
あ
る

の
で
は
な
い
と
決
著
し
た
洞
山
の
禪
が
あ
る
。
法
眼
が
洞
山
禪
の
こ
と
な
ら
、
肉
眼
は
肉
身
あ
る
の
み
と
し
た
馬
祖
禪
で

あ
ろ
う
。
で
は
こ
こ
の
「
金
屑
銀
屑
」
は
何
の
譬
喩
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
い
ま
法
身
と
い
う
教
條
（
絶
対
化
さ
れ
た
眞
理
）

の
喩
と
見
て
、「
法
身
は
い
く
ら
大
切
で
も
、
馬
祖
は
法
身
の
教
條
に
執
わ
れ
な
か
っ
た
（
か
ら
肉
身
を
超
え
て
あ
る
法
身
を

認
め
な
か
っ
た
）、
洞
山
は
法
身
に
法
身
の
教
條
を
持
ち
込
ま
な
か
っ
た
（
か
ら
不
一
不
二
に
決
著
で
き
た
）。」

○
招
慶
拈
問
師
：
只
如
著
不
得
，
還
著
得
摩
？
師
對
云
：
未
在
，
更
道
。
招
慶
遂
棯
，
師
却
棯　

古
人
の
語
を
擧
し
て
招
慶

は
保
福
に
問
う
、「
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
入
れ
ら
れ
る
も
の
な
の
か
？
」
と
。
そ
の
意
圖
は
馬
祖
禪
の

見
直
し
と
石
頭
系
の
禪
の
檢
討
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
保
福
は
「
そ
ん
な
言
い
方
は
ま
だ
だ
め
だ
、
さ
ら
に
言
え
」
と

迫
る
。「
法
身
」
の
絶
對
化
を
戒
め
る
譬
喩
が
、「
法
眼
」
を
持
ち
出
し
た
た
め
に
逆
に
「
法
眼
」
を
絶
對
化
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
招
慶
は
言
葉
で
は
言
え
ぬ
か
ら
、「
棯
」
す
る
こ
と
で
拒
否
し
、
保
福
は
ま
だ
言
え
て
お
ら

ぬ
と
「
棯
」
し
た
。
な
お
「
只
如
著
不
得
，
還
著
得
摩
？
」
の
用
例
に
次
が
あ
る
。



188

禅文化研究所紀要 第38号（令和7年4月）

問
：
「
金
屑
雖
貴
，
眼
裏
著
不
得
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
著
不
得
，
還
著
得
麼
？
」
僧
禮
拜
。
師
曰
：
「
深
沙
神
。
」
（
『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
杭
州
龍
華
寺
眞
覺
大
師
靈
照
章
」
）

問
う
、
「
〈
金
屑
は
貴
重
だ
け
れ
ど
も
、
眼
の
な
か
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
〉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、

「
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
入
れ
る
入
れ
ぬ
の
沙
汰
で
は
な
い
。
」
僧
は
禮
拜
し
た
。
師
、
「
ま
さ
に
深
沙
神
だ
な
。
」

師
（
靈
照
）
が
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
金
屑
が
眼
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
分
か
り
切
っ
た
こ
と
な
の
に
、
僧
が
問
う
の
は
、

お
そ
ら
く
は
招
慶
と
保
福
の
馬
祖
禪
再
檢
討
の
本
話
頭
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
靈
照
は
肉
身
と
は
別
次
元
の
法

身
を
認
め
な
か
っ
た
。
僧
の
禮
拜
は
、
馬
祖
禪
再
檢
討
に
傾
い
て
い
た
僧
が
靈
照
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
禮
拜
。
金
屑
を

眼
に
入
れ
る
と
は
「
ま
さ
に
深
沙
神
だ
な
」
と
揶
揄
し
た
。「
深
沙
神
」
は
深
い
海
に
棲
む
化
け
物
。
東
晉
天
竺
三
藏
帛

尸
梨
蜜
多
羅
譯
『
佛
説
灌
頂
七
萬
二
千
神
王
護
比
丘
呪
經
』
卷
八
に
人
に
害
を
な
す
二
鬼
の
名
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

佛
告
阿
難
：
「
國
土
之
中
，
四
山
河
海
有
二
精
魅
鬼
。
我
今
説
之
，
其
名
如
是
，
一
名
深
沙
，
二
名
浮
丘
。
」
（
大
正

二
一
・
五
一
九
上
）

佛
は
阿
難
に
知
ら
せ
た
、
「
國
土
の
う
ち
、
四
山(

老
病
死
無
常
）
河
海
に
二
つ
の
化
け
物
が
い
る
。
い
ま
こ
れ
の
名
を
、
一
は
深

沙
と
呼
び
、
二
は
浮
丘
と
呼
ぶ
。
」

「
深
沙
神
」
に
つ
い
て
、
一
山
は
「
西
天
竺
國
大
神
，
唐
三
藏
曾
見
之
」（『
景
德
傳
燈
抄
錄
』
卷
一
八
）
と
言
う
が
、
無
著
道

忠
は
「
然
れ
ど
も
慈
恩
傳
に
此
の
事
無
し
、
蓋
し
妄
傳
な
り
」（『
五
家
正
宗
贊
助
桀
』
上
册
五
一
八
頁
上
、
禪
文
化
研
究
所
基
本

典
籍
叢
刊
）
と
否
定
し
て
い
る
。

○
招
慶
却
問
：
闍
梨
作
摩
生
道
？
師
云
：
某
甲
齋
後
未
喫
茶　

そ
こ
で
招
慶
は
保
福
に
問
う
、「
き
み
な
ら
ど
う
言
う
の

だ
？
」
保
福
が
「
わ
た
し
は
齋
後
の
茶
を
ま
だ
飲
ん
で
お
ら
ぬ
（
後
に
し
て
く
れ
）」
と
言
う
の
は
、
言
わ
ぬ
と
い
う
意
。

問
題
の
あ
り
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
言
葉
で
論
ず
る
の
は
や
め
よ
う
。

〔
一
九
〕
如
來
に
二
種
の
語
無
し

師
擧
：
「
教
中
云
：
『
寧
説
河
不
入
恭
，
不
説
如
來
有
二
種
語
；
寧
説
羅
漢
有
三
毒
，
不
説
如
來
有
二
種
語
。
不
道
如

來
無
語
，
只
道
如
來
無
二
種
語
。』」
師
拈
問
招
慶
：
「
作
摩
生
是
如
來
語
？
」
招
慶
云
：
「
聾
人
爭
得
聞
？
」
師
云
：
「
和

尚
向
第
二
頭
道
則
得
。」
招
慶
問
：
「
闍
梨
作
摩
生
道
？
」
師
云
：
「
喫
茶
去
！
」

【
訓
讀
】

師
擧
す
、「
教
中
に
云
く
、『
寧
ろ
河
は
恭
に
入
ら
ず
と
説
く
と
も
、
如
來
に
二
種
の
語
有
り
と
は
説
か
ず
。
寧
ろ
羅
漢

に
三
毒
有
り
と
説
く
と
も
、
如
來
に
二
種
の
語
有
り
と
は
説
か
ず
。
如
來
に
語
無
し
と
は
道
わ
ず
、
只
だ
如
來
は
二
種
の
語

無
し
と
道
う
。』」
師
拈
じ
て
招
慶
に
問
う
、「
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
來
の
語
？
」
招
慶
云
く
、「
聾
人
爭い
か

で
か
聞
く
を
得
ん
？
」

師
云
く
、「
和
尚
は
第
二
頭
に
向お

い
て
道
う
は
則
ち
得よ

し
。」
招
慶
問
う
、「
闍
梨
は
作い

か

ん
摩
生
が
道
う
？
」
師
云
く
、「
喫
茶

去
！
」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
題
を
持
ち
出
し
た
、「
教
中
に
は
『
む
し
ろ
河
が
恭
に
注
ぐ
こ
と
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
如
來

に
二
種
の
言
葉
が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
む
し
ろ
阿
羅
漢
に
三
毒
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
如
來
に
二
種
の
言
葉

が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
如
來
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
と
は
言
わ
ず
、
如
來
に
二
種
の
言
葉
は
な
い
と
だ
け
言
う
』
と
説
か

れ
て
い
る
。」
師
は
こ
れ
を
提
起
し
て
招
慶
に
問
う
た
、「
如
來
の
言
葉
と
は
何
か
？
」
招
慶
、「
聾
人
が
ど
う
し
て
聞
け
よ

う
か
？
」
師
、「
和
尚
が
第
二
義
の
立
場
か
ら
言
っ
て
い
る
な
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。」
招
慶
が
問
う
、「
き
み
な
ら
ど
う
言
う

か
？
」
師
、「
お
茶
を
飲
ん
で
こ
い
！
」

【
注
釋
】
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〔
一
九
〕
如
來
に
二
種
の
語
無
し

師
擧
：
「
教
中
云
：
『
寧
説
河
不
入
恭
，
不
説
如
來
有
二
種
語
；
寧
説
羅
漢
有
三
毒
，
不
説
如
來
有
二
種
語
。
不
道
如

來
無
語
，
只
道
如
來
無
二
種
語
。』」
師
拈
問
招
慶
：
「
作
摩
生
是
如
來
語
？
」
招
慶
云
：
「
聾
人
爭
得
聞
？
」
師
云
：
「
和

尚
向
第
二
頭
道
則
得
。」
招
慶
問
：
「
闍
梨
作
摩
生
道
？
」
師
云
：
「
喫
茶
去
！
」

【
訓
讀
】

師
擧
す
、「
教
中
に
云
く
、『
寧
ろ
河
は
恭
に
入
ら
ず
と
説
く
と
も
、
如
來
に
二
種
の
語
有
り
と
は
説
か
ず
。
寧
ろ
羅
漢

に
三
毒
有
り
と
説
く
と
も
、
如
來
に
二
種
の
語
有
り
と
は
説
か
ず
。
如
來
に
語
無
し
と
は
道
わ
ず
、
只
だ
如
來
は
二
種
の
語

無
し
と
道
う
。』」
師
拈
じ
て
招
慶
に
問
う
、「
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
來
の
語
？
」
招
慶
云
く
、「
聾
人
爭い
か

で
か
聞
く
を
得
ん
？
」

師
云
く
、「
和
尚
は
第
二
頭
に
向お

い
て
道
う
は
則
ち
得よ

し
。」
招
慶
問
う
、「
闍
梨
は
作い

か

ん
摩
生
が
道
う
？
」
師
云
く
、「
喫
茶

去
！
」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
題
を
持
ち
出
し
た
、「
教
中
に
は
『
む
し
ろ
河
が
恭
に
注
ぐ
こ
と
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
如
來

に
二
種
の
言
葉
が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
む
し
ろ
阿
羅
漢
に
三
毒
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
如
來
に
二
種
の
言
葉

が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
如
來
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
と
は
言
わ
ず
、
如
來
に
二
種
の
言
葉
は
な
い
と
だ
け
言
う
』
と
説
か

れ
て
い
る
。」
師
は
こ
れ
を
提
起
し
て
招
慶
に
問
う
た
、「
如
來
の
言
葉
と
は
何
か
？
」
招
慶
、「
聾
人
が
ど
う
し
て
聞
け
よ

う
か
？
」
師
、「
和
尚
が
第
二
義
の
立
場
か
ら
言
っ
て
い
る
な
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。」
招
慶
が
問
う
、「
き
み
な
ら
ど
う
言
う

か
？
」
師
、「
お
茶
を
飲
ん
で
こ
い
！
」

【
注
釋
】
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○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」、『
傳
燈
玉
英
集
』
卷
一
〇
「
保
福
章
」、『
雪
竇
頌
古
』
第
九
五
則
（『
碧

巖
錄
』
第
九
五
則
）、『
白
雲
守
端
禪
師
廣
錄
』
卷
四
「
頌
古
一
百
十
則
」
第
一
〇
一
則
、『
黃
龍
晦
堂
心
和
尚
語
錄
』、『
宗

門
統
要
集
』
卷
九
「
長
慶
章
」、『
宏
智
廣
錄
』
卷
四
、『
正
法
眼
藏
』
卷
中
第
二
〇
一
則
、『
禪
門
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷

三
二
、『
眞
字
正
法
眼
藏
三
百
則
』
卷
下
第
九
八
則
、『
永
平
廣
錄
』
卷
九
玄
和
尚
頌
古
第
六
四
則
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷

二
五
「
長
慶
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
保
福
章
」
な
ど
に
採
ら
れ
る
有
名
な
公
案
。
言
う
こ
と
の
で
き
ぬ
「
如
來
語
」

を
ど
の
よ
う
に
言
う
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。
い
ま
『
景
德
傳
燈
錄
』
所
收
の
も
の
を
擧
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

長
慶
稜
和
尚
有
時
云
：
「
寧
説
阿
羅
漢
有
三
毒
，
不
説
如
來
有
二
種
語
。
不
道
如
來
無
語
，
只
是
無
二
種
語
。
」
師
曰
：
「
作

麼
生
是
如
來
語
？
」
曰
：
「
聾
人
爭
得
聞
？
」
師
曰
：
「
情
知
和
尚
向
第
二
頭
道
。
」
長
慶
却
問
：
「
作
麼
生
是
如
來
語
？
」

師
曰
：
「
喫
茶
去
！
」
雲
居
錫
云
：
「
什
麼
處
是
長
慶
向
第
二
頭
道
處
？
」

あ
る
と
き
長
慶
稜
和
尚
は
言
っ
た
、
「
阿
羅
漢
に
三
毒
が
有
る
と
説
い
て
も
、
如
來
に
二
種
の
語
有
る
と
は
説
か
ず
。
如
來
に
言
葉

が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
二
種
の
語
が
無
い
の
で
あ
る
。
」
保
福
、
「
ど
う
い
う
語
が
如
來
の
語
か
？
」
長
慶
、
「
聾
人
が
ど

う
し
て
聞
け
よ
う
？
」
保
福
、
「
和
尚
は
方
便
で
そ
う
い
っ
た
の
だ
と
分
か
っ
て
い
る
。
」
反
對
に
長
慶
が
問
う
、
「
方
便
で
な
い
如

來
の
語
と
は
？
」
保
福
、
「
喫
茶
去
！
」
雲
居
清
錫
が
コ
メ
ン
ト
し
た
、
「
長
慶
が
言
っ
た
の
は
、
ど
こ
が
方
便
だ
っ
た
の
か
？
」

○
師
擧　
『
黃
龍
晦
堂
心
和
尚
語
錄
』
が
「
長
慶
與
保
福
商
量
」
と
す
る
以
外
は
、
み
な
長
慶
が
擧
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

○
教
中
云
：
寧
説
河
不
入
海
，
不
説
如
來
有
二
種
語
；
寧
説
羅
漢
有
三
毒
，
不
説
如
來
有
二
種
語
。
不
道
如
來
無
語
，
只

道
如
來
無
二
種
語　

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
三
二
「
迦
葉
菩
薩
品
」（
北
本
は
卷
三
五
、
大
正
一
二
・
五
七
四
上
）
に
、
如
來
が
衆

生
の
爲
に
法
を
説
く
語
に
因
語
・
果
語
・
因
果
語
・
喩
語
・
不
應
説
語
・
世
流
布
語
・
如
意
語
の
七
種
語
が
あ
り
、
そ
の

不
應
説
語
の
例
と
し
て
「
我
れ
經
中
に
『
天
地
は
合
す
可
く
、
河
は
海
に
入
ら
ず
』
と
説
く
が
ご
と
く
、
波は

し斯
匿の
く

王お
う

の
爲

に
『
四
方
の
山
來
る
』
と
説
く
が
如
く
、
鹿ろ

く

母も

優う

婆ば

夷い

の
爲
に
『
若
し
娑
羅
樹
能
く
八
戒
を
受
く
る
と
き
は
則
ち
人
天
の
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樂
を
受
く
る
を
得
ん
』
と
説
く
が
如
く
、
寧
ろ
『
十
住
菩
薩
に
退
轉
心
有
り
』
と
説
く
と
も
、『
如
來
に
二
種
の
語
有
り
』

と
説
か
ず
。
寧
ろ
『
須
陀
洹
の
人
が
三
惡
道
に
墮
つ
』
と
説
く
と
も
、『
十
住
に
退
轉
心
有
り
』
と
説
か
ず
。
是
を
不
應

［
説
］
語
と
名
づ
く
。」（
大
正
一
二
・
八
二
一
中
）
と
あ
る
の
に
據
り
、
保
福
は
「
寧
説
河
不
入
海
，
不
説
如
來
有
二
種
語
」

と
短
く
ま
と
め
、
さ
ら
に
「
寧
説
羅
漢
有
三
毒
，
不
説
如
來
有
二
種
語
。
不
道
如
來
無
語
，
只
道
如
來
無
二
種
語
」
と
敷

衍
し
た
。「
河
不
入
海
」「
羅
漢
有
三
毒
」
は
あ
り
え
な
い
こ
と
の
喩
え
で
あ
り
、
下
句
の
「
如
來
無
二
種
語
」
の
眞
實
を

強
調
す
る
修
辭
。「
二
種
語
」
は
「
方
便
と
眞
實
」（
岩
波
文
庫
・
入
矢
義
高
他
譯
注
『
碧
巖
錄
』
第
九
五
則
本
則
の
注
）。「
二
種

の
語
無
き
如
來
の
語
」
と
は
、
如
來
の
説
法
は
常
に
眞
實
（
第
一
義
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

○
師
拈
問
招
慶
：
作
摩
生
是
如
來
語
？　

方
便
で
な
い
如
來
の
こ
と
ば
（
第
一
義
）
と
は
何
か
を
問
う
。『
維
摩
經
』
弟
子

品
・
大
目
犍
連
條
に
「
夫
れ
法
を
説
く
と
は
、
説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
れ
法
を
聽
く
者
は
、
聞
く
無
く
得
る
無
し
」

（
大
正
一
四
・
五
四
〇
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
無
説
無
示
」
が
如
來
の
語
。
如
來
語
を
問
う
問
答
は
次
の
一
例
が
知
ら
れ
る

の
み
。

問
：
「
如
何
是
如
來
語
？
」
師
曰
：
「
猛
風
可
繩
縛
？
」
（
『
景
德
傳
燈
録
』
卷
二
十
「
撫
州
荷
玉
山
玄
悟
大
師
章
」
）

問
う
、
「
ど
う
い
う
の
が
如
來
の
言
葉
で
す
か
？
」
師
、
「
猛
風
は
繩
で
縛
れ
ぬ
。(

如
來
語
は
言
葉
で
言
い
止
め
ら
れ
ぬ
。
）
」

○
招
慶
云
：
聾
人
爭
得
聞
？　
「（
言
っ
て
や
っ
て
も
）
き
み
の
よ
う
な
聾
人
が
ど
う
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
よ
う
？
」
き
み
に

は
「
無
説
無
示
」
の
如
來
語
を
「
無
聞
無
得
」
に
し
て
聞
け
ぬ
だ
ろ
う
。

○
師
云
：
和
尚
向
第
二
頭
道
則
得　

招
慶
和
尚
は
第
一
義
（
如
來
語
）
は
言
葉
で
言
え
ぬ
か
ら
、
方
便
と
し
て
そ
う
言
っ
た

の
が
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
の
な
ら
よ
い
の
で
す
が
。「
～
則
得
」
は
、
遠
慮
し
た
言
い
方
で
、「
ご
自
身
で
第
二
頭
に
お
い

て
言
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
な
ら
よ
い
の
で
す
が
。」

「
第
二
頭
」
は
、
第
二
義
、
方
便
。
本
書
卷
一
〇
「
鏡
清
和
尚
章
」
第
一
二
則
に
次
の
例
が
あ
る
。
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問
‥
「
如
何
是
心
？
」
師
云
‥
「
是
則
第
二
頭
。
」
云
‥
「
不
是
如
何
？
」
師
云
‥
「
又
成
不
是
頭
。
」
僧
曰
‥
「
是
不
是
惣

不
與
摩
時
作
摩
生
？
」
師
云
‥
「
更
多
饒
過
。
」

問
う
、
「
何
を
心
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
師
、
「(

心
は
）
何
か
で
あ
る
と
い
え
ば
第
二
の
頭
に
な
る
。
」
云
く
、
「
何
か
で
な
い

な
ら
ど
う
で
す
か
。
」
師
、
「
何
か
で
な
い
第
三
の
頭
と
な
る
だ
け
だ
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
も
の
も
、
そ
う
い
う
も
の
で
な
い
も
の
も
、

す
べ
て
そ
う
で
な
い
場
合
は
ど
う
で
す
か
。
」
師
、
「
ま
す
ま
す
誤
り
が
増
え
る
だ
け
だ
。
」

○
招
慶
問
：
闍
梨
作
摩
生
道
？
師
云
：
喫
茶
去
！　
「
言
葉
で
言
え
な
い
こ
と
を
ど
う
言
う
か
？
」
な
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
！
と

叱
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
「
喫
茶
去
！
」
の
示
唆
で
あ
ろ
う
。『
金
剛
經
』
に
言
う
、「
云
何
爲
人
演
説
？
不
取
於
相
，
如
如

不
動
。」（
ど
の
よ
う
に
人
に
法
を
説
い
て
聞
か
せ
る
か
？
言
葉
で
法
を
説
い
て
聞
か
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
が
眞
實
で
あ
る
）」（
大
正

八
・
七
五
二
中
）。
岩
波
文
庫
本
の
梵
文
か
ら
の
譯
は
「
ど
の
よ
う
に
説
い
て
聞
か
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
説
い
て
聞
か
せ

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、《
説
い
て
聞
か
せ
る
》
と
言
わ
れ
る
の
だ
」
と
あ
る
。

〔
二
〇
〕
宿
習
は
忘
れ
難
し

招
慶
擧
：
「
南
泉
翫
月
次
，
時
有
僧
問
：
『
何
時
得
似
這
个
月
？
』
泉
云
：
『
王
老
僧
二
十
年
前
，
亦
曾
與
摩
來
。』」

招
慶
續
起
問
：
「
如
今
作
摩
生
？
」
師
代
云
：
「
近
日
老
邁
，
且
與
摩
過
時
。」
招
慶
云
：
「
不
因
闍
梨
擧
，
洎
成
亡
記
。」

師
云
：
「
宿
習
難
忘
。」
囷
山
云
：
「
今
日
可
殺
寒
。」

【
訓
讀
】

招
慶
擧
す
、「
南
泉
月
を
翫め
づ

る
次お
り

、
時
に
僧
有
り
て
問
う
、『
何
い
づ
れ
の
と
き
時
に
か
這こ箇
の
月
に
似
た
る
を
得
ん
？
』
泉
云
く
、『
王

老
僧
も
二
十
年
前
、
亦
た
曾
て
與か

く摩
し
來
れ
り
。』」
招
慶
續
け
て
問
い
を
起
つ
、「
如い

ま今
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
師
代
わ
っ
て
云
く
、

「
近
日
老
邁
、
且
く
與

か
く
の
ご
と
く
摩
に
時
を
過
す
。」
招
慶
云
く
、「
闍
梨
の
擧
す
に
因
ら
ず
ん
ば
、
洎す
ん

で
に
亡
記
と
成
ら
ん
と
す
。」
師
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云
く
、「
宿
習
は
忘
れ
難
し
。」
囷き
ん
ざ
ん山
云
く
、「
今
日
は
可は
な
は殺
だ
寒
し
。」

【
日
譯
】

招
慶
が
話
頭
を
取
り
上
げ
た
、「
南
泉
が
月
見
を
し
て
い
た
と
き
、
あ
る
僧
が
『
い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
滿
月
の
よ
う
な

境
地
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
』
と
問
う
と
、
南
泉
は
『
王わ

た

し
老
僧
も
二
十
年
前
に
は
、
そ
の
よ
う
に
願
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
』
と
答
え
た
。」
招
慶
は
さ
ら
に
續
け
て
問
い
を
提
起
し
た
、「
い
ま
は
ど
う
な
の
か
な
？
」
師
は
南
泉
に
な
り
代
わ
っ
て

言
っ
た
、「
近
頃
は
老
い
ぼ
れ
て
、
こ
の
よ
う
に
時
を
過
ご
し
て
お
る
。」
招
慶
、「
君
が
言
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
あ
や
う

く
忘
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」
師
、「
き
み
は
い
つ
も
そ
ん
な
調
子
だ
。」
囷
山
、「
今
日
は
や
た
ら
に
寒
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
も
招
慶
院
で
の
も
の
。「
南
泉
翫
月
」
話
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」、『
宏
智
廣
錄
』
卷
三
「
拈
古
」
第

七
六
則
（『
請
益
錄
』
第
七
五
則
）、『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
二
七
「
舒
州
龍
門
佛
眼
和
尚
語
錄
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉

章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
三
「
南
泉
章
」
に
も
採
ら
れ
る
が
、
招
慶
・
保
福
・
囷き

ん
ざ
ん山

（
安
國
弘
韜
）
の
や
り
取
り
は
本
書
の

み
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

師
因
翫
月
次
，
有
僧
便
問
：
「
幾
時
得
似
這
箇
去
？
」
師
云
：
「
王
老
師
二
十
年
前
，
亦
恁
麼
來
。
」
僧
云
：
「
即
今
作
麼

生
？
」
師
便
歸
方
丈
。

○
時
有
僧
問
：
何
時
得
似
這
个
月
？　
「
こ
の
滿
月
の
よ
う
な
清
淨
な
る
涅さ

と
り槃

の
境
地
に
い
つ
に
な
っ
た
ら
な
れ
る
で
し
ょ

う
か
？
」『
宏
智
廣
錄
』
卷
三
「
拈
古
」
第
七
六
則
（『
請
益
錄
』
第
七
五
則
）
で
は
、
こ
の
僧
を
趙
州
と
し
て
い
る
。
滿
月

相
は
圓
相
で
あ
り
、
佛
性
や
涅
槃
を
表
わ
す
。
本
書
卷
二
〇
「
五
冠
山
瑞
雲
寺
和
尚
章
」
第
三
則
に
次
が
あ
る
。

◯
：
此
相
者
，
所
依
涅
槃
相
，
亦
名
理
佛
性
相
。
與
群
生
、
衆
聖
，
皆
依
此
相
。
相
雖
不
異
，
迷
悟
不
同
。
故
有
凡
夫
有

聖
。
謂
識
此
相
者
，
名
爲
聖
人
；
迷
此
相
者
，
名
爲
凡
流
。
是
故
龍
樹
在
南
印
土
，
則
爲
説
法
，
對
諸
大
衆
，
而
現
異
相
，
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身
如
月
輪
，
當
於
坐
上
，
唯
聞
説
法
，
不
見
其
形
。
彼
衆
之
中
有
一
長
者
，
名
曰
提
婆
，
謂
諸
衆
曰
：
「
識
此
瑞
不
？
」
衆

曰
：
「
非
其
長
聖
，
誰
能
辯
耶
？
」
尓
時
提
婆
心
根
宿
靜
，
亦
見
相
，
默
然
契
會
，
乃
告
衆
曰
：
「
今
此
瑞
者
，
師
現
佛
性
，

非
師
身
者
［
寶
林
傳
作
也
］
。
無
相
三
昧
，
形
如
滿
月
，
佛
性
之
義
。
」
語
猶
未
訖
，
師
現
本
身
，
座
上
説
［
據
寶
林
傳
補
］

偈
曰
：
「
身
現
圓
月
相
，
以
表
諸
佛
體
，
説
法
無
其
形
，
用
辯
非
聲
色
。
」

◯
相
は
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
涅
槃
の
相
で
あ
り
、
理
佛
性
の
相
と
も
い
う
。
群
生
も
衆
聖
も
こ
の
相
を
根
據
に
し
て
い
る
。
相
は
同

じ
で
も
、
迷
悟
は
同
じ
で
は
な
い
か
ら
、
一
方
は
凡
夫
と
な
り
、
一
方
は
聖
人
と
な
る
。
こ
の
相
を
見
失
っ
た
者
が
凡
夫
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
南
印
土
に
い
た
龍
樹
は
説
法
し
た
と
き
、
大
衆
の
前
で
身
を
月
輪
の
異
相
と
し
て
現
じ
、
法
座
か
ら
法
を
説
く
聲
が
す
る

だ
け
で
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
そ
の
大
衆
の
な
か
に
提
婆
と
名
の
る
長
者
が
い
て
、
大
衆
に
言
っ
た
、
「
こ
の
瑞
相
が
何
だ
か
分

か
り
ま
す
か
？
」
大
衆
、
「
す
ぐ
れ
た
聖
人
で
な
け
れ
ば
、
誰
も
分
か
る
ま
い
。
」
そ
の
と
き
、
提
婆
は
心
を
穩
や
か
に
し
て
相
を
見

て
、
默
っ
て
う
な
ず
き
、
大
衆
に
言
っ
た
、
「
今
の
こ
の
瑞
相
は
師
が
佛
性
を
現
わ
し
た
も
の
で
、
師
の
身
體
で
は
な
い
。
無
相
三

昧
は
滿
月
の
相
を
し
て
お
り
、
佛
性
の
義
を
表
わ
し
て
い
る
。
」
ま
だ
言
い
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
師
は
も
と
の
身
體
に
も
ど
り
、
法

座
か
ら
偈
を
説
か
れ
た
、
「
身
は
圓
月
の
姿
と
な
り
、
諸
佛
の
本
體
を
示
し
た
。
法
を
説
く
と
き
姿
が
な
い
の
は
、
佛
性
は
色
身
や

聲
で
は
な
い
こ
と
を
分
か
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。
」

○
泉
云
：
王
老
僧
二
十
年
前
，
亦
曾
與
摩
來　

二
十
年
前
に
修
行
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
わ
た
し
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
「
今
そ
れ
は
一
か
け
ら
も
な
い
」（
入
矢
義
高
監
修
『
景
德
傳
燈
錄
』
三
、一
三
一
頁
）。
南
泉
は
若
き
頃
の
修
行
を

振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

如
聖
果
大
可
畏
，
勿
量
大
人
尚
不
奈
何
。
我
且
不
是
渠
，
渠
且
不
是
我
，
渠
爭
奈
我
何
？
他
經
論
家
説
法
身
爲
極
則
，
喚
作

理
盡
三
昧
，
義
盡
三
昧
。
似
老
僧
向
前
被
人
教
返
本
還
源
去
，
幾
恁
麼
會
。
禍
事
！
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
池
州
南

泉
普
願
和
尚
語
」
）
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涅
槃
の
悟
り
と
い
う
も
の
は
、
實
に
怖
い
も
の
だ
。
飛
び
ぬ
け
た
修
行
者
で
さ
え
、
こ
れ
に
は
手
が
出
せ
な
い
の
だ
。
〔
と
は
い
え
〕

己お
の

れ
は
彼

そ
い
つ

で
は
な
い
し
、
彼
は
己
れ
で
は
な
い
。
彼
が
己
れ
に
ど
う
手
が
出
せ
る
と
い
う
の
か
？
あ
の
講
釋
專
門
の
や
か
ら
は
、
法

身
こ
そ
は
究
極
だ
と
辯
じ
立
て
、
〈
理
盡
三
昧
〉
と
か
〈
義
盡
三
昧
〉
と
か
稱
し
て
お
る
。
實
は
わ
し
も
、
む
か
し
〔
こ
の
手
合
い

の
〕
人
か
ら
〈
本
源
に
立
ち
返
れ
〉
と
教
え
ら
れ
て
、
す
ん
で
に
そ
う
思
い
込
み
か
け
た
。
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
！(

唐
代
語

錄
研
究
會
第
二
班
譯
注
「
「
南
泉
語
要
」
第
一
則
上
堂
譯
注
」
『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
號
、
一
九
九
三
年
）

宏
智
の
拈
古
に
い
う
、「
二
十
年
前
且
置
，
二
十
年
後
又
作
麼
生
？
還
知
王
老
師
行
履
處
麼
？
屋
裏
無
靈
床
，
渾
家
不
著

孝
。（
二
十
年
前
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
二
十
年
後
の
い
ま
は
ど
う
か
？
王
老
師
の
日
常
の
修
行
の
あ
り
方
を
知
っ
て
い
る
か
？
家
に
死

者
が
出
な
け
れ
ば
、
誰
も
喪
に
服
し
な
い
（
心
中
に
一
切
の
價
値
意
識
が
な
く
な
れ
ば
、
平
常
無
事
）。」

○
招
慶
續
起
問
：
如
今
作
摩
生
？　
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
聯
燈
會
要
』、『
五
燈
會
元
』
で
は
、
南
泉
が
「
王
老
師
二
十
年
前
，

亦
恁
麼
來
」
と
答
え
る
（
A
）
と
、
僧
が
「
即
今
作
麼
生
？
」
と
問
い
、
そ
の
と
た
ん
南
泉
は
方
丈
に
歸
っ
て
し
ま
っ
た

（
B
）、
と
い
う
（
A
＋
B
）
の
文
脈
に
な
っ
て
お
り
、
本
書
や
『
宏
智
拈
古
』、『
佛
眼
語
錄
』
は
（
A
）
だ
け
で
（
B
）
は

な
い
。
で
は
傳
承
と
し
て
は
（
A
）
だ
っ
た
の
か
、（
A
＋
B
）
だ
っ
た
の
か
？
『
宏
智
拈
古
』
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
よ
り

後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、（
A
＋
B
）
の
話
頭
を
知
っ
て
い
た
が
、
本
書
と
同
じ
（
A
）
を
擧
し
て
「
師
云
：
二
十
年
前
且

置
，
二
十
年
後
又
作
麼
生
？
」
と
問
題
を
提
起
し
て
、
話
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、（
B
）
は
不
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
A
）
だ
と
、
す
ぐ
に
「
で
は
今
は
？
（
如
今
作
摩
生
？
）」
と
問
い
た
く
な
る
。
そ
の
と
き
（
B
）
は
な
い
方
が
よ
く
、
省

い
た
の
で
あ
る
。
本
書
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
招
慶
は
（
A
）
を
擧
し
、
南
泉
に
「
如
今
作
摩
生
？
」
と
問
え
ば
、

ど
う
答
え
る
だ
ろ
う
か
と
提
起
し
た
。

○
師
代
云
：
近
日
老
邁
，
且
與
摩
過
時　

一
切
の
價
値
意
識
（
特
に
聖
な
る
も
へ
の
と
ら
わ
れ
）
が
な
く
な
っ
た
日
常
の
無
事

の
あ
り
か
た
。
意
識
的
な
修
行
の
努
力
を
廢
し
た
隨
緣
の
生
き
方
。
保
福
が
南
泉
に
代
わ
っ
て
こ
う
答
え
た
。「
且
與
摩
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過
時
」
は
藥
山
惟
儼
（
七
五
一
～
八
三
四
）
の
語
。『
祖
堂
集
』
卷
四
「
藥
山
章
」
第
二
九
則
に
次
が
あ
る
。

師
問
雲
嵒
：
「
目
前
生
死
如
何
？
」
對
曰
：
「
目
前
無
生
死
。
」
師
曰
：
「
二
十
年
在
百
丈
，
俗
氣
也
未
除
。
」
嵒
卻
問
：
「
某

甲
則
如
此
，
和
尚
如
何
？
」
師
曰
：
「
陰
陰
拳
拳
，
羸
羸
垂
垂
，
百
醜
千
拙
，
且
與
摩
過
時
。
」

師(

藥
山
）、
雲
巖
に
問
う
、
「
迫
り
く
る
目
の
前
の
生
死
に
ど
う
對
處
す
る
か
？
」
雲
巖
、
「
目
の
前
に
生
死
無
し
。
」
師
、
「
二
十

年
百
丈
に
い
て
も
、
悟
り
臭
さ
が
消
え
て
お
ら
ぬ
。
」
こ
ん
ど
は
雲
巖
が
問
う
た
、
「
わ
た
し
は
こ
の
よ
う
で
す
が
、
和
尚
は
ど
う
な

の
で
す
か
？
」
。
師
、
「
ぶ
る
ぶ
る
、
お
ろ
お
ろ
、
醜

み
に
く

く
愚
か
な
さ
ま
を
さ
ら
け
出
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
」

○
招
慶
云
：
不
因
闍
梨
擧
，
洎
成
亡
記　
「
亡
記
」
は
「
忘
記
」
に
同
じ
で
、
忘
れ
る
意
。
何
を
忘
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

か
？
い
ま
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
き
み
が
「
近
日
老
邁
，
且
與
摩
過
時
」
と
い
う
よ
う
に
わ
た
し
も
そ
の
よ
う
に
時
を
過

ご
し
て
い
て
、
昔
の
こ
と
（
二
十
年
前
は
滿
月
の
よ
う
な
清
淨
な
る
涅さ

と
り槃
の
境
地
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
）
を
忘
れ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
も
無
事
禪
に
な
っ
て
い
て
、
昔
の
修
證
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ

た
と
、
無
事
を
反
省
し
た
辯
。

○
師
云
：
宿
習
難
忘　
「
宿
習
難
忘
」
は
「
宿
習
難
改
」、「
宿
習
難
除
」、「
熟
處
難
忘
」
と
も
言
い
、
ひ
や
か
す
言
い
方
。

「
身
に
つ
い
た
習
慣
は
忘
れ
難
い
」
と
は
、「
き
み
は
修
證
を
棄
て
て
無
事
を
い
ま
も
や
っ
て
い
る
、
昔
か
ら
の
習
慣
は
容

易
に
は
變
え
ら
れ
ぬ
。」「
無
事
」
を
克
服
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
。

○
囷
山
云
：
今
日
可
殺
寒　

お
そ
ら
く
は
保
福
が
「
宿
習
難
忘
」
と
言
っ
た
こ
と
を
受
け
て
言
う
。「
今
日
は
お
寒
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
い
う
の
が
招
慶
の
や
り
口
で
す
、
と
補
足
し
た
。
こ
れ
が
つ
ま
り
「
無
事
」
の
表
現
で
あ
る
。
囷
山
は
安
國

弘
韜
の
こ
と
。
三
人
は
共
に
結
伴
行
脚
し
た
親
し
い
修
行
仲
間
。
慧
稜
が
招
慶
院
に
住
持
に
赴
く
と
き
も
二
人
に
同
道
を

求
め
、
そ
の
ま
ま
招
慶
院
に
し
ば
ら
く
留
ま
り
、
慧
稜
の
開
堂
説
法
に
立
ち
會
っ
て
い
た
。
囷
山
が
弘
韜
で
あ
る
こ
と

は
、「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
注
（
四
）」
安
國
和
尚
章
〔
一
〕
の
注
を
見
よ
（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
號
、
二
〇
二
三
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年
）。

〔
二
一
〕
馬
大
師
の
頂
相
を
持
っ
て
き
た
か
？

因
擧
：
「
東
寺
問
：
『
近
離
什
摩
處
？
』
云
：
『
近
離
江
西
。』
東
寺
云
：
『
還
將
得
馬
師
眞
來
不
？
』
對
云
：
『
只
這

个
是
。』
云
：
『
背
後
底
？
』」
師
代
云
：
「
洎
不
到
此
間
。」
招
慶
云
：
「
太
似
不
知
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
東
寺
問
う
、『
近
ご
ろ
什い

ず

こ
摩
處
を
か
離
る
る
？
』
云
く
、『
近
ご
ろ
江
西
を
離
る
。』
東
寺
云
く
、『
還は

た

馬
師
の
眞
を
將も

ち
得え

來
り
し
や
？
』
對
え
て
云
く
、『
只
だ
這こ

れ个
ぞ
是こ
れ

な
る
。』
云
く
、『
背
後
底
は
？
』」
師
代
わ
り
て
云
く
、

「
洎ほ

と

ん
ど
此こ

こ間
に
到
ら
ざ
ら
ん
と
す
。」
招
慶
云
く
、「
大
い
に
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
と
き
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
東
寺
如
會
が
問
う
：
『
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
』
僧
、『
江
西
か
ら
來
ま
し

た
。』
東
寺
、『
馬
大
師
の
頂
相
を
持
っ
て
き
た
か
？
』
答
え
て
言
う
、『
こ
れ
こ
の
と
お
り
で
す
。』
東
寺
、『
後
ろ
は
ど
う

か
？
』」
師
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
僧
に
代
わ
っ
て
言
う
、「
あ
や
う
く
東
寺
和
尚
の
と
こ
ろ
に
行
き
著
け
ぬ
と
こ
ろ
で
し

た
。」
招
慶
、「
東
寺
和
尚
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
よ
う
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
書
卷
一
五
「
東
寺
和
尚
章
」
第
四
則
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
東
寺
如
會
禪
師
章
」、『
大
光
明
藏
』
卷
中
「
東
寺
章
」

に
採
ら
れ
る
も
の
は
、
東
寺
如
會
（
嗣
馬
祖
、
七
四
四
～
八
二
三
）
の
と
こ
ろ
へ
南
泉
普
願
（
嗣
馬
祖
、
七
四
八
～
八
三
四
）
が

來
參
し
た
と
き
の
話
と
な
っ
て
お
り
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
五
「
慧
忠
國
師
章
」、『
傳
燈
玉
英
集
』
卷
三
「
慧
忠
國
師

章
」、『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
「
慧
忠
國
師
章
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
三
「
慧
忠
國
師
章
」、『
大
光
明
藏
』
卷
上
「
慧
忠
國
師
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章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
二
「
慧
忠
國
師
章
」
に
收
め
る
も
の
は
慧
忠
國
師
の
と
こ
ろ
へ
南
泉
が
來
參
し
た
と
き
の
話
と

な
っ
て
い
る
。
本
則
を
錄
す
る
諸
資
料
よ
り
、
本
話
頭
は
保
福
從
展
、
長
慶
慧
稜
の
評
語
と
と
も
に
傳
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
最
初
の
も
の
が
本
書
「
保
福
和
尚
章
」
に
收
め
る
本
話
頭
で
あ
る
。
本
話
頭
で
は
、
東
寺
と

問
答
し
た
の
は
誰
と
も
分
か
ら
ぬ
僧
で
あ
る
。
そ
れ
を
馬
祖
下
の
南
泉
普
願
と
特
定
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
南
泉
が
馬

祖
門
下
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
卷
一
五
「
東
寺
和
尚
章
」
第
四

則
の
話
頭
と
な
っ
た
。
東
寺
和
尚
に
替
わ
っ
て
慧
忠
國
師
と
さ
れ
る
の
は
、
伏
牛
自
在
や
西
堂
智
藏
ら
が
馬
祖
の
使
い
で

慧
忠
國
師
に
參
じ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
（『
馬
祖
の
語
錄
』〔
五
九
〕〔
六
〇
〕）、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
五
「
慧
忠
國
師
章
」

の
話
頭
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
「
慧
忠
國
師
章
」
の
本
則
の
割
注
に
「
有
本
曰
東
寺
， 

或
百
丈
問
南
泉
」（
あ
る
本
で
は
慧
忠
が
東
寺
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
百
丈
が
南
泉
に
問
う
た
話
頭
に
な
っ
て
い
る
）
と
あ
る
。
實
際

に
『
拈
八
方
珠
玉
集
』
卷
中
や
『
佛
眼
和
尚
語
錄
』「
頌
古
」
第
二
〇
則
（『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
三
六
）
で
は
百
丈
が
南
泉
に

問
う
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。
百
丈
下
よ
り
潙
山
や
臨
濟
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
西
堂
智
藏
か
ら
馬
祖
の
一
番
弟
子
の
座
を

奪
う
が
、
そ
の
座
が
趙
州
を
打
ち
出
し
た
南
泉
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
百
丈
よ
り
も
南
泉
を
馬
祖
下
の
一
番
弟
子
と
す
る

立
場
か
ら
、

擧
南
泉
一
日
訪
百
丈
。
丈
問
：
「
甚
處
來
？
」
泉
云
：
「
江
西
來
。
」
丈
云
：
「
還
將
得
馬
大
師
眞
來
麼
？
」
泉
云
：
「
只

這
是
。
」
丈
云
：
「
背
後
底
弸
？
」
泉
拂
袖
便
出
。
（
『
拈
八
方
珠
玉
集
』
卷
中
、
『
佛
眼
和
尚
語
錄
』
頌
古
第
二
〇
則
も
ほ
ぼ

同
じ
）

と
い
う
よ
う
に
、「
背
後
底
弸
？
」
の
問
い
を
拂
袖
（
否
定
）
し
て
、
立
ち
去
る
展
開
に
し
、
話
頭
を
作
り
直
す
に
至
る
。

な
お
本
話
頭
に
つ
い
て
は
、
小
川
隆
『
語
錄
の
こ
と
ば
』
第
Ⅱ
部
十
八
「
只
這
箇
漢
」（
禪
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）、

お
よ
び
同
『
語
錄
の
思
想
史
』
第
一
章
第
一
節
五
「
馬
祖
系
禪
者
の
馬
祖
禪
批
判
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
に
論
考
が
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あ
る
が
、
保
福
と
招
慶
の
批
評
の
語
は
省
か
れ
て
い
る
。

○
東
寺
問
：
近
離
什
摩
處
？
云
：
近
離
江
西　
「
東
寺
」
は
、
馬
祖
の
法
嗣
で
あ
る
東
寺
如
會
（
七
四
四
～
八
二
三
）、
湖
南
の

東
寺
に
住
す
。
本
書
卷
一
五
、『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
一
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
等
に
立
傳
さ
れ
る
。「
什
麼
處
來
？
（
ど

こ
か
ら
來
た
の
か
）」
は
、
單
に
そ
の
場
所
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
で
何
を
學
ん
で
き
た
の
か
。「
江
西
」
は
、
長
江

中
流
南
岸
の
地
。「
劉
軻
云
く
、『
江
西
の
主
は
大
寂
、
湖
南
の
主
は
石
頭
』」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
江
西
道
一
禪
師
章
」）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
馬
祖
道
一
を
指
す
。

○
東
寺
云
：
還
將
得
馬
師
眞
來
不
？　
「
馬
大
師
の
禪
の
神
髓
を
も
の
に
し
て
き
た
か
？
」「
眞
」
は
頂
相
、
そ
れ
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
と
は
、
神
髓
を
得
る
こ
と
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
幽
州
盤
山
寶
積
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
將
順
世
告
衆
曰
：
「
有
人
邈
得
吾
眞
否
？
」
衆
皆
將
冩
得
眞
呈
師
，
師
皆
打
之
。
弟
子
普
化
出
曰
：
「
某
甲
邈
得
。
」
師

曰
：
「
何
不
呈
似
老
僧
？
」
普
化
乃
打
筋
斗
而
出
。
師
曰
：
「
這
漢
向
後
如
風
狂
接
人
去
在
。
」

師(

盤
山
寶
積
禪
師
）
は
示
寂
に
臨
ん
で
大
衆
に
言
っ
た
、
「
わ
し
の
頂
相
を
畫
け
る
者
は
い
る
か
。
」
大
衆
は
み
な
畫
い
た
頂
相
を

師
に
提
出
し
た
が
、
師
は
み
な
破
っ
た
。
弟
子
の
普
化
が
進
み
出
て
言
っ
た
、
「
私
が
畫
け
ま
す
。
」
師
、
「
ど
う
し
て
老わ

し僧
に
差
し

出
さ
ぬ
？
」
普
化
は
ト
ン
ボ
返
り
を
し
て
出
て
い
っ
た
。
師
、
「
こ
奴
は
後
に
型
破
り
の
言
動
を
し
て
人
を
接
化
し
よ
う
ぞ
。
」

○
對
云
：
只
這
个
是　
「
馬
祖
の
眞
」
と
は
、
今
こ
の
わ
た
し
そ
の
も
の
で
す
。
馬
祖
の
教
え
の
核
心
を
私
は
體
認
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
身
こ
そ
が
佛
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
只
這
个
是
」
は
、「
只
這
箇
漢
」、「
只
這
箇
漢
是
」、「
只
這

是
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
。
雲
巖
が
遷
化
の
と
き
、
洞
山
に
言
い
殘
し
た
語
に
次
が
あ
る
。

師
臨
遷
化
時
，
洞
山
問
：
「
和
尚
百
年
後
，
有
人
問
還
邈
得
師
眞
也
無
？
向
他
作
摩
生
道
？
」
師
云
：
「
但
向
他
道
，
只
這

个
漢
是
。
」
（
本
書
卷
五
「
雲
巖
和
尚
章
」
第
二
一
則
）

雲
巖
和
尚
の
遷
化
に
臨
ん
で
、
洞
山
良
价
が
問
う
た
、
「
和
尚
の
遷
化
後
に
、
『
和
尚
の
眞(

頂
相
）
を
描
け
る
か
？
』
と
問
わ
れ
た
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ら
、
ど
う
答
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、
「
〈
只
だ
こ
の
男
が
そ
う
だ
〉
と
答
え
る
が
よ
い
。
」

「
只
這
个
漢
是
」
は
雲
巖
が
馬
祖
禪
を
最
後
ま
で
信
奉
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
洞
山
が
水
面
に

映
っ
た
我
が
影
を
見
て
「
過
水
偈
」
を
作
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
雲
巖
先
師
が
言
っ
た
「
只
這
个
漢
是
」
の
意
圖
に
つ
い
て

の
商
量
ま
で
の
長
い
叙
述
が
續
い
て
い
る
。
こ
れ
は
雲
巖
は
最
後
ま
で
馬
祖
禪
を
奉
じ
て
い
た
が
、
弟
子
の
洞
山
が
「
法

身
と
肉
身
は
不
一
不
二
」
の
禪
に
轉
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
（「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
（
五
）
長
慶
和
尚
章
」〔
一
〇
〕

の
注
を
參
照
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
號
、
二
〇
二
四
年
）。

○
云
：
背
後
底
？　

で
は
訊
く
が
、
そ
の
肉
身
の
後
ろ
に
あ
る
者
は
何
か
？
「
只
這
个
是
」
は
初
歩
の
人
の
た
め
に
説
い
た

馬
大
師
の
教
え
の
一
面
で
し
か
な
い
。
正
面
か
ら
は
見
え
ぬ
が
、
肉
身
を
後
ろ
か
ら
さ
さ
え
て
い
る
も
の
（
法
身
）
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

東
寺
如
會
は
馬
祖
が
世
を
去
っ
た
後
、
初
學
の
入
門
の
た
め
の
「
即
心
即
佛
」
の
馬
祖
の
教
え
を
金
科
玉
條
と
し
て
い
る

修
行
者
が
多
い
こ
と
を
嘆
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

每
曰
：
「
自
大
寂
禪
師
去
世
，
常
病
好
事
者
錄
其
語
本
，
不
能
遺
筌
領
意
，
認
即
心
即
佛
，
外
無
別
説
。
曾
不
師
於
先
匠
，

只
徇
影
跡
。
且
佛
於
何
住
而
曰
即
心
？
心
如
畫
師
，
貶
佛
甚
矣
。
」
遂
唱
于
言
：
「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
。
劍
去
遠
矣
，

爾
方
刻
舟
。
」
（
本
書
卷
一
五
「
東
寺
和
尚
章
」
第
二
則
）

東
寺
和
尚
は
い
つ
も
言
っ
て
い
た
、
「
大
寂
禪
師
が
世
を
去
ら
れ
て
か
ら
、
熱
心
な
愛
好
者
は
馬
大
師
の
語
を
記
錄
し
、
言
葉
を
忘

じ
て
眞
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
〈
即
心
即
佛
〉
だ
け
で
、
別
の
説
は
な
い
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
る
の
を
憂
慮
す
る
の

だ
。
そ
う
い
う
輩

や
か
ら

は
、
先
師
を
師
と
し
た
こ
と
が
な
く
、
た
だ
形
骸
に
從
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
輩
は
、
い
っ
た
い
佛

は
ど
こ
に
い
る
と
思
っ
て
〈
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
〉
と
言
う
の
か
？
心
は
繪
師
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
佛
だ
と
言
う

の
は
、
佛
を
誹
謗
す
る
の
も
は
な
は
だ
し
い
」
と
。
こ
う
し
て
、
「
心
は
佛
で
は
な
い
、
智
は
道
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
君
た
ち
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は
舷

ふ
な
ば
たか

ら
川
に
落
と
し
た
劍
が
遠
く
に
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
印

し
る
し

を
つ
け
た
舷

ふ
な
ば
たの

と
こ
ろ
に
劍
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」
と

い
う
警
句
を
吐
か
れ
た
。

な
お
「
背
後
底
」
の
恰
好
の
例
と
し
て
次
が
あ
る
。

師
爲
佛
性
和
尚
往
蔣
山
圓
悟
和
尚
處
，
通
法
嗣
書
。
悟
於
法
堂
上
接
書
，
問
：
「
千
里
持
來
，
不
辱
宗
風
。
公
案
見
成
，
如

何
通
信
？
」
師
云
：
「
覿
面
相
呈
，
更
無
回
互
。
」
悟
云
：
「
此
是
德
山
底
，
作
麼
生
是
上
座
底
？
」
師
云
：
「
豈
有
第
二

人
？
」
悟
云
：
「
背
後
底
聻
？
」
師
便
通
書
。
悟
云
：
「
作
家
禪
客
。
」
師
云
：
「
分
付
蔣
山
。
」
（
『
聯
燈
會
要
』
卷
一
七
「
鼎

州
靈
巖
仲
安
禪
師
章
」
）

師(

仲
安
禪
師
）
は
佛
性
和
尚(

大
潙
法
泰
禪
師
：
圓
悟
に
嗣
ぐ
）
の
た
め
に
蔣
山
に
住
し
て
い
る
圓
悟
和
尚
の
處
に
行
き
、
嗣
法

の
書
を
届
け
た
。
圓
悟
は
法
堂
で
書
を
受
け
と
ろ
う
と
し
て
言
っ
た
、
「
遠
く
よ
り
持
參
し
、
宗
風
を
臺
無
し
に
し
な
か
っ
た
。
目

の
前
の
案
件
は
、
ど
の
よ
う
に
傳
達
す
る
か
？
」
師
、
「
あ
な
た
の
目
の
前
に
差
し
出
し
て
い
ま
す
。
他
に
替
わ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
」
圓
悟
、
「
そ
れ
は
德
山(
佛
性
和
尚
）
の
も
の
だ
。
そ
な
た
の
も
の
は
ど
う
な
の
か
？
」
師
、
「
ど
う
し
て
二
人
と
お
り
ま

し
ょ
う
か(

私
は
私
で
す
）
？
」
圓
悟
、
「
後
ろ
は
？
」
師
は
す
ぐ
に
書
を
渡
し
た(

覿
面
と
背
後
は
一
つ
だ
と
示
し
た
）
。
圓
悟
、

「
君
は
作
家
の
禪
客
だ
。
」
師
、
「
蔣
山(

圓
悟
）
に
確
か
に
手
渡
し
ま
し
た
。
」

○
師
代
云
：
洎
不
到
此
間　

本
則
に
は
「
僧
無
語
」（
東
寺
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
）
は
な
い
が
、
答
え
ら
え
な
か
っ
た

僧
に
代
わ
っ
て
保
福
が
答
え
た
、「
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
和
尚
の
と
こ
ろ
に
到
著
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。」
そ
れ
を
聞

い
て
、
こ
こ
に
來
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
東
寺
の
「
背
後
底
？
」
を
評
價
す
る
。
本
書
卷
一
六
「
南
泉
和
尚
章
」
第

二
四
則
に
も
次
が
あ
る
。

師
問
黄
蘗
：
「
笠
子
太
小
生
。
」
黄
蘗
云
：
「
雖
然
小
，
三
千
大
千
世
界
惣
在
裏
許
。
」
師
云
：
「
王
老
師
你
？
」
黄
蘗
無
對
。

後
有
人
擧
似
長
慶
。
長
慶
代
云
：
「
欺
敵
者
亡
。
」
保
福
代
曰
：
「
洎
不
到
和
尚
此
間
。
」
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南
泉
が
黄
蘗
に
問
う
、
「(

き
み
の
よ
う
な
大
き
な
身
に
）
笠
は
は
な
は
だ
小
さ
い
な
。
」
黄
蘗
、
「
小
さ
く
て
も
三
千
大
千
世
界
が

な
か
に
入
っ
て
い
ま
す
。
」
南
泉
、
「
王わ

た

し

老
師
は(

入
っ
て
い
る
か
）
？
」
黄
蘗
は
無
視
し
た
。
後
に
あ
る
僧
が
長
慶
に
話
し
た
。
長

慶
は
黄
蘗
に
代
わ
っ
て
言
う
、
「
わ
た
し
を
甘
く
見
る
と
痛
い
目
に
あ
い
ま
す
よ(

和
尚
を
見
落
と
し
て
い
る
と
で
も
い
う
の
で
す

か
？
）
。
」
保
福
が
黄
蘗
に
代
わ
っ
て
言
う
、
「
あ
や
う
く
和
尚
の
世
界
に
と
ど
か
ぬ
と
こ
ろ
で
し
た(

和
尚
も
ち
ゃ
ん
と
入
っ
て
い

ま
す
）
。
」

○
招
慶
云
：
太
似
不
知　

や
は
り
答
え
ら
れ
な
か
た
僧
に
代
わ
っ
て
招
慶
が
言
う
、「
東
寺
和
尚
、
あ
な
た
は
面
前
（
肉
身
）

背
後
（
法
身
）
が
一
人
で
あ
る
こ
と
が
、
お
わ
か
り
で
な
い
よ
う
で
す
ね
。」『
證
道
歌
』
に
言
う
、「
幻
化
空
身
即
法
身
」

（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）。

〔
二
二
〕
我
に
天
下
の
人
を
物
言
え
な
く
す
る
問
い
あ
り

因
擧
：
「
長
慶
云
：
『
我
有
一
个
問
，
啞
却
天
下
人
口
。』
又
云
：
『
汝
且
作
摩
生
問
？
』」
師
代
云
：
「
謝
和
尚
重
重

相
爲
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
長
慶
云
く
、『
我
に
一
个
の
問
い
有
り
、
天
下
の
人
の
口
を
啞
却
す
。』
又
た
云
く
、『
汝
は
且し
ば
ら
く

作い

か

ん
摩
生
が
問
う
？
』」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
和
尚
の
重
重
に
相
い
爲
に
す
る
を
謝
す
。」

【
日
譯
】

あ
る
と
き
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
、「
長
慶
は
『
わ
た
し
に
天
下
の
人
の
口
を
物
言
え
な
く
す
る
一
つ
の
問
い
が
あ

る
』
と
言
っ
た
。
ま
た
『
き
み
な
ら
ど
の
よ
う
に
問
う
か
？
』
と
訊
い
た
。」
師
は
（
啞
に
な
っ
た
）
僧
た
ち
に
代
わ
っ
て
言

う
、「
か
さ
ね
が
さ
ね
の
和
尚
の
指
導
に
感
謝
し
ま
す
。」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
め
る
。

○
因
擧
：
長
慶
云
：
我
有
一
个
問
，
啞
却
天
下
人
口
。
又
云
：
汝
且
作
摩
生
問
？　

長
慶
は
「
わ
た
し
に
誰
を
も
物
言
え
な

く
す
る
問
い
が
あ
る
」
と
大
衆
に
言
っ
た
が
、
反
應
が
な
か
っ
た
の
で
さ
ら
に
問
う
た
、「
き
み
な
ら
物
言
え
な
く
す
る

問
い
を
ど
の
よ
う
に
言
う
か
？
」

「
わ
た
し
の
問
い
に
は
誰
一
人
と
し
て
答
え
ら
れ
ぬ
」
と
い
う
、
そ
の
問
い
と
は
何
か
？
そ
れ
は
「
道
と
は
何
か
？
」
で

あ
り
、「
禪
の
宗
乘
と
は
何
か
？
」
で
あ
り
、「
不
立
文
字
，
直
指
人
心
」
と
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
は
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
、
言
え
ば
誤
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
承

知
で
問
う
の
で
あ
り
、
誰
一
人
と
し
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
い
で
あ
る
。

參
問
に
來
た
懷
讓
に
六
祖
は
「
什
摩
物
與
摩
來
？
」（
そ
な
た
の
自
己
と
は
何
か
）
と
問
う
た
の
が
「
啞
却
天
下
人
口
」
す
る

問
い
に
近
い
。
そ
の
と
き
懷
讓
は
「
説
似
一
物
即
不
中
」（
何
と
言
っ
て
も
當
ら
な
い
）
と
答
え
て
い
る
か
ら
（
本
書
卷
三
「
懷

讓
和
尚
章
」
第
三
則
）、
そ
の
問
い
に
は
默
る
し
か
な
い
（
口
を
啞
却
さ
れ
た
）。

な
お
こ
こ
で
「
長
慶
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
發
言
は
慧
稜
が
招
慶
院
か
ら
長
慶
院
に
移
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
長
慶
に
嗣
い
だ
報
慈
光
雲
（
生
卒
年
未
詳
）
に
次
の
問
答
が
あ
る
。

問
：
「
師
承
超
覺
鏁
口
之
訣
，
如
何
示
人
？
」
師
云
：
「
賴
我
拄
杖
不
在
。
」
學
云
：
「
與
摩
則
深
領
尊
慈
。
」
師
云
：
「
待

我
肯
汝
則
得
。
」
（
本
書
卷
一
三
「
報
慈
和
尚
章
」
第
三
則
）

問
う
、
「
師
は
超
覺
大
師(

長
慶
慧
稜
が
遷
化
後
に
閩
王
よ
り
賜
わ
っ
た
大
師
號
）
の
〈
口
を
鎖
す
口く

訣け
つ

〉
を
繼
承
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
そ
れ
を
わ
た
し
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
師
、
「
幸
い
に
手
元
に
拄
杖
が
な
い
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た

ら
、
お
教
え
を
深
く
受
け
止
め
ま
し
た
。
」
師
、
「
わ
た
し
が
き
み
を
認
め
る
の
を
待
っ
て
か
ら
だ
。
」
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「
鏁
口
之
訣
」
は
、
口
を
閉
ざ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
禪
理
を
表
現
し
た
口
訣
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
我
有
一
个
問
，
啞
却
天

下
人
口
」
と
問
題
意
識
は
同
じ
で
あ
る
。

な
お
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
二
〇
「
桂
州
華
覺
普
照
禪
師
章
」
に
次
の
問
答
が
あ
る
。

問
：
「
盡
大
地
人
道
不
得
，
請
師
道
。
」
師
云
：
「
啞
卻
天
下
人
口
。
」
進
云
：
「
恁
麼
則
謝
師
慈
悲
。
」
師
云
：
「
山
僧
罪
過
。
」

問
う
、
「
盡
大
地
の
人
も
言
う
こ
と
の
で
き
ぬ
と
こ
ろ
を
ど
う
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
天
下
の
人
の
口
を
物
言
え
な
く
し
た

ぞ
。
」
「
誰
も
言
え
ぬ
と
こ
ろ
を
、
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
ま
す(

道
不
得
な
の
に
言
っ
た
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
）
。
」
師
云
く
、

「
わ
た
し
が
惡
か
っ
た
。
」

○
師
代
云
：
謝
和
尚
重
重
相
爲　

答
え
ら
れ
な
い
問
題
を
何
度
も
提
起
す
る
こ
と
に
對
し
て
、「
和
尚
の
鄭
重
な
ご
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
長
慶
院
の
大
衆
に
代
わ
っ
て
言
っ
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
皮
肉
で
あ
る
。

〔
二
三
〕
無
著
と
文
殊
―
―
南
方
に
這
个
有
り
や
？
―
―

因
擧
：
「
無
著
和
尚
到
五
臺
山
，
見
文
殊
化
寺
，
共
喫
茶
次
，
文
殊
提
起
茶
垸
子
云
：
『
南
方
還
有
這
个
不
？
』
無
著

云
：
『
無
。』
文
殊
云
：
『
尋
常
將
什
摩
喫
茶
？
』
無
著
無
對
。」
師
代
云
：
「
幾
不
與
摩
道
。」
又
代
云
：
「
久
嚮
金
毛
，

今
日
親
見
。」
招
慶
代
云
：
「
若
與
摩
，
則
癡
客
勸
主
人
〈
請
盡
茶
〉。」

【
訓
讀
】

因
に
擧
す
、「
無
著
和
尚
、
五
臺
山
に
到
り
、
文
殊
の
化
寺
に
見あ

い
、
共
に
茶
を
喫
す
る
次お

り

、
文
殊
は
茶
垸
子
を
提
起
し

て
云
く
、『
南
方
に
還は

た
這こ

れ个
有
り
や
？
』
無
著
云
く
、『
無
し
。』
文
殊
云
く
、『
尋へ
い
ぜ
い常
什な

に摩
を
將も
っ

て
か
茶
を
喫
す
？
』
無
著

對こ
た

う
る
無
し
。」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
幾ほ
と

ん
ど
與か

く摩
道い

わ
ざ
ら
ん
と
す
。」
又
た
代
わ
り
て
云
く
、「
久
し
く
金
毛
を
嚮し
た

い
し

に
、
今
日
親
し
く
見あ

え
り
。」
招
慶
代
わ
り
て
云
く
、「
若
し
與か

く摩
な
ら
ば
、
則
ち
癡
客
の
主
人
に
〈
請
う
、
茶
を
盡
く
せ
〉
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と
勸
む
な
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
無
著
和
尚
が
五
臺
山
に
行
き
、
文
殊
菩
薩
が
幻
出
し
た
寺
に
出
會
っ
て
、
一
緒

に
茶
を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
文
殊
は
茶ち

ゃ

垸か
ん

子す

を
持
ち
上
げ
て
訊
い
た
、『
南
方
に
も
こ
れ
は
あ
る
か
？
』
無
著
、『
あ
り
ま
せ

ん
。』
文
殊
、『
い
つ
も
何
で
茶
を
飲
ん
で
い
る
の
だ
？
』
無
著
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。」
師
が
無
著
に
代
わ
っ
て
答
え
た
、

「
あ
や
う
く
そ
う
思
う
と
こ
ろ
で
し
た
。」
さ
ら
に
代
わ
っ
て
い
う
、「
永
ら
く
文
殊
菩
薩
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

日
や
っ
と
親
し
く
お
會
い
で
き
ま
し
た
。」
招
慶
が
無
著
に
代
わ
っ
て
答
え
た
、「
も
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
愚
か
な
客
が

主
人
に
〈
ど
う
ぞ
も
っ
と
お
飲
み
く
だ
さ
い
〉
と
勸
め
る
よ
う
な
も
の
で
す
。」

【
注
釋
】

○
本
話
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
無
著
と
文
殊
の
喫
茶
の
問
答
は
、「
前
三
三
後
三
三
」
の
問
答
に
續
い
て
交
わ
さ
れ
た
問
答
で

あ
り
、『
汾
陽
語
錄
』
卷
中
「
頌
古
」
第
一
〇
則
、『
瑯
琊
覺
和
尚
語
錄
』「
拈
古
」
第
四
四
則
、『
廣
清
凉
傳
』
卷
中
「
無

著
和
尚
入
化
般
若
寺
」、『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
未
詳
嗣
法
「
無
著
和
尚
章
」、『
碧
巖
錄
』
第
三
五
則
本
則
評
唱
・
第
九
一

則
頌
古
評
唱
、『
龍
門
佛
眼
和
尚
語
錄
』、『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
二
七
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
九
應
化
賢
聖
「
無
著
和

尚
」、『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
二
六
拈
古
「
保
寧
勇
禪
師
章
」、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
三
〇
、『
北
澗
居
簡
禪
師
語
錄
』、『
虚
堂

和
尚
語
錄
』
卷
六
「
代
別
」
第
一
二
則
な
ど
に
見
ら
れ
、
保
福
の
二
つ
の
代
語
は
本
書
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
招
慶
の
代
語
は
『
宗
門
統
要
集
』
に
洞
山
・
曹
山
と
共
に
採
ら
れ
、『
聯
燈
會
要
』、『
禪
門
拈
頌
集
』
に
も
長
慶
の

代
語
と
し
て
見
え
る
。

○
無
著
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
〇
「
唐
代
州
五
臺
山
華
嚴
寺
無
著
傳
」、『
廣
清
凉
傳
』
卷
中
「
無
著
和

尚
入
化
般
若
寺
」
條
に
傳
記
を
載
せ
る
。
五
臺
山
に
行
き
、
文
殊
の
化
身
の
老
翁
に
出
會
い
、
そ
の
寺
で
も
て
な
し
を
受
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け
、
問
答
を
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
傳
記
は
少
し
く
異
な
っ
て
お
り
、『
宋
高
僧
傳
』
は
「
前
三
三
」
や
本

話
の
問
答
を
錄
し
て
い
な
い
。

『
宋
高
僧
傳
』
で
は
、
永
嘉
（
浙
江
省
温
州
市
）
の
出
身
、
長
安
の
雲
華
寺
で
澄
觀
（
七
三
八
～
八
三
九
）
に
華
嚴
の
教
え
を
研
習

し
、
大
曆
二
年
（
七
六
七
）
に
五
臺
山
に
入
り
、
文
殊
の
化
身
に
出
會
い
、
五
臺
山
に
隱
れ
て
終
わ
る
。
元
和
中
（
八
〇
六

～
二
〇
）
に
門
人
の
文
一
が
述
べ
た
と
い
う
。

『
廣
清
凉
傳
』
で
は
、
永
嘉
の
出
身
、
十
二
艢
の
と
き
本
州
龍
泉
寺
大
德
猗
律
師
に
依
り
て
出
家
、
天
寶
八
年
（
七
四
九
）

具
戒
、
二
十
一
艢
、
律
藏
を
習
う
。
牛
頭
山
慧
忠
（
六
八
三
～
七
六
九
）
に
參
じ
て
法
眼
を
開
く
。
大
曆
二
年
（
七
六
七
）

に
五
臺
山
に
入
り
、
文
殊
の
化
身
に
出
會
う
（
こ
の
と
き
三
十
一
艢
）。
こ
の
こ
と
を
汾
州
菩
薩
寺
僧
の
修
政
等
に
話
し
た

こ
と
が
記
錄
さ
れ
、
廣
く
傳
わ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
對
し
て
仰
山
慧
寂
に
嗣
い
だ
無
著
文
喜
禪
師
（
八
二
一
～
九
〇
〇
）
と
す
る
の
が
『
五
燈
會
元
』
卷
九
「
無
著
文
喜

禪
師
章
」
で
あ
る
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
二
「
唐
杭
州
龍
泉
院
文
喜
傳
」、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
「
杭
州
文
喜
禪
師
章
」

に
よ
れ
ば
、
文
喜
禪
師
は
乾
寧
四
年
（
八
九
七
）
に
武
肅
王
錢
鏐
の
奏
に
よ
っ
て
無
著
の
師
號
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
『
五
燈
會
元
』「
無
著
文
喜
章
」
に
五
臺
山
に
入
っ
た
別
人
で
あ
る
無
著
の
事
跡
を
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
以

後
、
五
臺
山
で
文
殊
に
出
會
っ
た
の
は
仰
山
慧
寂
に
嗣
い
だ
無
著
文
喜
禪
師
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
文
殊
提
起
茶
垸
子
云
：
南
方
還
有
這
个
不
？　
「
這
个
」
は
、
文
脈
か
ら
は
茶
垸
子
を
指
し
て
い
る
が
、
茶
垸
子
を
提
起

す
る
働
き
に
顯
わ
れ
た
端
的
な
佛
性
を
「
這
个
」
と
言
っ
た
。『
五
燈
會
元
』
卷
一
九
「
徑
山
宗
杲
禪
師
章
」
に
次
が
あ

る
。上

堂
。
「
纔
方
八
月
中
秋
，
又
是
九
月
十
五
。
」
卓
拄
杖
曰
：
「
唯
有
這
箇
不
遷
。
」
擲
拄
杖
云
：
「
一
衆
耳
聞
目
覩
。
」

上
堂
「
八
月
中
秋
に
な
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
も
う
九
月
十
五
日
。
」
拄
杖
で
ト
ン
と
音
を
立
て
、
「
た
だ
這こ

れ箇
だ
け
が
移
り
変
わ
ら
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ぬ
。
」
拄
杖
を
投
げ
出
し
て
云
う
、
「
み
な
の
耳
に
聞
き
目
に
見
え
る
と
お
り
。
」

「
茶
垸
子
」
は
、
茶
椀
。『
祖
堂
集
』
で
は
「
垸
水
」（
二
例
）、「
垸
子
」（
二
例
）、「
茶
垸
子
」（
一
例
）、「
垸
鳴
聲
」（
三

例
）、「
儼
［
釅
］
三
兩
垸
」（
二
例
）、「
一
垸
茶
」（
一
例
）、「
茶
垸
」（
一
例
）、「
色
垸
」（
一
例
）
の
十
二
例
が
見
え
る
が
、

『
景
德
傳
燈
錄
』
な
ど
の
諸
資
料
と
對
校
で
き
る
も
の
を
見
る
と
「
垸
」
は
「
椀
」「
碗
」「
盌
」
に
作
る
。
音
が
近
い
こ

と
か
ら
通
ず
る
。
な
お
『
廣
清
凉
傳
』、『
瑯
琊
覺
和
尚
語
錄
』
は
「
瑠
璃
盞
」、『
龍
門
佛
眼
和
尚
語
錄
』
は
「
琥
珀
盞
」、

そ
の
他
は
み
な
「
玻
璃
盞
」
に
作
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
無
著
云
：
無　

無
著
は
「
茶
垸
子
」
が
有
る
か
と
訊
か
れ
た
と
思
っ
た
。
し
か
し
茶
椀
な
ら
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
だ
か

ら
、
後
代
の
資
料
で
は
「
瑠
璃
盞
」「
琥
珀
盞
」「
玻
璃
盞
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

○
文
殊
云
：
尋
常
將
什
摩
喫
茶　
「
南
方
で
は
君
も
茶
を
飲
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、
無
い
は
ず
が
あ
る
ま
い
。」「
茶
垸
子
」

の
有
無
を
訊
い
た
の
で
は
な
い
の
だ
ぞ
。

○
無
著
無
對　

そ
れ
に
よ
っ
て
「
茶
を
飲
む
器
」
の
こ
と
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
が
、
と
っ
さ
に
ど
う
答
え
て
い
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
。

○
師
代
云
：
幾
不
與
摩
道　

無
對
の
無
著
に
代
わ
っ
て
い
う
、「
あ
や
う
く
そ
う
思
う
と
こ
ろ
で
し
た
」
と
は
、「
與
摩
（
茶

を
飲
む
器
）
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
や
っ
と
分
か
り
ま
し
た
。」

○
又
代
云
：
久
嚮
金
毛
，
今
日
親
見　

さ
ら
に
別
の
代
語
を
し
た
、「
永
ら
く
文
殊
菩
薩
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

日
や
っ
と
親
し
く
お
會
い
で
き
ま
し
た
。」『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
〇
「
唐
代
州
五
臺
山
華
嚴
寺
無
著
傳
」、『
廣
清
凉
傳
』
卷

中
「
無
著
和
尚
入
化
般
若
寺
」
で
は
、
五
臺
山
で
出
會
っ
た
老
人
は
、
最
後
に
雲
の
上
に
獅
子
に
乘
っ
た
文
殊
菩
薩
が
現

わ
れ
た
こ
と
で
文
殊
の
化
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
お
り
、
老
人
と
語
り
あ
っ
て
い
た
と
き
に
は
文
殊
だ
と
は
無

著
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
代
語
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
「
今
の
問
答
で
私
に
這
箇
の
こ
と
を
教
示
す
る
た
め
に
示
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現
さ
れ
た
文
殊
菩
薩
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
金
毛
」
は
、
金
毛
の
獅
子
に
乘
っ
た
文
殊
菩
薩
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
趙
州
從
諗
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
將
遊
五
臺
山
次
，
有
大
德
作
偈
留
云
：
「
何
處
青
山
不
道
場
？
何
須
策
杖
禮
清
涼
？
雲
中
縱
有
金
毛
現
，
正
眼
觀
時
非
吉

祥
。
」
師
云
：
「
作
麼
生
是
正
眼
？
」
大
德
無
對
。

趙
州
が
五
臺
山
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
、
あ
る
大
德
が
偈
を
作
っ
て
留
め
た
、
「
ど
の
青
山
も
菩
薩
の
道
場
な
の
だ
。
杖
つ
い
て
清

涼
山
に
文
殊
を
探
し
て
禮
拜
す
る
必
要
は
な
い
。
雲
中
に
金
毛
の
獅
子
に
騎
っ
た
文
殊
が
現
わ
れ
て
も
、
正
法
を
見
て
取
る
眼
で
見

れ
ば
目
出
度
い
こ
と
で
は
な
い
。
」
趙
州
、
「
何
が
正
法
を
見
て
取
る
眼
か
？
」
大
德
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

○
招
慶
代
云
：
若
與
摩
，
則
癡
客
勸
主
人
請
盡
茶　

こ
の
五
蘊
身
が
本
來
性
そ
の
も
の
（
或
い
は
働
き
が
佛
性
そ
の
も
の
の
働

き
）
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
ま
さ
に
お
笑
い
種
、
主
客
轉
倒
、
あ
べ
こ
べ
で
、「
癡
客
が
主
人
に
お
茶
を
勸
め
る
よ
う
な

も
の
で
す
。」
な
お
「
請
盡
茶
」
は
本
書
に
の
み
に
あ
る
語
。「
癡
客
勸
主
人
」
の
用
例
に
は
次
が
あ
る
。

上
堂
：
「
網
細
魚
稠
，
藥
多
病
甚
。
棒
棯
交
馳
，
一
品
二
品
。
山
僧
恁
麼
逞
驢
唇
，
癡
客
徒
勞
勸
主
人
。
」
（
『
石
田
法
薫
禪

師
語
錄
』
）

上
堂
、
「
網
の
目
が
細
か
い
と
魚
は
多
く
、
藥
が
多
い
と
病
は
重
く
な
る
。
棒
棯
の
應
酬
は
，
修
行
の
階
位
。
わ
し
が
こ
の
よ
う
に

や
た
ら
威
勢
よ
く
言
っ
て
や
る
の
は
、
バ
カ
な
客
が
主
人
に
お
茶
を
勸
め
る
よ
う
な
顚
倒
な
の
だ
。
」

ま
た
次
が
あ
る
。

謝
新
舊
維
那
上
堂
：
「
克
賓
爲
興
化
拈
香
，
田
夫
論
國
政
，
法
昌
還
北
禪
帽
子
，
癡
客
勸
主
人
。
冷
地
看
來
，
總
堪
一
笑
。

福
山
者
裏
，
進
以
禮
，
退
以
義
，
清
機
歷
掌
，
風
凛
凛
地
。
」
（
『
一
山
國
師
語
錄
』
卷
上
「
巨
福
山
建
長
寺
語
錄
」
）

新
舊
の
維
那
を
謝
す
上
堂
、
「
興
化
院
を
追
い
出
さ
れ
た
克
賓
維
那
が
興
化
に
嗣
法
香
を
焚
き
、
農
夫
が
國
の
政
治
を
論
じ
、(

北

禪
よ
り
帽
子
を
奪
っ
た
維
那
が
北
禪
に
還
す
の
で
は
な
く
）
法
昌
倚
遇
が
北
禪
智
賢
の
帽
子
を
還
し
、
癡
客
が
主
人
に
茶
を
勸
め
る
。
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冷
靜
に
見
れ
ば
、
み
な
お
笑
い
種
だ
。
わ
た
し
の
と
こ
ろ
で
は
、
維
那
に
な
っ
て
も
ら
う
の
に
禮
を
盡
く
し
、
職
を
退
い
て
も
ら
う

の
に
も
義
を
盡
く
し
、
清
ら
か
な
僧
が
舊
か
ら
新
に
替
わ
り
、
凛
々
と
清
風
が
吹
い
て
い
る
。
」

な
お
洞
山
良
价
は
、
無
語
の
無
著
に
「
代
わ
っ
て
兩
手
を
展
じ
て
云
う
、『
有
無
且
置
，
借
取
這
箇
看
，
得
否
？
』」（
有

る
か
無
い
か
は
と
も
か
く
、
這そ

れ箇
を
貸
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
よ
ろ
し
い
か
。『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
未
詳
嗣
法
「
無
著
和
尚
章
」）

曹
山
は
、「
久
承
大
士
按
劒
，
何
得
處
在
一
塵
？
（
大あ

な
た士
は
久
し
く
劒
を
か
ま
え
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
お
よ
び
ま
す
が
、
ど
う
し
て

そ
ん
な
妄
想
に
腰
を
据
え
て
い
る
の
で
す
か
。）」
こ
の
曹
山
の
代
語
は
本
書
本
卷
「
保
福
章
」
第
四
六
則
に
見
え
る
。

〔
二
四
〕
河
に
沿
っ
て
下
る
の
は
法
身
か
報
身
か
？

因
擧
：
「
先
洞
山
辝
興
平
。
興
平
問
：
『
什
摩
處
去
？
』
洞
山
云
：
『
沿
流
無
所
止
。』
興
平
云
：
『
法
身
沿
流
，
報
身

沿
流
？
』
洞
山
云
：
『
惣
不
作
如
是
見
解
。』」
師
代
云
：
「
覓
得
幾
个
？
」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
先
洞
山
、
興
平
を
辭
す
。
興
平
問
う
、『
什い

づ

こ
摩
處
に
か
去ゆ

く
？
』
洞
山
云
く
、『
流
れ
に
沿
っ
て
止と
ど

ま

る
所
無
し
。』
興
平
云
く
、『
法
身
流
れ
に
沿
う
や
、
報
身
流
れ
に
沿
う
や
？
』
洞
山
云
く
、『
總
て
是か

く

の
如
き
見
解
を
作な

さ

ず
。』」
師
代
っ
て
云
く
、「
幾
个
を
か
覓
め
得
た
る
？
」

【
日
譯
】

師
は
洞
山
和
尚
の
機
緣
の
語
を
取
り
上
げ
た
。「
洞
山
良
价
和
尚
が
興
平
和
尚
の
も
と
を
辭
去
す
る
と
き
、
興
平
が
問
う
、

『
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
』
洞
山
、『
こ
の
河
の
流
れ
を
下
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
行
き
ま
す
。』
興
平
、『
行
く
の
は
そ
な
た
の
法

身
か
、
そ
れ
と
も
報
身
か
？
』
洞
山
、『
わ
た
く
し
は
そ
う
い
う
考
え
を
い
た
し
ま
せ
ぬ
。』」
師
は
興
平
に
代
わ
っ
て
言
っ

た
、「
そ
の
よ
う
な
人
に
は
め
っ
た
に
逢
え
ぬ
。」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
卷
二
〇
「
興
平
章
」（
洞
山
と
の
問
答
三
則
を
載
せ
る
う
ち
の
一
則
）、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
興
平
章
」、『
宗

門
統
要
集
』
卷
七
「
洞
山
章
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
五
「
興
平
章
」、
同
卷
二
〇
「
洞
山
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
三
「
興
平

章
」、『
洞
山
錄
』
に
も
收
む
。

○
先
洞
山
辝
興
平　

先
洞
山
は
洞
山
廣
福
寺
第
一
世
良
价
禪
師
（
八
〇
七
～
八
六
九
、
廣
福
寺
は
宋
初
の
普
利
禪
院
）。
本
書
卷

六
。
余
靖
（
一
〇
〇
〇
～
一
〇
六
四
）
撰
「
筠
州
洞
山
普
利
禪
院
傳
法
記
」（『
武
溪
集
』
卷
九
、
石
井
修
道
『
宋
代
禪
宗
史
の
研

究
』
附
錄
資
料
篇
）
に
宋
初
景
祐
五
年
（
一
〇
三
八
）
ま
で
の
住
持
の
傳
記
を
列
す
。
興
平
和
尚
は
本
書
卷
二
〇
末
尾
に
補

遺
と
し
て
洞
山
と
の
問
答
三
則
を
載
せ
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
に
は
馬
祖
の
法
嗣
と
し
て
擧
げ
、
同
じ
く
洞
山
と
の
問

答
三
則
の
み
を
載
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
洞
山
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
な
お
『
景
德
傳
燈
錄
』
は
「
京
兆

興
平
和
尚
」、
す
な
わ
ち
興
平
院
は
京
兆
府
興
平
縣
（
渭
水
の
北
）
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
法
諱
も
生
平
も
未
詳
で

あ
る
が
、
馬
祖
禪
を
繼
承
し
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
宗
門
統
要
集
』
卷
七
「
洞
山
章
」
は
「
京
兆
興
善
平
和
尚
」

と
す
る
。

○
沿
流
無
所
止　

洞
山
が
興
平
院
を
辭
去
し
て
、
ふ
た
た
び
行
脚
に
出
る
時
に
答
え
た
。「
渭
水
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も

下
っ
て
行
き
ま
す
」。『
景
德
傳
燈
錄
』
等
は
「
無
定
止
」
に
作
る
。

○
法
身
沿
流
，
報
身
沿
流
？　
「
法
身
」
は
佛
と
し
て
の
身
體
、「
報
身
」
は
功
德
の
果
報
と
し
て
授
か
っ
た
現
身
。
興
平
和

尚
が
こ
う
問
う
た
の
は
、
洞
山
と
法
身
の
問
題
を
議
論
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
卷
二
〇
「
興
平
章
」
の
三

則
を
す
べ
て
擧
げ
る
と
、

（
1
）
興
平
和
尚
。
洞
山
礼
拜
，
師
云
：
「
莫
礼
老
朽
。
」
洞
云
：
「
礼
非
老
朽
者
。
」
師
云
：
「
他
不
受
礼
。
」
洞
山
云
：
「
亦

未
曾
止
。
」
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興
平
和
尚
に
參
じ
て
禮
拜
し
た
。
興
平
、
「
老
朽
の
身
を
禮
拜
し
て
ど
う
す
る
？
」
洞
山
、
「
老
朽
せ
ぬ
者
を
禮
拜
し
ま
す
。
」

興
平
、
「
そ
れ
は
禮
拜
を
受
け
ぬ
。
」
洞
山
、
「
し
か
し
禮
拜
を
止
め
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

（
2
）
洞
又
辝
。
師
云
：
「
何
處
去
？
」
云
：
「
沿
流
無
所
止
。
」
師
云
：
「
法
身
沿
流
，
報
身
沿
流
？
」
云
：
「
惣
不
作
如

是
見
解
。
」
師
拍
掌
訝
之
。
保
福
云
：
「
覓
不
得
幾
个
。
」

洞
山
は
辭
去
し
よ
う
と
し
た
。
興
平
、
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
洞
山
、
「
こ
の
河
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
行
き
ま
す
。
」
興
平
、

「
河
に
沿
っ
て
行
く
の
は
法
身
か
、
報
身
か
？
」
洞
山
、
「
わ
た
く
し
は
そ
う
い
う
考
え
を
い
た
し
ま
せ
ぬ
。
」
興
平
は
手
を

打
っ
て
嗟
嘆
し
た
。
の
ち
保
福
が
評
し
た
、
「
そ
ん
な
人
は
め
っ
た
に
逢
え
な
い
ね
。
」

（
3
）
又
問
：
「
如
何
是
古
佛
心
？
」
師
云
：
「
即
汝
心
是
。
」
「
雖
然
如
此
，
猶
未
是
ム
甲
問
處
。
」
師
云
：
「
若
与
摩
，
問

取
木
人
去
。
」
「
ム
甲
有
一
句
子
，
不
借
諸
聖
口
。
」
師
云
：
「
汝
試
道
看
！
」
洞
山
云
：
「
不
是
ム
甲
。
」
【
「
猶
未
是
ム

甲
問
處
」
『
景
德
傳
燈
錄
』
作
「
猶
是
某
甲
疑
處
」
】

洞
山
は
さ
ら
に
問
う
た
、
「
古
佛
の
心
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
興
平
、
「
そ
な
た
の
心
こ
そ
が
そ
れ
だ
。
」
洞
山
、

「
そ
う
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
ま
だ
わ
た
く
し
は
納
得
で
き
な
い
の
で
す
。
」
興
平
、
「
な
ら
ば
、
木
人
に
で
も
問
え
ば
よ
か

ろ
う
。
」
洞
山
、
「
わ
た
く
し
に
は
佛
祖
の
言
葉
の
借
り
も
の
で
な
い
一
句
が
あ
り
ま
す
。
」
興
平
、
「
そ
れ
を
言
っ
て
み
な
さ

い
。
」
洞
山
、
「
古
佛
は
わ
た
く
し
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
」

○
惣
不
作
如
是
見
解　

わ
た
し
は
「
法
身
」
あ
る
い
は
「
報
身
」
と
し
て
行
脚
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
洞
山
は

「
わ
た
し
は
こ
の
問
題
を
つ
ね
に
痛
切
に
受
け
止
め
て
い
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

問
：
「
三
身
中
阿
那
个
身
不
墮
衆
數
？
」
師
曰
：
「
吾
常
於
此
切
。
」
（
本
書
卷
六
「
洞
山
章
」
第
一
二
則
）

問
う
、
「
法
身
、
報
身
、
化
身
の
う
ち
、
ど
れ
が
數
の
ワ
ク
に
嵌
ら
ぬ
身
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
、
「
わ
た
し
は
こ
の
問
題
を
い
つ
も

痛
切
に
受
け
止
め
て
い
る
。
」
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『
維
摩
經
』
弟
子
品
に
「
佛
身
は
無
爲
な
れ
ば
、
諸
數
に
墮
ち
ず
。
此か
く

の
如
き
身
に
當は

た
何
の
疾
か
有
ら
ん
、
當
た
何
の

惱
み
か
有
ら
ん
」
と
言
う
。
教
理
か
ら
言
え
ば
、
僧
の
問
い
の
答
え
は
む
ろ
ん
「
法
身
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
僧
も
そ

れ
を
承
知
の
上
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
洞
山
和
尚
自
身
は
〈
法
身
〉
を
ど
う
受
け
止
め
て
生
き
て
お
ら
れ
る
の
か
」

と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
藥
山
惟
儼
の
語
に
「
古
佛
殿
裏
に
一
行
の
字
を
拾
得
す
」、
そ
こ
に
は
「
渠
は
我
に
似
ず
、

我
は
渠
に
似
ず
」
と
あ
っ
た
。
藥
山
は
「
所ゆ

え以
に
這
个
の
字
を
肯う
べ
なう
」
と
言
っ
て
い
る
（
本
書
卷
四
「
藥
山
章
」
第
二
則
）。

ま
た
の
ち
に
清
涼
文
益
は
行
脚
し
て
福
州
地
藏
院
に
到
っ
た
。（
羅
漢
）
桂
琛
が
問
う
、「
上
座
よ
、
何い
づ
こに
か
往
く
？
」
文

益
、「
邐り

い迤
と
し
て
行
脚
し
去
る
。」
桂
琛
、「
行
脚
の
事
は
作い

か

ん
麽
生
？
」
文
益
、「
知
ら
ず
。」
桂
琛
、「
知
ら
ざ
る
こ
そ
最

も
親
切
な
り
。」
文
益
は
聞
く
や
「
豁
然
開
悟
す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
四
）。
文
益
も
「
法
身
」
の
問
題
を
痛
切
に
受
け

止
め
彷
徨
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

○
師
代
云
：
「
覓
得
幾
个
？
」　

保
福
の
代
語
「
そ
う
い
う
人
は
捜
し
て
も
め
っ
た
に
逢
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
は
、
洞

山
の
答
え
を
賞
讃
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
賞
讃
し
つ
つ
も
「
そ
れ
は
果
た
し
て
可
能
か
？
」
と
い
う
疑
惑
を
含
ん
で
い

る
。
本
書
卷
二
〇
「
興
平
章
」
は
「
師
は
掌
を
拍う

っ
て
之
を
訝
る
」（
手
を
打
っ
て
嗟
嘆
し
た
。「
訝
」
は
感
心
し
た
驚
き
）。

『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
洞
山
の
「
惣
不
作
如
是
見
解
」
に
對
し
て
興
平
は
「
師
乃
ち
撫
掌
す
」（
手
を
打
っ
て
大
笑
い
し

た
）
と
し
、
そ
の
割
注
に
「
保
福
云
く
、『
洞
山
は
自も

と是
よ
り
一
家
な
り
』
と
。
乃
ち
別
し
て
云
く
、『
幾
人
を
か
覓
め
得

ん
？
』」
と
あ
っ
て
、
興
平
は
洞
山
の
頑
な
な
姿
勢
を
嘲
笑
し
、
保
福
は
洞
山
を
一
家
と
認
め
つ
つ
も
、
興
平
に
代
わ
っ

て
疑
問
を
呈
す
る
、
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

〔
二
五
〕
藥
草
は
悟
り
の
契
機
と
な
る
對
境

因
擧
：
「
耆
婆
向
弟
子
云
：
『
汝
於
山
中
覓
不
中
爲
藥
草
歸
來
。』
弟
子
歸
來
云
：
『
竝
無
有
不
中
爲
藥
底
草
。』」
師
遂
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提
起
問
：
「
這
个
還
中
爲
藥
摩
？
」
對
云
：
「
有
什
摩
病
敢
出
頭
！
」
不
肯
，
自
代
云
：
「
有
什
摩
不
氷
消
？
」

【
訓
讀
】

因
に
擧
す
、「
耆
婆
、
弟
子
に
向
っ
て
云
う
、『
汝
は
山
中
に
於
い
て
藥
と
爲な

る
に
中あ
た

ら
ざ
る
草
を
覓
め
て
歸
り
來
れ
。』

弟
子
、
歸
り
來
り
て
云
く
、『
竝
び
に
藥
と
爲
る
に
中
ら
ざ
る
底
の
草
有
る
無
し
。』」
師
遂
に
提
起
し
て
問
う
、「
這
个
は
還は

た
藥
と
爲
る
に
中
る
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
什
摩
の
病
い
か
敢
え
て
出
頭
す
る
有
ら
ん
！
」
師
は
肯う
べ
なわ
ず
し
て
、
自
ら
代

わ
り
て
云
く
、「
什
摩
の
氷
消
せ
ざ
る
有
ら
ん
？
」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
耆
婆
が
弟
子
に
言
う
、『
山
中
で
藥
に
は
な
ら
ぬ
草
を
探
し
て
歸
っ
て
こ
い
。』

弟
子
は
歸
っ
て
き
て
報
告
す
る
、『
藥
に
は
な
ら
ぬ
草
な
ど
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。』」
そ
こ
で
師
は
こ
の
話
頭
を

取
り
上
げ
て
問
う
た
、「
こ
の
話
頭
は
病
を
癒
す
藥
に
な
る
か
？
」（
あ
る
僧
が
）
答
え
て
言
う
、「（
わ
れ
わ
れ
に
）
病
気
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
、
わ
ざ
わ
ざ
治
し
て
も
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」
師
は
認
め
ず
、
自
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、「
氷
消
瓦
解

せ
ぬ
も
の
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
の
收
錄
。

○
耆
婆　

Jivaka

（
ジ
ー
ヴ
ァ
カ
）
の
音
写
。
佛
陀
在
世
の
時
の
マ
ガ
ダ
國
の
名
醫
。『
翻
譯
名
義
集
』
卷
二
、「
耆
婆
、
或ま

た

耆ぎ

域よ
く

と
云
い
、
或ま

た
時じ

縛ば

迦か

と
名
づ
く
。
此
に
能
活
と
云
い
、
又
た
故
活
と
云
う
。
影
堅
王
（
頻ビ

ン
ビ
サ
ー
ラ

婆
娑
羅
王
）
の
子
、
善

見
（
阿ア

闍ジ
ャ

世セ

）
の
庶
兄
、
奈な
い
に
ょ女

（
菴ア

ン

バ
婆
羅
婆パ

ー
リ利
）
の
所
生
な
り
。
出
胎
し
て
即
ち
針
筒
藥
囊
を
持
つ
。
其
の
母
、
之
を
惡に
く

み
、

即
ち
白
衣
を
以
て
之
を
裹
み
、
巷
中
に
棄
つ
。
時
に
無
畏
王
、
車
に
乘
り
、
遙
か
に
見
て
乃
ち
之
を
問
う
。
人
有
り
て
答

え
て
曰
く
、『
此
れ
小
兒
な
り
。』
又
た
問
う
、『
死
に
た
る
や
活
き
た
る
や
？
』
答
え
て
云
く
、『
故も

と

よ
り
活
き
た
り
。』
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王
即
ち
人
に
勅
し
て
、
乳ち
ち
のま
し
て
之
を
養や
し
なう
。
後
、
其
の
母
に
還
す
。《
四
分
律
》
に
云
く
、『
耆
婆
は
初
め
得と
く

叉し
ゃ

尸し

羅ら

國こ
く

の
、
姓
は
阿
提
梨
、
字
は
賓
迦
羅
に
詣
り
、
而
し
て
醫
道
を
學
び
、
七
年
を
經
た
り
。
其
の
師
即す
な
わ便
ち
一
籠
器
及
び
草
を

掘
る
具
を
以
て
、
其
を
し
て
得
叉
尸
羅
國
の
面
一
由
旬
に
於
い
て
、
諸
草
を
求
覓
せ
し
め
、
是
れ
藥
な
ら
ざ
る
者
有
ら
ば

持
ち
來き

た

ら
し
む
。
耆
婆
は
教
え
の
如
く
し
、
即
ち
國
内
の
面
一
由
旬
に
於
い
て
、
周あ
ま
ね竟
く
求
覓
し
、
見
る
所
の
草
木
盡
く

皆
な
分
別
す
る
に
、
草
木
の
是
れ
藥
に
非
ざ
る
者
有
る
無
し
。
師
言
わ
く
、〈
汝
今
去
る
可
し
、
醫
道
已
に
成
ぜ
り
。
我

れ
若
し
死
せ
ん
後
は
、
次
に
即
ち
汝
有
り
〉
と
。』」（
大
正
四
五
・
一
〇
八
三
下
）　　

○
汝
於
山
中
覓
不
中
爲
藥
草
歸
來
。
弟
子
歸
來
云
：
竝
無
有
不
中
爲
藥
底
草　

上
注
に
引
い
た
『
翻
譯
名
義
集
』
に
い
う
よ

う
に
『
四
分
律
』
卷
三
九
（
大
正
二
二
・
八
五
一
中
）
に
見
え
、
ま
た
『
佛
説
櫞な

女に
ょ

祇ぎ

域い
き

因
緣
經
』（
大
正
一
四
・
八
九
八
上
）
に

も
見
え
る
。
た
だ
し
耆
婆
が
弟
子
に
言
い
つ
け
た
も
の
で
は
な
く
、
師
で
あ
る
阿あ

提だ
い

梨り

賓ひ
ん

迦か

羅ら

が
弟
子
の
耆
婆
（
祇
域
）

に
言
い
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
煩
を
い
と
わ
ず
引
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

時
師
即
與
一
籠
器
及
掘
草
之
具
，
「
汝
可
於
得
叉
尸
羅
國
面
一
由
旬
，
求
覓
諸
草
，
有
非
是
藥
者
持
來
！
」
時
耆
婆
童
子
，

即
如
師
勅
。
於
得
叉
尸
羅
國
面
一
由
旬
，
求
覓
非
是
藥
者
，
周
竟
不
得
非
是
藥
者
。
所
見
草
木
一
切
物
，
善
能
分
別
，
知
所

用
處
，
無
非
藥
者
。
彼
即
空
還
，
往
師
所
白
如
是
言
：
「
師
今
當
知
，
於
得
叉
尸
羅
國
，
求
非
藥
草
，
面
一
由
旬
，
周
竟

不
見
非
藥
者
。
所
見
草
木
，
盡
能
分
別
，
所
入
用
處
。
」
師
答
耆
婆
言
：
「
汝
今
可
去
，
醫
道
以
成
。
」
（
『
四
分
律
』
卷
三
九
、

大
正
二
二
・
八
五
一
下
）

時
に
師
は
籠
と
、
草
を
掘
る
道
具
を
與
え
て
い
う
、
「
君
は
得
叉
尸
羅
國
の
一
由
旬
の
広
さ
の
土
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
草
を
探
し
て
、

藥
に
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
れ
ば
持
ち
歸
っ
て
く
る
が
よ
い
。
」
耆
婆
童
子
は
師
の
命
令
の
と
お
り
に
、
得
叉
尸
羅
國
の
一
由
旬
の
広
さ

の
土
地
で
藥
に
な
ら
ぬ
も
の
を
あ
ま
ね
く
探
し
た
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
眼
に
し
た
す
べ
て
の
草
木
は
よ
く
考
え
て
使
い
み
ち
が
分

か
れ
ば
、
藥
に
な
ら
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
。
耆
婆
は
手
ぶ
ら
で
師
の
と
こ
ろ
に
歸
っ
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
、
「
師
よ
、
得
叉
尸
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羅
國
で
藥
草
に
な
ら
ぬ
も
の
を
、
一
由
旬
の
地
に
あ
ま
ね
く
探
し
お
わ
り
ま
し
た
が
、
藥
に
な
ら
ぬ
も
の
は
見
つ
か
ら
ず
、
眼
に
し

た
草
木
は
よ
く
考
え
れ
ば
必
要
な
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
」
師
は
耆
婆
に
言
っ
た
、
「
君
は
今
や
行
く
が
よ
い
、
醫
道
は
ま
さ
に

成
就
し
た
。
」

『
宗
門
統
要
集
』
卷
一
に
、
耆
婆
の
こ
の
話
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
話
頭
が
あ
る
。

文
殊
一
日
令
善
財
採
藥
云
：
「
是
藥
者
採
將
來
。
」
善
財
徧
採
，
無
不
是
藥
。
却
來
白
云
：
「
無
不
是
藥
者
。
」
文
殊
云
：
「
是

藥
者
採
將
來
。
」
善
財
乃
拈
一
莖
草
，
度
與
文
殊
。
文
殊
提
起
示
衆
云
：
「
此
藥
亦
能
殺
人
，
亦
能
活
人
。
」
（
『
碧
巖
錄
』
第

八
七
則
本
則
評
唱
に
も
）

文
珠
は
善
財
に
藥
草
を
採
取
す
る
よ
う
言
い
つ
け
た
、
「
す
べ
て
藥
に
な
る
も
の
は
採
取
し
て
き
な
さ
い
。
」
善
財
は
あ
ま
ね
く
探
し

ま
わ
っ
て
、
藥
に
な
ら
ぬ
も
の
は
な
い
と
分
か
っ
た
。
歸
っ
て
報
告
し
た
、
「
藥
に
な
ら
ぬ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
文
殊
、

「
す
べ
て
藥
に
な
る
も
の
を
採
っ
て
き
な
さ
い
。
」
そ
こ
で
善
財
は
一
本
の
草
を
採
っ
て
文
珠
に
わ
た
し
た
。
文
殊
は
持
ち
上
げ
て
大

衆
に
提
起
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
薬
は
よ
く
人
を
殺
し
も
し
活
か
し
も
す
る
。
」

『
大
慧
普
説
』
卷
三
「
劉
士
隆
再
請
普
説
」
に
、
僧
が
「
善
財
採
藥
」
の
話
頭
を
提
起
し
て
問
答
を
し
た
後
に
、
復
た
云

う
、欲

識
佛
性
義
，
當
觀
時
節
因
緣
，
時
節
若
至
，
其
理
自
彰
。
所
以
道
：
「
入
得
世
間
，
出
世
無
餘
。
」
蓋
世
間
法
即
是
佛
法
，

佛
法
即
是
世
間
法
。
然
無
世
間
法
，
佛
法
不
住
世
。
適
來
禪
客
問
：
文
殊
菩
薩
命
善
財
入
山
採
藥
曰
…
（
話
頭
は
省
略
）
…

據
妙
喜
見
處
，
善
財
善
採
藥
，
文
殊
善
用
藥
。
雖
然
恁
麼
，
若
遇
無
位
眞
人
，
又
殺
他
不
得
，
又
活
他
不
得
。
如
是
則
文
殊

成
妄
語
去
。
縱
使
能
殺
能
活
，
文
殊
於
無
位
眞
人
分
上
，
如
何
施
設
？
到
這
裏
，
具
眼
者
方
能
證
明
。

佛
性
を
見
届
け
た
い
な
ら
、
時
節
因
縁
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
時
が
到
来
し
た
な
ら
、
理
法
は
お
の
ず
と
立

ち
現
れ
る
。
だ
か
ら
「
世
間
の
法
を
會
得
し
た
な
ら
、
出
世
間
の
法
は
み
な
そ
こ
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
思
う
に
世
間
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の
法
は
佛
法
で
あ
り
、
佛
法
は
世
間
の
法
な
の
だ
。
し
か
ら
ば
世
間
の
法
が
無
け
れ
ば
、
佛
法
は
世
に
と
ど
ま
れ
ぬ
。
先
ほ
ど
禪
客

が
問
う
た
、
…(

文
殊
菩
薩
が
善
財
に
命
じ
て
藥
草
を
採
取
さ
せ
た
話
は
省
略
）
…
わ
た
し
の
見
方
で
は
、
善
財
は
善
く
藥
を
採
取

し
、
文
殊
は
善
く
藥
を
使
っ
た
け
れ
ど
も
、
も
し
無
位
の
眞
人
に
出
會
っ
た
な
ら
、
殺
す
こ
と
も
活
か
す
こ
と
も
で
き
ぬ
。
そ
れ
な

ら
文
殊
は
妄
語
を
で
っ
ち
あ
げ
た
の
だ
。
た
と
い
殺
活
で
き
た
と
し
て
も
、
文
殊
は
無
位
眞
人
の
本
分
に
ど
ん
な
手
立
て
を
用
い
る

の
か
？
こ
こ
に
至
っ
て
、
具
眼
者
が
は
じ
め
て
證あ

か明
し
て
く
れ
よ
う
。　
　
　
　

無
位
眞
人
（
法
身
）
は
ど
ん
な
手
立
て
（
藥
草
）
に
よ
っ
て
も
殺
活
で
き
な
い
と
い
う
。

○
師
遂
提
起
問
：
這
个
還
中
爲
藥
摩
？　
「
這
个
」
は
保
福
が
提
起
し
た
も
の
を
指
す
。
こ
の
文
脈
で
は
擧
さ
れ
た
話
頭
。

「
す
べ
て
が
藥
草
だ
と
い
う
こ
の
話
頭
は
、
君
た
ち
の
病
を
治
す
藥
に
な
る
か
？
」

○
對
云
：
有
什
摩
病
敢
出
頭
！　

病
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
ん
な
話
頭
を
話
し
に
持
ち
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

は
本
來
病
ん
で
お
ら
ず
、
藥
な
ど
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
。
馬
祖
曰
く
、「
一
切
衆
生
は
、
無
量
劫
來
從よ

り
、
法
性
三
昧

を
出
で
ず
、
長つ

ね

に
法
性
三
昧
中
に
在
り
て
、
著
衣
喫
飯
、
言
談
祇
對
す
。
六
根
の
運
用
、
一
切
施
爲
は
、
盡
く
是
れ
法
性

な
り
。」
ま
た
言
う
、「
今
の
見
聞
覺
知
は
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
、
亦
た
本
心
と
名
づ
く
。
更
に
此
の
心
を
離
れ
て
別

に
佛
有
ら
ず
。
此
の
心
は
本
と
よ
り
有
り
今
も
有
り
て
、
造
作
を
假
ら
ず
。
本
と
淨き

よ

く
今
も
淨
く
、
瑩
ふ
き
き
よ
め
る
拭
を
待
た
ず
。
自

性
と
し
て
涅
槃
し
、
自
性
と
し
て
清き

よ淨
く
、
自
性
と
し
て
解
脱
し
、
自
性
と
し
て
離
る
る
が
故
な
り
。
是
れ
汝
が
心
性

は
、
本も

と自
よ
り
是
れ
佛
、
別
に
佛
を
求
む
る
を
用も
ち

い
ず
。」（『
馬
祖
の
語
録
』
二
四
頁
、
一
九
八
頁
）

○
師
不
肯
，
自
代
云
：
有
什
摩
不
氷
消
？　

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
わ
た
し
が
言
い
た
い
の
は
、
一
切
の
草
木
（
對

境
）
は
開
悟
の
契
機
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。「
氷
消
」
は
「
氷
消
瓦
解
」。

『
雪
關
禪
師
語
錄
』
卷
七
に
次
が
あ
る
。

如
靈
雲
見
桃
花
便
悟
，
打
破
疑
團
，
無
一
業
惑
而
不
冰
消
瓦
解
。
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靈
雲
が
桃
花
を
一
見
し
て
た
ち
ま
ち
に
し
て
悟
り
、
疑
團
を
打
ち
破
っ
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
業
惑
も
氷
消
瓦
解
し
な
い
も
の
は

な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
『
蔗
菴
範
禪
師
語
錄
』
卷
七
に
も
次
が
あ
る
。

華
嚴
期
，
兪
伯
英
請
上
堂
。
「
欲
知
佛
性
義
，
當
觀
時
節
因
緣
。
時
節
若
至
，
其
理
自
彰
。
所
以
金
風
清
四
野
炎
氛
，
玉
露

爽
三
秋
天
氣
。
寒
碪
流
韻
萬
家
，
丹
桂
飄
香
滿
路
。
可
謂
時
節
已
至
，
妙
理
全
彰
。
能
向
此
個
時
節
大
開
正
眼
，
洞
徹
眞
元
，

者
邊
那
邊
，
自
應
獨
步
，
是
處
非
處
，
信
是
無
雙
。
快
斯
文
而
璀
璨
，
培
慧
脈
于
靈
長
。
如
是
則
未
登
普
光
明
殿
，
古
佛
本

懷
已
暢
，
不
遊
煙
水
百
城
，
當
人
功
行
早
圓
。
心
中
有
何
疑
義
而
不
氷
消
瓦
解
。
雖
然
契
證
則
不
無
，
要
得
淋
漓
放
曠
，
兩

不
相
傷
。
更
聽
山
僧
授
記
。
」
乃
顧
左
右
曰
：
「
汝
等
有
智
者
，
勿
於
此
生
疑
。
」

華
嚴
期
に
兪
伯
英
が
上
堂
を
願
っ
た
。
「
佛
性
の
義
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
當
に
時
節
因
緣
を
觀
ず
べ
し
。
時
節
が
至
ら
ば
其
の
理

は
自
然
に
彰

あ
ら
わ

る
。
所ゆ

え以
に
秋
風
は
四
方
の
山
野
の
熱
氣
を
、
露
は
三
秋
の
天
氣
を
爽
や
か
に
す
る
。
き
ぬ
た
の
音
は
ど
の
家
か
ら
も

傳
わ
り
、
木
犀
の
香
り
が
ど
の
街
路
に
も
た
だ
よ
う
。
時
節
が
至
れ
ば
、
妙
理
が
あ
ら
わ
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
よ
く
こ
の
時
節
に

正
眼
を
開
き
、
眞
元
を
悟
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
闊
歩
で
き
、
是
も
非
も
別
な
の
で
は
な
い
。
斯
文
は
璀
た
ま
の
ひ
か
り
璨
に
快か

な

い
、
智
慧
は
人
に
育

て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
普
光
明
殿
に
未
だ
登
ら
ず
と
も
、
古
佛
の
本
願
は
す
で
に
成
就
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
十
三
人

の
善
知
識
を
尋
ね
歩
か
な
く
と
も
、
當
人
の
修
行
は
す
で
に
成
就
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
心
中
に
氷
消
瓦
解
せ
ぬ
疑
惑
は
な
い
。
契

悟
に
至
る
體
驗
を
否
定
し
な
い
が
、
思
い
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
っ
て
も
、
古
佛
と
自
己
が
損
な
わ
れ
は
し
な
い
。
更
に
山
僧
の
授
記
を

聽
け
。
」
乃
ち
左
右
を
顧
み
て
曰
く
、
「
汝
等
智
有
る
者
は
此
に
於
い
て
疑
い
を
生
ず
る
こ
と
勿
か
れ
。
」

〔
二
六
〕
這
个
は
ど
の
法
界
に
收
ま
る
の
か
？

因
擧
：
「
鹽
官
問
座
主
：
『《
花
嚴
經
》
有
幾
種
法
界
？
』
對
云
：
『
四
種
法
界
』。
提
起
拂
子
：
『
這
个
向
阿
那
个
法
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界
中
收
？
』
無
對
。」
師
代
云
：
「
若
只
礼
謝
，
則
著
和
尚
棒
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
鹽
官
、
座
主
に
問
う
、『《
花
嚴
經
》
に
幾
種
の
法
界
か
有
る
？
』
對
え
て
云
く
、『
四
種
の
法
界
あ

り
。』
拂
子
を
提
起
す
ら
く
、『
這
个
は
阿い

づ

れ
那
个
の
法
界
中
に
向お

い
て
か
收
む
？
』
對
う
る
無
し
。」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
若

し
只
だ
礼
謝
す
る
の
み
な
ら
ば
、
則
ち
和
尚
の
棒
を
著う

け
ん
。」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
鹽
官
が
座
主
に
問
う
、『
華
嚴
經
に
は
何
種
類
の
法
界
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
？
』

答
え
て
言
う
、『
四
種
の
法
界
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。』
拂
子
を
持
ち
上
げ
て
言
う
、『
こ
れ
は
ど
の
法
界
に
收
ま
る
の
か
？
』

座
主
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。」
師
が
座
主
に
代
わ
っ
て
言
う
、「
感
謝
の
禮
拜
を
す
る
だ
け
で
は
、
和
尚
の
棒
を
く
ら
い
ま

す
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
鹽
官
章
」、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
六
「
鹽
官
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
三
「
鹽
官
章
」
に
も

收
め
る
。
保
福
の
代
語
を
收
め
ず
、
鹽
官
と
華
嚴
座
主
と
の
問
答
だ
け
が
『
宗
鏡
錄
』
卷
二
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
三

「
鹽
官
章
」、『
林
間
録
』
卷
中
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
卷
中
、『
正
法
眼
藏
』
卷
下
、『
真
字
正
法
眼
藏
三
百
則
』
卷
下
第

二
四
則
、『
大
光
明
藏
』
卷
中
「
鹽
官
章
」
に
見
え
る
。

い
ま
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

有
講
僧
來
參
。
師
問
云
：
「
座
主
蘊
何
事
業
？
」
對
云
：
「
講
《
華
嚴
經
》
。
」
師
云
：
「
經
中
有
幾
種
法
界
？
」
對
云
：
「
廣

説
則
重
重
無
盡
，
略
説
有
四
種
法
界
。
」
師
豎
起
拂
子
云
：
「
這
箇
是
第
幾
種
法
界
？
」
座
主
沈
吟
，
徐
思
其
對
。
師
云
：

「
思
而
知
，
慮
而
解
，
是
鬼
家
活
計
。
日
下
孤
燈
，
果
然
失
照
。
」
保
福
聞
云
：
「
若
禮
拜
即
喫
和
尚
棒
。
」
禾
山
代
云
：
「
某
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甲
不
煩
和
尚
，
莫
怪
。
」
法
眼
代
，
撫
掌
三
下
。

講
僧
が
來
參
し
た
。
師
、
「
座
主
ど
の
は
ど
ん
な
學
業
を
積
ま
れ
た
か
？
」
座
主
、
「
『
華
嚴
經
』
を
講
じ
て
い
ま
す
。
」
師
、
「
『
華
嚴

經
』
に
は
幾
種
の
法
界
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
？
」
座
主
、
「
廣
説
す
れ
ば
重む

す

う重
無む

げ

ん盡
、
略
説
す
れ
ば
四
種
の
法
界
が
あ
り
ま
す
。
」

師
は
拂
子
を
立
て
て
言
う
、
「
こ
れ
は
ど
の
法
界
か
な
？
」
座
主
は
ど
う
答
え
た
も
の
か
と
考
え
込
ん
だ
。
師
、
「
思
い
を
め
ぐ
ら
し

て
知
り
、
慮
か
っ
て
解
す
る
の
は
、
觀
念
を
も
て
あ
そ
ぶ
も
の
。
そ
れ
は
太
陽
の
下
の
燈
火
に
す
ぎ
ず
、
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
う
も

の
。
」
保
福
は
話
頭
を
聞
い
て
言
う
、
「
も
し
お
教
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
禮
拜
す
れ
ば
、
棒
を
く
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

禾
山
は
座
主
に
代
わ
っ
て
い
う
、
「
和
尚
に
お
手
間
を
取
ら
せ
は
し
ま
せ
ん
、
悪
し
か
ら
ず
。(

そ
ん
な
道
理
は
も
う
分
か
っ
て
い
ま

す
）
」
法
眼
は
座
主
に
代
わ
っ
て
、
手
を
三
度
打
っ
た(

作
用
で
應
じ
て
、
和
尚
も
こ
れ
と
同
じ
で
す
と
示
し
た
）
。

○
鹽
官
問
座
主
：
華
嚴
經
有
幾
種
法
界
？
對
云
：
四
種
法
界　

鹽
官
は
馬
祖
に
嗣
い
だ
齊
安
禪
師
（
？
～
八
四
二
）。『
宋
高

僧
傳
』
卷
一
一
、
本
書
卷
一
五
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
等
に
傳
及
び
語
句
を
錄
す
。

法
藏
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
華
嚴
教
學
の
法
界
緣
起
（
一
切
諸
法
は
緣
起
し
合
っ
て
眞
如
そ
の
も
の
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
）
は
澄

觀
（
七
三
八
～
八
四
一
）
に
よ
っ
て
四
種
法
界
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
事
法
界
（
現
象
す
る
存
在
で
あ
る
事
は
互
い
に
區
別
を
も
ち
な

が
ら
存
在
し
て
い
る
）、
理
法
界
（
事
は
無
自
性
な
る
理
法
と
し
て
平
等
に
存
在
し
て
い
る
）、
理
事
無
礙
法
界
（
事
と
理
法
は
緣
起
に

よ
っ
て
一
體
不
二
に
融
合
し
て
い
る
）、
事
事
無
礙
法
界
（
現
象
す
る
諸
存
在
は
緣
起
に
よ
っ
て
無
限
に
關
係
し
合
っ
て
相
互
に
妨
げ
あ

わ
な
い
）
で
あ
る
。

○
提
起
拂
子
：
這
个
向
阿
那
个
法
界
中
收
？
無
對　

鹽
官
が
拂
子
を
提
起
す
る
の
は
、
こ
の
拂
子
は
ど
の
法
界
に
入
る
の
か

と
問
う
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
拂
子
を
見
る
座
主
の
心
は
ど
の
法
界
に
收
ま
る
の
か
と
聞
く
こ
と
で
、
教
條
に
執
わ

れ
た
座
主
に
自
己
の
主
體
に
氣
づ
か
せ
、
そ
れ
が
佛
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
書
卷
一
四
「
江
西
馬
祖
章
」

に
次
が
あ
る
。
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師
問
百
丈
：
「
汝
以
何
法
示
人
？
」
百
丈
竪
起
拂
子
。
師
云
：
「
只
這
箇
爲
當
別
有
？
」
百
丈
抛
下
拂
子
。

馬
祖
が
百
丈
に
問
う
た
、
「
き
み
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
人
に
教
え
る
の
か
？
」
百
丈
は
拂
子
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
た
。
馬
祖
「
そ

れ
だ
け
か
、
そ
れ
と
も
他
に
あ
る
か
」
。
百
丈
は
拂
子
を
ほ
う
り
出
し
た
。

本
則
で
言
わ
れ
て
い
る
「
提
起
拂
子
」
は
、
拂
子
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
拂
子
を
見
る
講
僧
自
身
が
問
題
に

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
現
に
拂
子
を
見
て
い
る
も
の
を
置
い
て
他
に
心
―
自
己
本
分
事
―
な
る
も
の
は
無
い
と
い

う
直
指
で
あ
っ
た
。
馬
祖
の
示
衆
に
云
う
、

凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色
故
心
。
色
不
自
色
，
因
心
故
色
。
故
經
云
：
見
色
即
是
見
心
。
（
『
馬
祖
の
語

錄
』
一
九
七
頁
、
『
宗
鏡
錄
』
卷
一
）

眼
に
見
て
い
る
對
象
は
、
す
べ
て
我
が
心
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
心
は
そ
れ
自
體
で
心
な
の
で
は
な
く
、
對
象
と
關
わ
り
あ
っ
て

心
と
し
て
發
現
す
る
。
對
象
は
そ
れ
自
體
で
對
象
な
の
で
は
な
く
、
心
と
關
わ
り
あ
っ
て
對
象
と
な
る
。
故
に
經
典
に
「
對
象
を
見

る
こ
と
は
心
を
見
る
こ
と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

即
ち
拂
子
を
見
る
側
の
心
を
直
指
し
、
そ
の
心
が
佛
に
他
な
ら
な
い
こ
と
の
直
指
で
あ
っ
た
。

○
師
代
云
：
若
只
禮
謝
，
則
著
和
尚
棒　

無
對
の
座
主
に
成
り
代
わ
っ
て
答
え
る
。
人
ご
と
の
よ
う
に
教
え
を
有
り
難
が
る

だ
け
で
、
我
が
心
の
こ
と
だ
と
氣
づ
か
ぬ
な
ら
、
和
尚
の
棒
を
喰
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
禮
謝
す
る
だ
け
で
、
禮
謝
す

る
わ
が
心
の
は
た
ら
き
に
氣
づ
か
な
い
な
ら
、
和
尚
の
棒
を
喰
ら
う
こ
と
に
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
和
尚
の
教
え

を
受
け
止
め
ま
し
た
、
と
い
う
表
明
。

「
著
棒
」
は
、
棒
を
喰
ら
う
。
本
書
卷
一
三
「
龍
潭
和
尚
章
」
第
四
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
迦
葉
親
聞
底
事
？
」
師
云
：
「
汝
若
領
得
，
我
則
不
悋
。
」
學
云
：
「
與
摩
則
不
煩
於
師
去
也
。
」
師
云
：
「
又

須
著
棒
，
爭
得
不
煩
？
」
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問
う
、
「
迦
葉
が
釋
尊
よ
り
聞
き
取
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
が
分
か
る
の
な
ら
、
わ
た
し
は
示
し
て
や
ら

ぬ
わ
け
で
は
な
い
。
」
學
人
、
「
そ
れ
な
ら
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
示
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
結
構
で
す
。
」
師
、
「(

教

理
レ
ベ
ル
の
分
か
り
か
た
で
は
）
や
は
り
打
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ど
う
し
て
め
ん
ど
う
を
か
け
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
？
」

〔
二
七
〕
文
殊
普
賢
を
昨
夜
三
更
に
各
お
の
打
ち
て
二
十
棒
を
與
え
、
一
時
に
院
を
趂
い
出
せ
り

因
擧
：
「
南
泉
云
：
『
文
殊
普
賢
，
昨
夜
三
更
，
各
打
與
二
十
棒
，
一
時
趂
出
院
。』
趙
州
云
：
『
和
尚
棒
教
什
摩
人

喫
？
』」
師
代
云
：
「
不
得
不
道
。」

【
訓
読
】

因
み
に
擧
す
、「
南
泉
云
く
、『
文
殊
普
賢
、
昨
夜
三
更
に
各
お
の
打
ち
て
二
十
棒
を
與
え
、
一
時
に
院
よ
り
趂
い
出
せ

り
。』
趙
州
云
く
、『
和
尚
の
棒
は
什な

ん摩
人ぴ
と

を
し
て
喫
せ
し
む
る
や
？
』」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
道
わ
ざ
る
を
得
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
頭
を
取
り
あ
げ
た
、「
南
泉
が
言
う
、『
文
殊
・
普
賢
は
昨
晩
眞
夜
中
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
棒
を
食
ら
わ
せ
、

ど
ち
ら
も
追
い
出
し
て
や
っ
た
。』
趙
州
が
言
う
、『
和
尚
の
棒
は
誰
に
食
ら
わ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
』」
師
が
代
わ
っ
て

言
う
、「
言
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
、
本
書
卷
一
六
「
南
泉
章
」、『
景
德
傳
燈
録
』
卷
八
「
南
泉
章
」、『
雲
門
廣
録
』
卷
中
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
三

「
南
泉
章
」、『
五
祖
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
卷
中
、『
圓
悟
語
錄
』
卷
一
七
「
拈
古
」
第
四
二
則
、

同
卷
一
九
「
頌
古
」
第
七
四
則
、『
碧
巖
錄
』
第
二
六
則
本
則
評
唱
、『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉
章
」、『
禪
門
拈
頌
集
』

卷
七
、『
大
光
明
藏
』
卷
中
「
南
泉
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
三
「
南
泉
章
」
に
も
收
錄
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
保
福
の
代
語
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は
本
則
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
今
參
考
と
し
て
本
書
卷
一
六
「
南
泉
章
」
と
『
景
德
傳
燈
録
』
卷
八
「
南
泉
章
」
を
擧
げ

る
。【

本
書
卷
一
六
】　

師
又
時
曰
：
「
若
是
文
殊
普
賢
，
昨
夜
三
更
，
各
打
二
十
棒
，
趂
出
院
了
也
。
」
趙
州
對
云
：
「
和
尚
合

喫
多
少
棒
？
（
和
尚
は
い
く
ら
棒
を
食
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？
）
」
師
云
：
「
王
老
師
有
什
摩
罪
過
？
」
趙
州
禮
拜
出
去
。

【
『
景
德
傳
燈
録
』
卷
八
】　

師
有
時
云
：
「
文
殊
普
賢
，
昨
夜
三
更
，
每
人
與
二
十
棒
，
趁
出
院
也
。
」
趙
州
云
：
「
和
尚
棒

教
誰
喫
？
（
和
尚
の
棒
は
誰
に
食
ら
わ
せ
る
の
で
す
か
？
）
」
師
云
：
「
且
道
，
王
老
師
過
在
什
麼
處
？
」
趙
州
禮
拜
而
出
。

玄
覺
云
：
「
且
道
，
趙
州
休
去
，
是
肯
南
泉
，
不
肯
南
泉
？
」

○
南
泉
云
：
文
殊
普
賢
，
昨
夜
三
更
，
各
打
與
二
十
棒
，
一
時
趂
出
院　

南
泉
は
馬
祖
の
法
嗣
で
あ
る
普
願
禪
師
（
七
四
八

～
八
三
四
）、
本
書
卷
一
六
に
略
傳
と
語
句
を
收
め
る
。
中
華
書
局
標
点
本
は
「
捧
」
に
誤
る
が
、「
棒
」
に
改
め
た
（
第

二
六
則
と
同
じ
字
體
）。「
文
殊
・
普
賢
は
、
佛
の
脇
侍
と
し
て
佛
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
南
泉
は
佛
に
な
り
代
わ
っ
て

二
菩
薩
を
打
っ
て
佛
殿
よ
り
趁
い
出
し
た
。
但
し
、
打
っ
た
理
由
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
」（
入
矢
義
高
監
修
・
景
德
傳
燈
錄
研

究
會
編
『
景
德
傳
燈
錄 

三
』
一
一
三
頁
、
禪
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）。
し
か
し
「
昨
夜
三
更
」
に
打
っ
た
と
あ
る
こ
と
が
、

打
っ
た
理
由
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。『
景
德
傳
燈
錄 

三
』
が
注
す
る
よ
う
に
「
真
夜
中
と
い
う
の
は
聖
量
へ
の
思
い
が
募
る

時
刻
」
で
あ
る
。
聖
量
は
、「
聖
」
と
い
う
價
値
意
識
（『
禪
語
辭
典
』）。
百
丈
懷
海
が
眞
夜
中
に
菩
提
涅
槃
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
唾
を
吐
く
話
が
、
本
書
「
百
丈
和
尚
章
」
第
一
六
則
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

師
有
一
日
法
堂
裏
坐
， 

直
到
四
更
。
當
時
侍
者
便
是
雲
嵒
和
尚
也
。
三
度
來
和
尚
身
邊
侍
立
。
第
三
度
來
，
和
尚
驀
底
失
聲

便
唾
。
侍
者
便
問
：
「
和
尚
適
來
有
什
摩
事
唾
？
」
師
云
：
「
不
是
你
境
界
。
」
侍
者
云
：
「
啓
師
：
某
甲
是
和
尚
侍
者
， 

若

不
與
某
甲
説
， 

爲
什
摩
人
説
？
」
師
云
：
「
不
用
問
。
不
是
你
問
底
事
， 

兼
不
是
老
僧
説
底
事
。
」
侍
者
云
：
「
啓
師
：
百
年

後
要
知
， 

乞
和
尚
慈
悲
。
」
師
云
：
「
苦
殺
人
！
老
漢
未
造
人
在
。
適
來
忽
然
憶
著
菩
提
、
涅
槃
， 

所
以
與
摩
唾
。
」
侍
者
云
：
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「
啓
師
：
若
也
如
此
， 

如
許
多
時
， 

因
什
摩
説
菩
提
、
涅
槃
、
了
義
、
不
了
義
？
」
師
云
：
「
分
付
不
著
人
， 

所
以
向
你
道
：

不
是
你
問
底
事
， 

兼
不
是
你
境
界
。
」

あ
る
日
、
師
は
法
堂
で
坐
禪
し
、
眞
夜
中
過
ぎ
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
侍
者
は
雲
嵒
和
尚
だ
っ
た
。
和
尚
の
様
子
を
見
に
三
度
來
て
、

和
尚
の
そ
ば
に
ひ
か
え
て
立
っ
た
。
三
度
目
に
來
た
と
き
、
和
尚
は
「
ア
ッ
！
」
と
ふ
い
に
聲
を
た
て
、
ペ
ッ
と
唾
を
吐
き
出
し
た
。

侍
者
が
す
ぐ
に
問
う
た
、
「
和
尚
は
今
ど
う
い
う
こ
と
で
唾
を
吐
か
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
君
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
」
侍

者
、
「
師
に
申
し
あ
げ
ま
す
、
私
め
は
和
尚
の
侍
者
で
す
、
こ
の
私
に
言
わ
ず
し
て
、
誰
に
言
う
と
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、
「
問
う

な
ど
要い

ら
ぬ
こ
と
だ
。
君
が
わ
し
に
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
ま
た
わ
し
が
君
に
言
う
べ
き
こ
と
で
も
な
い
。
」

侍
者
、
「
和
尚
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
ち
、
人
に
訊き

か
れ
た
と
き
に
知
っ
て
お
き
た
い
の
で
す
。
ど
う
か
お
願
い
し
ま
す
。
」
師
、
「
や

り
き
れ
ん
な
！
わ
し
は
ま
だ
一
人
前
の
禪
僧
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
さ
っ
き
ふ
い
に
菩
提
や
涅
槃
の
こ
と
が
思
い
浮
か
ん
で
、

そ
れ
で
あ
の
よ
う
に
ペ
ッ
と
吐
き
出
し
た
の
だ
。
」
侍
者
、
「
そ
れ
な
ら
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
何
度
も
菩
提
や
涅
槃
、
了
義
經
や
不

了
義
經
の
こ
と
を
説
か
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
人
に
言
っ
て
分
か
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
君
に
〈
君
が
問
題

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
ま
た
君
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
〉
と
言
っ
た
の
だ
。
」

百
丈
は
眞
夜
中
坐
禪
を
し
て
い
て
菩
提
涅
槃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
聖
量
へ
の
思
い
を
唾
を
吐
く
こ
と
で
斷
ち
切
っ
た
の

で
あ
る
。

本
話
頭
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
で
は
、

昨
夜
三
更
，
文
殊
普
賢
相
打
，
各
與
二
十
棒
，
貶
向
二
鐵
圍
山
。
（
大
正
四
七
・
五
六
〇
下
）

昨
夜
眞
夜
中
、
文
殊
と
普
賢
が
喧
嘩
を
し
た
の
で
、
二
鐵
圍
山
へ
追
放
し
た
。

と
變
化
す
る
。「
貶
向
二
鐵
圍
山
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
諸
佛
要
集
經
』（
大
正
一
七
・
七
六
二
中
・
七
六
三
上
、
た
だ
し
佛
見

法
見
の
語
は
な
く
、『
祖
庭
事
苑
』
卷
二
「
佛
見
法
見
」
條
に
『
諸
佛
要
集
經
』
を
引
き
、『
碧
巖
錄
不
二
鈔
』
に
も
『
諸
佛
要
集
經
』
を
典
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故
と
し
て
要
約
し
て
い
る
）
に
見
え
る
文
殊
の
話
、
即
ち
文
殊
が
佛
見
法
見
を
起
こ
し
た
た
め
天
王
如
來
に
鐵
圍
山
頂
に
移

し
立
た
さ
れ
た
こ
と
だ
と
分
か
る
。「
文
殊
普
賢
相
打
」
は
、
文
殊
が
三
更
に
佛
見
法
見
を
起
こ
し
た
た
め
、
そ
れ
を
咎

め
た
普
賢
と
喧
嘩
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
五
祖
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
は
さ
ら
に
、

文
殊
普
賢
，
昨
夜
三
更
，
起
佛
見
法
見
，
各
與
二
十
棒
，
貶
向
二
鐵
圍
山
。
（
大
正
四
七
・
六
五
九
下
）

文
殊
と
普
賢
は
昨
夜
眞
夜
中
、
佛
見
法
見
を
起
こ
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
十
棒
を
食
ら
わ
せ
、
二
鐵
圍
山
へ
追
放
し
た
。

と
變
化
し
、
二
十
棒
さ
れ
た
理
由
を
「
佛
見
法
見
を
起
こ
し
た
」
た
め
と
明
確
に
し
て
い
る
。『
五
祖
法
演
禪
師
語
錄
』

の
も
の
は
『
圓
悟
語
錄
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
碧
巖
錄
』
に
受
け
繼
が
れ
、『
雲
門
廣
錄
』
は
『
宗
門
統
要
集
』、『
聯

燈
會
要
』、『
五
燈
會
元
』
に
受
け
繼
が
れ
て
い
る
。

○
趙
州
云
：
和
尚
棒
教
什
摩
人
喫
？　

佛
に
な
り
代
わ
っ
て
の
棒
で
は
な
く
、
和
尚
自
身
の
棒
は
誰
に
食
ら
わ
せ
る
の
で
す

か
。
佛
見
法
見
を
起
こ
し
た
の
は
文
殊
普
賢
で
は
な
く
和
尚
自
身
な
の
で
す
か
ら
、
和
尚
が
食
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で

す
。
本
書
卷
一
六
「
南
泉
章
」
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
「
和
尚
合
喫
多
少
棒
？
（
和
尚
は
い
く
ら
棒
を
食
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
）」

と
言
っ
て
い
る
。

○
師
代
云
：
不
得
不
道　

無
語
だ
っ
た
南
泉
に
代
わ
っ
て
言
う
、「
み
な
を
接
化
す
る
方
便
と
し
て
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
だ
。」

〔
二
八
〕
入
門
に
は
須す

べ
か得

ら
く
語
あ
る
べ
し

因
擧
：
「
先
洞
山
問
雪
峯
：
『
入
門
須
得
語
，
不
得
道
早
个
入
門
了
也
。』
雪
峯
云
：
『
某
甲
無
口
。』
師
云
：
『
無
口

則
且
從
，
還
我
眼
來
。』
無
對
。」
師
代
云
：
「
若
問
眼
，
某
甲
謹
隨
狀
退
。」

【
訓
讀
】
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因
み
に
擧
す
、「
先
の
洞
山
、
雪
峯
に
問
う
、『
門
に
入
る
に
は
須す
べ
か得
ら
く
語
あ
る
べ
し
、
早す

で个
に
門
に
入
り
了
れ
り
と

道い

う
を
得
ず
。』
雪
峯
云
く
、『
某そ
れ
が
し甲
口
無
し
。』
師
云
く
、『
口
無
き
は
則
ち
且
く
從ま
か

す
、
我
に
眼
を
還
し
來
れ
。』
對
う
る

無
し
。」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
若
し
眼
を
問
わ
ば
、
某
甲
謹
ん
で
狀
に
隨
い
て
退
か
ん
。」

【
日
譯
】

師
は
話
頭
を
提
起
し
た
、「
先
の
洞
山
和
尚
が
雪
峯
に
問
う
た
、『
入
門
す
る
と
き
は
必
ず
一
言
あ
る
べ
き
だ
。
す
で
に

入
門
し
て
い
ま
す
と
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
。』
雪
峯
、『
わ
た
し
（
の
法
身
）
に
は
口
が
あ
り
ま
せ
ん
。』
洞
山
、『
口
が
な
い
の

は
さ
て
お
い
て
、
わ
た
し
に
眼
を
か
え
し
て
く
れ
。』
雪
峯
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。」
師
は
代
わ
っ
て
言
う
、「
眼
を
要
求

さ
れ
る
な
ら
、
和
尚
の
命
に
し
た
が
っ
て
退
き
ま
す
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
洞
山
章
」、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
「
雪
峯
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
一
三
「
洞
山
章
」、

『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
、『
洞
山
錄
』
に
も
採
ら
れ
る
が
、
み
な
長
慶
の
代
語
と
な
っ
て
い
る
。

○
先
洞
山
問
雪
峯
：
入
門
須
得
語
，
不
得
道
早
个
入
門
了
也　
「
入
門
須
得
語
」
は
「
入
門
す
る
と
き
は
し
か
る
べ
き
挨
拶

の
言
葉
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
う
の
が
表
面
上
の
意
味
で
あ
る
が
、「
わ
が
門
に
入
っ
た
な
ら
自
ら
の
見
解
を
語
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
意
に
解
せ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
洞
山
章
」
に
よ
れ
ば
、「
雪
峯
上
問
訊
，
師
曰
：
『
入

門
來
須
得
語
，
不
得
道
早
箇
入
了
也
。』」
と
あ
り
、「
問
訊
」
は
「
初
對
面
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
」（『
禪
語
辭
典
』）
こ
と

で
あ
る
か
ら
初
相
見
時
の
問
答
で
あ
る
。「
不
得
道
早
个
入
門
了
也
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
陳
腐
な
解
答
を
禁
止
し
た
（
景

德
傳
燈
錄
研
究
會
編
『
景
德
傳
燈
錄
五
』
五
九
八
頁
）。

○
雪
峯
云
：
某
甲
無
口　
「
某
甲
無
口
」
と
は
、「
わ
が
法
身
に
は
口
が
あ
り
ま
せ
ん
」
の
意
。「
法
身
は
口
が
な
く
、
飢
え

も
し
な
い
」
と
い
う
諸
方
を
行
脚
し
て
仕
入
れ
た
洞
山
の
禪
の
知
識
で
も
っ
て
答
え
た
。
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本
書
卷
一
四
「
魯
祖
和
尚
章
」
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
言
不
言
？
」
師
云
：
「
汝
口
在
什
摩
處
？
」
對
云
：
「
某
甲
無
口
。
」
師
云
：
「
將
何
喫
茶
飯
？
」
自
後
洞

山
代
云
：
「
他
不
飢
，
喫
什
摩
？
」

問
う
、
「
言
い
て
何
も
言
わ
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
の
口
は
ど
う
し
た
？
」
「
わ
た
し
に
口
は
あ
り
ま
せ

ん
。
」
師
、
「
何
で
ご
飯
を
食
べ
る
の
か
？
」
後
に
洞
山
が
代
わ
っ
て
答
え
た
、
「
か
れ
は
餓
え
ま
せ
ん
、
何
を
食
べ
る
と
い
う
の
で

す
か
？
」

○
師
云
：
無
口
則
且
從
，
還
我
眼
來
。
無
對　
「
法
身
に
口
が
な
い
の
は
し
ば
ら
く
お
き
、
わ
た
し
に
法
身
の
眼
を
返
し
て

く
れ
。」
き
み
は
わ
た
し
の
禪
の
う
わ
つ
ら
だ
け
を
理
解
し
て
答
え
て
い
る
だ
け
だ
、
法
身
と
別
で
は
な
い
わ
た
し
に
は

口
も
目
も
あ
る
。

○
師
代
云
：
若
問
眼
，
某
甲
謹
隨
狀
退　
「
某
甲
」
は
原
文
は
「
和
尚
」
で
あ
る
が
、
諸
資
料
に
よ
り
改
め
た
。
も
し
わ
た

し
に
「
和
尚
の
眼
」
を
要
求
さ
れ
る
な
ら
、
和
尚
が
わ
た
し
に
突
き
つ
け
た
罪
狀
に
よ
っ
て
引
き
下
が
り
ま
す
。
本
書
以

外
す
べ
て
長
慶
の
代
語
と
な
っ
て
い
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」
に
「
常
以
古
今
方
便
詢
于
長
慶
稜
和
尚
，

稜
深
許
之
。（
保
福
は
日
ご
ろ
か
ら
古
今
の
話
頭
を
擧
し
て
長
慶
稜
和
尚
に
意
見
を
求
め
、
稜
和
尚
は
保
福
の
見
識
を
認
め
た
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
保
福
と
招
慶
は
古
今
の
話
頭
を
取
り
上
げ
て
商
量
し
、
切
磋
琢
磨
し
あ
っ
た
仲
で
あ
っ
た
か
ら
代
語
が
入
れ

替
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
二
九
〕
實
に
一
人
の
此
の
門
に
入
る
こ
と
を
得
た
る
も
の
無
し

因
擧
：
「
僧
問
先
洞
山
：
『
從
上
幾
人
得
入
此
門
？
』
洞
山
云
：
『
實
無
一
人
得
入
此
門
。』
進
曰
：
『
與
摩
道
，
莫
屈

人
也
無
？
』
洞
山
云
：
『
若
實
如
此
，
亦
不
屈
著
人
。』」
時
有
學
人
問
：
「
古
人
還
扶
入
門
，
不
扶
入
門
？
」
保
福
云
：



227

『祖堂集』卷第一一譯注（一） 「保福和尚章」（上）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

「
行
脚
得
什
摩
人
力
？
」

【
訓
讀
】

因
み
に
舉
す
、「
僧
、
先
の
洞
山
に
問
う
、『
從
じ
ゅ
う
じ
ょ
う上
幾
人
か
此
の
門
に
入
る
こ
と
を
得
た
る
？
』
洞
山
云
く
、『
實
に
一

人
の
此
の
門
に
入
る
こ
と
を
得
た
る
も
の
無
し
。』
進
み
て
曰
く
、『
與か

く摩
道い

わ
ば
、
人
を
屈
す
る
こ
と
莫
き
也や無
？
』
洞
山

云
く
、『
若
し
實
に
此か

く
の
如
く
な
る
も
、
亦
た
人
を
屈
著
せ
ず
。』」
時
に
學
人
有
り
て
問
う
、「
古
人
は
還は

た
入
門
を
扶た
す

く

る
か
、
入
門
を
扶
け
ざ
る
か
？
」
保
福
云
く
、「
行
脚
し
て
什な

ん摩
人ぴ
と

の
力
を
か
得
た
る
？
」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
、「
僧
が
先
の
洞
山
に
問
う
、『
こ
れ
ま
で
幾
人
が
こ
の
門
に
入
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
』
洞
山
、『
た
だ
の
一
人
も
此
の
門
に
入
っ
た
も
の
は
お
ら
ぬ
。』
僧
は
切
り
込
ん
で
言
う
、『
そ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、

人
を
貶
め
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
』
洞
山
、『
本
當
に
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
人
を
貶
め
た
の
で
は
な
い
。』」
時
に

修
行
者
が
問
う
た
、「
古
人
は
入
門
す
る
の
を
介
添
え
し
た
の
で
す
か
、
介
添
え
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」
保
福
、「
君
は

行
脚
す
る
の
に
誰
か
の
力
を
借
り
た
の
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
に
收
錄
さ
れ
る
。

○
僧
問
先
洞
山
：
從
上
幾
人
得
入
此
門
？
洞
山
云
：
實
無
一
人
得
入
此
門　
「
先
洞
山
」
は
洞
山
廣
福
寺
第
一
世
良
价
禪
師

（
八
〇
七
～
八
六
九
）。「
此
門
」
と
は
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
の
法
門
で
あ
り
、
こ
の
場
で
は
具
體
的
に
洞
山
の
法
門

を
指
す
。
私
こ
そ
は
此
の
門
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。
洞
山
が
「
誰
も
こ
の
門
に
入
っ
た
も
の
は
お
ら
ぬ
」
と

言
う
の
は
、
も
と
も
と
皆
な
「
此
門
」
に
入
っ
て
い
る
以
上
、
さ
ら
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
意
。
保
福
も
次
の
よ
う

に
言
う
。
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有
時
云
：
「
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
。
」
（
本
書
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
第
三
八
則
）

保
福
は
あ
る
と
き
言
っ
た
、
「
諸
聖
に
見ま

み

え
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
門
よ
り
入
る
。
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
な
く
て
も
、
こ
の
門
よ

り
入
る
。
」

「
見
諸
聖
」
と
は
開
悟
す
る
こ
と
、「
不
見
諸
聖
」
即
ち
開
悟
し
な
く
て
も
、「
從
此
門
入
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
悟

未
悟
に
か
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
「
此
門
」
に
も
と
も
と
入
っ
て
い
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
馬
祖
曰
く
、「
一
切
に

衆
生
は
無
量
劫
來
從よ

り
法さ
と
り
の
せ
か
い

性
三
昧
を
出
で
ず
、
長つ
ね

に
法
性
三
昧
中
に
在
り
て
、
著
衣
喫
飯
、
言
談
祗
對
す
。
六
根
の
運は
た
ら
き用

も
、
一
切
の
施こ

う
い爲
も
、
盡
く
是
れ
法
性
な
り
」（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
「
江
西
馬
祖
章
」）。

○
進
曰
：
與
摩
道
，
莫
屈
人
也
無
？　

そ
う
い
う
言
い
方
は
、
人
に
無
實
の
罪
を
き
せ
る
こ
と
に
な
り
は
し
ま
せ
ん
か
？
な

ぜ
な
ら
ど
の
人
も
「
入
門
」
の
分
（
資
格
）
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

○
洞
山
云
：
若
實
如
此
，
亦
不
屈
著
人　

き
み
の
言
う
よ
う
に
人
を
貶
め
る
言
い
方
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
人
を
貶
め
て
は

お
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
「
實
無
一
人
得
入
此
門
」
と
い
う
の
は
本
當
だ
か
ら
だ
。

○
時
有
學
人
問
：
古
人
還
扶
入
門
，
不
扶
入
門
？　

あ
る
僧
が
こ
の
問
答
に
對
す
る
疑
問
を
保
福
に
訊
い
た
、「
洞
山
は
此

の
門
の
本
來
の
あ
り
か
た
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
こ
の
僧
が
入
門
す
る
手
助
け
を
し
た
の
で
す
か
？
」

○
保
福
云
：
行
脚
得
什
摩
人
力
？　
「
き
み
は
行
脚
す
る
の
に
誰
か
の
力
を
借
り
た
の
か
？
」
自
分
の
足
で
自
分
の
力
で
行

脚
す
る
よ
う
に
、
洞
山
は
こ
の
僧
の
入
門
を
扶
助
し
た
の
で
は
な
い
。「
三
身
中
阿
那
个
身
不
墮
衆
數
？
」（
法
身
報
身
化

身
の
三
身
の
う
ち
ど
れ
が
衆
數
に
墮
ち
ぬ
の
か
）
と
訊
か
れ
た
洞
山
は
「
吾
常
於
此
切
」（
わ
た
し
は
い
つ
も
衆
數
に
墮
ち
ぬ
よ
う
に

切
實
に
努
め
て
い
る
の
だ
。
本
書
卷
六
「
洞
山
和
尚
章
」
第
一
二
則
）
と
言
う
よ
う
に
、
自
ら
法
身
と
し
て
行
脚
し
て
い
る
と
自

覺
せ
よ
と
い
う
こ
と
。
そ
う
自
覺
す
る
こ
と
が
「
入
此
門
」
で
あ
る
。
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〔
三
〇
〕
光
境
倶
亡
も
未
亡
も
未
だ
勦
絶
で
き
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
擧
：
「
盤
山
云
：
『
光
境
倶
亡
，
復
是
何
物
？
』
洞
山
云
：
『
光
境
未
亡
，
復
是
何
物
？
』
據
二
彼
商
量
，
盡
未
得

勦
絶
。」
師
拈
問
其
僧
：
「
作
摩
生
道
得
勦
絶
？
」
僧
云
：
「
還
解
怪
笑
得
摩
？
」
師
云
：
「
非
常
怪
笑
得
。」
學
人
却
問
和

尚
：
「
如
何
道
得
勦
絶
去
？
」
師
云
：
「
兩
手
扶
犂
水
過
膝
。」

自
後
擧
似
招
慶
：
「
保
福
道
『
非
常
怪
笑
』，
意
作
摩
生
？
」
招
慶
云
：
「
盡
法
無
民
。」

【
訓
讀
】

僧
擧
す
、「
盤
山
云
く
、『
光
境
倶
に
亡
ぶ
る
は
、
復は

た
是
れ
何な

ん物
ぞ
？
』
洞
山
云
く
、『
光
境
未
だ
亡
ば
ず
ん
ば
、
復は

た

是
れ
何な

ん物
ぞ
？
』
二
彼
の
商
量
に
據
ら
ば
、
盡
く
未
だ
勦
絶
す
る
を
得
ず
。」
師
拈
じ
て
其
の
僧
に
問
う
、「
作い

か

ん
摩
生
が
道い

わ

ば
勦
絶
す
る
を
得
た
る
？
」
僧
云
く
、「
還は

た
解よ

く
怪
笑
し
得
る
や
？
」
師
云
く
、「
非
常
に
怪
笑
し
得
た
り
。」
學
人
却
っ

て
和
尚
に
問
う
、「
如
何
ん
が
道
わ
ば
勦
絶
す
る
を
得え

去
ら
ん
？
」
師
云
く
、「
兩
手
に
犂
を
扶さ
さ

え
水
膝
を
過
ぐ
。」

自の

ち後
に
招
慶
に
擧
似
す
、「
保
福
は
『
非
常
に
怪
笑
す
』
と
道い

う
、
意
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
招
慶
云
く
、「
法
を
盡
く
せ
ば
民

無
し
。」

【
日
譯
】

僧
が
話
頭
を
取
り
上
げ
て
言
う
、「
盤
山
は
『
照
ら
す
光
（
心
）
も
照
ら
さ
れ
る
境
（
法
）
も
す
べ
て
な
く
な
る
と
は
、

い
っ
た
い
何
か
？
』
と
言
い
、
洞
山
は
『
照
ら
す
光
（
心
）
も
照
ら
さ
れ
る
境
（
法
）
も
な
く
な
ら
な
い
と
は
、
い
っ
た
い

何
か
？
』
と
言
い
ま
し
た
が
、
二
人
の
議
論
は
、
ま
だ
徹
底
で
き
て
い
ま
せ
ん
。」
師
は
そ
の
僧
に
訊
い
た
、「
ど
う
言
え
ば

徹
底
で
き
る
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
二
人
を
笑
え
る
の
で
す
か
（
和
尚
は
で
き
る
の
で
す
か
）
？
」
師
、「
お
お
い
に
笑
え
る

（
で
き
る
）。」
反
對
に
學
人
が
和
尚
に
訊
く
、「
ど
う
言
え
ば
で
き
ま
す
か
？
」
師
、「
膝
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
兩
手
で
犂
を
引

く
。」
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後
に
招
慶
に
話
し
た
、「
保
福
が
『
お
お
い
に
笑
え
る
』
と
言
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
招
慶
、「
嚴
格

に
法
律
を
施
せ
ば
、
民
は
生
き
て
ゆ
け
ぬ
と
い
う
こ
と
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
保
福
章
」、『
傳
燈
玉
英
集
』
卷
一
〇
「
保
福
章
」、『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
、『
雪
竇

明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
三
「
拈
古
」
第
八
三
則
（『
佛
果
撃
節
錄
』
第
九
〇
則
）、『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
宏
智
廣
錄
』
巻
三

「
拈
古
」
第
二
一
則
（『
請
益
錄
』
第
二
〇
則
）、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
「
保
福
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
保
福
章
」
に
も

採
ら
れ
る
が
、
保
福
が
擧
し
て
長
慶
に
問
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
、『
祖
堂
集
』
と
は
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
今
、『
景

德
傳
燈
錄
』
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

因
擧
：
「
盤
山
云
：
『
光
境
倶
亡
，
復
是
何
物
？
』
洞
山
云
：
『
光
境
未
亡
，
復
是
何
物
？
』
」
師
曰
：
「
據
此
二
尊
者
商
量
，

猶
未
得
勦
絶
。
」
乃
問
長
慶
：
「
如
今
作
麼
生
道
得
勦
絶
？
」
長
慶
良
久
。
師
曰
：
「
情
知
和
尚
向
山
鬼
窟
裏
作
活
計
。
」
長

慶
却
問
：
「
作
麼
生
？
」
師
曰
：
「
兩
手
扶
犂
水
過
膝
。
」

「
盤
山
は
『
照
ら
す
光(

心
）
も
照
ら
さ
れ
る
境(

法
）
も
す
べ
て
な
く
な
る
と
は
、
い
っ
た
い
何
か
？
』
と
言
い
、
洞
山
は
『
照
ら

す
光(

心
）
も
照
ら
さ
れ
る
境(

法
）
も
な
く
な
ら
な
い
と
は
、
い
っ
た
い
何
か
？
』
と
言
っ
た
」
と
い
う
商
量
を
取
り
上
げ
、
保

福
は
言
う
、
「
こ
の
お
二
人
の
商
量
も
、
ま
だ
徹
底
で
き
て
い
な
い
。
」
そ
し
て
長
慶
に
問
う
、
「
今
ど
う
言
え
ば
徹
底
で
き
る
か
？
」

長
慶
は(

言
う
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
を
言
え
ば
誤
る
か
ら
）
沈
默
し
た
。
保
福
、
「
き
み
は
山
奥
の
鬼
の
住
む
洞
窟
で
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
」
逆
に
長
慶
が
問
う
、
「
き
み
は
ど
う
な
の
か
？
」
保
福
、
「
膝
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
兩
手
で
犂
を
引

く
。
」

○
僧
擧
：
盤
山
云
：
光
境
倶
亡
，
復
是
何
物
？
洞
山
云
：
光
境
未
亡
，
復
是
何
物
？
據
二
彼
商
量
，
盡
未
得
勦
絶　

盤
山
は

馬
祖
に
嗣
ぐ
寶
積
禪
師
（
生
卒
年
未
詳
）。『
祖
庭
事
苑
』（
卷
一
『
雪
竇
後
錄
』）
に
引
く
『
盤
山
古
錄
』
の
示
衆
九
段
中
の
第
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六
段
の
六
句
に
言
う
、

心
月
孤
圓
，
光
呑
萬
像
；
光
非
照
境
，
境
亦
非
存
。
光
境
倶
忘
，
復
是
何
物
？
（
續
藏
一
一
三
冊
二
四
頁
下
、
一
句
二
句
と

三
句
四
句
は
現
実
を
言
い
、
五
句
六
句
は
開
悟
し
て
現
わ
れ
た
「
實
際
理
地
に
は
一
物
も
な
い
」
狀
況
を
言
う
）

滿
月
の
よ
う
な
心
は
ま
ど
か
に
光
り
輝
き
、
く
ま
な
く
萬
像
を
照
ら
し
て
い
る
。
光
が
境
を
照
ら
さ
な
け
れ
ば
、
境
も
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
光
も
境
も
亡
く
な
る
と
は
、
ど
う
い
う
事
態
か
？

洞
山
は
藥
山
に
嗣
ぐ
良
价
禪
師
（
八
〇
七
～
八
六
九
）。「
光
境
未
亡
，
復
是
何
物
？
」
は
、
本
書
本
卷
が
現
存
す
る
資
料
の

初
出
。
洞
山
は
盤
山
の
二
句
に
對
し
て
「
光
が
境
を
照
ら
し
出
す
」
現
實
の
あ
り
よ
う
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
擧
し
た
僧
は
、
二
人
の
議
論
は
ま
だ
徹
底
で
き
て
い
な
い
と
言
う
。
洞
山
に
あ
っ
て
は
、
境
は
心
の
現
出
で
あ
る
と

い
う
唯
識
説
に
よ
っ
て
い
て
、
が
ん
ら
い
主
客
對
立
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
盤
山
の
光
境
二
項
の
な
い
心
と
い

う
本
源
と
は
何
か
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
盤
山
は
眞
際
を
、
洞
山
は
心
を
「
復
是
何
物
？
」
と
疑
問
形
で
暗
示
し
た
と
こ

ろ
を
、
僧
は
徹
底
し
て
い
な
い
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。「
勦
絶
」
は
「
底
の
底
ま
で
抉
り
取
る
。
抜
本
的
に
始
末
す
る
」

（『
禪
語
辭
典
』）。

○
師
拈
問
其
僧
：
作
摩
生
道
得
勦
絶
？
僧
云
：
還
解
怪
笑
得
摩
？　

そ
こ
で
保
福
は
僧
に
「
き
み
な
ら
ど
の
よ
う
に
言
っ
て

徹
底
す
る
か
？
」
と
問
う
と
、
僧
は
そ
れ
に
直
接
答
え
ず
に
「
和
尚
は
彼
ら
を
笑
え
ま
す
か
？
」
と
訊
き
か
え
す
。
裏
を

返
せ
ば
「
和
尚
は
徹
底
で
き
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
師
云
：
非
常
怪
笑
得
。
學
人
却
問
和
尚
：
如
何
道
得
勦
絶
去
？
師
云
：
兩
手
扶
犂
水
過
膝　

保
福
は
「
勦
絶
で
き
る
（
非

常
怪
笑
得
）」
と
答
え
た
の
で
、
學
人
、「
で
は
、
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
勦
絶
す
る
の
で
す
か
？
」「
兩
手
扶
犂
水
過
膝
」

は
、
も
と
も
と
言
え
ぬ
も
の
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
誤
る
こ
と
に
な
っ
て
妄
語
戒
を
犯
し
、
牛
に
生
ま
れ
變
っ
て
生

前
の
負
債
を
返
す
こ
と
に
な
る
意
。
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○
自
後
擧
似
招
慶
：
保
福
道
非
常
怪
笑
，
意
作
摩
生
？
招
慶
云
：
盡
法
無
民　

後
に
そ
の
僧
は
招
慶
に
話
し
て
、
保
福
が

「
非
常
怪
笑
」
と
言
っ
た
意
味
を
訊
い
た
。
招
慶
、「
第
一
義
だ
け
で
指
導
す
れ
ば
修
行
僧
は
い
な
く
な
っ
て
法
堂
を
閉
鎖

す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
だ
。」「
盡
法
無
民
」
は
「
法
律
を
文
字
通
り
に
實
施
す
れ
ば
民
は
い
な

く
な
る
。」
長
慶
慧
稜
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

我
若
純
擧
唱
宗
乘
，
須
閉
却
法
堂
門
。
所
以
［
云
］
：
盡
法
無
民
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
長
慶
章
」
）

わ
た
し
が
宗
乘
そ
の
も
の
を
良
久
に
よ
っ
て
示
す
だ
け
な
ら
、
人
は
い
な
く
な
っ
て
法
堂
の
門
を
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
法
律

を
文
面
通
り
に
行
え
ば
、
民
は
い
な
く
な
る
」
と
い
う
わ
け
だ
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
保
福
が
長
慶
に
「
如
今
作
麼
生
道
得
勦
絶
？
」
と
問
う
と
、
長
慶
は
良
久
し
た
。
そ
れ
を
保
福

が
「
情あ

き
らか
に
知
る
、
和
尚
は
山
鬼
窟
裏
に
向お

い
て
活
計
を
作
す
」
と
言
う
の
は
、
き
み
は
良
久
の
第
一
義
の
提
示
を
も
っ

て
良
し
と
し
て
そ
こ
に
安
住
し
て
い
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
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